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New ntlelmintic fm 
二 還 較 SCIIS & UXVUIIS 


日 本 で 始め て の Piperazine hydrate 剤 
画 期 的 な 競 虫 薬 と し て ピ ペ ラ ラン ハ イド レイ ト 
剤 ピ ペ ニ ン は 各 大 学 で 高度 の 時 貝 駆除 率 が 検討 
ずみ で す な が 今回 更に 回 虫 に た いし て も る すばらし 
い 効 率 が ある と と が 分 り ま し た 。 


回 虫 駆除 率 90 多 以上 


虫 の 場合 の よう に 1 週 の 連用 を 必要 と せ ず 、 
1 日 2 ン 3 巨 ( ピ ペ ニ ン 10 て 15 錠 ) を 1 日 又は 2 日 
に わた っ て 投与 し た ゞ け で 90% 以 上 の 陰 転 率 が 


ある こと と が 報告 され て お り ま す 。 


暁 虫 駆 隊 率 90 錠 以上 

6 各 大 学 の 臨 末 デー タ で は 90% 一 10022 の 虫 卵 陰 
ラグ 転 率 を 示し 医学 会 、 医 学 雑誌 な ど に 好成績 が 発 
表 さ れ ま し た こと は 周知 の 通り で す 。 
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悪 | き 副作用 な く 服 用 容易 

は | 胃腸 か ら 体 内 に 吸 履 され な いた め 大 量 に 与え て も 黄 視 、 黄 首 等 の 懸念 な 
続 申 く 且 つ 幅 吐 、 腹 痛 等 の 副作用 な く 、 も ちろ ん 下剤 、 法 腸 、 食餌 制限 等 の 
虫 | 「| 必要 6 も あり まき せん 。 シ ロップ は 甘い の で 幼児 る 喜ん で 服用 し ます 。 
寄 夜 

生 原 。 | 50 負 250 相 

壮 - 紹 5 ke 四 地 1 錠 (cc) 当 り 3.75 円 

る | 門 2 ーー も 人 人 1 計 co) き 53.85 円 

に | 療 | ショ ッ プ | 500cc| 1a0 由 (文献 送 呈 ) 
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鯛 虫 子宮 内 卵 の 発育 及び その 抵抗 性 に 関す る 研究 
第 2 報 各種 濃度 ま ホル シマ リン 水 浸 漬 後 の 豚 環 虫 
子宮 内 各部 位 卵 の 発育 経過 に 関す る 研究 1) 


斎藤 


敏昭 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 30 年 9 月 2 日 受領 ) 


緒 言 

ホル マリ ン 水 溶液 中 に 浸 潰 し た 能 虫 卵 の 発育 に 関し て 
小林 (1919) は , 魚 虫 卵 は 102% ホ ル マ リ ン 水 中 に あつ て 
は 充分 発育 し , 202 中 で は 多少 発育 する も の が ある が , 
著しく 遅延 し , 多く の も の は 死滅 する と 云 つ て いる 。 吉 
田 , 堀田 (1919) に よれ ば , 12 多 以下 な ら ば 発育 可能 で 
ある が , 202% で は 7 8 日 , 25 多 で は 日 , 27 で は 6 
日 で 死滅 する 。 然し, 10% 水 溶液 中 で は 発育 完了 し た も 
の も これ を 長期 間 放 置 し て お く 時 は 早 有 死 滅する 。 一 方 
5 時 以下 の 濃度 の も の の 中 で は , 久しく 生存 し 得る る の 
の 如く で ある と いう 。 現在 虫 卵 の 培養 に は 好 ん で 2 ~ 
4 ホル マリ ン 水 が 用 いら れ て いる (和泉 1952) が ,。 之 れ 
は と の 程度 の 濃度 で は 卵 に 対す る 障 宴 作用 は 認め られ 
ず , 同時 に メジ ュ ウ ム の 腐敗 を 防止 する た めで ある 。 和尚 
お 興味 ある と と は , ホル マリ ン 水 中 に 貯蔵 され た 雌 虫 の 
子宮 内 卵 が 特に 仔 虫 まで 発育 せる と と の ある 事実 で , 最 
初 小林 (1919) が 之 れ を 見 出し た の で ある が , 森下 (19 
49) は 研究 室 に 久しく 保存 され て いる 豚 虫 100 を 検 
レ , 子宮 内 卵 の 全く 発育 し な いも の 21.8 名 , 不 受精 卵 
の み の も の 22 多 の 他 は 何れ も 分 裂 を 進め て お り そ の 内 
14% に 仔 虫 形成 せら ちら れ て いる の を 見 て いる 。 

私 は 各種 測度 の ホル マリ ン 液 中 に 保存 し た 顕 虫 子宮 内 





7os/zg を 2 So : Study on the development and 
resistance of ascaris eggs from the uterus of 
scgzs sz2772 の /7, (swine ascaris) . II, The deve- 
lopment of pig ascariS eggs from various part 
of the uterus after immersing them into formalin 
Solution of various concentration. ( 1 ) . (Depart- 
ment of Parasitology, National Institute of He- 
alth Tkoyo, Japan.) 


ま 子宮 上 部 と し て 上 より ?/」。 位 を と つた の は , それ よ 


り 上 方 は 第 一 報 の 結果 に ょ り 発 育 し な い 事 が 確か め 
られ て いた か ら で あ る 。 


卵 が 保存 期間 に よる その 発育 能 を 系 統 的 に 探索 せん と し 
て , 豚 顕 虫 体 を 各種 測度 の ホル マ リ ご 中 に に 浸漬, 一 定期 
間 後 その 子宮 内 虫 卵 を 培養 し その 発育 経過 を 観察 し た 
が , 本 報 ご で は その 低温 時 に お ける 成績 に つい て 報告 する 。 
実験 材料 及び 方 法 

実験 材料 : 芝浦 居 殺 場 よ り 採取 し た 豚 虫 体 ? を 使用 
レ た 。 

実験 方 法 : 上 述 の 豚 昌 体 を ま づ 各種 濃度 の ホル マリ 
ン に 10'C で 一 定期 間 浸 漬 し た 。 ホ ル マ リ ン 濾 度 は , 局 方 
ホル マリ ン (HHC 了 HO35%) を 蒸 溜 水 に て それ ぞ れ , 1 
多 。 2 多 。 3 時 , 4 時, 5 多 , 7.5 多 , 10%, 15 狐 。20 
22。3022, 402%, 60, 80 多 に 稀 駅 し た も の と し , 浸 潰 
時 間 は 各 濃 度 の も の に つい て , それ ぞ れ , 1 カ月 。 2 カ 
月 。 3 カ月 , 4 カ月 , 6 カ月 , 及び 12 カ 月 と し た 。 浸漬 
容器 は 深 さ 6 cm, 直径 18cm の シヤ ャ ー レ を 使用 し , 深 さ 5 
cm まで ホル マリ ン 宮 種 濃度 液 を 入れ た 。 所 定時 間 浸 潰 直 
後 各 条 件 下 に お ける 豚 顕 虫 体 20 条 よ り 得 た 子宮 を 取出 
し , 子宮 長 を 測定 し , その 各々 に つき 充分 に 水洗 を 行 つ 
て か ら と れ を 人 各 10 等 分 し 。 そ の 上 方 より 編 。 の 部 位 ( 子 
宮上 部 位 *) /:。 部 位 ( 同 中 位 ) お よび 9 部 位 (下部 ) 
中 の 虫 卵 を と り , カワ ラ 培 養 法 (培養 液 2 2% ホ ル マ リ ン 
液 使用 ) を 用 い , 温度 27'C に て 2 週間 培養 し た 。 対 照 実 
験 群 と し て は , 同様 に 所 定期 間 水 中 に 浸 潰 せしめ た 豚 斑 
虫 体 の 子宮 ょ り 得 られ た 如 上 各部 の 昌 卵 を 使用 し て 瓦 培 
養 法 を 行 つた 。 

培養 虫 卵 の 観察 : 所 定期 間 培 養 後 各 標本 に つき 息 卵 各 
100 個 を 鏡 見 し て その 発育 , 変性 状態 を 検 し た 。 な お 発 
育 の 指標 と し て は , 仔 虫 形成 率 を 以 つ て し た (斎藤 , 19 
55, 第 1 報 参照 ) 。 
実 験 成 績 

虫 体 を 低温 (温度 10C) 下 に お いて , 各種 ホル マリ 
ン 濃 度 に 浸漬 し た 場合 に 各種 子宮 部 位 (上 部 中 部 


を まう 






































2 [寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 1 号 
第 1 表 浸 注 温 度 100C に お ける 浸 漬 期間 別 , 子宮 各部 位 別 , 各種 ょ シル マ リ ン 濃度 別 , 
2 週間 培養 仔 虫 形成 率 表 
人 た ホ ルル リ ン 涯 度 別 
其 部 
間 位 対 1 2 3 4 還 E。 R Gt で 王 和 BE 
まう 雪 生 圭 0 0 0 0 0 
まあ 月 症 科 984 っ 0 夫 生 誠 包 本 全 0 0 0 0 0 
下 100 94 /96 99 98 99 98 98 98 94 89 29 0 0 
を 例 衝 大 区 0 0 0 0 0 
幸二 4 - 重 届 0 0 0 0 0 
人 人 先 相 半 -= 細 本 0 0 
上 58 44 39 46 43 44 346 38 19 0 0 0 0 0 
3 ヵ月 中 <  :) 靖 0 0 0 0 0 
OO 0 0 0 
りー 宙 " 有 8m 20Er : 抽 30 SE 生還 0 0 0 0 0 0 
4 ヵ月 中 着 。 机 | じ 邊 、 才 拉 ' 欠 才 書 0 0 0 0 0 0 
5 - 揚 還 pp: 半 近 と (, 介 2 9 0 0 0 0 
> 0 0 0 0 0 0 0 
彰 導 間 刺 如 著 馬 確 . 攻 8 人 名 0 0 0 0 0 
や 本 部 MM 凍 。 和 5 直人 旬 奉 0 0 0 0 0 
大 し 9 0 0 0 0 0 0 0 
12 ヵ 月 中 半 凌 M 、 才 ダ . 婦 親 0 0 0 0 0 0 
下 84 58 59 @ 9 、 宛 旭 0 0 0 0 0 0 
1 ) 浸漬 期間 1 カ月 の 場合 : いま , 第 一 表 よ り 各 種 ホ 


7。 下部 7) 内 虫 卵 を 所 定期 間 浸漬 後に お ける 入部 位 
卵 の 培養 に よる 仔 貝 形成 率 の 成績 は , 第 一 表 に 示す 如く 


で ある 。 


策 1 図 各種 濃度 ホル マリ ン 浸 漬 (温度 10"C 浸漬 
期間 1 月 後 ) の 子宮 体 各 部 位 に お ける 仔 虫 
形成 率 (培養 2 週間 後 ) 
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ー ホル マリ ン 濃 度 (1og 座標 ) 
証 多 は ホル マリ ン を 含ま な い 水 道 水 で の 実験 成績 


ル マ リ ン 1 カ 月 浸漬 に 於 ける 子宮 内 各部 虫 卵 の 仔 虫 形成 
率 を 図示 すれ ば, 第 一 図 の 如く で ある 。 

即ち , 仔 虫 形成 率 は 上 部 , 中 部 , 下部 と 子宮 を 下降 す 
る に だ 従 つて 順次 上 昇 を 示し て ゐる 。 

一 方 ホル マリ ン 濃 度 と 仔 虫 形成 率 の 関係 を 見 る に , 排 
出さ れ た 完全 卵 と 全く 同一 と みな され て ゐる 子宮 下部 の 
和 虫 卵 に つい て の べ る と , ホル マリ ン 低 濃度 て 1 多 ) より 
15 多 に 至る まで は , 仔 虫 形成 率 は 良好 で ほとん ど 全 く ホ 
ル マ リ ン の 影響 を 受け な い が , ホル マリ ン 濃 度 20 % よ 
り , 潤 次 他 虫 形成 は 減少 し , 同 602% に は , 仔 虫 形成 卵 は 
見 られ な い 。 即ち ,。 ホル マリ ン 低 濃度 (1 多 ) より 15 多 
こ 至 る まで は , 何等 仔 虫 形成 は 抑制 され て いな い が , 20 
すぎ る と , 潤 次 抑制 的 に 作用 し は じ め , 6022 に 至 つ 
は , 完全 に 仔 虫 形成 抑制 的 に 作用 し て ゐる 。 

: 中 部 及び 上 部 位 に お ける 下 卵 で は ,. ホル マリ ン 
濃度 2 前 後に お いて 一 且 仔 虫 形成 率 が 下降 する 。 し か 
し , ホル マリ ン 濃 度 の 増大 と 共に 再び 上 昇 し , 濃度 5 多 
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前 後に 最大 値 を 示す に 至る 。 と の 場合 か か る 上 昇 度 は 特 
に 子宮 中 部 内 卵 に お いて や や 著しい よう で ある が , 同 濃 
度 に お ける 下部 内 卵 の 率 を 凌 礼 する まで に は 至 つ て いな 
い 。 然し , その 後 仔 虫 形成 率 は 洒 次 再び 急激 に 下降 し , 
ホル マリ ン 濃 度 202 に 至れ ば 全く 仔 虫 形成 は 認め られ な 
い 。 即ち, 中 部 , 上 部 と 末 完 成 の 程度 の 虫 卵 の 多い 程 ホ 
ル マ リ ン 濃 度 上 昇 に 伴い 之 に 対す る 抵抗 力 が 急激 に 低下 
する 。 ま た , と の 両 部 の 虫 卵 は 特に ホル マリ ン 濃 度 2 > 
3 多 の 低 濃度 に お いて 仔 虫 形成 率 が 一 且 低 下す る と いう 
興味 ある 結果 を 示し て ゐる が , その 原因 に つい て は 明か 
で な い 。 

ii) 浸漬 期間 26 ヵ月 の 場合 
浸漬 期間 2, 3 カ月 の も の に あつ て 
ホル マリ ン 濃 度 1 ~ 2 多 の 部 に お ける 
は , 1 カ月 浸漬 の 場合 より も や や 著 し 
5 前 後 の 濃度 まで は 再び 90 な いし - と れ 以 上 の 仔 束 形 
成 率 の 上 昇 を 示す に いた る 。 然し て , 仔 虫 形成 は その 後 
濃度 の 増大 と 共に 滞 次 低 率 と な り , 2 ヶ月 後 の も の で は 
4060 多 の 間 , 3 カ月 後 の も の で は 30~40% の 間 の 濃度 
に お いて 全 き 仔 虫 形成 の 抑制 を 見 る に いた る 。 同 期間 浸 
漬 の 場合 に お ける 子宮 中 上 部 内 卵 に お いて も ホル マリ ン 
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第 2 図 各種 濃度 ホル シマ リン 肖 潰 (温度 10"C 渓 沖 
期間 4 月 後 ) の 子宮 体 各部 位 に お ける 仔 忠 
形成 率 (培養 2 週間 後 ) 
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逢 氏 は 第 1 図 と 同じ 


濃度 1 2 多 部 に お ける 仔 虫 形成 率 の 低下 は , 1 ヶ月 浸 
漬 の 場合 に 比 し や や 著しく な り , 濃度 5 前 後に お いて 
再び 上 昇 す る 傾向 は , 子宮 上 部 内 卵 の 場合 と 同様 で あ 
る 。 た だ し 一 般 に 子宮 上 部 内 卵 に 比 し 各 ホ ル マ リ ン 濃 度 
に お ける 仔 虫 形成 率 は , 中 部 より 上 部 に いた る に し た が 


つて 低 率 で ある 。 た だ し , 仔 虫 形成 が 全く 抑制 され る 濃度 
は 1 カ月 浸漬 の それ と 差異 を 認め な い 。 第 2 図 は 浸漬 4 
月 後 の 子宮 各 部 位 に お ける 仔 虫 形成 率 を 図示 し た も の で 
ある 。 と の 場合 に お いて も 子宮 各部 位 内 卵 の 各種 ホル マ 
リン 濃度 に お ける 仔 虫 形成 率 の 一 般 的 傾向 は 浸漬 1 こ 3 
月 の も の と ほぼ 同様 ご ある が , その 名 仔 虫 形成 率 は 浸漬 
期間 の 短い も の に 比 し て 低下 し て いる 。 た と えば, 浸漬 
1 ヶ月 の 場合 に お ける 濃度 5 多 前 後 の 場合 の 仔 虫 形成 率 
は 子宮 下部 内 卵 で は 99 欠 , 中 部 内 卵 で , 89, 上 部 内 卵 
で 67 多 の も の が , と の 場合 に は 。 それ ぞ れ , 89 喝 。 Y1 
382 と 低下 し て ゐる 。 ま た 完 全 に 仔 虫 形成 を 抑制 す 
る ホル マリ ン 濃 度 も 4 ヶ月 浸 漬 の 場合 に は 子宮 下部 内 人 卵 
で 20<30 湖 , 19 ホキ 


いる 。 潰 期間 6 月 の も つて を 各種 ホル マリ ン 濃 
ER 般 的 傾向 
は eS と ああ 才 提 了 
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り も 更に 低下 し ちり 。 仔 由 形 成 を 全く 提 制 
ーー 
ac ンー 
れ 低 下 を 見 て いる 。 

操 ) 浸漬 期間 1 カ年 の 場合 : 

第 3 図 各種 濃度 ホル マリ ン 浸 漬 (温度 10*C 浸漬 


期間 12 月 後 ) の 子宮 体 各部 位 に お ける 仔 
虫 形成 率 ( 塔 養 2 週間 後 ) 
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第 3 図 は 各種 ホル マリ ン 濃 度 に 12 ヶ 月 間 浸漬 し た 場合 
に お ける 子宮 各部 位 内 卵 の 仔 虫 形成 率 を 図示 し た も の で 
ある 。 即ち , と の 場合 に お いて も 各種 ホル マリ ン 濃 度 に 
お ける 人 衝 部 位 肉 卵 の 仔 虫 形成 率 の 一 般 的 傾向 は 上 記入 浸 
漬 期間 に お ける も の と ほぼ 同様 で ある が , 概して ょ り 短 


(3 ) 








期間 浸漬 時 の も の に 比 し て 各部 位 内 卵 と も に 仔 虫 形成 率 
は 低下 し て いる 。 とりわけ 子宮 上 部 内 卵 に あつ て は , 最 
hs 
同 中 部 内 卵 と 共に その 仔 虫 形成 は ホル マリ ン 濃 度 , 
ーー ercaara 
考察 お よび 小 括 
私 は 本 報 第 1 報 に お いて , 豚 顕 虫 卵子 宮 体 各 部 の 由 卵 
だ つい て その 部 位 別に 之 を 培養 し , その 発育 状態 を 検 し 
た 結果 , 子宮 体 上 部 , 。 2。 の 部 位 の 卵 は 全く 発育 せ 
ざる も ゃ , 同 9。 以下 の も の は , 時 日 の 経過 と 共に 次 第 に 
発育 は 高度 と た なり, と くに 子宮 下部 内 の 虫 卵 と な る に 
従 つ て , そ の 仔 虫 形成 率 の 高度 た と な る と と を 報告 に 
私 は か か る 現象 を , 子宮 内 卵 が その 存在 部 位 に よ つ 
その 単細胞 受精 卵 と し て の 発育 完成 に 差 が ある た め , 4 
ーー NN 多く 。 下部 に 
た る ほど 完成 卵 が み 多 いた めで ある と 解釈 し た 。 本 篇 に 
ie か か る 久 完 成 の 程度 に 差 が ある と 考え られ る 
子宮 上 部 7。 部 位 , 『 部位 及 び 最 下部 〇 り ,。 部 位 ) 内 
卵 を 低温 に お いて 各種 濃度 の ホル マリ ン 水 中 に 種々 な る 
長 さ の 期間 浸漬 後 培養 し , その 仔 下 形 成 度 の 差異 を 栓 し 


た 。 い まそ の 成績 に つい て 以下 之 を 要約 する と 共に 若干 
の 検討 を 加え て みる と と に する 。 
1。 ホル マリ ン 濃 度 と 仔 虫 形成 : 以上 の 実験 成績 を 


第 4 図 子宮 下部 (7:。) 及び 子宮 上 部 (⑰j。) に お け 
る 涯 漬 温度 10"C 各種 濃度 ホル マリ ン 浸 漬 
時 の 浸 潰 期間 と その 培養 2 週 後 仔 虫 形成 率 

の 関係 に つい て 
①⑨⑧③④⑮⑤⑮ は 渓 漬 月 数 を 表わす 
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覧 する と き は , 子宮 各部 位 内 卵 と も に , その ホル マリ 
Se の を 通じ て , 対照 に 比 し 濃度 1~2 
多 の 部 位 に お いて その 仔 虫 形成 率 は 一 時 低下 する が gk * 
の 率 は ホル マリ ン 濃 度 と 共に 再び 上 昇 し , 同 濃度 4 5 
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用 に あつ て その 上 昇 の ピー ク を 示す 。 し か し と れ は ふた 
た び 下 降 し 一 定 ホ ル マ リ ン 濃 度 に お いて 仔 虫 形成 が 各々 
完全 に 抑制 され る に いた る 。 か よう な 一 般 的 傾向 は , ホ 
ル マ リ ン 浸 漬 期 間 の 長短 に か か は ら ず , 子宮 各部 位 内 卵 
と も ほぼ 共通 の 現象 で ある 。 た だ し , ホル マリ ン 濃 度 , 

1 - 2 多 に お ける 仔 虫 形成 率 の 低下 は , 各部 位 卵 に つい 
て 云え ば 中 部 内 卵 が や や 著しい よう で あり , また 浸漬 期 
人 AA 

ける その 低下 が 著 明 で な い 傾向 が 看 取 さ れる 。 た だ 

し 。 か あき 仔 虫 形成 率 の 動 所 の 原因 と り わ け ホ ル マ リ ン 
濃度 1 ~ 2 多 浸 漬 の 場合 に お ける 仔 虫 形成 率 の 低下 の そ 「 
れ に 関し て は と の 実験 か ら 何等 充分 の 解明 を 与え る と と 
は 出来 な い 。 

2. 子宮 各部 位 卵 と 仔 虫 形成 : すでに 前 項 に ふれ た よ 
う に , 浸漬 期間 が 一 定 な る と き は 。 虫 卵 の 仔 虫 形成 率 は 
子宮 下部 より 上 部 に いた る に し た が つて , その 内 部 に 
含 さ まれ て いる 虫 卵 の 仔 虫 形成 率 は 各種 ホル マリ ン 濃 度 に 
お いて 等 し く 一 般 に 低下 を 示し て いる 。 然し て , その 仔 
虫 形成 率 の 低下 の 度合 い を 表示 し て みる と 第 2 表 の 如く 
ご ある 。 と の 表 は 仔 虫 形成 度 の 抑制 され る ホル マリ ン 濃 


第 2 表 子宮 各部 内 卵 の 浸漬 期間 に ょ る 仔 虫 形 
成 度 ( 浸 潰 1 ヵ月 の 場合 を 各 100 と する ) 


浸 病 ーー ホル マリ ン 灘 度 
期間 2 5 


下部 中 部 上 部 下部 中 部 上 部 
内 卵 内 卵 内 卵 内 卵 内 卵 内 卵 
1 ヵ月 100 100 100 100 100 100 








2 ヵ月 91 93 84 96 96 82 
3 ヵ月 85 84 76 93 87 65 
4 ヵ月 75 74 55 89 76 56 
6 ヵ月 67 59 35 83 63 41 
12 ヵ 月 61 20 18 73 4 18 





と 。 同 度 の も つと も 良好 と 思わ れる 同 5 多 
場合 に お ける 子宮 各部 位 内 卵 の 各 浸 漬 期 間 に 
ク る ヵ月 の 場合 の それ を 100 と し 
OR 見 る と 。 一般 
AP レ し た が つ 
上 都内 卵 に こい た る ( 年 科 じい 2 

3。 浸漬 期間 と 仔 貝 形成 : すでに 本 章 第 1, 2 項 に 
お いて ふれ た よ ょ うに , 子宮 各部 位 内 卵 と も に , 浸漬 期間 
が 長 する に し た が つて 各種 ホル マリ ン 濃度 に お いて そ 
の 仔 虫 形成 率 は 低下 する 。 第 5 図 は ホル マリ ン 濃 度 2 
及び 5 多 に 浸漬 し た 場合 に お ける 子宮 各部 位 内 卵 の 仔 虫 
形成 率 の 低下 を 図示 し た も の で ある が , と れ に よる 浸漬 


(て 4) 
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第 5 図 浸漬 期間 に ょ る 子宮 各部 内 卵 の 
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期間 の 延長 に よる 仔 虫 形成 率 の 低下 は 子宮 部 位 内 卵 別に 
見 て その 下部 の も の に 比 し て 中 上 部 の も る の ほど その 低下 
疲 が 著 し ほ きか の 観 が ある 。 

4。 以上 を 要約 し て みる と , 央 馴 虫 子 宮内 卵 は その 何 
れ の 部 位 の も の を も 問わ ず , 各種 濃度 ホル マリ ン に 一 定 

期間 浸漬 する と き は , 対照 に 比 し て その 濃度 2 内 外 で 
その 仔 虫 形成 率 は 一 時 抑制 され る が , 再び と れ は 上 昇 し 
同 5 多 附 近 で 最高 に 達する 。 し か し その 度 は ホル マリ ン 
北 度 が 上 昇 す る に し た が つて 次 第 に ove 
い に 一 定 濃度 に お いて その 仔 虫 形成 は 認 め ら れ な く な 
る 。 次 に , 子宮 \ 和 部 公 内皮 諸 に 関し て の 作 必 葉 の 次 

は , 子宮 上 部 に いた る 卵 ほ ど 一 定期 間 , 一 定 濃度 ホル 
マリ ン 浸 漬 時 に お ける 仔 虫 形成 率 が 低く , 特に ホル マリ 
ン 比 度 が 上 昇 す る に し た が つて , 2 メー 定 千 江 度 ホル マリ 
ン 混 漬 の 場合 に お いて は , その 浸漬 期間 の 延長 する に し 


(5 


た が つて , その 仔 虫 形成 率 の 低下 の 度合 が 著しい ょ う で 
ある 。 と れ 惑 ちら く は , すでに 前 報 に お いて の べた よう 
に , 子宮 下部 内 卵 に 比 し て 上 部 内 卵 に いた る ほど , 未完 
成 卵 が 多く ,。 し た が つて , それ ら の 薬剤 お よび 之 に 対す 
る 浸漬 時 間 の 延長 に 対す る 抵抗 性 が 絞 い と いう た め に と 基 


ン 
い 
7 
: 
いび 
いび 
o 


(文献 は 本 報 2 の 未 尾 に ゆ づ る 。 ) 


稿 を 終る に 当り , , 御 懇 人 篤 な 御 指導 と 御 校 開 を 賜 わ つ 
た 恩師 小宮 義孝 博士 宮 よ ょ び 石 崎 達 博士 に 深謝 致し ます 。 


SummarY 


When eggs of Dig ascariS was Dreserved in for- 
malin solution of various concentration, thejr 
]arval formation was found supressed to a certain 
grade in 222 formalin solution but showed the 
highest eficiency at its 5 狐 one. On preserving 
them in solution of higher concentration the rate 
of their larval formation Showed a gradual de- 
creaSe as its concentration. became higher and at 
a definite high concentration no eggs were found 
to develop to arval stage. Eggs from the upper 
moSt portion of uterus showed the lowest reSis- 
tance, whereas those from the lowest portion 
the lowest resistance against formalin of variouS 
concentration. No Jarval formation was found 
on the preserved specimen in 15 多 formalin when 
the preserved time interval amounted to 12 mon- 
ths. But as the time interval of preservation 
was shortend to one month those preserved even 
in 4022 formalin showed still to develope to 1arva : 
the 5 狐 formalin where no larval formation was 
found was at that time between 40 and 60 め . 
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多 虫 卵 検査 法 の 研 完 
(2) 殿 内 下 卵 密度 の 日 々 変動 に つい て 


佐 藤 


浴 子 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 東部 
(昭和 30 年 9 月 5 日 受領 ) 


本 研究 の 第 1 篇 (佐藤 , 1953) に お いて は , 1 回 排 浴 尿 
内 の 釣 虫 卵 は ほ ゞ 均等 に 分 布 し ,。 その 一 定量 部 分 尿 中 の 
虫 卵 の 分 布 は ポア ソン 型 分 布 で 近似 きれ る と と を 明か に 
し た 。 従 つて , 選 の 任意 の 部 分 一 定量 中 の 虫 卵 数 を 調べ 
る と と に ょ つて , その 殿 の 虫 卵 密度 一 尿 単 位 量 内 虫 卵 数 
母 平 均 を も つて 表 さ れる 一 を 推測 する と と は 可能 で あ 
る 。 し か し と の 1 回 排 港 尿 に つい て 推定 され た 虫 卵 密度 
は , 同一 感染 程度 を 持続 する 同一 人 に お いて も , 採 便 を 
繰返し て 検査 する 場合 日 々 変動 を な す と と が 考 えら れ 

ら 。 即ち 。 上 分 布 の 場 ど ある 1 回 排 浴 殿 の 硬 に 日 
変化 が あれ ば , 当然 含有 虫 卵 密度 に 日 々 変化 が 起り うる 
し , さら 人 釣 虫 の 日 々 の 産卵 量 に 変動 が ある と すれ ば ぱ , 
虫 卵 密度 に 一 そう の 変動 が 加わ りう る 。 1 日 の 量 に つ 
いて は , 食物 の 摂取 条件 , 消化 条件 さら と 排 浴 機 構 条件 
等 の 変化 に より 当然 変動 が 予想 され , また 実証 され て い 


トン の VaPA3 従来 まだ 決定 的 
な 検証 は 行わ れ て いな い い 伸 箇 な いや の 3 拉 線 か 
ら も 生理 的 に ee も の と 考え られ て 
いる 。 

現実 の 釣 虫 卵 検査 に お いて は 殆ど の 場合 , 被 検 者 の 1 


中 の 2 の は 一 2 村 に よ れ 
ば ,。 それ は その 殿 の 虫 卵 密度 推定 値 と な る 一 一 を その 展 
の 下 卵 保有 度 と し PPPVCP の at 
度 の 尺度 と し て 用 いて いる 。 従 つて 部 分 尿 単 位 量 内 虫 卵 
数 の 日 々 変動 の 有無 な いし その 状況 , 及び 虫 卵 密度 に 変 
動 を も た ら す と 考え 
吟味 を 行 つ て その 妥当 性 を 検討 する 必要 が 生ずる 。 本 篇 
(に お いて は それ に つい て 考 究 し た 。 
実験 材料 並び に 方 法 


a) 実験 材料 : 自 然 感染 の 最後 の 機会 か あつ て か ら 少 





Sz227 を o Sg/o: Studies on the fecal exarnination 
for hookworm. (2) The daily factuation of 
the egg density in feces. (Department of Para- 
Sitology, National Institute of Health, Tokyo, 
Japan.) 


られ る 上 記 諸 条件 に つい て , 一 応 の . 


く と も 半年 以上 を 経過 し て いる と 思わ れる 5 人 の 釣 息 保 
有 者 に つい て , 約 $<5 週 間 連 日 1 回 排 浴 毎 に 全 排 便 を 
採取 し た 。 な お 被 検 5 例 は , 何れ も 何等 症状 を 訴え ず 健 
常人 と 同様 の 生活 を 営む 所 詩 釣 虫 保有 者 (carrier) て 


め の 


b) 実験 方 法 : 各 排 湯 尿 に つい て その 会 量 を 衝 量 
の ち , 先 づ 肉 眼 的 観察 を 行い , 尿 硬 度 の 相 暴 を 主 な 指標 
と し て 有形 硬 便 ・ 有 形 便 ・ 有 形 軟 便 ・ 泥 状 便 (それ ぞ れ 
hf・f・sf ・m と 星 記 ) を 分 類 し た 。 な お 1 回 排 港 全 尿 の 
任意 の 10 ヶ 所 , 同一 尿 内 に お いて 展 性 状 が 肉眼 的 に 異 る 
と 認め られ た 場合 に は , それ ぞ れ の 部 分 の 5 ヶ所 か ら , 
100 mg 前 後 の 尿 を 科 量 し て カバ ー グ ラス に 蒲 塗 し , 30C 
旨 温 槽 内 に 1 週間 放置 し て 概 わ 乾燥 させ , 乾燥 後 の 尿 重 
量 の 乾燥 前 の 尿 重量 に 対す る 比率 を 調べ た 。 か くし て 各 


必 内 で 尿 乾 燥 量 比率 の 均一 性 を 検 し , 殿 性 状 の 肉眼 的 角 , 


宗 に 補足 を 加え た 。 次 に 床 の 任意 の 10 ケ 所 か ら ト ー シ ヨ 

・ バ ラン ス で 正確 に 10mg づ つの 部 急 尿 を 種 量 し て 直接 
訂 = 作 つ た 人 ee 
述べ た か ら 略 す 。 な お 第 2 > 5 例 に お いて は , 1 回 排 浴 尿 
て 界 肌 時 に 尿 失 抱 時 る 部 め られ な と 場合 に は , それ 
の 部 分 の 任意 の 個所 か ら 5 標本 づつ 作 つ た 。 第 1 息 














に お いて , 1 回 排 洪 尿 内 で は , 部 分 的 に 殿 性 状 が 異 る 場 
に も ゃ 各部 分 内 で は 一 定量 内 虫 卵 数 の 分 布 は や は り そ れ . 
表 1 不 均一 尿 に お ける 各部 分 尿 内 虫 卵 数 比較 

- 殿 企 状 10mg 礎 内 
語 上 間 如 量 率 柄本 数 到 数 平均 
平均 ( 多 ) 
2 f 36.5 25 0.80 
m 23.0 25 0.60 
を f 33.9 25 0.96 
m 22.9 25 0.64 
f 36.0 。 133 12.78 
※ 
15.3 53 10.70* 





※ c 例 の み 8mmg 尿 内 虫 卵 数 平均 
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合 昭和 31 年 3 月 (1956)〕 
表 2 第 1 例 , 混合 感染 人 Ye oi1 9i1l 表 3 第 2 例 , ツ ビ = 徹 虫 感 楽 
10mg 尿 内 中 卵 数 総 平均 三 0.67 10mg 愉 虫 卵 数 総 平均 三 0.58 
期 尿 性 状 10mg 愉 虫 卵 数 人 全 民 内 期 殿 性 状 10mg 殿 内 躍 卵 数 全 全 必 内 
| 乾燥 量 出現 値 近 換算 中 乾燥 量 出現 値 革 換算 上 
| 是 硬度 率 平均 (最小 値 一平 均 値 な 卵 数 日 硬度 率 平均 (最小 値 一 平均 値 、 数 
| (時 ) 最大 値 ) Se ( 多 ) 最大 値 pe 
| に hf 30.9 
1 sf 19.3 0-3 1.0 192.0 19200 o 計 0 144.5 0 
| 9 hf 34.1 
| 2 ggf 22.1 0 一 3 0.9 138.5 12465 寺 は 0 102.0 0 
| 
| hf 41.9 軸 hf 38.3 
AN | 3 of 11 1 0 一 2 0.6 135.0 8100 3 of 31 9 0 74.0 0 
ル 2 | 革 hf 33.7 
4 sf 21.5 0-2 1.1 173.5 19085 ん 申 - ザ 0 116.5 0 
hf 57.6 bf 32.9 0 
3 | 5 cf 21 0 06 1.6 137.0 21920 5 of 24 0 Oc こ 1 0.4 0.2 176.0 3520: 
か 2 で 2 1 82 6 mm 13.3 0=2 0.5 182.5 9125: 
5 7 sf 20.3 0-1 0.6 125.5 7530 
細 衝 ィ 半 き oug が 5 apG 1 2 
どれ | 7 8 Tn 19.1 0>2 0.8 116.5 9320 
8 8s 華 36.0 op_2 1.0 187.5 18750 m(h)、、。 23.4 1 2 
し の f 18.9 [ 9 mV※※ 滞 9 0-2 04 0.8 236.0 18880 
ほそ 9 e」 を 0ー1 0.4 153.0 6120 10 m 18.7 0=3 1.1 111.5 12265 
ウド] | 
人 32.6 0 一 1 0.2 256.0 5120 11 
DO | m 18.0 4 SI 
基 18.2 hf 0 一 2 0.4 
- 13 ※ 人 0.6 119.0 140: 
観 12 に すう 0 一 1 0.5 159.0 7950 m ※※ 0=3 0.8 
だ ト 14 mm 21.2 02 1.1 169.0 18590 
シヨ 
13 mm 21.4 0=2 0.4 111.0 4440 hf 37.0 0-1 0.4 
( 接 し 計っ 279 022 64 94 14.0- 4500 
を に 打 演 21.2 0=3 0.6 187.0 11220 の > 
3 27.5 0-1 0.4 
2 15 補 。 38 0 に 2 0.6 165.5 9990 17 : 32.3 0=-1 0.6 74.5 4470 
これ し に 
場 19 sf 28.3 0=-2 0.8 228.0 18240, 
電 17 ば 36.0 oz 0.7 166.5 11655 
と れ mn () 21.5 20 
hf 28.1 
8 5 ee 31.9 0-3 1.3 83.0 10790 
hf 34.6 0-2 0.8 
19 m 20.3 0=>2 0.7 118.0 8260 誠 人 
hf 33.8 m (h)。。 26.0 0 
0 。 。 ao どの 4 10 1451450 2 誠 玉 ※ oo の 2 gz 0-6 127.0 7 
21 m* ーW 0-2 0.6 127.0 7620 24 f 30.6 0<3 0.9 52.5 4725 
| 22 am 19.8 0-2 0.5 144.0 7225 25 32.6 0=1 0.3 78.0 2340 
| 28 m 22.7 0 一 2 0.5 125.5 6125 26 f 28.6 01 0.6 106.5 6390: 
※ 事故 の た め 衝 量 し え ず ※ 事故 の た め 検 査 し え ず 
※※ 硬 部 分 は 黄 褐 色 尿 , 軟部 分 は 赤褐色 殿 ※※ 共に m で ある が より 硬 (h), よ り 軟 (3③) と し た 


を 計ら う 




















(8) 


ノ 





る [寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 1 号 
表 4 第 3 例 , ア メリ カ ヵ カ 釣 虫 感染 表 5 第 4 例 , ツ ヅ ビ = 釣 忠 感染 
10mg 殿 内 虫 卵 数 総 平均 三 1.47 1 尿 内 虫 卵 数 総 平均 3.28 
乾燥 量 出現 値 量 換算 虫 乾燥 量 出現 値 量 換算 虫 
日 硬度 率 平均 (最小 値 一 平均 値 あ 卵 数 日 硬度 率 平均 (最小 値 < 平均 値  @ 卵 数 
了 ( 多 ) 最大 値 ) 四 症 BE )20 計 .  / 遂 2 
1 sf 36.5 1-4 2.1 89.5 18795 1 ef 2.1 1=10 4.8 116.0 55680 
sf 34.5 2 っ 3 2.8 
2 つこ 55 0>4 14 人 1 181.5 38062 2 sf 17.9 0<5 2.7 198.0 53460 
3 sf 29.8 0<5 1.5 74.0 11100 き 四  3 緒 人 お ゆき 4.2 199.5 83790 
is 凍 抽 あ 8 21 68.6 
4 ちち 555 0=4 1.4 9 125.0 12500 4 sf 15.7 0-6 2.8 230.5 64540 
7 37.2 0⑩>5 2.4 選 3 
5 告 j92 0o=4 26 2.5 155.0 38750 5 sf  ※ 1 っ 6 3.3 143.0 47160 
sf 29.8 1 っ 5 3.0 
6 sf 27.3 0-3 1.8 87.0 15660 6 ちち 包 1 2=4 30 9 213.0 63900 
0 一 1 
人 0.8 139.0 11120 7 
8 sf 27.5 0-6 0.9 43.5 3915 8  m 20.0 0<4 1.9 248.0 47120 
hf 35.5 0<2 1.0 hf 32.9 1 っ 5 3.0 
っ 0 0.5 159.0 7950 9 征 22 ie4 2'6 2.8 190.0 53200 
hf 30.4 0-6 3.4。 、 
10 年 200 oe1 06 29 173.0 10  m 19.2 1 っ 5 2.6 257.0 66820 
敵 : 琴 :】 の ry よる 
11 呈 200  o=1 0o2 0.7 161.5 11305 11 sf 22.8 1<Z7 4.3 139.5 59985 
hf 35.1 0-4 2.2 
12 4 so6 0=2 16 9 98.0 18620 12  m 23.5 1 っ 5 2.8 180.0 50400 
hf 32.4 5 っ 7 5.8 
前 に 作れ . = る 1.8 80.5 14490 13 さ 203 2=4 2'8 す 3 173.5 74605 
hf 33.8 0<5 2.6 ,/ 
f 28.9 4 っ 9 6.2 
お ね.5 2.2 158.0 34760 15 。 69 2 っ 5 3.0 年 6 154.0 20840 
16 mm 26.1 0 一 3 1.5 163.0 24450 16 sf 26.4 1 っ 9 4.9 158.5 77665 
17 17 ※ 52.0 
ます 3 和信 2 06>3 0.9 107.0 9630 18 f 30.2 1<-6 2.8 157.5 441C0 
2 hf 33.7 2<5 3.0 
物 # 283 0=2 0.7 227.0 15890 19 4 天 5 os5 jg 2 219.0 61320 
の に ?( 28.9 2…6⑥ 4.? 
50 f 22.3 0 の 4 1.2 167.5 20100 20 2 信 4 gh 生生 
の 導 SW Po ※ 事故 の た め 検 査 し 得 ず 
で れ ポ ア アソ ツン 弄 分 布 て 近似 され , レ し か も それ ぞ れ に つい 
て 得 ら # し た 虫 卵 数 平均 値 の 差 は 僅か で 推計 学 的 に 有意 の 何れ に お いて も 同一 愉 硬 商 両 部 分 の 虫 卵 数 は , 推計 学 
差 を 検出 し 得 ず , 近似 的 に aik 的 に は 有意 の 差 を 検出 し え : あか の に お いて は 
うる と 述べ た 。 し か し た だ 1 例 に つい て の 結果 で あつ た 常に や や 高い 値 を 示し て いた 。 そ の 殆ど が 排便 の 際 の 先 
の で ,。 な お その 後 の 実験 を 加え 表 1 に 示す 結果 を 得 た 。 進 部 で ある と と を 認め られ た 硬 部 は, 軟部 分 より 濃縮 
表 中 c は 第 1 篇 の 結果 を 併記 し た も の で ある 。 32, b, c, され て 下 卵 密度 が より 高く か つい あら る : 拉 和 




































昭和 31 年 3 月 (1956)〕 
表 6 第 5 例 , アメリカ 狗 虫 感染 , 10mg 尿 内 虫 卵 数 総 平均 14.08 
尿 侍 鞭 10mg 尿 内 東 卵 数 
か - 。 , 村 度 海 (%) (最小 入 逆 天 頒 )「 2 
数 1 f 30.3 8 一 23 13.4 123.0 1648200 午前 7 時 30 分 
2 20.0 7 一 21 13.2 242.0 3194400 午 後 8 時 
580 3 f 33.4 17 一 35 26.3 189.0 4970700 午 後 7 時 
4 
460 
790 6 
7 
540 f 34.6 22->33 26.4。。 ヽ ク 
8 2 21.2 11 一 20 14.8 20.6) 166.0 午後 2 時 
1c0 9 f 26.4 7 一 21 15.3 130.5 1996650 午 後 5 時 
10 0 
200 11 m 23.7 1126 15.8 206.0 3254800 午後 1 時 30 分 
12 0 
13 0 
120 14 m 25.4 12 一 29 19.2 263.0 5049600 午 前 7 時 
15 0 
200 f 31 .1 2437 OO 人 
mn 18.0 7 一 17 さき * 間 っ 
620 17 m 20.7 4ー11 7.4 235.5 1742700 午前 5 時 30 分 
985 18 f 26.6 12 一 27 20.3 65.5 1329650 午前 5 時 30 分 
f 31.0 11 一 16 12.8 午 前 9 時 
se 19 m 15.6 EE 5s2′ 9.0) 247.5 午後 8 時 30 分 
f 30.1 ee ・ 
20 ご っ 人 6.2** (12.5) 249.0 午 後 8 時 
605 ee 
2 22 sf 22.5 7 一 16 9.5 161.0 1529500 午前 5 時 20 分 
23 0 
840 24 pn 20.4 ん ル -35 8.0 280.0 2240000 午前 5 時 30 分 
ed 25 ra に yy 6 を 1. の 212.0 午 前 6 時 
26 m ※ 8 一 15 11.5 183.0 2104500 午後 3 時 
27 0 
1CO La a 
29 0 
320 30 m 17.1 5 一 13 8.4 280.5 2356200 午前 6 時 30 分 
の 31 m 24.8 7 一 22 14.4 151.5 2181600 午前 6 時 30 分 
33 m 19.5 9 一 17 14.2 173.0 2456600 午前 6 時 30 分 
も f 34.2 8 一 19 12.6 2 
ず 33 っ Ye 机 -y- 電 放電 1249500 午 前 9 時 
計 学 34 の し ーー る 16.5 177.5 2928750 午前 6 時 30 分 
※ 事故 の た め 検査 し 得 ず 
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も し と の 差 が 著しく な る と , 部 作 殿 検査 に お ける 日 々 息 


卵 数 変動 を 顕著 に する 1 因 と な る と と が 考え られ る の 
で , 第 2 例 以 後に お いて は 各部 分 に 分 け て 標本 を 作り 一 
応 その 差 を 検討 し て みる と と に し た 。 

失 成 績 と その 机 計 

1. 各 観察 事例 の 記録 と その 説明 。 

現 各 5 例 に お ける 鉛 察 成績 は 表 2 一 6 に 示し た と うり 
で ある 。 

表 中 , 10mg 尿 内 虫 卵 数 出現 値 の 項 に は , 各 10 標本 に つ 
いて の 最小 出現 値 と 最大 出現 値 の み を 示し た 。 な お 同一 
尿 内 で 殿 性 状 が 異 り , 各部 分 を 分け て 標本 を と つた 場合 
は , それぞれ か ら の 5 標本 に つい て の 値 を 示し た 。 同 じ 
く 平均 値 の 項 の 右側 列 は 全 10 標 本 平均 値 を 示し , 左側 列 
は 各 5 標本 平均 値 を 示す 。 そ れ ぞ れ の 下 卵 数 出現 値 は , 
均一 性 状 と 見 区 され た 尿 内 で は , 推計 学 的 に 同一 母 集団 

に 属す と 見 人 区 し うる 検定 結果 を 得 た が , 殿 性 状 が 異 る 


場合 , 各部 分 尿 内 で は 均等 分 布 を 示し て も , 1 回 排 洪 全 
尿 に つい て みる 時 は それ ぞ れ に 有意 差 を 検出 し えた 例 が 
あつ た 。 そ の 有意 性 の 程度 に 従 つ eOAee 人 


印 (5 狐 有意 ) , 百 印 (1 有意 ) を 附 し て 示し た ヵ 
その 10 標 本 平均 値 は 特に 括弧 内 に 入れ て 示し た 。 

最 右 欄 に 示 し た 全 尿 内 換算 虫 卵 敷 と は , 推計 学 的 に 同 
ー 母 集団 に 属す と 見 人 区 し うる こと と が 確か め ら れ た 各 尿 に 
つい て の 上 記 10 標 本 の 平均 値 を , その ま ゝ 各 尿 10m 部 分 
尿 内 虫 卵 数 母 平 均 の 推定 値 と し て , 全 尿 量 に つい て 携 算 
し て 得 た 値 で ある 。 

な お 各 期 日 該当 欄 か 空欄 の 場合 は , 排便 は あつ た が 事 
故 の た め 採 便 で ご き な か つた 例 で ある 。 

2. 検 査 日 を 異 に せる 同一 人 の 必 内 釣 虫 卵 密度 の 変動 。 

表 26 に よ つ て , 各々 の 尿 に つい て えら れ た 10mg 尿 内 
息 卵 数 を 検査 全 期 間 に わ た つて 通 観 する と , 何れ の 例 に 
お いて も を 或 程度 の 日 々 変動 を 示し て いる 。 と の 変動 が 単 
と 少数 標本 の た め の ば ら つ き に すぎ な いも の か , それ と 
も 各 尿 の 虫 卵 密度 の 真 の 変動 に よる も の か を , 各 例 と も 
取 卵 の 全 尿 内 均等 分 布 を 否定 し 得 な い 尿 の み に つ いて 推 

学 的 な 検討 を 行 つ た 。 結果 は 各 例 と る 検査 全 期 間 を 通 
じ て の 出現 昌 卵 数 の ば ら つ き は 過大 で , 均一 母 集団 の 想 
定 の も と に それ ぞ れ の 散布 指数 を 算出 し て Z? 検定 を 行う 
と , 何れ も 5 多 以 下 の 和 危険 率 で 均一 母 集団 の 想定 は 否定 
され た 。 即ち 各 尿 の 虫 卵 密度 は 検査 全 期 間 を 通じ る 時 は 
均 斉 と は いい えな い 。 日 々 の 変動 が 存在 する 。 

次 に 観察 され た 虫 卵 数 出現 値 及 び 10 標 本 平均 値 を , そ 
の ま ゝ その 殿 の 息 卵 密度 推定 値 と する 時 , 検査 全 期 間 を 
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通じ て の それ ら の 値 の 変動 の 実際 の 巾 を 各 例 に つい て 検 
討 し て みた 。 表 Y は 各 例 で の 結果 を 通 覧 し 易い ょ うに, 
各 束 卵 数 出現 値 及 び 10 標 本 平均 値 の 全 期 間 を 通じ て の 最 
小 値 , 最大 値 を 摘 記 し た も の で ある 。 な お 各 例 中 , 同一 
尿 内 で 出現 息 卵 数 に 最大 の ふれ を 示し た 事例 一 即ち 息 卵 
数 級 内 変動 の 最大 だ つた 事例 一 の 最小 及び 最大 出現 値 を 
各 該 当 項 の 括弧 内 に 示し た 。 

NN 

ど 著 し いも の で は な い 。 

1 を 通じ て の 宮 出 現 値 を x, 各 10 標 本 平均 
値 を テ , 総 平均 値 を ミ と し て に つい て の 標準 偏差 
を 算出 し て みる と それ ぞ れ 例 1 より 0.25, 0.28, 0.37, 
0.55, 1.14 と な り , 3gx は 表 7 中 に 示し た 如く に な る 。 
そし て 10 標 本 の 最小 最大 平均 値 を これ に よ つ て みる と, 
* の 値 が 小さ いた め 正 規 近似 の 悪い 例 1 , 例 2 で は 最大 
平均 値 が \ 十 37z より や ゝ 大 きく な つて いる が , 表 2, 

8 に も ど つ て みる と 大 部 分 の 衝 10 標 本 平均 値 は * 士 3gx 
の 中 に 分 布 し て いる 。 例 3 例 4 で は 最小 最大 平均 値 も 
ミ 士 3gx の 中 に ある 。 例 5 で は 最小 最大 平均 値 が ミ 土 3 
gg の 限界 より 人造 か に 大 きく 変動 が 著しい よう で ある が , 
と れ は 例 5 は 多角 経営 を 行 つ て いる 中 流 農 家 の 忙 し い 主 
婦 で あり , 生活 特に 食 生 活 が 不 規則 に な り 勝 ち で 表 6 に 
示し た よう に 排便 も 他 例 に 比べ 不 規 則 に 行わ れ て お り , 
後述 の よう に 虫 卵 密度 変動 の 主要 因 と 考え られ る 尿 量 変 
カ 』 が 著 し か つ た た め と 考え られ る 。 

次 に まま につい て みる と , 例 3, 4,。 5 で は 10 標 本 最小 最 
大 平均 値 の 開き は 2 ミ よ り 小 さく , 答 平 均 値 は 何れ も \ 士 
ミ の 範囲 内 に ある 。 例 1, 例 2 に お いて は 最大 平均 値 が 
や > ゝ 大きく, 最小 最大 平均 値 の 開き は 2 より や ゝ 大 き 
く な る が , 大 部 分 の 平均 値 は ミ 土 ミ の 範囲 内 に 分 布 す る 。 

個々 の 出現 値 の ふれ は 級 内 変動 が 加わ る た め 当 然 さ ら 
に 大 きく な り , ま を 尺度 と する 時 , 最 大 の ふれ を 示す 例 
NE 例 3 は 4 例 

は 3 最小 の ふれ を 示す 例 5 で ほ さ 2.5 ミ に な る 。 

ジー を 『 す る 時 。 その ふれ は , 各 出 現 値 に 
お いて は 勿論 , 10 標 本 平均 値 に お いて も を 息 卵 数 総 平均 値 
の 大 きく な る に つれ 小さ く な る 傾向 が 見 られ る 。 と れ は 
虫 卵 数 の 少 い 例 ほど 級 内 変動 が 大 きく 表れ る た めで , 表 
7 に お いて 括弧 内 に 示し た 最大 の 級 内 変動 を 示し た 例 
( 例 5 で は 不 均 一 尿 ) の ふれ と , 全 期 間 を 通じ て の 出現 
値 の ふれ と を 比べ る 時 その 関係 が は つき りす る 。 ま た 人 衝 
例 と も と の 両者 の ふれ の 範囲 は ほ ゞ 同じ 値 を 示し て お 
り , 級 内 変動 が 全 期 間 を 通じ て の 変動 の 店 に 大 き な 影 響 


(10 ) 
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表 7 生 仙 記 和 ける 検 夫人 期間 を 通じ て の 皮 硬 雪 の 疾 陸 
10 mg 尿 内 曳 卵 数 : 
感 栄 種別 全 標本 数 ー 範囲 料 均 az 
最小 出現 人 最大 出現 値 錠 較 牙 全 基 人 lo 
の 本 0 3 3 536 
2 ヅ グ ビ ニ = ェ = 釣 虫 240 (0 一 3) ( 3 0 一 1.3  】 0.58 0.69 
0 一 6 6 ee 
1 混 合 230 (0 一 6) ( ⑥ 0.2 一 1.6 栓 C.67 0.75 
0 6 6 
3 アメ リカ 多 躍 190 .⑩ ン 6) ( 6) 0.5 一 2.5 2.0 47 は 
AP NE 0 一 10 10 
4 ツ ビ ニュ ェ 多 180 Q こ 10) (9⑳ 1.8 一 4.8 3.0 3.28 1.65 
2 2 一 37 35 や 
5 アメ リカ 釣 忠 210 ⑦ー37) (30) 7.4>26.3 18.9 14.21 3.42 
表 8 検査 全 期 間 を 通じ て の 昌久 数 変動 標本 で ある 。 


採取 数 と の 関係 ( 例 1) 





虫 卵 数 変動 
個数 k 範囲 /* 
最小 値 一 最大 値 範 囲 
1 標本 値 230 0 一 6 6 9.0 
2 標本 平均 値 23 0 一 4.0 4.0 6.0 
3 ヶ ヶ 0.3 一 3.0 2.7 4.0 
4 ク ヶ 0.3 一 2.8 2.5 3.7 
に ヶ ヶ 0.2 一 2.2 2.0 3.0 
6 ヶ ヶ 0.2 一 2.2 2.0 3.0 
7 ク ヶ 0.3 一 1.9 1.6 2.4 
8 ク ヶ 0.3 一 1.8 1.5 2.2 
9 ヶ ク 0.2 一 1.6 1.4 2.3 
0.2 一 1.6 1.4 2:1 


k : 絶 囲 を 全 期 0 骨 虫 卵 数 総 平均 値 で 除 し た 数 値 


を 与え て いる と と が 推察 きれ る 。 な お 例 5 で は 全 期 間 の 
変動 が 級 内 変動 最大 値 に 比べ て 比較 的 大 きく , 従 つて 下 
卵 数 総 平均 値 の 大 きく な る に つれ て の 金 期間 変動 の 小さ 
く な り 方 が 顕著 で な い が , こと れ は 前 述 の よう に 例 5 で は 
全 期 間 の 虫 卵 密度 変動 が 他 の 例 よ り 著 し いた めで ある 。 
表 8 は , 級 内 変動 の 影響 の 減殺 ほれ る こと と に より, 標本 
数 を 増し た 場合 の 平均 値 の 日 々 変動 の 方 が 個々 の 出現 邊 
卵 数 の 日 々 変動 に 比べ て 小さ く な つて ゆく 過程 を , 日 々 
変動 の 巾 の 最も 大 きか つた 例 1 に つい て 示し た も の で あ 
る 。 

な お 本 来 な ら ば , 各 出 現 虫 卵 数 の ふれ に つい て は 人 答 殿 
1 標本 毎 に 見 る べき で ある が , 各 尿 10 標 本 を 通じ て の ふ 
れ の 最大 の 所 を みれ ば , 各 1 標本 に つい て の ふれ は その 


中 に 含ま れる も の で , 全 標 本 の ふれ に つい て 述べ た わけ 


3. 民 内 虫 卵 密度 に 日 々 変動 を も た ら す 諸 要 因 の 検討 。 
と と で は , 同一 感染 程度 を 持続 する と 思わ れる 同一 人 
に つい て の 必 内 虫 卵 密 度 が ,。 と の よう な 日 変動 を 示す 
に いた る 原因 に つい て 検討 する 。 

a) 殿 量 の 日 々 変動 : ま づ その 1 因 と 考え られ る 1 
日 の 殿 量 変動 を 表 2 6 に つい て みる と , 各 例 と も に 明 
か に 日 々 変動 を 示し て いる 。 表 9 は その 状況 を 摘 記 し た 
も の で ある 。 と れ を みる と 人 の 東 間 科 全 

は 平均 尿 量 の 2 倍 内 外 で ある 。 

虫 卵 分 布 の 場 で ある 訂 量 の と の よぅ な 変 動 は 日々 点 
MM と が 考え られ る 。 し か し 

その 変動 の 巾 は 虫 卵 密度 推定 値 の 日 々 変動 の 貼 に ほ ゞ 
馬 yevoh2 うに みえ る 。 て と で いま 毎日 の 釣 東 産卵 
量 が ke 
の み 左 右 さ れる も の と し て , さら に 1 日 分 の 産卵 量 の 分 
SNR 
的 に 規則 的 に 排 湯 さ れる と すれ ば , 1 日 の 排 港 量 と 虫 
卵 密度 と は 逆 相関 を な す と と が 考え られ る 。 各 例 に つい 
て , 各 10 標 本 平均 値 の 中 出現 虫 卵 数 が 同一 母 集団 に 属す 
と と を 確 か め ら れ た も の の み を その 展 の 虫 卵 密度 推定 
値 と し て , 図 1 に 示し た ょ うに 相関 図表 を 作り 検定 を 行 
つた 。 そ の 結果 相関 の 認め られ た 例 に つい て は 検定 の 結 
果 を 併記 し た 。 と れ に ょ る と 例 4 に の み 排 港 尿 量 と 貝 卵 
密度 と に 逆 相関 が 認め られ (危険 率 2.5 多 以 下 ) , 他 の 
例 で は 危険 率 を 25% と し て る 相関 が 認め られ な か つた 。 
それ ぞ れ の 例 数 も 少く , また 10 標 本 で の 虫 卵 密度 推定 
の 精度 も 一 応 問 題 に な る の で , 直ちに 例 4 を 除く 各 例 に 
お ける 逆 相 関 の 存在 を 否定 する わけ に は ゆか な い が , 殿 
量 変動 に 関 有 し て 先 の 仮定 の 1 つ 1 日 分 の 産卵 量 の 分 布 


(1 ) 
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第 1 図 量 (x) と 躍 卵 数 ( ゞ ) 第 5 例 
Y 
20 ト < 才 を 26.0 し 9 
| 
22.0- 
6 | 6 1 
1L.0F io ー 18.0 に 
oe と W | に 】 ad 
ooo 日 14.0- 3 の る e 2 
2 @ | 人 る @ 
L + | 
9 1009 2009 3009 の 10.0- * レ 
第 2 例 便り 75 
6.0 ] し ーー YY 
6 0 I00。 2009 300o 
と 
| 表 9 各 例 に お ける 検査 全 期 間 を 通じ て の 1 回 
| 8 排 澄 尿 量 の 変動 
| 
ーー 半 の 生生 年 検 1 回 排 港 層 量 (g) 不 均 
| 5 3 本 の @ 性 ヽ 職業 査 最大 量 一 尿 念 
| ここ aa ae 提 較 7Y 提 BJELuikkeo 1 
2 : て 多 
- 1 a 22 - 22 256.0 一 111.0 145.0 144.2 11 
0 『] 00。 1 200 L 双 
9 2009 300g 2 8 40 獣医 24 236.0 一 52.5 183.0 126.4 14 
。 2 2 3 8 2 19 237.0 一 43.5 193.5 130.9 8 
| e 4 8 33 医師 19 257.0 一 52.0 205.0 175.2 6 
| 30 294.5 ン 0 294.5 
時 人 5 27 農 5) (65.5) (229.0) "1-2 7 
3 > 13 ik 
ーー 括 線 内 は 便 字 を 除く 1 
| 表 10 各 例 cc ける 検査 全 期 間 を 通じ て の 
10 上 < 1 回 排 浴 全 尿 内 換算 虫 卵 数 の 族 動 
| が 馬 染 検 1 回 硬 浴 全 殿 内 換算 東 卵 数 
| 下 種 数 最小 値 一 最大 値 範 囲 平均 値 
| | 1 1 mm = ー ーー = ーー ai md 
0 X 
1009 200g 3009 1 混合 22 3390 一 21920 18530 10323.8 
Y 2 ん 24 0 一 18880 18880 72563.5: 
5.0- 円 こ ナメ # 
| (か 3 2 17 3915 一 38750 35335 18063.9 
40[ 4 し 18 32490 一 83790 51300 57961.3 
30- @ @@ で 由 ビレ は = ン 
| 3 思い 5 アグ ュ 16 1249500 一 5049600 3800100 2514584.4 
・ 8 する 消化 残 湾 の 排 港 の 規則 性 に つい て 考 えて みる と 。 
10! L_W 1 回 排 洪 尿 量 が 上 記 の 消化 残 湾 量 を その ま ゝ 表し て いる 
0 1009 200g 3009 と みる と と に か な り 疑 問 か ある 。 即ち 消化 残 済 か ら 直 肌 
[n=18, r ニ -0.587, F。=8.423, Fi。 (0.01) =8.531] 内 に 滞 溜 する 所 調 を 形成 する 機構 。 また 形成 され た 殿 
( 12 ) 
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を 排 演 する 機構 に は か な りか 不 規則 性 の 存在 が 予想 され 
る 。※ 実 際 , 例 1 一 4 で は 排便 の 時 刻 は 大 体 朝 の 一 定時 
刻 の 前 後 約 1 時 間 位 の 間 に 分 布 し て お り , また 必ず 毎日 
1 回 排便 を 行 つ て いる が , 例 5 で は 表 6 の 備考 欄 に 示し 
た よ ょ うに 排便 の 時 刻 は 全く 不 規 則 で , 且つ 便 泌 し た 日 が 
全 検 査 期日 34 日 間 中 9 日 あり , 殿 の 形成 機構 また は 排 浴 
機構 の 不 規則 性 を 考え させ る 。 こ れ は 例 5 の 殿 量 変動 の 
店 の 広 さ と な つて も 現れ て お り , 前 述 の よう に 虫 卵 密度 
変動 を も 増し て いる と 考え られ る が , 上 記 の 逆 相関 関係 
を 乱す 要因 と な る と と や も 考え られ る 。 ま た 各 実 験 例 と も 
同一 尿 内 で 訂 硬度 の 異 る 例 が か 表 9 に 示し た よう に 相当 数 
あり , 硬 部 分 は 何れ も 先進 部 で ある こと が 認め られ た 。 
と れ は 1 日 量 の 尿 の 先進 部 が より 長 時 間 水 分 吸収 を うけ 
て ょ り 硬 く な つた と や ゃ も 考え られ る が , 1 回 排 洪 の 際 に 完 
全 に 排 注 され ず に 残る 部 分 が 翌日 に も ちと され て 先進 
硬 部 分 に な る と と も 考え られ る 。 即ち 1 日 1 回 規則 的 に 
排便 が 行わ れ て いて も 必ず し ゃ 殿 排 港 が 規則 的 に 行わ れ 
て いる と は いい えな い 。 

な お 逆 相関 を 証明 し えた 例 4 は , 役 検 者 が 医師 で 実験 
の 内 容 を 知 務 し て 意識 的 に 規則 的 な 排便 に 勉 め た 例 で あ 
つた 。 

要する に 1 日 の 必 量 変動 は 了 虫 卵 密度 変動 を 来 す 主 な 要 
因 に な る と 考え られ る が , 展 形成 及び 殿 排 浴 機 構 の 不 規 
則 性 か ら , 産 衣 が か な り 恒 常 的 に 行わ れ て いる と し て も 
観察 され た 1 回 排 浴 尿 量 の 変動 が 直ちに 上 下 卵 密度 変動 の 
指標 と は な りえ な いも の と 考え られ る 。 

b) 釣 虫 の 産卵 の 規則 性 : 虫 卵 検査 は 常に 尿 を 媒介 
と する た め , 1 日 の 産卵 量 は 先 づ 床 の 東 卵 密度 と し て 把 
掘 され , 次 に 1 日 の 全 尿 量 に つい て 換算 きれ る 。 と の 
際 , 1 日 量 の 貝 卵 が 分 布 す る と 思わ れる 消化 残 浴 量 を 適 
確 に 把 む 特別 な 方 法 を 講じ な い 限 り , 虫 卵 密度 推定 の 精 
度 を いか に 増し て も 1 日 産卵 量 を 正確 に 把握 し えな い 。 
ゆえ に その 住 常 性 の 検討 は 厳密 性 を 欠く と と に な る 。 

レ か し 今回 の 観察 結果 を みる と , 毎日 の 産卵 量 の ふれ 
は , 存在 する と し て も か な り 小 さい も の と 推察 され る 。 
即ち 前 述 の よう に と , 正 卵 密度 変動 の 一 方 の 主要 因 と 考え 
られ る 必 量 変動 は 各 例 と も 平均 尿 量 の 2 倍 内 外 の 巾 を 示 
レ し て いる が 一 一 と れ に は 1 日 分 の 産卵 量 の 分 布 す る 消化 
残 溶 量 変動 肥 ち 目的 と する 民 量 変動 に 。 さら に 必 の 形 
成 ・ 排 浴 の 不 規則 性 に よる 変動 の 影響 が 加わ つて いる が 
一 , 一 方 10 標 本 平均 値 を 虫 卵 密度 推定 値 と する 時 の 変動 
の 巾 も , 標本 数 が 少 い た め 推 定 値 その も の の ば ぱら つき が 


※ 参考 文 献 10) 参照 。 
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か な りあ る と 考え られ る の に 係ら ず ,。 やはり 総 平均 値 の 
約 2 倍 内 外 に と ゞ さま つて いる 。 ま た 前 述 の 例 4 に お いて 
は , 層 量 と 貝 卵 密度 に 一 応 逆 相関 が 証明 され て いる 。 こ 
の 二 つ の 事実 は , 今回 の 検査 期間 内 で は 産卵 は か な り 悟 
常 的 に 行わ れ て いた の で は な いか と 考え させ る 

や 名和 の 4 IO 
均 値 零 の 日 が 続い て いる 。 Sweet (1925) に よる と , 
ツ ビ = 内 の 麻衣 6>3 な 何で 。 そ の 最 
小 値 を と つて も 10mmg 尿 内 虫 卵 数 は 0.65 個 で , ポア ソン 分 
布 家 よ り m 三 0.65 の 時 の 東 卵 陽性 率 は ほ ゞ 482 で ある か 
ら 。10 標 本 全て 零 と と な る と と は 稀有 と 考え られ る 。 そ 
と で と の 3 日 間 の 尿 に つい て は 別に 飽和 食塩 水 浮 漠 法 ( 
1 g 笠 量 ) を 6 回 づ ゝ 施行 し た 所 , 3 日 目 ま で は 帳 卵 を 
検出 し え ず , 4 日 目 に 6 回 検査 の 中 1 回 に 1 個 の 釣 息 卵 
を 検出 し た 。 こ と の 例 は 検査 を 1955 年 5 月 18 日 開始 し て い 
その 以前 釣 虫 卵 を 証明 し た 最後 の 検査 は 同年 3 月 29 
われ て お り , その 間 駆 虫薬 は 一 切 服用 し て いな い 。 
染 は 一 応 否 定 され る 時 期 ご ある か ら , 正 卵 を 検 
みつ た 期間 は 1 時 的 な 産卵 の 休止 期 で , 尊 次 産 
卵 し 始め た の で は な いか と 考え られ る 。 即ち この 例 で は 
少量 の 部 分 尿 の 検査 ご は 検出 し えな か つた 産卵 の 変動 が 
検証 され , 産卵 の 長期 に わた る 厳密 な 恒常 性 は 否定 され 
る と と に な る が , 浮 済 法 の 検出 精度 が まだ 充分 明か で な 
く , 且 つ 1 例 な の で さら に 今後 の 検討 に まつ と と に する 。 
以上 虫 卵 密度 の 変動 を 来 す 主 な 要因 に つい て 途 べ た 
が , な お 性 状 の 不 均一 な 床 内 で 各部 分 尿 内 虫 卵 密度 に 差 
が あれ ば , その よ り の 下 卵 数 出現 値 は 過大 分 散 を 示 
し , 小 部 分 尿 の み の 検 査 の 時 に は 取 卵 密度 推定 値 の 変動 
を 増す 要因 と な りう る 。 表 2 一 6 に より 各 例 に つい て みみ 
る と , 不 均一 尿 の 中 例 3 の 10,14 日 目 , 例 5 の 8, 16, 
19, 20, 25 日 目 の 尿 に お いて は , それ ぞ れ 硬 部 分 の 虫 卵 
数 平均 値 が 有意 の 差 を も つて 婁 部 分 より 高く , 不 均一 民 
が 虫 卵 密度 推定 値 の 変動 を 増す 要因 と な りう る と と を 示 

て いる 。 し か し 両 部 分 の 息 卵 数 の 差 は 特に 各々 の 母 平 
均 を 考え る 時 は 僅か で , 且つ それ ぞ れ の 5 標本 平均 値 の 
全 期 間 平 均 値 ほか ら の ふれ の 巾 は , や は りほ ゞ 2 ミ に と 
ゞ まつ て いる 。 

4。 下 卵 密度 日 々 変動 の 補正 法 の 批判 。 

従来 , 釣 虫 の 1 日 産卵 量 肥 は その 指標 を 正確 に 把握 す 
る 目的 で , と の 1 回 排 港 尿 に つい て の 虫 卵 密度 の 変動 の 
補正 が 種 < 試 み ら れ て いる の で , 次 に それ に つい て 考察 
する 。 

a) 間接 補正 法 : 1 日 排 浴 全 尿 を 採取 せ ず 部 分 尿 の み 
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琴 で の 乾燥 量 比 率 と 虫 卵 密度 と は 順 相関 ま 示す 箸 で あ 
る 。 そ と で 図 2 に 示し た よう に , 各 例 に つい て 殿 性 状 の 
均一 と 見 散 さ れ た 尿 の み を と りあ げ て , 乾燥 量 比 率 と , 
東 卵 密度 推定 値 と し て 10 標 本 の 虫 卵 数 平均 値 と の 相関 図 
表 を 作り 検定 を 行 つ た 。 図 に よる と , 例 3,。 5 で は 1%% 
以下 の 危険 率 で 順 相関 が 証明 きれ た が , 例 1,。 2,。 4 で 
は 相関 が ある と する 時 の 危険 率 は 502 以 上 に な る 。 

例 数 も 少く , と と に 例 1 , 例 2 は 虫 卵 数 総 平均 値 の 値 
が 小 き く 従 つて 虫 卵 密 度 推定 値 の ば ら つ き の 大 きく な る 
例 で あり , と れ ら の 例 に お いて も 必 ら ず し ゃ 相関 が な い 
と は いい えな い 。. し か し 例 4 は 必 量 変動 と 虫 卵 密度 変動 
と に 逆 相 関 を 証明 し えた 例 で も あり , 乾燥 量 比率 変動 が 
尿 量 変動 の 指標 と な りえ な いで , 下 卵 密度 と 乾燥 量 比 率 
に 相関 の な い 場合 で は な いか と 考え られ る 。 即ち 水分 含 
有 量 変動 に 加え て , 時 に 毎日 の 食事 の 質 的 並び に 量 的 変 
化 に よる 1 日 の 殿 固 形 分 含有 量 の ふれ が 大 きく て それ も ゃ 
尿 量 変動 に 影響 を 与え る 場合 が 考え られ る 。 の 固形 分 ・ 
水分 の 何れ に も 顕著 な 量 的 変動 が ある と すれ ば , 両者 の 
比率 を 表す 指標 は 広 量 変動 の 指標 と は な りえ な い 。 か か 
る 場合 に は と の 補正 法 が 有効 で ある と は 考え られ な い 。 

また 例 3 。 5 の よう な 場合 で , と の 補正 法 に より 各 人 
(に つい て の 息 卵 密度 推定 値 の 日 々 変動 は か な り よ く 補 正 
し えた と し て も , と れ を 実際 検査 に 広く 適用 する に は 。 
さら に 各個 人 の 1 日 の 尿 の 固形 分 含量 が ほ ゞ 一 致し て , 
標準 乾燥 量 比率 及び 標準 尿 硬度 に 対応 する 標準 尿 量 と い 
う 概念 が 一 般 的 に 成立 し うる と と が 必要 で ある 。 し か し 
て 実際 に 検査 対象 が 広く 各 年 令 層 . その他 尿 の 固形 分 含 
有 量 の 変動 を 増す 種々 の 条件 を 含む 各階 層 に わた る 場合 
に は 、 それに 通 有 する 標準 尿 量 は か な りな 巾 を も た せ て 
考え を な けれ ば な ら な い 。 即ち と の 場合 に お いて も と の 補 
正法 が さほど 有効 で も ある と は 考え られ な い 。 

2) 分 島 (1932) は 略 々 息 卵 大 の 不 消化 性 物質 (チー 
ル 氏 液 で 染色 し た 石松 子 ) の 一 定数 を 服用 後 , 尿 中 に 現れ 
た 石松 子 数 と 東 卵 数 と の 比率 か ら 1 日 量 の 虫 卵 数 を 換算 
する 方 法 を 考案 し た 。 と の 方 法 の 原理 は , 1 日 量 と し て 服 
用 し た 石松 子 全量 の 均等 分布 する 不 消化 有 敏 溶 量 に , 同じ 
く 1 日 の 中 に 産卵 され た 虫 卵 数 全量 が 均等 分 布 す る と 考 
える に ある と 思わ れる 。 と の 原理 が 保証 きれ れ ば 。 と の 
方 法 は 過量 変動 の 巧妙 な 補正 法 と 考え られ る が , 分 島 の 
実験 の 範囲 内 で は , 石松 子 及び 虫 卵 の 尿 内 易 等 分 布 と い 
うと と は 大 程 度 証明 され て いる が , 両者 の 1 日 量 の 分 布 
する 不 消化 残 浴 量 の 一 致 と いう と と は 客観 的 に 証明 され 
て いな い 。 耳 つ 実 施 上 , 集団 的 に と の 方 法 を 施行 する こと 
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と は 困難 で ある と 考え られ る 。 

b) 直接 補正 法 : 1 回 排 浴 全 尿 を 縮 取 し うる 場合 。 会 
尿 を 笠 量 し て 昌久 密 度 推定 値 か ら 全 床 内 換算 虫 卵 数 を 算 
出し , 殿 量 変動 に よる 息 卵 密度 変動 を 直接 補正 し よう と 
いう 方 法 が 考え られ て いる 。 

し か し 前 述 の よう に 目的 と する 1 日 床 量 を 正確 に 把握 
し うる 保証 は な い の で ,。 こ と れ に よ つ て 必ず し ゃ 変動 を 正 
し く 補 正 し う る と は 考え られ な い 。 と の 方 法 を 一 応 試み 
た Brown (1927) , Palmer (1941) 等 は 何れ も , 例 殿 
量 に 換算 し た 虫 卵 数 の 日 々 の 変動 の 方 が , 虫 卵 密度 推定 
値 一 Stoll 法 , Lane 法 等 に よる 一 の 日 々 変動 より な し レ 
ろ 大 きく な つて いる と と を 指摘 し て いる 。 今回 の 検査 各 
例 に お いて も , 表 10 に 示 し た よう に 全 尿 内 換算 虫 卵 数 も 
10 標 本 平均 値 と 略 々 同様 な 変動 の 市 を 示し て いる 。 

但し 必 排 洪 の 不 規則 性 の 状況 に 応じ て 何 日 間 か の 連続 
検査 を 行い , その 何 日 間 か の 全 殿 内 換算 卵 数 の 平均 値 
を と る と いう 労 を と る 時 は , 殿 排 洪 の 不 規則 性 が 是正 さ 
れる 可能 性 が あり , 前 述 の 結果 に よれ ば 短期 間 内 で は 1 
日 の 産卵 量 は か な り 人 恒常 的 と 考え られ る か ら , その 時 の 
1 日 産卵 量 を 略 々 虫 卵 密度 推定 精度 の 範囲 内 で 推定 し う 
る と 考え られ る 。 

c) 小 括 : 要する に 1 回 排 浴 尿 の 検査 で より 正しい 
* 1 日 産卵 量 の 示 度 ” を 得 よ うと する 場合 , 上 述 の 補正 
法 は 何れ も さほど 有効 と 考え られ な い 。 

そ と で か ゝ る 有効 で な い 補 正法 を 行う 労 を 省き , 正 卵 
密度 推定 値 を その ま ゝ 1 日 産卵 量 の 示 度 と し て 用 いる 時 
は , 息 卵 密度 の 推定 精度 一 一 補正 法 を 用 いる 場合 に も や 
は り 問 題 に な る 一 一 と , 殿 量 の 日 及び 個人 間 の 変動 の 
血 胃 内 の 確か さ で は , 示 度 と し て の 目的 を 果す と と に な 
る 。 そ し て 実際 に は , 1 日 産卵 量 の 示 度 は 感染 程度 を 表 
す も の と し て 求め られ る 場合 が 殆ど で ある か ら , その 場 
合 に , 得 ら れ た 産卵 量 と 実際 の 寄生 状態 と の 関係 に つい 
て の 検査 法 以前 の 諸 問題 に よる 制約 一 一 釣 虫 産卵 量 の 息 
体 に よる 個体 差 や 時 期 的 消長 , 雌雄 寄生 比率 等 一 一 , さ 
ら に 実際 に 用 いう る 検査 法 の 精度 に よる 制約 一 一 た と え 
ば 正確 に 単位 量 の 尿 を 科 量 し えな い 等 一 一 を 受け , 結果 
判定 の 基準 に か な りな 巾 を 設定 さ ざ る を 得 な い 。 で ある 
か ら そ れ 自 身 前 記 の 制約 を 受け る 虫 卵 密度 推定 値 を その 
ま ゝ 用 いて も あま り 影 響 は な いも の と 考え られ る 。 

な お その 際 判 定 基準 の 各階 和 の 巾 と し て は , 上 記 の 種 
その 条件 に 規定 され て お と る 実際 検査 で 得 られ た 取 卵 密 
度 推定 値 の 変動 の , 最大 の 巾 の 所 を 探る べき で ある 。 推 定 
値 の 変動 を 来 す 種々 の 条件 の 中 , 虫 卵 密度 推定 の 際 の 変 
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動 の 巾 は , 標本 採取 数 に よ つ て 変る と と は 勿論 で ある 
が , 前 述 の 如く 虫 卵 和 密度 の 値 の 大 き さ に よ つ て も 変る か 
ら 注意 を 要する 。 

し か し , 正確 な 1 日 産卵 量 を 求め る 必要 が 生じ た 場合 
に は , D) 項 で 述べ た 理由 に 基き , 1 回 排 浴 全 尿 を 之 日 
採取 し , 各 尿 か ら の 標本 採取 雪 を で きる だ け 多 くし て 躍 
卵 密度 推定 の 精度 を 増 レ 一 一 不 均一 尿 の 場合 は 各部 分 
尿 に つい て 検討 する 一 一 , さら に 各々 全 尿 量 に 挨 算 し 
て それ ら の 1 日 平均 値 を みる 方 法 が , を 媒介 と する 
限り 最も 有効 な 方 法 と 考え られ る 。 レ しか し て 人 従来 行わ れ 
た 釣 虫 1 日 産卵 量 の 時 期 的 消長 の 検査 等 の 実施 に 際 し て 
や ,1) 比 較 的 短期 間 の 検査 を 行う 場合 は , 連日 検査 し て 
1 回 排 浴 全 尿 内 換算 虫 卵 数 の 移動 平均 を と つて その 変動 
を 調べ る 。2) 長 期間 に わた る 検査 の 場合 に は , 期間 を お 
いて 何 回 か 短期 間 の 連続 検査 を 行い 。 その 結果 得 ら れ た 
全 尿 内 換算 虫 卵 数 平均 値 の 変動 を 調べ る 。 そ し て それ ら 
の 変動 が 。 その 時 用 いた 下 卵 密度 推定 法 の 精度 の 範囲 内 
(に ある も の か 検討 する 方 法 が 考え られ る 。 

従来 , 諸家 の 釣 虫 1 日 産卵 量 及 びそ の 時 期 的 消長 に 関 
する 研究 に お いて は , 1) 尿 内 虫 卵 密度 推定 の 方 法 に お い 
て , その 推定 の 精度 が 明か に され ず , 且つ 手技 者 に よる 
ふれ の 大 きい Stoll 法 , Lane 法 等 を 用 いて いる 。2) 
時 期 的 消長 に 関す る 研究 の 場合 , 算定 され た 1 日 産卵 量 
は 1 回 排 洪 尿 に つい て の 結果 の 場合 が 多い 。 等, 上 述 の 
鉛 点 より すれ ば 何れ も 再 検討 の 必要 が ある も の と 思わ れ 
る 。 

総 括 

釣 息 卵 保有 者 5 例 に つい て , 約 3ー5 週間 そ の 排 港 全 
尿 を 連続 採取 し , 定量 的 な 直接 塗 涼 法 に よ つ て 日 々 その 
東 卵 密度 を 観察 し , その 成績 に つい て 殿 内 釣 東 卵 が 近似 
的 に ポア ソン 盆 布 を な す と いう 想定 の も と に , 種々 検討 
を 加え た 。 その 結果 を 要約 すれ ば 次 の 如 く で ある 。 

1) 内 釣 息 卵 密度 推定 値 は , 同一 人 に つい て 日 々 採 
便 を 繰返し て 検査 する 場合 , 推計 学 的 に 有意 な 日 々 変動 
を 示す 。 し か し その 変動 の 巾 は か な り 狭 く , 各 10 標 本 平 
均 値 に つい て みる 時 検査 人 期間 を 通じ て の 全 標 本 平均 値 
の ほ ゞ 2 倍 以内 の 巾 で ある 。 

2) 観察 され た 1 回 排 浴 全 尿 量 は 日 々 変動 を 示す 。 し 
みか し て その 変動 状況 は 尿 内 下 卵 密度 と の 間 に 相関 を 思わ 
せる 。 従 つて 今回 の 検査 期間 3 > 5 週間 以内 で は , 尿 内 
東 卵 密度 変動 は 主として 殿 量 の 日 々 変動 に 影響 され て い 
る と 考え られ る 。 一 方 釣 虫 の 毎日 の 産卵 量 は 今回 の 検査 


期間 内 で は か な り 人 恒常 的 で ある と 見 個 さ れ た 。 
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3) 1 回 排 港 尿 の 検査 た よ つ て 得 ら れ た 殿 内 釣 虫 卵 密 
度 推定 値 を その ま ゝ 1 日 産卵 量 の 示 度 と し て 用 いる と す 
れ ば , その 示 度 は その 場合 用 いた 検査 紀 に よる 下 卵 密度 
推定 の 精度 と , 殿 量 の 日 々 変動 並び に 各個 人 に ょ る 変動 
と の 影響 を 受け る 。 従 つて 実際 に は 産卵 量 に 変化 が な く 
て る 人 各 人 各 検 査 日 に より か な りな か 変動 を 示す 可能 性 が あ 
る 。 し か し その 変動 の 範囲 内 の 確か さ に お いて 1 日 産卵 
量 を 指示 する と と に な る 。 

4) な お と の 虫 卵 密度 推定 値 を 1 日 産卵 量 の よ り 適 確 
な 示 度 に する 目的 で , 従来 いろ いろ な 虫 卵 密度 日 々 変動 
の 補正 法 が 考案 され て いる が , と れ は 概ね 貝 卵 密度 変動 
に 及ぼ ば す 必 量 変動 の 影響 の 補正 を 目的 と し た も の で ある 
。 そ と で 併せ て と れ に つい て の 検討 を 行 つ た 。 そ の 結果 
, と れ ら の 補正 法 に よる 値 は 何れ も 正確 な 1 日 産卵 量 の 
有効 な 示 度 た り 難 いと と が 判明 し た 。 


稿 を 終る に 臨み, 御 指導 , 御 校 開 を 賜 わ つ た 部 長 小宮 
義孝 朝 士 に 心から な る 謝意 を 表 き させ て いた ゞ きま す 。 


参考 文献 


1) Beaver, P. C. (1949) : Quantitative hook- 
worrn diagnosiS by direct smear. Jour. Paras.,35, 
125 一 135. 一 2) Brown, 本 .W. (1927) : A study 
of the regularity of egg production of 4scgzzs 

7 の 77CO2 の es, Wecg7 の 7 の 7672C の 74S, amd 7 ァ 2C/z77S 

772cz77. Jour. Paras.。14, 110 一 119. 一 3) 耳 er- 
rick、 C.A. (1928) : A quantitative study of 
infections with 4zcy/os7o24Z と 7242422 1n dogS. 
Amer. Jour. Hyg., 8, 125 一 257。 一 ) Hill, R. B. 
(1923) : Investigations on the control of hook- 

worm disease. 双 XV. The use of the egg-coun- 

ting method jn areas. Sourthern Med. Jour., 

18, 665. 一 5) 平井 正 就 (1926) : 環 虫 及 び 十 二 指 
腸 虫 の 排卵 数 と 寄生 虫 体 と の 数 的 関係 並び に 忠 卵 計 
算法 , 慶応 医学 , VI, 973. 一 6《) 石崎 達 (1953) : 
問 虫 症 の 臨床 的 研究 。 (1) 直接 准 抹 標本 に ょ る 上 虫 
卵 数 定量 法 と その 応用 . 寄生 虫 学 雑誌 , 2 (2), 13 一 
18. 一 7) 北川 敏夫 , 増山 元 三 郎 (1952): 統計 数 値 
表 , 1 版 , 214 頁 , 東京 , 河出 書房 。 一 8) 中 路 三 平 
(1928) : 寄生 虫 感染 程度 測定 法 と し て の 東 卵 計算 法 
の 意義 並び に 実験 的 批判 、 慶応 医学 , 8, 2201 一 2276 
ー9) 永井 光 (1950) : 駆虫 剤 の 壮 便 内 映 虫 卵 数 に 及 
ぼ す 影響 に つい て . (第 1 報 ) 無 処 置 感染 者 准 便 内 に 於 
ける 卵 数 の 消長 、( 第 2 報 ) サン トニ = ニン 投与 の 場合 、 

阪 大 医 読 , 2 (1), 63 一 81. 一 10) 日 本 生理 学会 編 
(1951) : 生理 学 誠 座 , 第 9 巻 , II, 1, 消化 運動 ., 

3, 4, 消化 の 病 坦 生理 . 東京 . 中 山 書店 。 一 11) 

Palimer, E、 D. (1941) : The course of the daily 











卵 密 


密度 
変動 
な く 

が あ 
産卵 


商 確 
変動 
変動 
直 果 
量 の 


明和 31 年 3 月 (1956)〕 








egg Output during an early infection with the 
hookworm ecG7 の 7 の 677C の 6S、 Amer. Jour. HYg., 
34, sec. D, 1 一 12. 一 12) 佐藤 浴 子 (1953) : 勉 虫 卵 
検査 法 の 研究 。( 1 ) 人 尿 内 多 虫 卵 分 布 状 況 に つい て <。 
寄生 虫 学 雑 誌 , 2 (2), 22 一 26. 一 13) Scott, J, 作 . 
andHeadlee, W. 是 . (1938) : Studies in egypt on 
the correction of helminth egg count data for 
the size and consistency of stools. Armer. Jour. 
Hyg., 27, 176>195.。 一 14) Smillie, W. で . (1921) : 
AA comparison of the number of hookworrm ova 
in the stool with the actual number of hook- 
worrns harbored by the individual. Amer.。 Jour. 
Trop. Med., 1, 389 一 395. 一 15) Soper, F. 上 L. 
(1927) The relative egg-layIng function of Necator 
ョ mericanus and Ancylostoma duodenale. Amer. 
Jour. Hyg., 7, 542560. 一 16) Stoll, N. R. 
(1923b) : Investigations on the control of hook- 
Worm disease. 又 VIII. On the relation between 
the number of eggs found in human feces and 
the number of hookworms in the host。 Amer. 
Jour.。 Hyg., 3, 156 一 179. 一 17) Sweet W.C. 
(1924) : Notes on methods of diagnosing hook- 
-worm infection and on egg counting methodSs. 
.Amer. Jour. Hyg., 5, 497. 


Summary 

Hookworm egg density in feces of 3-5 succes- 
SiveG weeks was observed by the direct smear 
anethod quantitatively on each fave hookworm 
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carriers and the data thus obtained was examined 
under the presumnption that eggSs in feoes Were 
distributed according to Poisson's distribution。 
The results obtained were as follows : 

1) The estimated value of hookworm egg den- 
sity in feces on the same individual was Droved 
to vary daily with statistical significance. 。Such 
variation, however, iS not so excessive, namely 
each mean on ten samples varied about 2 times 
of total mean. 

2) The daily volumes of fecal output factuated 
in accordance with the estimated daily egg den< 
sity。 This appearently indicates that the varia- 
tion in daily egg density in feces seems mainly to 
be due to the variation in daily stool volumes 
during this period. The daily amount of oviposi- 
tion was hardly found to Hactuate during this 
period。 

3) When the estimated value of the egg density 
on single stool were applied as the indicator of 
hookworm burden, the reliability of the indicator 
is influenced by the variability in daily and indi- 
vidual stool volumes as well as the reliability of 
applied method. 

4) Several methods precisely appied for the 
correction of the variability of egg density was 
criticized and proved to be either ittle valuable 
or to contain technica1 dd 大 culty for their Drac- 


tical application。 
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山口 県 産 「 ヴ ガニ 」 の 肺 吸虫 被 斉 幼 東 の 寄生 秩 況 に 就 い て 
(第 二 回 報 吾 ) 


高 橋 


0 


山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 (指導 細川 修治 教授 ) 
(昭和 30 年 8 月 29 日 受領 ) 


当 病 理学 教室 の 内 野 (1952) が 昭和 27 年 , 第 21 回 日 本 
寄生 虫 学会 総合 に 於 いて 山口 県 産 「 ツ ガ =」 の 和 被 要 幼 了 
の 寄生 状況 に 就 い て 報告 を 為 し た が 山口 県 下 の 一 部 河川 
に 就 いて の 報告 に 過ぎ な い 。 其 の 後 引続き 山口 県 吉田 川 
の 「 ツ ガニ =」 を 調査 し た の で 第 二 回 報告 と し て 報告 す 
る 。 

検査 方 法 並び に 材料 

方 法 は 先 に 内 野 (1954) ? が 報告 し た も の に 従 つ た 。 
特に 此 の 度 は 検査 崩 の 甲 帝 最 大 横 径 を 角 の 大 き さ の 基準 
と し , 体 部 並び に 脚 部 は 関節 附近 と 其 の 他 の 部 と を 区 
別 し た 。 又 , 先 に 内 野 が 区 別 し た 成熟 型 被 論 幼 虫 , 特に 
赤色 頼 粒 を 含む 被 裏 幼虫 に 留意 し た "。 検査 に 供し た 麻 
は 昭和 29 年 10 月 上 名 より 昭和 30 年 5 月 上 旬 の 間 , 吉田 川 
に 於 いて 無傷 に 捕獲 し た 「 ツ ガ =」 85 匹 で ある 。 

検査 成績 '"" 

検査 月 85 匹 中 , 被 衰 幼虫 の 寄生 を 認め た 租 は 59 匹 で 寄 
生 率 は 69.4 タ で あつ た 。 棚 1 匹 で 被 衰 幼虫 の 最多 寄生 数 
は 152 個 , 最少 は 1 個 で あつ た 。 検査 崩 数 に 対す る 一 匹 
平均 寄生 数 は 10 .1 個 で あつ た 。 被 寄生 骨 と 寄生 被 幼 虫 
と の 関係 は 被 寄生 崩 59 匹 の 中 , 赤色 上 粒 を 含む 成熟 型 被 
招 幼 虫 の み 寄 生 の 懇 が 最も 多く 87 匹 (62.722) , 成 熟 型 , 
効 弱 型 , 未熟 型 等 の 各 型 被 裏 幼虫 の 混合 寄生 し て いた 杉 
は 19 匹 (32.2 め ) , 未熟 型 の み 寄生 の は 崩 2 匹 (3.4 
), 効 弱 型 の み 寄 手 の 崩 は 1 匹 (1.7 ) で 普通 の 成熟 
型 の み 寄生 の 懇 は 認め な か つた 。 検出 せる 肺 吸虫 被 栓 幼 
東 の 総数 は 858 個 で , 其 の 中 , 赤色 上 粒 を 含む 成熟 型 被 
要 幼 虫 が 最も 多く 811 個 , 普通 の 成熟 型 が 25 個 , 幼 弱 型 
14 個 , 未熟 型 8 個 ど あつ た 。 “ 

(1) 懇 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 は 51 一 40 正大 の 許 
で 検査 数 14 匹 に 対し 被 寄生 柚 数 13 匹 (92.85 多 ) , 41 一 

co 7 を Zs が: On 7 の 5O7422724S 206S7677727277 

Metacercariae in 万 oce77 7 の 77C4S in Yarmna- 


guchi Prefecture.。 (Report 2) (Department of 
Pathology, Yamaguchi Medical Schoo1) 





50 忠 大 の 骨 は 検査 数 87 匹 に 対し 被 寄生 処 数 24 匹 (64.86 

%) , 51<60 下 大 の 崩 は 検査 数 31 匹 に 対し 被 寄生 栖 数 
21 匹 (67.74 多 ), 61~70m 大 の 骨 で は 検査 数 3 匹 に 対し 
て 被 寄生 衣 数 1 匹 (88.38 多 ) で あつ た 。 (第 一 表 参 照 ) 


策 1 表 蟹 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 














検査 蟹 数 一 一 85 匹 

| 

| 蟹 数 
大 半 符 ーー 寄生 率 () 

| 検査 数 寄生 数 陰 企 数 
31 一 8 8 8 7 ./8 1 8 87.5 
4fS 6 191 3 6 1s 092.5518 100.0 
41 ン る 19 f ぉ 3 15 8 4 $ 78.95 
0 mml71 18 2 人 9 315 964.8616 50.0 
51cw 8 7 。/8 3。8 4 8 42.86 
On を 24 218 13 101 8 667.741 8 75.0 
61 ン > 本 胡 ・ る よ な る 100.0 
70nm 315 2 15 0 ^ 29.831 9 0 








(2) 柚 の 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 は 31 一 40 咽 大 の 崩 

は 1 <10 個 寄生 が 13 匹 , 41^ 50 中 大 の 租 は 1 10 個 寄生 
が 17 匹 ,11 て 50 個 寄生 が 8 匹 , 51 100 個 寄生 が 3 匹 , 

100 個 以上 寄生 は 1 匹 , 5160 忠 大 の 骨 は 1 ~10 個 寄生 
は 15 匹 。11 て 50 個 寄生 は 4 匹 , 51- 100 個 寄生 は 1 匹 。 


策 2 表 蟹 の 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 
検査 蟹 数 一 一 85 匹 





Metacercaria 寄生 数 








甲 帝 最 | 
大 横 径 | ) =10 価 リー 51 一 100 個 

し 人 | eS 50 個 100 個 以上 
31- ン f ゐ 8 1 ルル 。 

40mmliieo や 6 6 9 9 0 
4 f6 4 。f8 11 。f8 1 8 1 。78 0 
50mmliiio 9 7 6 93 2 31 2 2 11 6 1 
81oc 8 4 。f8 2 8 1 8 0 .j8 0 
60 mm 10 8 6 5 13 418 3 18 凍り は 公 
61 一 fs 0 。f8 1 

70mml21o 2 18 0 9 0 0 








( 18 ) 
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100 個 以上 寄生 は 1 匹 で あつ た 。61~70 咽 大 の 胡 で は 

1 ~10 個 寄生 が 1 匹 で あつ た 。 (第 二 表 参 照 ) 

(8) 「 ツ ガニ 」 体内 に 於 ける 被 要 幼虫 の 分 布 状 況 は 
検査 崩 85 匹 (中 陰性 26 匹 ) の 中 で 錦 に 寄生 し て いた 身 が 
最も 多く 56 匹 (65.88 多 ) , 次 いで 足 関節 部 25 匹 (29.4 
1 ) , 足 筋肉 18 匹 (21.18 久 ) , 体 関節 部 14 匹 (16.4 
7 ) , 体 筋肉 8 匹 (9.41 多 ) , 肝 は 5 匹 5.88) , 
心 2 匹 (2.85 め ) , 其 の 他 の 臓器 は 消化 器 だ け で あつ た 
が 1 匹 (1.182) で あつ た 。 (第 三 表 上 段 参 照 ) 

次 と 検査 骨 数 に 対す る 被 要 幼虫 の 一 匹 平均 寄生 数 は 鯉 
5.11 個 , 足 筋肉 1.99 個 , 足 関節 部 1.47 個 , 体 関 節 部 1.08 
個 , 体 筋肉 0.27 個 , 肝 0.18 個 , 心 並 びに 消化 器 は 各 0.02 
個 で あつ た 。 (第 三 表 下 段 参照 ) 

(4) 赤色 占 粒 を 含む 成熟 型 被 要 幼虫 の 棚 体 内 分 布 は 
や は り 鯉 に 寄生 し て いた 骨 が 最も 多く 53 匹 (62.95 %) 
足 関節 部 25 匹 (29.41 め ) , 足 筋 肉 18 匹 (21.18 め ) , 
体内 節 部 14 匹 (16.47 ) , 体 筋肉 8 匹 (9.41 め ) , 肝 
5 匹 (5.88 め ) , 心 2 匹 2.532) , 消化 器 1 匹 1.18 
多 ) で あつ た 。 (第 四 表 上 段 参 照 ) 

次 に 一 匹 平均 寄生 数 は 鯉 4.66 個 , 足 筋肉 は 1.96 個 , 足 
関節 部 1.39 個 , 体 関節 部 1.08 個 , 体 筋 肉 0.27 個 , 肝 0.18 
個 , 心 並 びに 消化 器 は 0.02 個 で あつ た 。 (第 四 表 下段 参 
照 ) 

5) 普通 の 被 要 幼 虫 の 体内 分 布 は 鯉 に 寄生 し て いた 

は 3 忠 (8.532) で 足 関 節 部 は 最も 多く 8 匹 (9.41%) 
足 筋肉 1 匹 (1.182) で あつ た 。 

(第 五 表 上 段 参 照 ) 

次 に 一 匹 平均 寄生 数 は 鯉 0.06 個 , 足 関節 部 0.22 個 , 足 
筋肉 0.01 個 で あつ た 。 体 関節 部 , 体 筋肉 。 肝 , 心 , 其 の 
他 の 臓器 に は 認め な か つた 。 (第 五 表 下段 参照 ) 

総括 並び に 考 投 

山口 県 下 吉田 川 の 「 ツ ガ =」 85 匹 と 就 い て 柚 の 大 小 と 
被 栓 幼 遇 の 寄生 率 並び に 寄生 数 と の 関係 , 被 枯 幼 虫 の 種 
類 , 処 体 内 分 布 状 況 , 特に 赤色 上 粒 を 含む 被 斉 幼虫 と 普 
通 の 被 要 幼虫 の 体内 分 布 状況 に 就 い て 調査 し た 。 

(1) 区 の 大 き さ と 被 要 幼 虫 の 寄生 率 と の 関係 は 1 
40 咽 大 の 放 が 92.85 時 の 最高 寄生 率 を 示し て いる が 41> 
50 忠 大 の 笛 は 87 例 , 5160mm 大 の 懇 は 31 例 で 此 等 に 比べ 
る と 83140 呈 大 の 月 は 14 例 に 過ぎ ず , 故に 比較 検討 し て 
や 正確 は 期し 難い , 例 数 も 多く , 他 に 比 し て 寄生 率 の 高 
い 51>60 画 大 の 租 が 寄生 率 の 最も 高い 崩 ご は な いか と 思 
考 さ れる 。 

(2) 克 の 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 は 4150 画 大 の 崩 





(20 ) 
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が 最多 寄生 数 を 示し て いた 。41~50 下 大 の 柚 を 頂点 と し 
て 他 は 減少 し て いる 点 は 三浦 (1952) " の 高知 県 に 於 け 
る 調査 と よく 待合 し て いる 。 

($) 吉田 川 於 ける 「 ツ ガ =] の 被 裏 幼虫 の 寄生 率 
は 69.42% で あつ た 。 内 野 て 1954) ? の 第 一 回 報告 で 80.0 
旬 で あり , 此 に 比べ る と 大 分 下 廻 つて いる が 両 調査 の 例 
数 に 可 成り 開き が ある の で 比較 し 難い 点 が ある と 思わ れ 
る 。 1 匹 の 衣 に 於 ける 被 要 幼虫 の 最多 寄生 数 は 152 個 で 
あり , 内 野 (1954) ? の 調査 ご で は 120 個 で あつ て 余り の 
大 差 は 認め られ な い 。 又 , 検査 山 数 に 対す る 一 匹 平均 寄 
生 数 は 10.1 個 で あり , 内 野 (1954) ? の 調査 に 依 れ ば 17 
・7 個 と な つて 居り , その 差 は 検査 導 の 大 小 , 又は 検査 期 
間 の 長短 , 換言 すれ ば 季節 と に 関係 が ある も の で は な か 
ろう か と 考え られ る 。 役 寄生 柚 数 は 59 匹 の 中 で 赤色 題 粒 
を 含む 成熟 型 被 要 幼虫 の み 寄 生 の 朋 が 最も 多く 87 匹 62 
・7 多 ) で あつ た 。 双 検出 し た 被 要 幼 虫 858 個 の 中 で 赤色 
頼 粒 を 含む 成熟 型 が 最も 多く 811 個 (94.5 ) で あつ 
た 。 以 上 か らし て 役 斉 幼虫 の 中 で 赤色 眠 粒 を 含む 成熟 型 
が 最も 多く , 又 最 も 広く 分 布 し て いる 事 は 私 (1954) 『 
の 愛媛 県 に 於 ける 調査 と 同様 な 結果 が 得 ら れ た 。 又 末 熱 
型 , 幼 弱 型 は 赤色 色素 が 平等 に 認め られ 素 粒 状 に は 認め 
な か つた 点 は 内 野 て 1954) ? と 同様 で あつ た 。 

(4) 寄生 部 位 に 就 い て は 鯉 に 寄生 し て いた 蟹 が 最も 
多く 検査 骨 数 85 匹 (中 陰性 26 匹 ) に 対し て 65.88 多 , 次 
いで 足 関節 部 は ずつ と 少く 29.41 多 , 足 筋肉 21.18 , 
体 関節 部 16.47 2, 体 筋肉 9.41 多 , 肝 5.88 , 心 2.85 
欠 , 消化 器 1.18% の 順 で あつ た 。 此 の 際 特 に 注目 すべ き 
点 は 鯉 に 寄生 し て いる 骨 が 大 半 を し め て いる と と で あ 


~ る 。 双 , 検査 衣 数 に 対す る 被 要 幼虫 の 一 忠平 均 寄生 数 は 


鯉 5.11 個 , 以下 足 筋肉 , 足 関節 部 , 体 関節 部 , 体 筋肉 , 
肝 , 心 と 消化 器 は 同数 で 以上 の 順 と な つて いた 。 内 野 
(954) ? の 報告 の 場合 , 又 , 三浦 (1952) " の 報告 の 
合 , 何れ る 最多 寄生 部 位 は 筋肉 で , 次 いで 鯉 の 順に な 
つて いる が 私 の 場合 は 鯉 か が 大半 を 占め て , 最多 寄生 部 位 
と 考え られ る 。 双 , 足 関節 部 に 寄生 を みた 身 は 足 筋肉 の 
寄生 の 角 よ り 多い が , し か し 被 裏 幼虫 の 寄生 数 は 少 い 。 

(5) 被 裏 幼 を 分 類 し て 赤色 上 燥 粒 を 含む 被 論 幼虫 は 
や は り 鯉 に 寄生 し て いる 柚 が 最も 多く 62.53 時, 足 関 館 
1 部 29.41% め , 足 筋肉 1.18 め , 体 関節 部 16.47 多 体 筋肉 
9.41, 肝 5.882, 心 2.85%, 消化 器 1.18% の 順 で あつ 
た 。 此 の 場合 で も 被 寄生 骨 中 で 鉛 寄 生 が 大 半 を 占め て い 
た 。 一 匹 平均 寄生 数 は 負 4.66 個 , 以下 中 筋肉 , 走 関 館 
部 , 体 関 節 部 , 体 筋肉 , 肝 , 心 と 消化 器 は 同数 で 以上 の 
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順 と な つて いた 。 此 の 場合 も 又 , 足 関節 部 寄生 の 租 は 足 
筋肉 寄生 の 蟹 より 多い が 被 要 幼虫 寄生 数 は 少 い 。 

(6) 普通 の 成熟 型 被 可 幼 虫 の 身体 内 分 布 は 足 関節 部 
寄生 の 胡 が 最も 多く 9.4122, 次 いで 鯉 8.5322, 足 筋肉 1。 
18 多 で 他 に は 認め な か つた 。 次 に 一 匹 中 平均 寄生 数 は 足 
関節 部 0.22 個 , 以下 鯉 , 足 筋肉 の 順 で あつ た 。 

(Y) 本 調査 に 於 いて は 絵 て 「 ウ ツェ ステ ルマン 肺 吸虫 」 
被 斉 幼虫 で あつ た 。 

結 論 

(1) 租 の 大 小 に より 肺 吸虫 被 裏 幼 虫 の 寄生 率 , 寄生 
数 に 一 定 の 関係 が あつ た 。 

(》) 山口 県 下 吉 田川 の 「 ツ ガ =」 に 於 ける 肺 吸虫 被 


・ 衣 幼 虫 の 寄生 率 は 69.42% で あつ た 。 


(3) 被 要 幼虫 の 最多 寄生 部 位 は 側 で , 又 , 寄生 数 に 
於 いて も 大 半 を 占め て いる 。 赤色 上 粒 を 含む 成熟 型 で も 
同様 な 結果 と な り , 此 が 被 栓 幼虫 の 中 で 最も 多く , 双 , 
最も 広く 分 布 し て いた 。 

(4) 被 衰 幼虫 の 胡 体 内 分 布 は 鯉 , 足 関節 部 , 足 筋肉 
体 関節 部 , 体 筋肉 , 肝 , 心 , 消化 器 の 順に 寄生 し て い 
た 。 

(5) 本 調査 に 於 ける 抽 要 幼虫 は 総 て 「 ウ ツェ ステ ル マ 
ン 肺 吸虫 ]」 で あつ た 。 


本 研究 は 交 部 省 科 学研 究 費 補助 に よる , 久 ち 細川 修治 
教授 担当 課題 「 肺 吸虫 の 研究 」 の 分 担 研 究 で ある 。 山口 
県 当局 の 御 挨 助 に 謝意 を 表す 。 本 研究 要旨 は 第 24 回 日 本 
寄生 虫 学会 総会 で 発表 し た 。 
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SummrmarY 


1. The Author investigated on distribution of 
ParagonirmuS metacercariae in 85 万 7 の cezZ 7 の の - 
CS On Yoshida River in Yamaguchi Prefecture, 
from October 1954 to May 1955. He obtained the 
result of 69.4 多 in them. 

2. The crabs being 51-60 mm in size showed 
the highest percentage Of parasitiSm。 

3. The total number of metacercariae obtained 
were 858, in which the mature metacercariae 
with redish granula were the most nurmerOuS。. 

4。 One crab harboring the most numerous 
metacercariae DOSSesed of 152. 

5. On parasitized region, parasitism in gills 
were the most, which showed over half of Dara- 
SitiSm: im SuccesSsion, foot joint region, foot 
muscles, body joint region, body muscles, iver。 
heart, and digestive organ. Metacercariae in foot 
muscles were more numnerous than in foot joint 
regiOn. 

6. All of metacercariae investigated in this 
reDOrt were gz の 7 が 2S es/e7y が 2677 . 
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先 に 山口 県 産 「 ジ ツガ =」 の 肺 吸虫 被 衰 幼 虫 の 寄生 状 寄生 が 1 匹 , 51 100 個 寄生 が 1 匹 , 100 個 以上 寄生 が 
況 。 特に 吉田 川 に つい て 報告 し た が , 今回 は 栗野 川 を 調 1 匹 。71-80 叫 大 の 骨 は 1 >10 個 寄生 が 1 匹 , 11>50 個 
査 し た の で 第 三 回 報告 と し て 報告 する 。 昭 和 29 年 12 月 中 寄生 が 2 匹 , 51 100 個 寄生 が 1 匹 , 100 個 以上 寄生 が 
旬 よ り 昭 和 380 年 1 月 上 名 の 間 , 栗野 川 流域 で 無傷 で 捕獲 1 匹 で あつ た 。81<90 中 大 の 朋 で は 1 10 個 寄生 が 1 中 
し た 柚 を 前 回 の 報告 と 同様 な 検査 方 法 で 調査 し た 。 で あつ た 。 (第 二 表 参照 ) 
検査 成績 り ?" 

検査 月 は 60 匹 で 被 衰 幼 昌 の 寄生 を みた 慣 は 58 匹 , 即ち 
96.7% の 高 寄生 率 を 示し て いた 。 骨 1 匹 に 於 ける 被 要 幼 


















第 1 表 蟹 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 
(検査 蟹 60 匹 ) 









































虫 の 最多 寄生 数 は 183 個 で 最少 は 1 個 で あつ た 。 検査 攻 甲 帝 最 党 数 吉本 
数 に 対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 25.8 個 で あつ た 。 次 に 被害 大 横 径 | な 本 表 寄生 数 陰性 数 S 
生音 と 寄生 拉 遷 昌 と の 関係 は 被害 生 震 58 下 の 中 で 成 式 ーー テーーーーーー Py 
型 , 未 熱 型 , 幼 弱 型 被 枯 幼 東 等 の 各 弄 混合 寄生 岩 が 最も 50mml 信 2 まい 所 hoo.o (9 1000 
多く 40 匹 (69%) , 次 いで 赤色 類 粒 を 含む 成熟 型 被 宴 幼 51 一 s67 8 15 ss/8 14 2 1 94.74) 8 93.33 
虫 の み 寄 生 の 胡 は 18 匹 (81 多 ) で 普通 の 成 熱 型 , 未 熱 ”。 Ommle2801922 191I eo 
型 ,, 幼 科 型 の み 寄生 の 月 は 認め な か つた 。 検出 し た PaH2I8 せ 6 革  o hoo.o ーー 
被 概 幼 虫 総数 1519 個 で 其 の 中 , 赤色 燥 粒 を 含む 成熟 型 7 一 gj8 5 5) 8 5 0 hoo.0 8 190.9 
1200 個 , 普通 の 成熟 型 280 個 , 未熟 型 4 個 , 幼 弱 型 85 個 oo ee 
で あっ た 。 6 3 3 も PoE 衣 

(1) 区 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 は 41<50 咽 大 の 蟹 
は 検査 数 4 匹 に 対し 被 寄生 衣 数 4 匹 ( 100.02) , 51 一 第 2 表 蟹 の 大 き さ と 和 寄生 数 と の 関係 
60 忠 大 の 左 は 検査 数 88I 匹 に 対し 被 寄生 胡 数 86 匹 (94.74 (検査 蟹 60 匹 ) 
多 ) , 61<70 忠 大 の 襲 は 検査 数 12 匹 に 対し 被 寄 生 棚 数 12 N 

匹 て 100.0 め ) , 71~80 中 大 の 胡 は 検査 数 5 匹 に 対し 被 甲 帝 最 lm の pcrtHicbr っ 
寄生 届 数 5 匹 ( 100.0%) , 81<90 号 大 の 崩 は 検査 数 1 し 0 。 110 個 で pa 人 ト 
匹 た 対し 被 寄生 衣 数 1 匹 ( 100.02%) で あつ た 。 (第 一 41 一 o 2)$ 介さ o 7$ 0 
表 参 照 ) 50 mm te 0 な きす Le 1 

(3) 大 の 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 は 41-50m 大 の 舞 5C ul2081j09 862 ge8 0 
は 被 要 幼虫 が 1 10 個 寄 生 が 2 匹 ,1150 個 寄生 が 1 ao ム 9 表す きま 7 1 
匹 。 100 個 以上 寄生 が 1 匹 ,51~60mm 大 の 寿 は 1 ~10 個 70 mm 人 
寄生 が 16 臣 。1150 個 寄生 が 12 匹 ,51 100 個 寄生 が 8 。 7C uu| o178 42082 61418 は 1 
匹 。6170mm 大 の 胡 ご は 1 10 個 寄生 が 9 匹 , 11<50 個 コー GE 1 人 ト N 

cg7 の 7 の ZZ2s/7 : On アア 272g の 22274S 2 の 6S76 ア 7227 CSS kk 

Mietacercariae in 万 7zoc ん eZ 76 の の CS in Yama- 

guchi Prefecture. (Report 3) (Department of (3) 「 ツ ガニ =」 体内 に 於 ける 被 裏 幼 虫 の 分 布 状 況 は 

Pathology, Yamaguchi Medical School.) 検査 胡 60 匹 (中 2 匹 陰性 ) に 対し て 鯉 に 寄生 し て いた 骨 
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が 最も 多く 58 匹 88.8 多 ) , 次 いで 体 関節 部 49 匹 (81.6 
7 久 ) , 足 関節 部 48 匹 80 多 ), 足 筋 肉 44 匹 78.88 ) 
体 筋肉 19 匹 て 81.67 ) , 肝 9 匹 15) , 消化 器 3 皿 


(5% め ) , 卵巣 1 匹 て 1.67) と 心 も 1 匹 で あつ た 。 


次 に 検査 峰 数 に 対す る 被 衰 幼虫 の 一 匹 平均 寄生 数 は 鯉 
8.9 個 , 体 関節 部 5.8 個 , 足 関節 部 は 4.78 個 , 足 筋肉 4 
5 個 , 体 筋肉 0.97 個 , 肝 0.27 個 , 消化 器 0.07 個 , 卵巣 と 
心 は 0.02 個 で ど あ つた 。 (第 三 表 下段 参照 ) 

(4) 赤色 類 粒 を 含む 成熟 型 被 宴 幼虫 の 衣 体 内 分 布 に 
就 い て や は り 鯉 に 寄生 し て いた 棚 が 多く 51 匹 (85) , 
次 いて 体 関節 部 49 匹 (81.67 2) , 足 関節 部 47 匹 (Y8.8 
8 め ) , 足 筋肉 42 匹 (7022) , 体 筋肉 19 匹 31.67 ) , 
肝 7 匹 11.67 多 ) , 消化 器 3 匹 て 52) , 卵巣 と 心 は 
夫々 1 匹 (1.672) で あつ た 。 (第 四 表 上 段 参照 ) 

従 裏 幼虫 の 一 匹 平均 寄生 数 は 鯉 6.98 個 , 体 関節 部 4.75 
個 , 足 関節 部 3.73 個 , 足 筋肉 8.42 個 , 体 筋肉 0.78 個 , 肝 
0.23 個 , 消化 器 0.07 個 , 卵巣 と 心 は 0.02 個 で あつ た 。 
(第 四 表 下段 参照 ) 

(5) 普通 の 成熟 型 披 要 幼虫 の 柚 体 内 分 布 は や は り 鯉 
に 寄生 し て いた 崩 が 多く 24 匹 (40%) , 次 いで 足 筋肉 28 
匹 (88.88 ) , 足 関節 部 21 匹 35) , 体 関節 部 20 匹 
(38.88 め め ) , 体 筋肉 6 匹 (10%) , 肝 2 匹 (8.83 多 ) 
で 其 の 他 の 臓器 に 寄生 し て いた 骨 は 認め な か つた 。 (第 
五 表 上 段 参 照 ) 

商 。 一 匹 平均 寄生 数 は 鯉 が 1.32 個 , 足 筋肉 1.07 個 , 足 
関節 部 1.05 個 , 体 関節 部 1.02 個 , 体 筋肉 0.18 個 , 肝 0.08 
個 で あつ た 。 (第 五 表 下段 参照 ) 

総括 並び に 考 接 

今回 は 山口 県 下 栗 野川 の 「 ツ カ =」 60 匹 に 就 いて 前 回 
報告 と 同様 に 胡 の 大 小 と 寄生 被 裏 幼 虫 の 寄生 率 , 寄生 数 
と の 関係 , 彼 宴 幼 虫 の 種類 , 棚 体 内 の 分 布 状況 に 就 いて 
調査 し た 。 尚 。 粟 野川 は 山口 県 西部 の 山岳 地帯 より 北上 
し て 日 本 海 に 注い で いる 川 で ある 。 

(1) 骨 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 は 4150 画 。61> 
70 中 。 71-80 忠 。81<90 咽 大 の 胡 は 総 べ て 100.0 多 で あ 
つた が その 中 61-70 咽 大 の 胡 が 12 例 で 最も 多く , 正確 な 
る 価 に 近い と は 考え られ る が , し か し 51 一 60 中 大 の 崩 は 
寄生 素 が 94.74 2% で は ある が 例 数 か ら み る と 88 例 で あり 
此 等 の 点 を 合 は せ 検討 する に 何れ が 寄生 率 が 高い と は 断 
言 し 難く , 此 等 の 大 き さ を 含め た 51 て 71m 叫 大 の 租 が 最高 
寄生 率 を 示す も の と 考え られ る 。 

(2) 表 の 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 は 5160 画 大 の 崩 
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が 最も 多く 寄生 し て いた 。 そ し て 大 小 共に 減少 し て いる 
点 は 三浦 (1952) ? や 私 (1954) の 前 回 報告 ゆめ % と 司 
様 な 傾向 を も つて いた 。 

(3) 山口 県 下 栗 野川 (豊浦 郡 栗野 村 ) に 於 ける 「 ヅ 
ガ =」 の 被 衰 幼虫 の 寄生 率 は 96.72 の 高 率 を 示し , 内 野 
(1954) " の 調査 に 依る 66.7 多 より 上 廻 つて 居り , 現在 
迄 当 教室 の 山口 県 下 各 河川 の 調査 " ゆ の 中 で 寄生 率 が 最 
も 高い 。 衣 1 匹 に 於 ける 最多 寄生 数 は 183 個 で 特に 注目 
すべ き 事 も な い が 一 匹 平均 寄生 数 は 25.3 個 で 前 記 寄 和束 
に 平行 し て 山口 県 下 各 河川 の 中 で 最も 多 か つ た 。 被 寄生 
調 数 58 匹 の 中 で 成熟 型 。 未熟 型 , 幼 弱 型 被 裏 幼虫 等 の 各 
型 混合 寄生 鍋 が 40 匹 (692) を 占め 最も 多 か つ た 。 妨 検 
出し た 被 要 幼虫 は 1519 個 で その 中 , 赤色 上 粒 を 含む 成熟 
型 が 1200 個 (79 2) を 占め 最多 数 ご あつ た 。 尚 , 未 吉 
型 。 幼 弱 型 は 赤色 色素 が 平等 に 認め られ た が 炎 粒 状 に は 
認め な か つた 事 は 前 回 報告 と 同様 で あつ た 。 

(4) 寄生 部 位 に 就 いて は 検査 山 60 匹 (中 2 匹 陰性 ) 
で 鯉 に 寄生 し て いた 岩 が 最も 多く 88.82 で , 次 いで 体 関 
節 部 81.67 2, 足 関節 部 802%, 足 筋肉 r8.38 多 , 体 筋肉 
81.67 少 , 肝 15 め , 消化 器 5 多 , 心 と 卵巣 は 1.67% の 順 
で あつ た 。 双 , 検査 手数 に 対す る 被 裏 幼 下 の 一 匹 平均 寄 
生 数 は 鯉 8.9 個 , 以下 体 関節 部 , 足 関節 部 , 足 筋肉 , 体 
筋肉 , 肝 , 消化 器 , 卵巣 と 心 の 順 で あつ た 。 鯉 は 導入 血 
管 の み に 寄 生 し て 居り , 特に 秋 半 部 に 比較 的 多く , 一 つ 
の 鯉 に 寄生 数 が 少 い 時 は 此 の 傾向 が 強い 。 此 の 点 , 三浦 
(1952) ? の 報告 と 同様 で ある 。 肝 , 卵巣 は 表面 に , 
心 は 心筋 内 に 寄生 し, 又 , 筋肉 と 皮下 の 間 , 筋肉 繊 継 の 
間際 に 認め た 事 は 内 野 (1954)? の 調査 と 同様 ご あつ た 。 
双 , 横川 ( 宗 ) (1954) "や の 報告 に 人 學 れ ば セル カリ ア 
は 経口 的 に 禁 体内 に 移行 し 鯉 に 先 づ 集 り し か る 後に 血管 
系 に より 体内 各部 に 運ば れる と の 説 は 以上 の 寄生 部 位 か 
ら 推 し て うな づか れる 点 が ある と 思う 。 

(5) 赤色 上 粒 を 含む 被 要 幼虫 の 胡 体 内 分 布 は 鯉 寄 生 
! 85%, 体 関節 部 81.67 時 , 足 関節 部 78.33 多 , 足 筋肉 
70 少 , 体 筋肉 31.67 多 , 肝 11.67 時, 消化 器 5 多 , 卵巣 
と 心 1.67 多 の 順 で あつ た 。 一 匹 平均 寄生 数 は 鯉 が 6.98. 
個 , 以下 体 関節 部 , 足 関節 部 足 筋肉 , 体 筋肉 , 肝 , 消化 
器 , 卵巣 と 心 の 順 で あつ た 。 

(6) 普通 の 被 裏 幼虫 の 柚 体 内 分 布 は 鯉 寄 生 匂 か 40 
, 足 筋肉 38.38 多 , 足 関節 部 35, 体 関節 部 38.88 
体 筋 肉 10 多 , 肝 3.88 多 の 順 で あつ た 一 忠平 均 寄 生 数 は 
鯉 1.82 個 , 以下 足 筋肉 , 足 関節 部 , 体 関節 部 , 体 筋肉 。 
肝 の 順 で あつ た 。 
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以上 の 事 か らし て や は り 赤 色 粒 を 含む 被 斉 幼虫 が 他 
の 被 宴 幼虫 の 何れ より ゃ も 数多く, 又 広 く 分 布 し て いる 事 
は 前 回 報告 "ゆめ と 同様 な 結果 で あつ た 。 

(7) 検出 し た 被 糧 幼 虫 は 総 て 「 ウ ツェ ステ ルマン 肺 吸 
昌 ] で あつ た 。 "9 

結 論 

(①) 山口 県 下 栗 野川 の 「 ツ ガ =」 に 於 ける 肺 吸 昌 被 
舞 幼 虫 の 寄生 率 は 96.72% で あつ た 。 

(2) 履 の 大 小 と 寄生 率 , 寄生 数 と は 一 定 の 関係 が あ 
つた 。 

(3) 検出 し た 被 斉 幼虫 の 中 で 赤色 天 粒 を 含む 成熟 型 
が 最も 多く , 又 最 も 広く 分 布 し て いた 。 

(4) 投 要 幼 虫 の 棚 体 内 分 布 は 鯉 , 特に その 導入 血管 
の み で 穴 敵 部 に 最も 多く , 体 関 節 部 , 足 関節 部 。 足 筋肉 
体 筋 肉 。 肝 , 消化 器 , 心 と 卵巣 の 順 で あつ た 。 

(5) 栗野 川 の 「 ツ ガ =」 に 於 ける 被 斉 効 昌 は 総 て 
「 ウ ェ ス テル マン 肺 吸虫 」 で あつ た 。 


本 研究 は 交 部 省 科 学研 究 費 補助 に 依る 。 即ち 細川 修治 
教授 担当 課題 「 肺 吸虫 症 の 研究 」 の 分 担 研 究 で ある 。 
山口 県 当局 の 御 援助 に 謝意 を 表す 。 本 研究 要旨 は 第 24 
回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に 発表 し た 。 
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SumrmarY 


1. The Author investigated on distribution of 
the metacercariae of Paragonimus in 60 万 7 の ce ケア 
7 の の ocS On Awano River in Yamaguchi Prefec- 
ture, from December 1954 to January 1955. The 
Author obtained the result of 96.7 in them. 

2. The crabs being 51-71 mm in size showed 
the highest percentage of parasitism and it being 
51-60 mm in size showed the most nurmmerous 
murmnber。 

3. The total number of metacercariae obtained 
were 1519, in which the mature metacercariae 
with redish granula were the most nurnerOuS. 

4. One crab harboring the most numerous 
metacercariae was DOssessed of 133. 

5. On parasitized region, parasitism in gills 
were the most : in succession, foot muscles, foot 
joint region, body joint region. body rmescleS, 
liver, digestive organ, and heart and ovary. 

6. All of metacercariae investigated in this 
report were gz2go7224S es/e7y の 777 
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緒 言 

サー レス 現象 が 線 虫 仔 虫 に よる 免疫 動物 の みみ に 証明 さ 
れる 抗原 抗体 反応 の 一 つ で ある 事 は Taliaferro 等 ?? 
が 既に 提唱 し て いる 所 で ある が , と れ に 与 る 抗原 及び 抗 
体 物質 に 関し て は 未だ 明らか で な い 点 が 多く 残さ れ て い 
る 。 

サー レス 現象 の 抗原 に 就 い て は , Sarles 及び Talia- 
ferro?? は ん y カ 2os/ZoggWzs 22Z2S の 仔 虫 を 用 いて の 
が の 777 の 及び zz 92 の で の 沈降 物 の 形 。, 形成 され る 場 
所 等 を 見 て 。 仔 虫 の 分 泌 物 乃 至 排 浴 物 が 抗原 で あろ うと 
述べ 。 一 方 Oliver-Gonz4lez? は 豚 顕 虫 仔 虫 を 用 いて の 
実験 で , 血清 中 の サー レス 現象 に 関与 する 抗体 が 。 そ の 
子宮 内 卵 よ り 抽出 し た 抗原 に よ つ て 吸収 され る 事 を 証明 
レ , 双 虫 体 角 皮質 が サー レス 現象 の 抗原 物質 と し て 重要 
な も の で ある と な し , と の 32 方面 か ら サ ー レ ス 現 人 象 の 抗 
原 を 究め 様 と し て いる が , 両者 と も 確定 的 な 結論 を 得 な 
か つた 。 

血清 中 の 抗体 に 関し て は , Zzzcze7Z を 用 いて の 
Wright 及び Oliver-Gonz4lez?7 の 報告 が あり, 家 束 を 
使用 し て 電気 泳動 法 に よ つ て その 血清 蛋白 分 社 の 定量 及 
び 7- グロ ブリ ン の 抽出 を 行い , 家 兎 血清 中 の 7- グロ 
ブリ ン が 感染 後 増加 する 事 , 及び 抽出 7- グロ ブリ ン 中 
で は 同 仔 虫 に よる サー レス 現象 が 認め られ る が 他 の 血清 
分 六 で は 反応 陰性 で ある . 事 を 記載 し て いる 。 然し 征 ら 
ZZc 太 ze77Z に よる 家 兎 感染 実験 に 於 いて 感染 後 母 虫 寄 
生 が 引き つ さ ゞ さき 成立 する の で , それ に よる 影響 乃至 母 虫 
に 対す る 抗体 産生 を まぬがれ 得 ず ?。 仔 虫 感染 の み に よ 
つて 既に 産生 され て いる 管 の (第 1 篇 参照 ) の サー レス 
4 を zzz ggg7 : Studies on the Sarles'phenomenon 
with 4%cy7os7o2zZ の zo の ez7e (Second report) 
Immaunological studies of Sarles'phenomenon. 


(Department of Parasitology, Institute for IMi- 
crobial Diseases, Osaka University) 





現象 の 抗体 産生 の 過程 を うか ゞ うに は 甚だ 不利 で ある 。 
し か し 彼 等 の 実験 たよ つ て サー レス 現象 の 抗体 が 免疫 動 
物 血 清 中 の 7- グロ ブリ ン 分 弄 中 に ふく まれ る 事 が 充分 
に うか で ゞ いう る 点 は 甚 だ 興味 深い 。 

以上 の 報告 の 外 , サー レス 現象 に 関し て 免疫 学 的 に 意 
義 あ る 実験 の 試み られ た も の は 殆ど な い 。 

私 は 第 1 篇 で 得 た 実験 成績 を 基礎 と し て , ツ ビ ニ 釣 虫 
を 用 いて 非 固 有 宿 主たる 家 兎 を 処置 する 事 に より , と の 
仔 虫 の 性 質 の 許す 限り ,・ 出来 る だ び 系 統 的 に サー レス 現 
人 象 に つい て 免疫 学 的 な 追求 を 試み , 興味 ある 諸 知見 を 得 
た の で と 記載 する 次 第 で ある 。 

第 1 部 サー レス 現象 の 抗原 物質 

第 1 篇 に 述べ た 如く , サー レス 現象 は , 宿主 体内 ヘー 
定数 の 仔 虫 が 侵入 すれ ば 陽性 に な る の で , その 侵入 経路 
の 如何 を 問わ な い の で ある が , と の 際 仔 虫 体 成分 が 抗原 
と な つて いる の か , 或 は Sarles 及び Taliaferro?? が 
想像 し て いる 様 に 仔 虫 の 分 泌 物 乃至 排 浴 物 が 抗原 と な る 
の か 今 迄 明確 な 証明 が な か つた 。 と の 問題 は 細菌 免疫 と 
際 し て の Exotoxin と Endotoxin の 問題 と 同様 な 関係 
と な る が , 寄生 線 虫 で は 培養 に より 虫 体 の 増殖 を 計る 事 
が 不可 能 な 為 に 大 量 の 抗原 を 得る 事 が 出来 F。 い づれ の 
抗原 物質 を 抽出 使用 し て 実験 する こも 非常 な 困難 を 伴 
う 。 特 に 釣 由 を 用 いて の 実験 は , 了 虫 体 成分 ( 仔 虫 の 場合 
は 勿論 母 忠 を 用 いる と し て も ゃ ) は 僅少 で あつ て 材料 の 下 
集 に 苦心 し た が , 以下 の 如く 実験 を 進め た 。 

実験 方 法 並 びに 成績 

先 づ 仔 貝 体 自体 に よる 抗原 性 を 試験 する 為 に , 仔 虫 を 
その 浮 渡 液 と 共に , ドラ イア イス を 使用 し て 急激 に 凍結 
させ , 後 再び 常温 に 融解 する 所 詩 冷 凍 融 解 を 約 10 回 繰 返 
し レ て 全 仔 虫 を 死滅 させ , (顕微 鏡 下 に 仔 虫 は 膨 化 し, 虫 体 
の 各 開 口 部 より 虫 体内 容 を 漏出 し て 全部 死滅 する の が 認 
め ら れる ) 直ちに 乳鉢 で すり つぶ し て 仔 虫 の 全 抗 原 を 作 


( 26 ) 





昭和 31 年 3 月 (1956)〕 


り , 皮下 に 注射 する 事 を 試み た 。 

仔 虫 数 15, 000 隻 を 用 いて 全 抗 原作 り 注射 し た 家 兎 
(番号 23 号 ) で は , 2 週間 後 血清 を 分 離し て サー レス 現象 
を 検 し た が 結果 は 陰性 で あつ た 。 

叉 仔 虫 数 30.000 隻 を 用 い , 凍結 死滅 させ た 仔 由 体 を 
その ま ゝ 乳鉢 で すり つぶ さ ず に 度 下 に 注入 し た 家 兎 ( 番 
号 24 号 ) の 血清 を , 注射 後 2 週間 を 経て 採取 し て サー レ 
ス 現象 を 検 し た が と れる も 陰性 で ある の を 認め た 。 

騙 仔 虫 数 50.000 隻 を 用 いて , 凍結 死滅 下 体 の 1 多 食 
塩水 抽出 液 を 皮下 に 注射 し た 家 兎 (番号 25 号 ) の 血清 
も , 2 週間 後 の 採 血判 定 で サー レス 現象 陰性 で あつ た 。 

と の 様 に 仔 虫 体 を 抗原 と し て の 実験 で は , 私 の 試み た 
上 述 の 抗原 作製 法 に 依 つ て は サー レス 現象 を 陽 転 させ る 
事 は 出来 な か つた 。 

次 に ツ ビ ニ 釣 虫 の 感染 型 仔 虫 を 血清 中 に 入れ ゝ ば , 直 
ち に 脱皮 し て 次 期 仔 虫 と な り , 数 日 間 活発 に 生存 する 事 
に 着目 し て , その 間 に 出 す 仔 虫 の 排 浴 物 刀 至 分 泌 物 の 抗 
原 性 を 試験 する 目的 で , 免 商 し よう と する 家 兎 の 血清 を 
約 2 cc 分 離し , その 中 に マー ソニ ン 液 で 消毒 し た 感染 型 
仔 虫 を 一 定数 入れ , 8 日 間 87 で に 保温 し て 後 。 遠心 分 離 
し て 仔 虫 を 除去 し ,。 上 清 だ け を 家 兎 腹部 皮下 に 注射 する 
と いう 方 法 を 試み た 。 

家 兎 223 号 は , これ を 3 回 繰返し て 8 日 お き に 注射 し , 
( 仔 虫 総数 30,000 隻 ) , 最終 注射 より 15 日 を 経て その 
血清 を 分 離し サー レス 現象 を 検 し た 所 陽性 を 示し た 。 叉 
家 兎 28 号 は 同様 注射 を 1 週間 お き に 2 回 繰返し て ( 仔 虫 
総数 18.000 隻 ) , 最終 注射 より 7 日 及び 14 日 目 に 血清 
を 分 離 し 各々 反応 陽性 で ある の を 認め た 。 後 者 は 前 者 に 
くら べ て 反応 程度 は 弱 か つ た が , と れ は 用 いた 仔 虫 数 の 
少 い 為 に よる も の と 思わ れる 。 対照 家系 で は 仔 虫 を 入れ 
な い 血 清 を 同様 処置 後 注射 し た の で あつ た が , 現象 は 発 
現し な か つた 。 和尚 使用 家系 体重 は いづ れ も 1。5 Kg で あ 

抗原 物質 に つい て の 考察 

か よ ょ うに 仔 虫 体 を 抗原 と し て 用 いて も , サー レス 現象 
は 陽 転 せ ず , 仔 虫 を 血清 中 で 飼育 し その 上 清 を 用 いて 免 
疫 す れ ば 陽 転 する 事 が 明らか と な つた の で , Sarles 及 び 
Taliaferro?? が 想像 し た 如く , 仔 虫 の 体内 移行 中 に 出 
す 分 泌 物 乃至 排 浴 物 が 。 実 際 こ の 反応 の 抗原 と な つて い 
る 事 を 証明 出来 た と 考え る 。 

し か し と の 抗原 物質 は 面 清 中 に あり , 甚だ 取扱 いこ く 
ゝ , 抗原 物質 の 抽出 精製 乃至 抗体 の 吸収 試験 等 は 今 の 所 
不可 能 で ある 。 又 多 虫 の 性 質 と し て これ 以 上 の 追求 は 困 
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難 で あり , それ 等 は その 目的 に 便利 な 性 状 を も つ 線 虫 を 
材料 に 選ん で 究明 する 外 は 無い 。 

サー レス 現象 の 抗原 物質 に 対す る 今 ま で の 報告 と し て 
は 。 上 述 の Sarles 及び Taliaferro の それ の 外 に と, 豚 
豆 を 材料 と し て 行 つ た Oliver-Gonz4lez の 実験 が 唯 
だ ー つ ある *。 

彼 の 実験 成績 及び 考察 は 可 成り 綿密 で 注目 すべ き 所 が 
多い が , 彼 は 母体 組織 各部 より 彼 独 特 の 方 法 ( 各 体 組 
織 を それ ぞ れ と り 出 し て 谷 凍 下 (一 74C) に 保つ た ま ゝ 
乾燥 させ て 且 和 粉砕 し , それ を 用 いて 抗原 を つく る ) と よ 
つて 抗原 物質 を 得 , それ ぞ れ の 抗原 に よ つ て 家 兎 を 免 
し て いる 。 そ し て 幼 東 に 対す る 抗体 産生 に 与 る 抗原 は 主 
と し て 卵 に 含ま れ , 卵 投与 後 7 日 目 に 既に 抗体 が 存在 す 
る と 述べ , 又 サ ー レ ス 現 象 に 関係 する 抗体 は 卵 抗原 に よ 
つて の み 吸 収 さ まれ る と い ゝ , 且 実 際 宿 主体 内 に 於 いて は 
仔 虫 角 皮 が 宿主 体 組織 に 密接 な 状態 に な る の で ある か ら . 
仔 昌 角 上 友 が サー レス 現象 の 抗体 で あろ うと 推 祭 し 。 巡 
2Z の の 反応 に 於 いて 仔 虫 角 皮 周囲 に 生ずる 沈降 物 を も 
つて その うら づけ と な し て いる 。 又 顕 虫 母 雌 虫 体 全部 を 
用 いて 得 た 抗原 で も 卵 抗原 と 同様 な 成績 を 示し , サー レ 
ス 現 象 の 抗原 を 吸収 する と 云 つ て いる 。 

釣 虫 を 用 いて の 私 の 実験 に 於 いて は , その 私 卵 を 顕 下 
の 場合 の 様 に と り 出 し て 抗原 と し て 用 いる 事 は 勿論 その 
量 的 な 面 に 於 いて 不可 能 で ある の で , 私 は 四 塩 化 エ チレ 
ン で 駆虫 し て 得 た ツ ビ ニ = 釣 虫 母 虫 225 隻 ( 雄 87 隻 , 雌 13 
8 隻 で その ま ゝ の 虫 体 全 重 量 0.4 瓦 ) を 粉砕 器 を 用 い . 
て すり つぶ し 更に と 冷凍 融解 後 (1 食塩 水中 に 浮 流 ) 遠 
沈 し た 上 清 を 1.5 kg の 2 羽 の 家 兎 に 半量 づ ゝ 腹部 皮下 に 
注入 し て , 2 週間 後 採 箇 し て サー レス 現象 を し ち べ た が 
( 家 兎 番号 30, 31 号 ) 2 羽 と も 陰性 で あつ た 。 

と の 様 に 釣 虫 卵 及 び 釣 虫 母 虫 より の サー レス 現象 の 抗 . 
原 物質 の 証明 は , 私 の 方 法 に 於 いて は 不 成 功 の 結果 を 見 
た 。 商 使用 し た 母 虫 体 抗原 濃度 が 稀 薄 な も の で あつ た 為 . 
に 陰性 と 出 た の で は な いか と 疑い うろ る が , サー レス 現象 
の 鋭敏 度 が 可 成り 高い 事 を 考え れ ば , お そら く と の 種 の 
抗原 で は サー レス 現象 を お と し 得 た いも の と 見 て いる 。 

商 私 は Oliver-Gonz4lez の 顕 虫 卵 に よる 抗原 性 に 就 - 
いて , 追試 を 行い , 豚 顕 虫 子 宮内 卵 (10 隻 の 雌 虫 より 
採取 し た 受精 卵 ) を 粉砕 器 に か け て すり つぶ し 更 人 冷凍 
融解 後 (1 多 食 塩水 に 浮 渡 ) 遠 沈 し , 上 清 を 体重 1.5 kg- 
の 家 兎 皮下 に 注入 し , 豚 顕 眼 仔 に 対す る サー レス 現象: 
を 検 し た 所 ( 豚 此 束 仔 虫 を 得る 方 法 は 第 8 部 に 於 いて 人 述 : 
べ る ) 。 陽 転 さ せる 事 が 出来 な か つた 。 何故 に OHiver-. 


《 27 ) 





〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 1 号 


ヅ ビ ニ 釣 虫 に 於 ける サー レス 現象 に 関す る 研究 


第 2 編 グ ビ = = 釣 虫 仔 遇 に よる ナー レス 現象 の 移 導 学 的 追求 
全 篇 和 指 


才 、 弄 


光 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 薫 教授 ) 


(昭和 30 年 


緒言 

サー レス 現象 が 線 虫 仔 虫 に よる 免疫 動物 の み に 証 明 さ 
れる 抗原 抗体 反応 の 一 つ で ある 事 は Taliaferro 等 ?? 

既に 提唱 し て いる 所 で ある が , と れ に 与 る 抗原 及び 抗 
体 物 質 に 関し て は 未だ 明らか で な い 点 が 多く 残さ れ て い 
る 。 

サー レス 現象 の 抗原 に 就 い て は , Sarles 及び Talia- 
ferro'? は yos/ ヶ ogy/zs が ZS の 仔 虫 を 用 いて の 
2 277Z の 及び 222 の で の 沈降 物 の 形 , 形成 され る 場 
所 等 を 見 て , 仔 虫 の 分 泌 物 刀 至 排 浴 物 が 抗原 ご あろ うと 
述べ , 一 方 Oliver-Gonz4lez*? は 豚 顕 虫 仔 昌 を 用 いて の 
実験 で , 血清 中 の サー レス 現象 に 関与 する 抗体 が 。 そ の 
子宮 内 卵 より 抽出 し た 抗原 に よ つ て 吸収 され る 事 を 証明 
レ , 双 虫 体 角 皮 質 が サー レス 現象 の 抗原 物質 と し て 重要 
な も の で ある と な し , と の 32 方 面 か ら サ ー レ ス 現 象 の 抗 
原 を 究め 様 と し て いる が , 両者 と も 確定 的 な 結論 を 得 な 
か つた 。 

血清 中 の 抗体 に 関し て は , 7zcgze/Z を 用 いて の 
Wright 及び Oliver-Gonz4lez27 の 報告 が か あり 。 家 兎 を 
使用 し て 電気 泳動 法 に よ つ て その 血清 蛋白 分 謀 の 定量 及 
び 7- グロ ブリ ン の 抽出 を 行い , 家 兎 血清 中 の 7- グロ 
ブリ ン が 感染 俊 増 加 す る 事 , 及び 抽出 7- グ ロブ リン 中 
で は 同 仔 虫 に よる サー レス 現象 が 認め られ る が 他 の 血清 
で いか 替り から 
cze77Z (こよ SR re 
生 が 引き つ ゞ き 成 立 す る の で , それ に よる 影響 刀 至 
FAR 
つて 既に 産生 きれ て いる 符 の (第 1 篇 参照 ) の サー レス 

を zz ogg7: Studies onl the Sarles'phenomenon 

with 4zcy/os7ozzZ の zo の ezZ7/e (Second report) 

Immnunologica1 studies of Sarles'phenomenon. 


(Department of Parasitology, Institute for Mi- 
crobial Diseases, Osaka University ) 
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現象 の 抗体 産生 の 過程 を うか ゞ うに は 甚だ 不利 で ある 。 
し か し 彼 等 の 実験 に よ つ て サー レス 現象 の 抗体 が 免疫 動 
物 中 計 中 の ブロ ズバ 病 店 村 か くま 事 が 充分 
に うか ゞ いう る 点 は 甚だ 興味 深い 。 

以上 の 報告 の 外 。 サー レス 現象 に 関し て 免疫 
義 あ る 実験 の 試み られ た も の は 殆ど な い 。 
私 は 第 1 篇 で 得 た 実験 成績 を 基礎 と し て , ツ ビ = 釣 由 
を 用 いて 非 固 有 宿 主たる 家 兎 を 処置 する 事 に より , と の 
仔 虫 の 性 質 の 許す 限り ,・ 出来 る だ び 系 統 的 に サー レス 現 
に つい て 免疫 学 的 な 追求 を 試み , 興味 ある 諸 知 見 を 得 
た の て 竣 に 記載 する 次 第 で ある 。 

第 1 部 サー レス 現象 の 抗原 物質 
第 1 篇 に 述べ た 如く , サー レス 現象 は , 宿主 体内 ヘー 
定数 の 仔 虫 が 侵入 すれ ば 陽性 に な る の で , その 侵入 経路 
の 如何 を 問わ な い の で ある が , と の 際 仔 虫 体 成 分 が 抗原 
と な つて いる の か 。 或 は Sarles 及び Taliaferro?? が 
想像 し て いる 様 に 仔 虫 の 分 泌 物 万 至 排 浴 物 が 抗原 と な る 
の か 今 迄 明確 な 証明 が な か つた 。 こ の 問題 は 細菌 免疫 に 
際 し て の Exotoxin と Endotoxin の 問題 と 同様 な 関係 
と な る が , 寄生 線 虫 で は 培養 に より 虫 体 の 増殖 を 計る 事 
が 不可 能 な 為 に 大 量 の 抗原 を 得る 事 が 出来 F。 いづ れ の 
抗原 物質 を 抽出 使用 し て 実験 する に も 非常 な 困難 を 伴 
う 。 特 に 釣 虫 を 用 いて の 実験 は , 虫 体 成分 ( 仔 虫 の 場合 
は 勿論 母 虫 を 用 いる と し て も ) は 僅少 で あつ て 材料 の 豆 
集 に 苦心 し た が , 以下 の 如く 実験 を 進め た 。 
実験 方 法 並び に 成績 

先 づ 仔 昌 体 自体 に よる 抗原 性 を 試験 する 為 に , 仔 虫 を 
その 浮 渡 液 と 共に , ドラ イア イス を 使用 し て 急激 に 凍結 
させ , 後 再び 常温 に 融解 する 所 詩 冷 凍 融 解 を 約 10 回 繰 返 
し て 全 仔 虫 を 死滅 させ , ( 頭 微 鏡 下 に 仔 虫 は 膨 化 し , 了 体 
の 名 開口 部 より 邊 体内 容 を 漏出 し て 全部 死滅 する の が 認 
め ら れる ) 直ちに 乳鉢 で すり つぶ し て 仔 虫 の 全 抗 原 を 作 
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り , 皮下 に 注射 する 事 を 試み た 。 

仔 虫 数 15, 000 隻 を 用 いて 全 抗 原作 り 注射 し た 家 兎 
(番号 28 号 ) で は , 2 週間 後 血清 を 分 離し て サー レス 現象 
を 検 し た が 結果 は 陰性 で あつ た 。 

騙 仔 虫 数 30.000 隻 を 用 い , 凍結 死 減 さ せ た 仔 昌 体 を 
その ま ゝ 乳鉢 で すり つぶ さ ず 皮下 に 注入 し た 家 兎 ( 番 
号 24 号 ) の 血清 を , 注射 後 2 週間 を 経て 採取 し て サー レ 
ス 現 象 を 検 し た が と れ ゃ 陰性 で ある の を 認め た 。 

叉 仔 虫 数 50.000 隻 を 用 いて , 凍結 死滅 昌 体 の 1 多 食 
塩水 抽出 液 を 皮下 に 注射 し た 家 兎 (番号 25 号 ) の 血清 
や , 2 週間 後 の 採 血判 定 で サー レス 現象 陰性 で あつ た 。 

と の 様 に 仔 虫 体 を 抗原 と し て の 実験 で は , 私 の 試み た 
上 述 の 抗原 作製 法 に 依 つ て は サー レス 現象 を 陽 転 させ る 
事 は 出来 な か つた 。 

次 に ツ ビ ニ 釣 虫 の 感染 型 仔 虫 を 血清 中 に 入れ > ゝ ば, 直 
ち に 脱 度 し て 次 期 仔 虫 と な り , 数 日 間 活発 に 生存 する 事 
に 着目 し て , その 間 に 出 す 仔 虫 の 排 浴 物 乃至 分 泌 物 の 抗 
原 性 を 試験 する 目的 で , 免疫 し よう と する 家 兎 の 血清 を 
約 2 cc 分 離し , その 中 に マー ソニ ン 液 で 消毒 し た 感染 型 
仔 虫 を 一 定数 入れ , 3 日 間 87'C に 保温 し て 後 , 遠心 分 離 
し て 仔 虫 を 除去 し , 上 清 だ け を 家 各 腹部 皮下 に 注射 する 
と いう 方 法 を 試み た 。 

家 兎 22 号 は , これ を 3 回 繰返し て 3 日 お き に 注射 し, 
( 仔 貝 総数 30,000 隻 ) , 最終 注射 より 15 日 を 経て その 
血清 を 分 離し サー レス 現象 を 検 し た 所 陽性 を 示し た 。 叉 
家 兎 28 号 は 同位 注射 を 1 週間 お き に 2 回 繰返し て ( 仔 虫 
総数 18.000 隻 ) , 最終 注射 より 日 及び 14 日 目 に 血清 
を 分 離 し 各々 反応 陽性 で ある の を 認め た 。 後 者 は 前 者 に 
くら べ て 反応 程度 は 弱 か つ た が , とれ は 用 いた 仔 虫 数 の 
少 い 為 に よる も の と 思わ れる 。 対照 家 兎 で は 仔 虫 を 入れ 
な い 血 清 を 同様 処置 後 注射 し た の で あつ た が , 現象 は 発 
現し な か つた 。 和尚 使用 家 各 体 重 は いづ れ も 1。5 Kg で あ 

抗原 物質 に つい て の 考察 
よう に 仔 虫 体 を 抗原 と し て 用 いて も , サー レス 現象 
は 陽 転 せ ず , 仔 虫 を 血清 中 で 飼育 し その 上 清 を 用 いて 免 
疫 す れ ば 陽 転 する 事 が 明らか と な つた の で , Sarles 及 び 
Taliaferro?? が 想像 し た 如く , 仔 虫 の 体内 移行 中 に 出 
す 分 泌 物 乃至 排 浴 物 が か, 実際 この 反応 の 抗原 と な つて い 
る 事 を 証明 出来 た と 考え る 。 

し か し と の 抗原 物質 は 直 清 中 に あり , 甚だ 取扱 いこ く 
ゝ , 抗原 物質 の 抽出 精製 乃至 抗体 の 吸収 試験 等 は 今 の 所 
不可 能 で ある 。 双 釣 虫 の 性 質 と し て と れ 以 上 の 追求 は 困 
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難 で あり , それ 等 は その 目的 に 便利 な 性 状 を も つ 線 虫 を 
材料 に 選ん で 究明 する 外 は 無い 。 

サー レス 現象 の 抗原 物質 に 対す る 今 ま で の 報告 と し て 
は 。 上 述 の Sarles 及び Taliaferro の それ の 外 に と , 豚 
釧 虫 を 材料 と し て 行 つ た Oliver-Gonz4lez の 実験 が 唯 
だ ーー つ あ る *。 

彼 の 実験 成績 及び 考察 は 可 成り 綿密 で 注目 すべ き 所 が 
多い が , 彼 は 母 虫 体 組織 各部 より 彼 独特 の 方 法 ( 各 体 組 
織 を それ ぞ れ と り 出 し て 谷 凍 下 (一 74C) と 保つ た ま ゝ 
乾燥 させ て 且 粉 砕 し, それ を 用 いて 抗原 を つく る ) に よ 
つて 抗原 物質 を 得 , それ ぞ れ の 抗原 に よ つ て 家 兎 を 免 商 
し て いる 。 そ し て 幼虫 に 対す る 抗体 産生 に 与 る 抗原 は 主 
と し て 卵 に 含ま れ , 卵 投与 後 7 日 目 に 既に 抗体 が 存在 す 
る と 述べ , 又 サ ー レ ス 現 象 に 関係 する 抗体 は 卵 抗 原 に よ 
つて の み 吸 収 さ れる と い ゝ , 且 実 際 宿 主体 内 に 於 いて は 
仔 虫 角度 が 宿主 体 組織 に 密接 な 状態 に な る の で ある か ら . 
仔 虫 角度 が サー レス 現象 の 抗体 で あろ うと 推 宗 し , 雄 
9877 の の 反応 に 於 いて 仔 了 虫 角度 周囲 に 生ずる 沈降 物 を も 
つて その うら づけ と な し て いる 。 又 顕 虫 母 雌 虫 体 全部 を 
用 いて 得 た 抗原 で も 卵 抗原 と 同様 な 成績 を 示し , サー レ 
ス 現 象 の 抗原 を 吸収 する と 云 つ て いる 。 

釣 虫 を 用 いて の 私 の 実験 に 誰 いて は , その 上下 卵 を 顕 昌 
の 場合 の 様 に と り 出 し て 抗原 と し て 用 いる 事 は 勿 葵 その 
量 的 な 面 た 於 いて 不可 能 で ある の で , 私 は 四 塩 化 エ チレ 
ン で 駆虫 し て 得 た ツ ビ ニ 釣 虫 母 虫 225 隻 ( 雄 87 隻 , 雌 13 
8 隻 で その ま ゝ の 虫 体 全 重量 0.4 瓦 ) を 粉砕 器 を 用 い - 
て すり つぶ し 更に 冷凍 融解 後 (1 食塩 水中 に 浮 渡 ) 遠 
沈 し た 上 清 を 1.5 kg の 2 羽 の 家 兎 に 半量 づ ゝ 腹部 皮下 に 
注入 し て , 2 週間 後 採血 し て サー レス 現象 を し ちら べた が 
( 家 兎 番号 30, 81 号 ) 2 羽 と も 陰性 で あつ た 。 

と の 様 に 釣 虫 卵 及 び 釣 虫 母 虫 より の サー レス 現象 の 抗 
原 物質 の 証明 は , 私 の 方 法 に 於 いて は 不 成 功 の 結果 を 見 
た 。 商 使 用 し た 母 虫 体 抗原 濃度 が 稀 薄 な も の で あつ た 序 . 
に 陰性 と 出 た の で は な いか と 疑い うる が , サー レス 現象 
の 鋭敏 度 が 可 成 り 高 い 事 を 考え れ ば , お そら く と の 種 の 
抗原 で は サー レス 現象 を お と し 得 な いも の と 見 て いる 。 

尚 私 は Oliver-Gonz4lez の 玉 虫 卵 に よる 抗原 性 と 就 
いて ,。 追試 を 行い , 豚 虫 子宮 内 卵 (10 隻 の 雌 題 虫 よ り 
採取 し た 受精 卵 ) を 粉砕 器 に か け て すり つぶ し 更に と 冷凍 
融解 後 (1 食塩 水 に 浮 渡 ) 遠 沈 し , 上 清 を 体重 1.5 kg 
の 家 兎 友 下 に 注入 し , 豚 題 虫 仔 虫 に 対す る サー レス 現 貸 
を 検 し た 所 ( 豚 上 昌 仔 虫 を 得る 方 法 は 第 3 部 に 於 いて 述 : 
べ る ) , 陽 転 さ せる 事 が 出来 な か つた 。 何 故に Oliver- 
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Gonz4lez の 得 た 実験 成績 と 一 致し な か つた は , 容易 に 
結論 を 下 し 得 な い 所 で ある が , 彼 我 の 抗原 作製 方 法 の 相 
違 , 仔 虫 の 採取 方 法 の 相違 ( 彼 は 成熟 題 昌 卵 を セル モツ 
ト に 感染 させ , その 還 臓 より と り 出 し た の 対し て , 私 
は 機械 的 に 脱 遂 させ て いる ) 等 も 関係 する か も 知れ な い 
と 考え て いる 。 若 し 彼 の 云え る 如く , 虫 卵 及 び 母 虫 体 に 
サー レス 現象 を 吸収 する 抗原 物質 が 含ま れる の が 事実 と 
すれ ば , これ は 上 述 の 仔 虫 の 新陳代謝 産物 の 抗原 性 と 共 
通 因 子 を も つも の と 解釈 出来 , 現在 新陳代謝 産物 の 抽出 
その 他 に 不便 が ある 為 , それ に 代 る サー レス 現象 の 抗原 
物質 と し て 利用 し その 究明 に 役立て うる 可能 性 が ある の 
で 非常 に 注目 に 値する 事 で ある 。 

一 方 Oliver-Gonz4lez の 云う 仔 了 虫 角 皮 の 抗原 性 に つ 
いて は , 釣 虫 仔 虫 の 場合 は 血清 中 で 1 回 脱 度 を 行う が , 脱 
度 し た 角度 の まわ り に も , その 後 の 仔 虫 角 度 の まわ り に 
も それ に 由来 する と 見 られ る 沈降 物 は 全く 認め られ な い 
の で , 私 は 仔 虫 角 皮 自体 は サー レス 現象 の 抗原 と は な り 
得 な た いも の と 見 な し て いる 。 (第 1 篤 第 3 図 参 照 ) 

と れ は 顕 虫 仔 虫 の 場合 は サー レス 現象 に 使用 する 仔 虫 
を 集め る 際 に 釣 虫 と は 比較 に な ら ぬ 難点 が あつ て , メ ヂ 
ウム 血清 中 に 不純 物 が 多く 入る の が さけ られ ず (感染 動 
物 の 肺 よ り と り 出 し て も , 機械 的 に 脱 殻 させ た 仔 虫 を 用 
いる と し て も ) , 双 沈 降 物 を 観察 する 際 に も 釣 虫 仔 虫 の 
場合 は 100 倍 の 倍率 で 充分 で ある に 対し て 環 虫 の 場合 は 
200 倍 以上 を 要 し , 且 仔 虫 の 運動 性 及び 沈降 物 の 量 が 句 
了 昌 仔 昌 の 方 で は 少 い た め 実 験 上 の 不利 は まぬがれ な い の 
で , 仔 虫 集団 に 混 じ た 何 か 外 の も の が 誤認 され た の で は 
な いか と も 推 宗 され る 。 

要する に 母 虫 体 , 虫 卵 を 抗原 と し て も 本 現象 は 発現 せ 
ず 。 本 現象 に それ 等 が 関与 し て いる と いう 事実 を 追認 し 
得 ず , 只 仔 虫 の 新陳代謝 物質 に 依 つ て の み 陽 性 成績 が 得 
られ た 点 か ら 少 く と も と の 物質 を 非常 に 重要 視 す べき も 
の と 考え る 。  。 

第 2 部 サー レス 現象 に 与 る 正 清 中 の 抗体 に 関 
する 実験 及び 宿 王 感染 防 肖 カ と サー レ 
ス 現象 と の 関係 

サー レス 現象 に 関与 する 抗体 が 血清 中 或 は 血 商 中 の 7- 
グロ ブリ ン 中 に 含ま れる 事 は , 前 述 の Wright 及び 
Oliver-Gonz4Iez*7 の 7zc 太 ze//Z szg7fs を 用 いて の 
実験 で 証明 され て いる の で ある が , Zcgze7z を 家 兎 
に 感染 させ た 場合 は 仔 虫 は 体内 移行 を な し , その 後 ひき 
つぶ ゞ いて 発育 し 母 虫 と な る の で , 感染 家 兎 血清 並び に 血 
蘭 衝 白 各 分 謀 の 変動 や , 抗体 産生 の 録 察 に 際 し て , それ 
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等 を 総合 し た 影響 が 加わ つて 居る 事 を 考慮 に 入れ な けれ 
ば な ら な い 。 

サー レス 現象 が 既に 仔 虫 感染 の み で 発現 し うる も の と 
すれ ば , それ に 関与 する 抗体 産生 の 経過 を 血清 蛋白 各 分 
玉 の 変動 如何 に 求む せる に は , 母 虫 を 形成 し 得 な い 非 固有 
宿主 を 用 いて 行う 方 が 寧ろ 合理 的 で ある 。 

私 は と の 目的 で ツ ビ ニ = 釣 虫 仔 虫 を 家 兎 に 感染 させ て , 
Tiselius の 電気 泳動 法 に よ つ て , サー レス 現象 の 抗体 産 
生 経 過 を うか ゞ さい, Wright 等 の 成績 を 追試 し よう と し 
且 抗 体 物 質 を と り 出し て と れ と 宿主 防 舞 力 と の 関係 に つ 
いて 考察 する 所 が あつ た 。 

実験 方 法 並 に 成績 

Tiselius 電気 泳動 法 は M/10 鐵 酸 緩衝 液 を 用 い (pH 
8.0 , イオ ン 強 度 0.1 ) , 電気 泳動 学会 の 規約 に 準拠 し 
て 施行 し た 9 ゆ 29! 。 

感染 量 の 多 宴 に より 家 兎 を 以下 の 2 群 に 分 け て 観察 レ 
た 。 

prokilo 1,300 隻 以下 の 少量 感染 例 , 11, 18, 14, 16 
号 (第 8, 4, 5, 6 表 参 照 ) に 於 ける 血 損 或 は 血清 竹 
白 分 玉 量 の 変動 は 表示 せる 如く で , アル ブ ミ ン の 一 時 的 
減少 が 認め られ , @- グ ロブ リン は 殆ど 変化 せ ず , グロ 
ブリ ン は 可 成 り 増加 する 場合 (11, 14 号 ) と 不変 (18 
号 ) , 減少 (16 号 ) を 見 る 場合 が ある 。 7- グ ロブ リン は 
感染 後 一 時 的 減少 を 示す 例 (11, 18 号 ) も ある が , 大 体 
増加 する 傾向 が み ら れ , 又 約 2 ヶ月 余り で 旧 に 復 す る も 
の も ある (11 号 ) 。 

prokilo 7,000 隻 以上 の 大 量感 染 例 。 1, 4, 7, 8 
10 号 (第 7, 8, 9, 10, 11 表 参照 ) の 蛋白 分 禄 量 の 変 
動 に つい て は , 感染 に よる 肺炎 で 死亡 し た 8 号 は 第 10 表 
の 様 な 状態 を 示し て 居り , その 浜 動 図 (第 4 図 ) も 特異 
で その 意味 づけ に 苦し な が , 他 の 生存 例 で ご は アル ブ ミ ン 
は 感染 後 一 様 に 減少 し , 潤 次 避 復 する が 快復 に 要する 時 
間 は 各個 体 に より 差 が ある 様 で ある 。%- グ ロブ リン は 多 
ど 不 変 (死亡 し た 8 号 の み 著 明 に と 増加) , 人 グロ ブリ ン 
は 前 述 の 少量 感染 例 と 同じ く 不 定 の 変動 を 示し 減少 (7 , 
10 号 ) 或 は 増加 (1, 4 号 ) する の が 見 られ る 。 7- グ ロ 
ブリ ン は 感染 後 3 日 目 頃 より 既に 増加 を 見 る も の (4, 
10 号 ) 及び 一 時 的 減少 後 増加 する も の (1, 7 号 ) を 見 
た 。 8 号 は それ が 減少 し た ま ゝ 死亡 し て いる が , 7- グ ロ 
ブリ ン は 概ね 増加 の 傾向 が 強く , 且 長 時 間 持 続 し ,4 
号 の 様 に 再 感染 に より 更に 増量 し 長く 維持 され る の が 見 
られ た 。 フ ィ ブ リノ ゲン は 感染 後 や は り 一 時 的 に 増加 す 
る 様 で ある 。 (1。 4 号 ) 。 
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以上 の 様 に 泳動 の 結果 は , 家 兎 自体 の 個体 差 も 手 伝 
つて , 少数 例 の 為 に , 決定 的 な 結論 を 見 出し 得 な い 
が , 主として アル ブ ミ ン の 一 時 的 減少 と 7- グ ロブ リン の 
増量 ( 或 は 一 時 的 減少 後 の 増量 ) が 一般 的 に 認め られ 
る 。 耐 し て 血 茜 或 は 血清 蛋白 分 基 の 変量 は 感染 後 すぐ ($ 
日 目 頃 より ) 現われ て 来る 場合 が ある が , と れ 等 初期 の 
変量 は 宿主 に 侵入 し た 仔 虫 の 体内 移行 に よる 影響 と 見 化 
され る も の で , 今 ま で に と の 種 の 業 距 を 見 な い だ け に た 興 
味 あ る 成績 と 考え る 。 又 仔 貝 の 体内 移行 が 大 体 終了 する 
と 見 られ る 感染 後 2 週間 以後 や の 変量 を 見 れ ば , 初期 の 
変量 に 引き つ ゞ いて 居り , その 移行 部 は 認め られ ず に 増 
減 し て 行く が 。 と の 場合 の アル ブ ミ ン の 一 時 的 減少 及び 
7- グ ロブ リン の 増量 その 他 も , 感染 後 約 2 乃至 8 ヶ月 の 
間 は 感染 に よる 侵 傷 の 治癒 過程 に ある と 相 像 され る の で 
320。 その 影響 と , 感染 防 給 抗体 等 の 免疫 現象 と 関係 
の ある 宿主 個体 の 反応 の 絶 合 し た も の の 結果 と 考え られ 
る 。 し か し , と れ 等 の 変量 は , 更に その 後 も 長期 に わた 
る も の が 認め られ , 双 4 号 家 兎 の 再 感 染 実 験 で は (第 8 
表 参 照 ) , 再 感染 後 7Y- グ ロブ リン の 更に 著 明 な 上 且 長 期 の 
増量 を 見 た 事実 は , 感染 後 の 侵 傷 が 治癒 し その 影響 が 薄 
らい だ 後 は , 免疫 現象 に よる 変動 に よ ょ つて 大 部 分 が し め 
られ る 様 に な る 事 を 推察 せしめ , 従 つて 釣 虫 の 感染 免疫 








策 3 表 
11 号 角 泉 人 
体重 2.500 9. 
450 帳 肥 下 注い prololo 180 豊 ) 
zo」 
清 
攻 の 
召 <eQ ALbuwuw 
各 
55] 
今 
入 501 
名 
笹 
半 25 
20] 
151 
10・ 
*- す ebe し し 
5 1 
細 和 グ 
衝 701 0 Pa 
台 
6 
恒 








% 時 7 21 30 7AB 


















第 4 表 
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策 7 表 
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現象 に よる 血 攻 束 は 血清 息 白 に 及ぼ す 影 響 も 7- グ ロブ プリ 


も 

ン の 増量 と し て あら われ る と 考え て 大 過 な いと 思考 す 
る 。 

面 レ 生 ら 。 本 篇 で 問題 と し て いる 所 の サー レス 現象 の 
抗体 物質 を 各 分 視 中 に 追求 する に は , 私 の 使用 し た 電気 
泳動 装置 で は 各 分 割 の 分 離 乃至 抽出 する の に 不適 当 で あ 
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第 8 表 
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策 9 表 
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つた の で , 次 いで 塩 析 法 を 用 いて 血清 後 白 分 謀 多 試み 衝 
分 層 と 沈降 物 形 成 現象 と の 関係 を 試験 する 事 に し た 。 
周知 の 如く , 塩 析 法 に よる 了 血清 分 謀 は 電気 泳動 法 に よ 
る それ と は 一 致 せ ず , 若干 異 つた 意味 を も つも の で ある 
が sn39 第 12 表 の 様 な 方 法 で 免疫 家 兎 1 号 よ り 分 離し 
た 血清 の 硫酸 アン モン 飽和 液 に よる 食 層 の 水 溶 液 (第 
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第 10 表 


8 る 
体重 2.8002 
45。 35.000 生 衣 下 注 A 





5 (proktle 12.500 全 ) 
生 35 ] AUbemur 
トー 
各 301 
ャ 251 
内 20] た 0 いせ 3 
今 
15 1 
吾 
10 ] 
5 ] 
っ 
4 
衝 60] 
| 





12 表 A 液 ) は , 泳動 さき せ て 見 る と 第 5 図 (a) に 示さ れる 様 
に 殆ど グロ プ ブリン より な り , と の 液 と 仔 也 と を 7 9Z7 の 
で 反応 させ る と 強烈 な サー レス 現象 を 認め た 。 但 し この 
際 も 仔 虫 の 死滅 に は 可 成り 長期 間 を 要 し , 滞 や く 4 日 目 
頃 か ら 死 滅する も の が 多く な つて 来る の は 原 血清 (第 1 
篇 参照 ) の 場合 と 殆ど 変り は な い 。 

に 残 液 (上 清 ) の 硫酸 アン モン '/。 飽和 液 に よる 分 
眉 の 水浴 液 (第 12 表 B 液 ) を 用 いて サー レス 現象 を 験 し 
た 所 , と れ も 陽 性 を 示し た の で , 泳動 きせ る と アル プ ミ 
ン (少量 ) 及び ge-, グロ ブリ ン の 外 , 7- グ ロブ リン も 
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第 4 図 8 号 家 兎 血 清 の 電気 泳動 図 
a) 感染 前 (15/x) 





ee ee * Eo 


b) 感染 後 6 日 目 (死亡 き 時 間 前 ) 








第 12 表 
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(* キ 5 図 (の ) 参 懸 ) 
第 5 図 (a) 免疫 家 兎 1 号 よ り 得 た 血清 の 硫 安 り 。 飽 
和 液 に よる 分 選 溶 解 液 (第 12 表 A 液 ) 

の 電気 泳動 図 
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商 可 成り の 量 で 残存 し て いる 事 が 認め らち れ た の で , 現象 
陽性 を 示し た の は 当然 の 事 で ある の が 解 つ た 。 (第 5 図 
(b) の 泳動 図 参照 ) (第 6 図 は 免疫 家 兎 1 号 の 血清 泳動 
図 で , 本 飼 に 於 いて は 省略 し た ) 


第 5 図 (b) 同 前 硫 安 リ 。 飽和 液 上 清 の 硫 安 /, 飽和 


液 に よる 分 居 の 水溶 液 (第 12 表 B 液 ) 
の 電気 泳動 図 





上 人 述 の 如く 硫 安 法 に よる 撫 析 法 で は サー レス 現象 に 与 
える 抗体 が 7- グ ロブ リン 中 に ある の は 間違い な い 事 は 
る が , 残 液 (上 清 ) の ":z 飽和 液 分 層 中 に ある 7- 
グロ プ ブリン の 除去 が 充分 行い 得 な か つた 為 に , 7- グ ロブ 
リン 以外 の 分 宮中 に それ が な いと は 云え そ と で 次 
に 無水 硫酸 ソー ダ を 用 いて 塩 析 法 を 試み た 。 無水 硫酸 ソ 
ー ダ に よる 塩 析 法 は 平井 中 の の に 準拠 し ,。 7- グ ロブ リン 
MR 

1 号 家 兎 より 分 離し た 血清 を 第 18 表 の 如き 方 法 で 
衝 析 し し て 同 表 C 液 及び D 液 を 得 , これ 等 を 泳動 させ て 見 
る と 第 7 図 及 び 第 8 図 の 如く な り , 7- グ ロブ リン 以外 の 
分 層 も 混入 し て 来る の が 見 られ る が , と れ を 用 いて サー 
レス 現象 を 験 すれ ば 強く 陽性 に 出る の が 認め られ , その 
上 清 (第 18 表 E 液 及び F 液 , 第 9 図 参 照 ) に は グロ フン 
リン が 含ま れ な いと 同時 に , と の 現象 に 与 る 物質 は 全く 
策 13 表 
免 療 月 喝 1 号 よ り 得 た 征 清 の 


16% ぉ お よび 18% 無 水 誠 酸 リ - ダ 
商 に よる 今 雪 | 法 


還 清 10c 


と エス 
っ や 


アル 
7 ひひ マツ o 


+ 氷 10cc 


! 
axS04 結 唱 を 16% あ うい は 18% に 
な る ょ ) に 徐 : に 浴 し こも (H 7.0) 


1 
37*C, 1 時間 放電 


! 
如 必 3000rfmm.,30 分 
| 





1 2 
: 喝 滑 上 清 
1 ! 
29.5cc の 水 に 混和 解 K に 送 条 
L (コロ ず オ ォ ン 足 、1.5 時 間 ) 
水 に 送 析 


E 湊 (16%) ある い は 
F 浪 (18%) 


コロ ず オ ン 肛 、1.5 時 間 ) 
1 ( え 9 国 (4) お ょ びゅ) を 其 唐 ) 


て 梁 (16%) あ る い は 
D 汐 (18%) 
え 7 図 お よび オ 8 図 交 隔 ) 


(32 ) 
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第 7 図 免疫 家 兎 1 号 よ り 得 た 血清 の 無水 硫酸 ソ 
ー ダ 16 濃度 に ょ る 分 選 溶 液 ぃ 第 13 
表 C 液 ) の 電気 泳動 図 、 





同 前 無水 硫酸 ソーダ 18 濃 度 に ょ る 分 居 
水溶 液 (第 13 表 D 液 ) の 電気 泳動 図 


第 8 図 





第 9 図 同 前 無水 硫酸 ツー ダ 18 多 濃度 に よる 上 清 
(第 13 表 F 液 ) の 電気 泳動 図 
2) 上 昇 側 








9 

7 

メ 

[| 

TP 3 

含ま れ な い の で ある 。 3 

沿 と の 際 上 清 の 透析 後 の 息 白 濃度 は 8 に 下 つた の で 2 

対照 と し て の 原 血清 及び C, D 液 の 蛋白 濃度 も 同じ 多き 内 
で 蒸溜 水 で 稀 息 し た が , と れ ら で は いづ れる も 強く 反応 表 

る の を 見 た 。 互 液 の 泳動 は 遭 懐 生 ら 失敗 し た が , 液 介 得 

は 第 9 図 の 様 な 像 を 示し , と れ に よれ ば 液 に は , 平 葛 も 

99 の 云え る 如く , アル ブ ミ ン よ り 太 グロ ブリ ン 迄 者 人 

含む が 7 ヶ - グ ロブ リン は 無い 事 が 解り , 結局 サー レス 現代 を 
に 与 る 抗体 は 7- グ ロブ リン 以外 の 分 社 に は 含ま れ て い 功 

い 事 が 証明 され た 。 ウ 

上 記 1 号 家 兎 血清 に つい て の 外 , 18 号 家 兎 (第 1 篇 第 移 

2 表 に 示す 経過 の あと , 50 日 を 経て , 15,000 隻 の 再 殿 計 
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染 を させ , その 後 27 日 を 経て 採血 ) に つい て 行 つ た 無水 
硫酸 ソー ダ 18 欠 塩 析 液 に つい て も 全く 同様 な 成績 を 得 
た 。 

次 に 宿主 の 感染 防 挫 力 と サー レス 現象 と の 関係 を し ら 
べ る 為 に , 上 記 の 16 多 硫酸 ソー ダ に よる 塩 析 分 層 を と り 
出し て , と れ を 水溶 液 と し て マウ ス に 注射 し 感染 防 給 カ 
が 移行 する か どう か を 側 察 し た 。 

免疫 家 兎 1 号 よ り 血 清 11.5cc を 得 , 上 述 の 16 多 硫酸 ソ 
ー ダ 濃度 で 塩 析 。 分 層 を 水溶 液 と し て 透析 後 (第 18 表 C 
液 ) 4.0 cc と な し , 第 1 日 に 1.0 cc を 体重 15 志 前 後 の マ 
ウス の 腹腔 内 に 注射 し , その 後 30 分 を 経て バビ = ニ 釣 虫 仔 
了 虫 を 経口 的 に 140 隻 投与 し , 以下 連日 上 記 分 肩 水 薔 液 を 
1.0 cc 注射 する 。72 時 間 後 マウ ス を 殺し て 塩酸 ペプシ ン 
法 ゆ で その 肺 よ り 再び 発見 され た ( 行 し た ) 仔 虫 
を 計算 する 。 と の 様 に し て 得 た 成績 が 結 14 表 で ある 

免疫 家 18 号 より 得 た 血 消 20.5cc を 同様 各 置 し て 得 
ein 
場合 は 仔 虫 数 を 8300 隻 に 増し て 見 た が , その 結果 を 第 15 
表 に 示す 。 


第 14 表 免疫 家 兎 1 号 血 液 より 分 離し た 血清 の 
16 硫 酸 ツ ー ダ 濃度 で 塩 析 し て 得 た 分 
居 の 水溶 液 (第 13 表 c 液 ) に よる マウ ス 
の 銘 虫 感染 防 守 試 験 
( 仔 虫 数 140 隻 ) 
感染 後 72 時 間 目 に エー テル 麻酔 に ょ 
つて 殺し , 肺 を と り 出 し て 塩酸 ベ プ 
シン 法 で 算定 し た 仔 忠 数 





免疫 血清 ょ り の 分 

記 水 溶液 を 注射 し 0 
た マウ ス 

対照 , 非 免疫 家 兎 

血清 より , 同様 処 

置 し て 得 た 分 大 の 18 
水溶 液 を 注射 し た 

マウ ス 

対照 , 生理 的 食塩 

水 を 注射 し た マウ 24 





第 14, 15 表 に 見 られ る 様 に 各々 対照 ( 非 免疫 血清 より 
得 た 分 選 水 溶液 , 及び 生理 的 食塩 水 注射 ) の マウ ス よ り 
も 肺 臓 に 移行 する 仔 虫 が 少 い 。 即 ち 本 物質 注射 動物 で は 
仔 虫 が 体内 に 侵入 或 は 体内 移行 の 途中 で 死滅 或 は 運動 力 
を 失う だ 到 つ た も の と 見 られ る 。 

ちな み に , 1 ヶ月 前 に あら か じ め 感 染 さ きせ て お いた マ 
ウ ヌ を 仔 虫 を 再び 感染 させ れ ば , 仔 虫 の 再 感染 万 至 体内 
移行 が 阻止 され た 結果 を みる の で ある が (能動 免疫 の 成 
立 ?93939) (第 16 表 参照 ) , その 場合 と 同様 な 時 間 的 経 
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第 15 表 免疫 家 兎 13 号 血液 より 分 離し た 血清 の 
16% 硫酸 ツー ダ 濃 度 で 塩 析 し て 得 た 分 
居 の 水溶 液 (第 13 表 C 液 ) に よる マウ 

ぇ の 移 躍 感染 防 舞 試 験 

( 仔 虫 数 300 隻 ) 


- 免 上 靖 分 選 水 光 流 の 注 胡 時 間 と - 義 より 
マウ ス 仔 忠 感 
番号 。 騎 当 日 2 時 間 48 時 間 72 時 間 数 
No. 17. 1.0cc 殺 











No. 18. 1.0cc 1.0cc 殺 

No. 19. 1.0cc 1.0cc 1.0cc 殺 に 

Yea 無 処 置 殺 10 
No.21 無 処置 無 処置 殺 18 

限 [No.22 無 処置 無 処置 無 処置 殺 41 





第 16 表 釣 虫 再 感 椅 マ ウス の 感染 防 侍 試 験 


(第 1 回 感染 他 中 数 660 箋 。 、 
、1 ヶ月 後 の 再 感染 任 忠 数 600 箕 














各 マ ウス 殺 時 間 に 於 ける 肺 よ 
り 発見 され た 仔 忠 数 
ーッ ウス 番号 48 時 間 72 時 間 96 時 間 
No. 7 6 
No. 8 13 
No. 9 4 10 
対 属 初 PO. 4 98 
感染 て 5 62 
ウス N 6 45 





Fo も つて 上 述 の 民 析 液 入射 マウ ス に 於 いて 仔 束 の 感染 
至 体内 移行 が 阻止 され る に 到 る の を 認め た の は 非常 に 
の me で ある 。 と の 事実 は 免疫 運動 血清 の 上 記 分 
層 で 釣 虫 感染 に 対す る 受動 免疫 ( 線 虫 類 に 於 ける 受動 免 
疫 の 成立 する 事 は , Sarles 等 ?? が AZos か ozgy/zs 
77S で , 又 Lawler? は S/zozgy7o7 の es 7g777 で それ 
で ぞ れ 立証 し て いる ) が 成立 する 事 を 示し , 従 つ て サー レ 
ス 現 象 に 与 る 抗体 は 仔 貝 感染 防 携 抗体 と 同一 か 或 は 少く 
と も 同一 の 血清 分 層 に 含ま れる と いう 非常 に 密接 な 関係 
に ある も の と 見 箇 さ れ う る 。 
小 括 及 び 考 察 

サー レス 現象 に よる 抗体 に 関し て 以上 の 様 な 順序 及び 
方 法 で 実験 を 進め た の で ある が , 最初 の , 電気 泳動 法 に 
依 つ て 血清 或 は 血 狭 蛋 白 分 祝 中 の 抗体 量 の 増加 を 観察 す 
る 方 法 は , 前 述 の 如く く 仔 虫 感染 だ 79 至 それ の 組織 侵 傷 に ょ 
る 影響 が 感染 後 すぐ 現れ て 来る の で , 本 篇 の 目的 と する 
サー レス 現象 の 抗体 を 追求 する 為 に は , あま り に も 介在 
する 因子 が 多 す ぎ 適 当 で な い 事 が 私 の 実験 か ら 明 ら か と 
な つた 。 








既に Wright 等 ?? は 7zcze/72 s が Zs を 用 いて , 
同様 電気 泳動 法 に ょ り 感染 後 家 兎 血 清 中 の 7- グ ロブ リン 
が 増量 する 事 を 認め , 又 そ の 増加 し た 7- グ ロブ リン を 電 
気 泳動 法 に よ つ て 分 離し て その 中 に 沈降 物質 形成 に 与 る 
抗体 の 存在 する 事 を 述べ て いる の で ある が , 私 の 実験 を 
以 つ て 彼 等 の 成績 を 批判 すれ ば , 7- グ ロブ リン 女神 中 に 
サー レス 現象 に 与 る 抗体 の 存在 する 事 は みとめ 得る が , 
その 増量 に 関し て は 単に 免疫 現象 の み に よ る も の と は 
えら れ な い 。 即ち , 7zc 太 ze//Z szg77S を 家 兎 に 感染 さ 
せ た 場 合 は , 仔 虫 の 体内 移行 の 影響 が ツ ビ = 釣 虫 感染 の 
場合 と 同様 に 感染 後 すぐ に , 血清 必 白 各 分 玉 量 に 変動 を 
与え る し , 双 体 内 移行 後 母 虫 寄生 が お と る の で それ に 対 
する 宿主 の 反応 や 抗体 産生 (Wright 等 ?? に よれ ば 母 虫 
対す る 抗体 は , 仔 虫 に 対す る それ と は 別 の も の と 考 
えら れる ) を や も 併せ て 考慮 に 入れ な けれ ば な ら な いか ら 
で ある 。 ジ ツ ビ ニ = 釣 虫 の 家 束 感染 の 際 は 母 虫 寄生 は お こら 
な い の で , 感染 後 2 週間 を 経て 仔 虫 の 体内 移行 が 終了 す 
れ ば , その 後 の 血清 尾 白 各 分 社 景 の 異常 は , 感染 に よる 
宿主 体 組織 侵 傷 の 治癒 過程 や , サー レス 現象 乃至 感染 防 
鈴 抗 体 の 産生 に 関係 の ある 宿主 の 反応 に よる も の と 思わ 
れる 。 測 Wright 等 ?? の 電気 泳動 法 に よる 7- グ ロブ リ 
ン の 分 離 方 法 は 記載 が 明確 で な い の で , それ 人 対し て 追 
試 は 出来 な か つた が , 7- グ ロブ リン の 電気 泳動 法 に よる 
分 離 法 が まだ 試験 的 実験 の 域 を 脱し て 居 ら な い 今 日 "3 
私 は その 分 離 方 法 と し て 止む を 得 ず 塩 析 法 に よる 事 に 
7 

面 し て 硫 安 法 を 用 いて 比較 的 純 に 7- グ ロブ リン の 分 選 
を と り 出 し , その 内 で サー レス 現象 を 証明 し , 更に 無水 
硫酸 ソー ダ に よる 塩 析 で 7- グ ロブ リン 以外 の 分 社 に は サ 
ー レ ス 現 象 に 与 る 物質 は 存在 しない 事 を 認め 得 た の で , 
Wright 等 の 成績 を 塩 析 法 で 追試 し 同様 な 結論 を 得 た 事 
(に な る 。 

200 
注射 し て 受動 的 に 感染 防 仁 力 を も た せ う る 事 を 証明 し 
の て, 林 天 和 免疫 の 場合 の 抗体 る 。 組 菌 に 対す る 抗 
体 同 様 , 家 兎 に 於 いて は 7- グ ロブ リン に ふく まれ て 存在 
する 事 が 明らか と な つた 59。 

要する に 免疫 家 兎 血清 中 に は , その 7- グ ロブ リン 中 に 
サー レス 現 集 を 発現 する 抗体 を ふく むと 同時 に , 感染 防 
伏 に 与 る 物質 が 存在 する 事 が 云え る 。 

ツ ビ ニ 銘 虫 仔 虫 に よる サー レス 現象 を , 先 人 の 各種 線 
虫 に 訟 ける 同 現 象 の 所 見 (いづ れ も 部 分 的 な 報告 で ある 
が ) と 比較 すれ ば , どの 線 虫 も 大 体 同様 の 機構 を も つて 
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発現 し て 来る の が うか ゞ さわ れる 。 し か し サー レス 現象 睡 
宿主 の 感染 防 維 力 と の 関係 に つい て は , 未だ に それ を 了 開 
確 に し た 実験 行わ れ て 居 ら な い 。 そ の 理由 は 各 稲 線 虹 
仔 虫 の どれ を 用 いる か に よ ょ つて , 仔 虫 の 運動 力 ,. 沈降 犠 
形成 の つ ょ さき, 沈降 物 の 形 。 大 き さ , 性 状 が 異 る 為 , 先 
験 結果 の 批判 が 各 実 験 者 に よ つ て 差 を 生ずる 為 と 思わ 棚 

ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 は 前 述 の 如く , 比較 的 活発 な 運動 を 身 
仔 虫 で ある が , 免疫 血清 中 或 は それ より と り 出 し た 罰 
グロ ブリ ン 溶 液 中 で 虫 体 開口 部 及び その 周囲 , 或 は メ 和 
ウム 中 に 遊離 し て 沈降 物 が 多量 に 認め ち れ て いる 場合 間 
や も, 可 成 り 長 期間 活 深 に 活動 し て いる の を 見 る 点 が 特 軸 
で ある 。 と れ は Sheldon 等 ? も ん ecg/oz 72677C の 2 
ーー 
や も の と 思わ れる 。 Otto? に よれ ば 犬 釣 虫 仔 虫 は 2 2 が 
免疫 血清 中 で 早期 に 死 且 し た 様 あ る が . 私 の 実験 で ま 
人 銘 貝 仔 虫 と 同様 沈降 物 を 虫 体 に 附 着 させ た ま ゝ 4 て 廊 
日 間 は 生存 活動 し て いる 例 を 見 て いる 。 (但し 犬 釣 和 人 
虫 は 人 釣 虫 の それ より も 半 分 生存 力 の 弱い 事 は 経験 上 調 
め ら れる の で , Otto の 用 いた 仔 虫 が 弱い も の だ つた 海 
か も 知れ な い 。) 逆 に 仔 虫 体外 の 沈 隆 物 ( 虫 体 開口 部 人 
附 着 し て いる も の 及び 虫 体 周囲 血清 中 に 遊離 する も の ) 
その も の に は 直接 仔 虫 を 殺 滅 する 力 は 無い も の と 認め 壮 
る を 得 な い 。 た ゞ 口腔 食道 下 は 消化 管内 に 沈降 物 の 形 鹿 
され る 場合 は 例外 な く 死 滅する の を 見 る の で ,。 これ が 焦 
商 宿 主体 内 で の 仔 虫 殺 滅 に 手 る る の と 考え られ る の で 背 
る が , それ に は 血清 と 反応 させ て か ら 5 日 以上 要する 場 
合 が 多く , 可 成 り 長 時 間 免 疫 血清 と の 接触 を 要する も の 
で ある 事 が 想像 され る の で ある 。 

第 14, 15, 16 表 に 見 られ る 如く , マウ ス の 感染 防 舞 主 
験 で , 能動 受動 免疫 共に 72 時 間 以 内 に 既に 効力 が か あら 
れ て , 仔 虫 の 宿主 体 組織 へ の 侵入 乃至 体内 移行 が 阻止 層 
れる 現象 を 見 る の で ある か ら , 上 述 の 仔 虫 殺 滅 と 関係 の 
ある 仔 虫 体内 の 沈降 物 形成 は , 時 間 的 に 見 て 免疫 動物 催 
内 で は 仔 貝 の 体内 移行 阻止 の あと に お と つて 来る も の 
考え られ る 。 故に ツ ビ = 釣 虫 仔 虫 が , 免疫 宿主 に 侵入 し 
た 際 の 感染 防 狼 は 単に 沈降 物 形成 (サー レス 現象 ) の あ 
で な され て いる も の で な く , その 他 の 感染 防 鈴 因 子 が あ 
る 筐 で , 即ち , 経口 感染 な ら ば 腸 液 の 分 泌 元 進 乃 至 虹 動 
促進 等 に よる 仔 虫 の 排除 作用 (局所 免 商 の 存在 一 一 Me 
Coy"′ が 7zcgxe77g を 用 いて これ を 証明 し , 面 も 擁 
除 さ れ た 仔 虫 は 商 感 染 力 を 有する 事 を 認め て いる ) を ( 財 
じ め , 組織 に 侵入 すれ ば 仔 虫 の 運動 を 阻止 する (immo= 
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vilize) 因子 (特に その も の を 究明 し た 報告 は な い が 
Sarles?? 及び Oliver-Gonz4lez 等 9 が 72 97 の で や 
認め 得る と 唱え て 居り , 又 私 は 7 2 の の ツジ ビニ 釣 虫 に 
ょ る サー レス 現象 に 於 いて は 認め る 事 が 出来 な か つた が 
好 2 の の で は 存在 する 可能 性 が ある と 考え て いる ) 等 が 
サー レス 現象 に 先立つ て 侵入 仔 虫 に 対し て 作用 を 開始 し 

て いる も の と 推 祭 され , Mechsoaerstr oo 
が 殺虫 的 に 作用 し , 又 更 に それ に 引 続 いて 細胞 浸潤 に よ ょ 
る 仔 虫 に 対す る 処置 " FPNKtrhi られ る 。 

と の 様 に 沈降 物 形成 は 免疫 宿主 の 感染 防 催 力 の 体液 的 
な 部 分 と 密接 的 な 関係 が か ある と 見 られ る が , 決し て その 
全部 で は な いと 考え て いる 。 し か し 以上 の 実験 成績 に 見 
られ る 如く , 免疫 血清 の 7- グ ロブ リン 分 玉 中 に , 免疫 現 
象 に 与 る 物質 並 に サー レス 現象 の 抗体 が 同時 に ふく まれ 
る の で ,。 サー レス 現象 は , 宿主 個体 が 仔 虫 に 対す る 感染 
防 輸 力 を 持つ 事 を 927zo で 証明 する 最も 有力 且 簡 便 
手段 で ある と 信ずる 。 

第 3 部 サー レス 現象 の 種 特異 性 に つい て 

サー レス 現象 の 種 特異 性 に 関し て , これ を 特に と 

げた 報告 は な い 。 僅 か に 滝沢 等 が 豚 名 虫 仔 虫 を 用 い 


人 顕 下 症 患者 血清 中 で の サー レス 現象 を 認め た 事 を 報告 


し て いる の で , 豚 及び 人 顕 虫 相互 の 間 に は 特異 性 が な い 
事 を 推察 し うる 外 , Sheldon? が と の 現象 の 宿主 血清 中 
で の 発現 と その 糞便 内 卵 数 の 多少 と が 平行 し な い 事 実 の 
理由 の 1 つと し て , 特異 性 の な いも の で は な いか と 相 像 
し て いる に すぎ な い 。 (前 述 ) 。 

私 は ツ ビ ニ 釣 虫 と , 犬 釣 虫 , 或 は 釣 虫 と 足 と の 間 で 
と の 現象 の 特異 性 が ある か どう か を 試験 し た 。 

実験 方 法 並 に 成績 

2 羽 の 家 兎 (体重 1.5 kg) に 犬 釣 虫 の 感染 型 仔 虫 を 各 
々 prokilo 4,800 隻 , 他 の 2 羽 (同体 重 ) に 豚 顕 虫 子 宮 
内 卵 より 得 た 成 部 卵 子 を prokilo 12,000 個 宛 いづ れ も 
経口 的 投与 に よ つ て 感染 きせ , 2 週間 後 採血 し て , 本 実 
験 に 使用 し た 家 兎 1 号 , 4 号 , 16 号 と の 間 に 交 叉 試験 を 
打つ た 。 

句 虫 卵子 は , 2 多 ホ ル マ リ ン 水 に 培養 し た 顕 虫 子宮 内 
卵 を , よく 成熟 し 運動 する の を 待つ て , マウ ス に 予備 的 
に 感染 実験 を 行い , その 肺 より 仔 虫 を 回 収 し て 感染 力 の 
強い 事 を 確か め て お いた ゃ も の を 使用 する 。 サ ー レ ス 現 象 
た 使用 する 同 仔 虫 は , 成熟 卵子 を よく 水洗 し , 少量 の 水 


及び 直径 8 の ガラ ス 球 と 共に 試験 管内 で 約 10 刀 至 15 分 
振 湯 すれ ば 卵 疫 は こと われ て 大 部 分 の 仔 虫 は 水中 に 遊離 す 
る 。 と れ を 暫く 放置 し て ガラ ス 球 と 卵 疫 の し づ む の を 待 
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第 10 図 釣 叱 免 商 血 清 中 で の 豚 顕 虫 仔 昌 に よる 
沈降 物 形成 (400 倍 で 撮影 , 口 及 び 肛 門 
より 沈降 物 を 形成 し て いる 。) 





ち , 上 清 を 遊離 し た 仔 虫 と 共に と り 出 し て 遠 沈 (少量 の 
卵殻 の 混入 は ま ぬ ぬ かれ な い ) し , 後 ツ ビ = 釣 の 場合 と 
同様 マー ソニ ン 液 で 処置 し 水洗 し て ホー ルオ ブ ェ クト だ 
入れ る 。 (第 1 篇 参照 ) 

犬 釣 虫 の 処置 は ツ ビ = 釣 虫 の 場合 と 全く 同様 で ある 。 
YWP 

を 認め た 。 面 し て , 犬 釣 昌 と ツ ビ = 釣 上 と で は その 反応 
の 強 さ 及び 形成 像 は = と 差異 は な い が , 豚 昌 と 釣 虫 と 
で は 互 に 弱く 反応 する に すぎ な い 。 (第 10 図 参照) 

双 実 験 中 混入 し た 土壌 中 の 自由 生活 の 線 昌 (名 称 不明 
ん 2 が 7 の 2eg の 一 種 と 見 られ る ) が 1 号 , 16 号 家 兎 の 
ツジ ビニ 釣 息 免疫 血清 中 で 口 及 び 肛 門 部 より 沈降 物 を 形成 

し て 24 時 間 以 内 に 死滅 する の を 認め た 事 を 附 記す る 。 

小 括 及 び 考 窒 

以上 の 様 に サー レス 現象 は 腸管 寄生 線 虫 仔 虫 の 間 で は 
反応 の 強弱 は ある が , 種 特異 性 に 逐 し いも る の で ある と 考 
えら れる 。 特 に 大 量感 染 或 は 反復 感染 に さら され , 或 る 
種 の 線 虫 仔 虫 に 対す る サー レス 現象 抗体 を も つた 宿主 の 
血清 は 類縁 の 遠い 他 種 線 虫 類 仔 虫 に 対し て も 類 属 的 に サ 
ー レ ス 現 象 を 発現 する 可能 性 が ある 事 を 示し て いる 。 

面 し 生 ら , 現在 の 抗原 物質 の 抽出 状況 で は , その 様 な 
類 属 反応 に 関す る 吸収 試験 その 他 綿 密 な 追求 は 不可 能 で 
あつ て , 抗原 物質 の 今後 の 解決 に 期待 きれ る 所 が 大 きい 
の は 云う まで も な い 。 

続 括 考 察 
サー レス 現象 は 寄生 暑 虫 特有 の 抗原 抗体 反応 で あつ て 
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原虫 類 , 細菌 類 ご で は 全く 見 られ な いも の で ある 。 

面 し て と の 現象 が 央 虫 類 仔 虫 の 感染 に よ つ て 発現 し , 
宿主 感染 防 狼 力 の humoral な 部 分 の 重要 部 を 受 持つ て 
いる と し て 今 ま で の 報告 に 認め られ て 来 た "??91 ゆ 。 

私 は ツ ビ = 釣 虫 を 用 いて , 家 兎 を 実験 動物 と し て と の 
現象 の 発現 状況 を 詳細 に し ら べ て , 第 1 篇 に し る し た 様 
な 所 見 を 得 , この 現象 が 仔 虫 の 一 定 感染 量 (最低 prokilo 
25 隻 ) を 以 つ て 発現 し , 感染 か ら 発現 まで 一 定 の 潜伏 
期 が あり , 且 感 染 量 に 応じ た 発現 持続 期間 が ある 事 , 双 
それ 等 は 仔 虫 感染 が あれ ば , その 感染 方 法 経路 の 如何 を 
問わ ず に 現れ て 来る も の で 仔 虫 が その 後 宿主 体内 で 成長 
し て 母 虫 と な る 事 (寄生 の 成立 ) と は 本 質 的 に は 関係 の 
な い 事 を 明らか に し て 来 た 。 

本 篇 に 於 いて は 以上 の 所 見 を 基礎 と し て , この 現象 を 
免疫 学 的 に 追求 し, 又 そ れ と 宿主 の 感染 防 狼 力 と の 関係 
を し ら べ る 事 を 目的 と し た 。 

即ち サー レス 現象 の 抗原 物質 に 関し て は 未だ 確認 し た 
報告 が か なく, Taliaferro 及び Sarles?? が 2 9772 の 及 
び Zz 99 の で の 反応 像 を 見 て , 仔 虫 の 排 浴 物 乃至 分 泌 物 
が 抗原 で あろ うと の 説 を 立て , その 後 Oliver-Gonz4lez 
が 仔 虫 角 上 記 の まわ り に 生ずる 沈降 物 を 見 て , 宿主 体内 
で は 組織 と 密 な 関係 に な る 仔 虫 角 上 友 が と の 現象 の 抗原 で 
あろ うと 述べ た 。 私 は ツ ビ ニ 釣 虫 仔 昌 が , 血清 中 で 脱 友 
し , その ま ゝ 数 日 間 活 涯 に 活動 し て いる 状態 を 利用 し て 
と の 間 に 出 す 新陳代謝 産物 を , 仔 虫 を 除去 し た 正 清 と 共 
に 注入 すれ ば , サー レス 現象 が 陽 転 し て 来る 事実 を 認 
め , 一 方 仔 虫 自体 を 色々 処置 し て 注射 し て も 陽 転 し な い 
の で , サー レス 現象 の 抗原 物質 が 仔 虫 の 新陳代謝 産物 で 
ある 事 が 解 つ た 。 又 釣 虫 の 場合 , 脱 度 し て と り 残さ れ た 
角 皮 の まわ り に も ゃ , 沈降 物 が 附 着 す る と いう 事 は 見 られ 
ず ( 第 1 篇 第 3 図 参照 ), Oliver-Gonz4lez? の 魚 虫 仔 虫 を 
用 いて 称え た 仔 虫 角 皮 抗原 説 は ツ ビ ニ 釣 虫 の 場合 全く あ 
て は ま ら な か つた 故 , 仔 虫 角度 の 抗原 性 は 全く な いも の 
と 考え られ , 名 虫 仔 虫 の 場合 は 仔 虫 が 小さ く 双 運動 性 が 
少 い 為 に 角 記 の まわ り に 沈降 物 が 集積 する 場合 が 多い の 
で 彼 の 判断 を 誤 ま ら せ た も の と 推察 し て いる 。 
以上 の 所 見 は 釣 虫 仔 虫 を 血清 中 に 投入 し た 際 の 特異 な 
現象 (脱皮 且 生 存 ) を 利用 し て は じ め て 認め られ る も の 
で , サー レス 現象 の 抗原 物質 の 究明 に は 意義 深い も の と 
考え る が 釣 過 を 用 いて 更に サー レス 現象 の 抗原 物質 を 抽 
出 妃 至 精製 し て それ に よる 免疫 実験 政 は 抗体 吸収 試験 を 
行う に は その 性状 が 許さ ず 全 く 不 適当 で ある 。 即 ち 仔 虫 
の 新陳代謝 物 を 純 に と り 出 す の は 仲 々 困難 と 見 られ る 。 
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【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 1 号 


Oiiver-Gonz4lez? は 豚 昌 を 用 いて , 顕 虫 母 虫 体 及 
び 子 宮内 卵子 より 処置 し て 得 ら れる 抗原 に よ つ て , サー 
レス 現象 を お と し 得 叉 , その 抗体 物質 を 吸収 する 事 を 述 
べ て いる の は , と の 際 甚 だ 興味 深い が , 釣 虫 母 虫 体 を 用 
いて 行 つ た 私 の 実験 で は , 遂に 反応 を 陽 転 させ る 事 は 出 
来 な か つた 。 若 し Oliver-Gonz4lez に よる 報告 が 事実 で 
あれ ば , 釣 虫 仔 昌 に 於 ける サー レス 現象 の 抗原 ( 仔 虫 の 
新陳代謝 産物 ) と 母 虫 体 或 は 卵子 より 得 た 物質 と の 間 に 
共通 抗原 因子 を 有する も の と 解 さ れる の で と の 方 面 の 実 
験 に 有力 な 指針 を 与え る 事 に な る 。 

の 2277 の 血清 中 で 行わ れる と の 現象 の 抗体 物質 は 第 2 
部 で 述べ た 如く , 7- グ ロブ リン 婦 玉 中 に あり , 他 の 分 禄 
に は 存在 し な い 事 が 明らか と な つた の で , Wright 等 の 
が 電気 泳動 法 に よ つ て 分 離し た の と 方 法 は 異 る が , 結論 
は 一 致し た 。 し か し 彼 等 が 云 つ て いる 所 の , 感染 後 宿主 
血清 由 の 7- グ ロブ リン の 増量 に つい て は , 私 の 実験 成績 
みか ら 見 て , 単に 抗体 量 の 増加 こ 伴う 7- グ ロブ リン 量 の 増 
量 と は 考え られ ずい さ ゝ か 検討 を 要する も の で ある 事 が 
明らか と な つた 。 即 ち , 感染 後 の 血 清 笛 白 各 分 大 の 変動 
は , 比較 的 早期 に (感染 後 3 日 目 頃 か ら ) 現れ て 来る 場 
合 が 多く , 先 づ 仔 虫 感染 乃至 仔 虫 の 体内 移行 に よる 影響 
が 出 て 来 , その 後 感染 後 10 こ 11 日 の 潜伏 期 を 経て サー 
レス 現象 が 陽 転 し , それ に 関与 する 抗体 産生 が 行わ れる 
に 及 ん で その 影響 が 加わ つて 来る の で ある 。 と れ 等 は 原 
虫 類 細菌 類 に よる 感染 実験 と は その お も 女 き を 全く 異 に 
する の で 非常 に 興味 深い 所 で ある 。 双 Wright 等 の 
7zzz 太 ze72 を 用 いて の 実験 では, 更に その 後に 母 虫 寄 
生 の 成立 が ある の で , それ に ょ る 影響 並 に 母 虫 に 対す る 
抗体 が 産生 され る の で 商 一 層 複 雑 と な る 。 ツ ビニ 釣 虫 を 
家 兎 に 感染 させ た 場合 , 最後 の 母上 虫 に よる 影響 は 考慮 に 
入れ な く て も よい 事 に な る が , 仔 虫 感染 及び その 体内 移 
行 に よる 影響 が 感染 後 何 日 位 まで 血清 算 白 各 分 玉 量 の 変 
動 に つい て まわ る か は , 以上 の 成績 か ら 判 断 出来 ず , 明 
確 な 分社 点 は 認め られ な か つた の で ある 。 しかし, 体内 
移行 を 終 つた 仔 虫 が 感染 後 大 体 2 週間 で 殆ど 移行 性 を 失 
い ゆ 。 長く て 3 ヶ月 間組 織 学 的 に 再発 見 され る 可能 性 が 
ある ゆ "2 の と し て も 。 大 量感 染 の 場合 - グ ロブ リン の 増 
量 は そ れ よ り も 後 まで 持続 し 又 再 感染 に よ つ て 一 層 増 
量 す る の が 見 られ , 且 サ ー レ ス 現 象 の 陽性 度 と 平行 し て 
いる 事実 か ら , と の 後期 の 7- グ ロブ リン の 増量 は サー レ 
ス 現象 の 抗体 や 仔 虫 感染 防 八 抗 体 に よる も の と 考え て よ 
い の で は ある まい か 。 

塩 析 法 を 用 いて と り 出 し た 7- グ ロブ リン 中 に , サー レ 
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ス 現 人 象 の 抗体 物質 が あり , 強烈 な サー レス 現象 を 認め 
(但し 仔 虫 の 活動 性 , 生存 期間 ,. 沈降 物 の 像 等 は , 原 血 
清 中 に 仔 虫 を 投入 し た 場合 と か むり は な い ) , 又 こ と れ を 
ャ ウス に 注射 すれ ば , 受動 免疫 が 成立 し て , 能動 免疫 の 
場合 と 同様 の 時 間 的 経過 で 感染 乃至 仔 虫 体内 移行 が 阻止 
され る の を 認め た の で , 7- グ ロブ リン 作 玉 中 に は 感染 防 
舞 抗 体 も 同時 に ふく まれ る 事 を 示す と 考え られ る 。 
面 し 年 らち, と の 感染 乃至 体内 移行 阻止 は , zz 2277o 
の サー レス 現象 に 於 ける 仔 虫 の 死滅 に 要する 時 間 よ り も 
比較 的 早期 に 行わ れる の で あつ て , 免疫 宿主 体内 で の 再 
感染 防 倫 は 仔 虫 体内 外 の 沈降 物 形成 の み で 営ま れ て いる 
の で は な く て , 多分 に それ 以外 の 防 給 作用 の 関与 する 事 
を 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 し か し サー レス 現象 は 感染 
免疫 の 成立 と は 密接 な 関係 に あり , 感染 防 狼 抗 体 と 共に 
サー レス 現 集 に 与 る 抗体 物質 が 免疫 宿主 血清 中 の 同一 分 
六 中 に ある の で ある か ら , サー レス 現象 は 宿主 が 感染 防 
頃 力 を 持つ と と を 婦 zo で 証明 する 手段 と し て 最も 
有用 な も の と 考え られ , し か も を 比較 的 簡単 で ある か ら 将 
来 臨床 方 面 に 応用 され うる と 考え て いる 。 
サー レス 現象 の 種 特異 性 に 関し て は 未だ に その 報告 を 
見 な い が , 闇 沢 等 に ょ り 豚 虫 仔 虫 が 人 血清 ( 虫 
症 患 者 血清 ) 中 で サー レス 現象 を 呈す る 事 を 認 め て い 
る 。 私 は 犬 釣 虫 及び 豚 顕 虫 仔 虫 を 用 いて , ツ ビ ニ 銘 下 仔 
と 共に 三 者 の 間 の 交叉 免疫 試験 を 行い , 釣 虫 間 に は 殆ど 
反応 の 強 さ , 像 の か わら な い 沈 降 物 を 認め , 顕 虫 と 釣 由 
で は 微弱 年 ら も お 互 に 反応 し あう の を 認め た 。 双 自由 
生活 線 虫 が 偶々 混入 し た が , それ か ら ゃ 沈降 物 を 生ずる 
の を 発見 し た の で , 反応 の 強弱 は ある が , 他 種 線 虫 仔 貝 
に 対し て ゞ さる も 陽 性 を 示す 可能 性 が ある 事 を 証明 し た 。 
従 つ て と の 現象 と 密接 な 関係 に ある 宿主 の 感染 防 鶴 力 
も , 寄生 線 虫 相互 問 に は , 特異 性 の な い 普 遍 的 な 部 分 も 
ある の で は な いか と いう 推察 も な し うる わけ で , 此 の 方 
面 の 実験 に 対し て 興味 ある 事実 と 考え る 。 
結 論 

ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 を 用 いて , 家 兎 に 感染 きせ サー レス 現 
依 を 観察 し て 得 た 第 1 篇 の 所 見 を 基礎 と し て , 本 篇 で は 
と の 現象 を 免疫 学 的 に 追求 し, それ と 宿主 の 感染 防 付 力 
と の 関係 , 種 特 暴 性 に 関し て 究明 する 所 が あつ た 。 

1) サー レス 現 象 の 抗原 と な つて いる 物質 ば , 仔 虫 が 
感染 後 体内 移行 中 に 出す 分 泌 物 用 至 排 浴 物 で あつ て , 
谷 凍 死滅 仔 虫 体 を 処置 し て 家 兎 を 免 商 し て も サー レス 
現象 は 陽 転 し な か つた 。 

2) サー レス 現象 に 与 る 血清 中 の 抗体 は , 塩 析 法 並 に 
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電気 泳動 法 で 試験 し た 所 , 血清 中 の 7- グ ロブ リン 分 副 中 
に 含ま れ て 存在 する の を 認め た 。 双 免疫 宿主 の 感染 防 舞 
抗体 も 同一 分 六 中 に ある も の で 両者 は 密接 不可 分 な 関係 
(に ある が . サー レス 現象 抗体 だ けが zz go の humoral 
な 感染 防 鎧 力 の 全部 を し め て いる の で は な く , 感染 防 舞 
に は 時 間 的 に サー レス 現象 発現 より 先 に 仔 虫 の 感染 万 至 
体内 移行 阻止 に 働く 因子 が ある も の と 考え られ る 。 

3) 本 現象 の 種 特異 性 に 関し て は , ツ ビ ニ 釣 虫 , 犬 釣 
虫 , 及び 豚 虫 と 交叉 試験 を 行 つた 所 , 強弱 は ある が 寄 
生 線 虫 天 に お いて は お 互 に 陽性 を 示す 可能 性 が ある 事 を 
認め , 種 特異 性 の 強い も の で な い 事 を 証明 し た 。 

全 篇 練 括 

本 論文 は 寄生 虫 免疫 現象 の 内 , 極め て 特 異 な , 上 虫 仔 
虫 に よる 4 9297 の 免 疫 血 清 中 で の 沈降 物 形 成 反応 ( 新 
称 サ ー レ ス 現 象 ) に 関し て , 今 ま で その 成立 機 点 に 就 い 
て 系 統 的 に 追求 され て 居 ら ず 種 々 不明 の ま ゝ で ある の に 
著 目 し て , ツ ビ ニ 釣 虫 を 採り 上 げ , と の 仔 虫 に よる 家 束 
へ の 定量 的 感染 実験 に より , サー レス 現象 の 発現 状況 及 
び 発現 に 関与 する 因子 を 究明 し よう と し た も の で ある 。 

先 づ 本 仔 虫 を 家 兎 に 感染 せしめ, その 免疫 血清 と 仔 貝 
を 4 7 の で 作用 させ る と 仔 虫 体 開口 部 及び その 周囲 
に 沈降 物 を 形成 する 事 を 認め , ツ ビ ニ = 釣 了 虫 仔 虫 に よ ょ つて 
も その 沈降 物 の 形 や 量 , 場所 に 特色 は ある が , サー レ 
ス 現 象 が お こる 事 を 証明 し た 。 

面 し て と の 仔 虫 が 感染 後 体内 移行 する 習性 を 利用 し て 
行 つた 実験 に よ つ て , サー レス 現象 が 感染 経路 の 如何 を 
問わ ず , 生き た 仔 虫 が 一 定量 体内 に 入れ ば 発現 する 事 を 
認め 。 又 仔 虫 感染 後発 現 ま で に は 一 定 し た 潜伏 期 (10 乃 
至 11 日 ) が あり , 仔 虫 感染 量 に 応じ た 反応 陽性 期間 が あ 
る 事 を 認め た 。 

次 に 以上 の 所 見 を 基礎 と し て ツ ビ = 釣 虫 に 於 ける サー 
レス 現象 の 免疫 学 的 追求 を 試み , 又 そ れ と 宿主 の 感染 防 
給 力 と の 関係 , 種 特異 性 に 関し て 考察 し た 。 

即ち 私 は ツ ビ ニ 釣 息 仔 の 血清 中 で の 飼育 液 を 抗原 と 
レ し て と の 現象 の 発現 に 成功 し た の で , 仔 虫 が 宿主 体内 で 
排 湯 す る 新陳代謝 物 が サー レス 現象 の 抗原 と な る 事 が 明 
ら か と な り , 一 方 仔 虫 体 だ け を 処置 し て 得 た 抗原 で は 同 


現象 を 陽 転 さき せ 得 な か つた 。 


又 サ ー レ ス 現 象 に 関与 する 免疫 血清 中 の 抗体 は , 電気 
泳動 法 及び 塩 析 法 を 用 いて 7- グ ロブ リン 分 訓 中 に 含ま れ 
て いる 事 を 認め た 。 双 免疫 血清 中 の 7- グ ロブ リン を 抽出 
し て マウ ス に 対す る 受動 的 感染 免疫 の 成立 する の を 認め 
た の で , サー レス 現象 の 抗体 と 感染 防 細 抗 体 と 同一 分 苗 
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中 に ある 事 と な り , 両者 が 密接 不可 分 な 関係 に ある の が 
想像 され , 従 つ て サー レス 現象 は 宿主 が 感染 防 鶴 力 を 持 
つて いる 事 を みみ o で 証明 する 最も 有力 な 手段 の 一 
つと 考え られ る 。 し か し 免疫 動物 体内 で の 感染 防 舞 現 象 
は , サー レス 現象 に よ つ て 釣 虫 仔 虫 が 死滅 する に 要する 
時 間 ょ り も 早く 発現 し て 来る 事 が 見 られ る の で , 免疫 窒 

主 の 体内 に 於 いて は , 時 間 的 に サー レス 現象 より ゃ 早期 
に 仔 虫 の 体内 侵入 妃 至 体内 移行 阻止 に 働く 因子 か ある と 
見 区 さ れる 。 

サー レス 現象 の 種 特異 性 に 関し て は 今 迄 に 殆ど 云う < 
き 報告 8 見 な か つた の で ある が , 特 中 他 由 相 聞 に 
お いて や ゃ や, 程度 の 差 は ある が 陽性 に 出る 場合 が 認め られ 
和 特 泉 性 に 乏しい 事 を 認 * め た 。 し か し 同 現 象 の 抗原 物質 
の 究明 が 困難 で , ょ り 純 粋 な 抗原 物質 の 抽出 に 成功 し て 
いな い 今 日 , 吸収 試 験 に よ つ て 一 層 確 か め うる 事 が 出来 
な か つた の で , 将来 その 方 面 の 研究 が 期待 され る 。 

PS ょ つて ヅ ジ ビ ニ 釣 虫 に 於 ける サー 6 
の 成立 状況 を う その 免疫 学 的 な 一 
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SurmmmarY 


The antigen responsible for Sarles'phenornenon 
seemns to be the secret or excret of 1arvae Since 
the phenomenon does not become positive when 
the rabbit is immunized with mmaterial from the 
arvae killed by freezing. 

The antibody in the immunized serum which 
provokes the phenomenon iS contained in the 
fraction of 7-globulin jn close relation with the 
antibody defensive against infection. It is thought 
that the hurmoral defensive ability of the host 
ag2inSt jnfection or wandering of larvae not only 
depends on the antibody for Sarles'phenomenon. 
but also other factors may be responsible, al- 
though the latter seems to act earlier than the 
former. 

Regarding to the specificity of the phenomenon, 
the positive crosS-reactionS are observed between 
4%cy/2s7o227 の 627e, 有 4. cg22272 amd 4scgZ2S 
7 の 7/C07@S SZzZ477. 
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富士 川 溢 岸 の 無病 地 . 山梨 県 南 互 摩 郡 原村 に 
発生 せる 日 本 住 血 吸 虫 病 に つい て 


艇 浦 三郎 大 田 秀 消 


佐藤 重 羽 清水 清久 


山 梨 県 立 医 学研 究 所 
(昭和 30 年 11 月 10 日 受領 ) 


緒言 

山梨 県 の 日 本 住 血 吸 虫 (以下 日 虫 と 省略 ) 病 は , 現在 
商 。 3 市 10 町 20 カ 村 に また かがり, 水田 面積 に し て 約 9074 
町 歩 。 県 下総 面積 の 約 4 割 強 を 占め , 人 口 は 約 22 万 名 , 
県 下総 人 口 の 約 4 割 詳 と いう 現状 に て , その 影響 は 極め 
て 大 で ある 。 昭和 29 年 度 の 県 下 有 病 地 の 保健 所 に 於 ける 
検便 成績 に よれ ば , 日 虫 卵 保有 者 数 及び 保有 率 は , 甲府 
保健 所 149 名 , 0.7 時 , 小笠原 保健 所 327 名 , 1.2 多 , 
等 崎 保健 所 311 名 , 1.5 , 石和 保健 所 106 名 , 0.6 
で あり , 身 夏 保 健 所 (原村 所 轄 保健 所 ) 0 名 で あつ た 。 
と れ ら の 成績 は , 何れ も 大 部 分 が 直接 塗 珠 法 に て , 18 メ 
18 呈 の デッキ グラ ス 1 3 枚 の 検便 で ある 。 双 小笠 原 保 
健 所 に て , 昭和 29 年 10 月 より 昭和 30 年 3 月 に 至る 6 カ月 
間 , 管内 有 病 地 の 6 カ 村 を 対象 と し て , 集 卵 法 の AMS 
l 法 に より 検便 を 実施 し , 被 検査 数 1068 名 中 日 虫 保有 者 
は 3805 名 , 保有 率 は 25.85 め ー31.85 多 , 平均 28.56 
で あつ た 。 同 時 に 行わ れ た 直接 塗 珠 法 (18X18 忠 デッキ 
グラ ス 2 枚 ) と AMS 四 法 と の 日 虫 卵 保有 率 の 比較 は , 
被 検査 数 は 両者 共 444 名 に て , 前 者 は 88 名 , 8.5622, 後 
者 は 124 名 , 27.93 多 で あつ た 。 と の 事実 より , 有 病 地 
の 全 住 民 に 対し て , AMS 四 法 に よる 検便 を 実施 すれ ば 
予想 以上 多数 の 日 虫 卵 保有 者 を 検出 する と と に な る 。 
有 病 地 の 宮入 具 の モル カリ ア (以下 セ と 省略 ) の 感染 
状態 は , 昭和 28 年 10 月 より 12 月 に 至る 2 カ月 間 , 当 研 究 
所 で 調査 し , 調査 対象 31 町 村 の 内 , 185 カ所 か ら の 宮入 
中 総数 18442 個 中 , セ 感 染 貝 41 個 , 平均 感染 率 0.312 で 
あつ た 。 と れ を 人 各 町 村 別 に みる と , 全く 感染 中 の みみ られ 
な か つた 町 村 も あつ た が , 玉 幡 村 6.0 多 , 旧 睦 沢村 5.7 
, 旧 藤 田村 83.8 2, _ 旧 稲積 村 3.0 2 と 何れ も 高い 感染 
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schistosomiasis japonica along the River Fuii. 
(Department of Schistosomiasis, Yamanashi-ken 
Medical Research Laboratory) 





率 を 示し た 。 


以上 の 如き 現状 で , これ が 撲滅 完遂 の 一 日 も 早 き を 期 '. 


し て いた が , 突然 前 記 の 有 病 地 よ り 知 か に 隔 た る , 富 
十川 沿岸 の 一 寒村 原村 に , 日 了 虫 病 及 び 宮入 中 の 多数 を 発 
見 し , 本 病 の 疫学 上 重要 な 示唆 を 与え られ た 。 

日 虫 病 の 無病 地 と され て いた 山梨 県 南巨摩 郡 原村 は , 
本 県 有 病 地 の 最 南端 で ある 金 無 川 , 笛吹 川 の 合流 点 より 
下流 15.5 km の 地点 に て , (第 1 図 ) 富士 川西 岸 に 位 し , 
西 は 山 獄 が 迫り , 東 は 前 記 富士 川 に と 境 され , 南 は 春 流 早 
川 に 終り , 北 と 南 に 長い 帯状 を 呈 し た 一 寒村 に て , 生活 
様式 は 低い 方 で あり , 男子 は 労働 者 が 多く , 女子 は 家事 
の 外 に 農業 に 従事 し , 一 家 の 主婦 及び 老年 者 は 農業 の 中 
堅 と な つて いる 。 宮 入 上 の 棲息 する 飯富 部 落 の 水田 は , 
富士 川 と 早川 に は さま れ た 三角 地 で , 大 正 , 昭和 に 新 田 
を 開拓 し , 面積 約 80 町 歩 を 占め , 八日市 場 部 落 の 水田 
は , 原村 北 敵 に 位 し , 村 内 を 南北 に 貫通 する 道路 と , 西 
部 の 山 欠 と の 間 に は さま れ て お り , 古く か ら 耕作 地 と し 

第 1 図 山梨 県 有 病 地 全 図 
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第 2 図 山梨 県 南 互 摩 郡 原村 全 図 























て 用 いら れ , 面積 は 約 1 町歩 を 占め る 。 (第 2 図 ) 

昭和 29 年 11 月 , 原村 の 住民 某氏 の 検便 を 当所 に て 実施 
レ , 日 虫 卵 を 検出 し た 。 と れ に 適 を 発し , 昭和 30 年 2 月 
原村 の 宮入 貝 棲息 の 有無 を 調査 し た と ころ , 飯富 , 八 日 
市 場 両 部 落 の 水田 に 多数 宮入 上 貝 を 発見 し , 昭和 30 年 3 月 
5 日 より 原村 に 於 ける 宮入 中 の 分 布 , 宮入 具 の て 感染 状 
態 及 び 部 落 民 の 検便 等 の 調査 及び 検査 を 実施 し , それ ら 
発生 に つい て の 考察 を 試み た の で 報告 する 。 

調査 及び 検査 の 対象 と 方 法 

宮入 上 中 の 分 布 及び その セ 感 染 状態 の 調査 対象 は , 飯富 
部 落 の 水田 約 30 町 歩 。 八 日 市 場 部 落 の 水田 約 15 町 歩 の 幅 
畔 及び 溝 記 に て , 昭和 30 年 3 月 5 日 より 7 日間 調査 及び 
検査 し た 。 

宮入 上 躍 の 分 布 の 調査 方 法 は , 飯富 部 落 の 水田 は , 杏 畔 
を 約 20m 毎 , 溝 を 約 60m 毎 に , 尺 平方 の 宮入 中 棲息 数 
を 調査 し た 。 八 日 市 場 部 落 の 水田 は , 財 畔 , 溝 素 共に 約 10 
m 毎 に , 尺 平方 の 宮入 中 棲 息 数 を 調査 し た 。 こ と の 両者 の 
調査 方 法 の 相違 は 区 穫 整 理 が 行わ れ て いる た め , 宮入 上 員 
の 棲息 条件 の 比較 的 均一 な 飯富 部 落 の 水田 と , 複雑 な 地 
形 を 呈す る 八日市 場 部 落 の 水田 と の 地形 的 条件 に より 相 
違 し た 。 

宮入 員 の セ 感 染 状 態 の 調査 方 法 は , 両 部 落 共 。 竹 々 ー 
枚 一 枚 の 水田 に つい て の 睡 畔 及び 溝 の 宮入 貞 を 100 個 
( 100 個 に 満た ざる 場合 に は 採集 最高 数 ) を 採集 し , と 
れ を スラ テラ イド グラ ス に て 圧潰 し て , セ 感 染 の 有無 を 調査 


( 41 ) 







レ た 。 
寄生 虫 卵 検査 の 対象 は , 飯富 , 八日市 場 両 部 落 民 中 , 
耕作 地 に 関係 ある 906 名 に て , 3 月 5 日 より 5 日 間 に 理 
検便 を 実施 し た 。 
寄生 息 卵 検査 の 方 法 は , 直接 塗 杯 法 の 18X18 中 の デ ッ 
キ グ ラ ス 9 枚 に より 実施 し た 。 と れ は 杉浦 氏 等 及び 伊藤 
氏 の 報告 に より , 直接 塗 折 法 8 枚 或 は 9 枚 は AMS 昌 法 
1 回 に 匹 散 する の で , と の 方 法 に よ つ た 。 
調査 及び 検査 成績 

1) 宮入 貝 の 分 布 

飯富 , 八日市 場 両 部 落 の 宮入 中 の 分 布 状態 は , 第 3, 
第 4 図 の 如く で あつ た 。 ( 図 に は 溝 素 内 の 分 布 状態 は 省 
略 ) 飯富 部 落 の 水田 に 於 ける 分 布 は , 吐 畔 の 調査 個所 絵 
数 792 個所 中 , 宮入 中 の 棲息 個所 は 207 個所 , 尺 平方 の 
宮入 貝 最高 棲息 数 は 211 個 , 溝 泌 の 調査 個所 総数 174 個 
所 中 , 棲息 個所 数 86 個所, 最高 棲息 数 は 40 個 で あつ た 。 
叉 人 日 市 場 部 落 の 水田 に 於 ける 分 布 は , 幅 畔 の 調査 個所 
数 284 個所 中 , 棲息 個所 数 58 個 所 , 最高 棲息 数 は 69 個 , 
溝 の 調査 個所 総数 56 個 所 中 , 棲息 個所 数 48 個 所 , 最高 
棲息 数 は 244 個 で あつ た 。 

と れ を 宮入 中 の 多 宴 に ょ り 調 査 個所 数 を 分 類 す 
第 1 表 の 如く な る 。 
2) 宮入 員 の セ 感 染 状態 
飯富 部 落 の 水田 の 睡 畔 は , 57 個 所 より の 採集 貝 5409 個 
第 3 図 飯富 部 落 の 田園 に 於 ける 宮入 貞 分 布 図 
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を 調査 し , 感染 中 


128 個 あ り 。 平均 セ 感 染 率 は 2。27 











で あつ た 。 尚 1 個所 の 最高 て 感染 率 は , 採集 上 80 個 
中 , 感染 貝 18 個 あり , 感染 率 16.38 タ で あつ た 。 潮 染 
は 。 宮入 貞 の 棲息 数 僅少 に し て 検査 対象 に な ら な か つた 
が , 採集 貝 259 個 中 , 1 個 の セ 感 染 貝 も 発見 し な か つ 
た 。 八日市 場 部 落 の 水田 の 睦 畔 は , 27 個 所 ょ り の 採集 具 
第 1 表 宮入 貝 の 多 徹 に ょ る 分 類 

久 平 方 に 飯富 都 落 。 衝 月 市 場 部 畜 
( っ ) 翌 呼 革 某 貴 畔 潜 菓 
(ヵ所 ) (ヵ所 ) (ヵ所 ) (カ所 )/ 

0 585 138 199 8 

「 100 22 51 17 

6 一 10 28 ・ 6 13 12 
1115 22 2 8 6 
16 一 20 15 1 6 0 
21 一 25 6 4 3 4 
26- こ 30 4 0 電 0 
31 一 35 4 0 0 1 
36 一 40 4 1 0 0 
41 一 45 3 0 1 四 
46 一 50 4 0 1 1 
51_ 17 0 1 5 
174 284 56 


調査 カ所 総数 792 
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2280 個 中 , 感染 貝 9 個 あ り , 平均 セ 感 染 率 は 0.402 で 
あつ た 。 双 1 個所 の 最高 セ 感染 率 は , 採集 具 75 個 中 , セ 
感染 中 8 個 あ り , 感染 率 は 4.00% を 示 し た 。. 溝 は , 12 
個所 より の 採集 貝 1180 個 中 , セ 感 染 貝 28 個 あり , 平均 感 
染 率 は 1.09% で あつ た 。 双 1 個所 の 最高 て 感染 率 は , 採 
集 貝 100 個 中 , セ 感 染 中 は 19 個 あり , 感染 率 は 19.00 
を 示し た 。 こ と れ を 表示 する と 第 2 表 の 通り で ある 。 と れ 
を 也 感 染 率 別に 分 類 す れ ば 第 8 表 の 如く な る 。 








第 2 表 セル カリ ア 感 染 率 
飯富 部 落 八日市 場 部 落 
中 呼 薄 築 呼 睦 潮 
ル | 被 検査 具 数 80 だ 75 100 
田 ヵ 
| 1 ド 
か 13 の 3 9 
感 he 
。 集 ま ル カリ ア 感 染 16.5 ぁ ン 4.0 19.0 
高 率 ”* 
平 セ | 
ル | 拉 検査 内 数 5409 259 2230 1180 
カ | 
り | モ ルカ リア 感染 
MI 123 0 9 23 
感 | 
pp 2.27 を を 0 0.49 多 1.09% 
均 率 F 





第 3 表 セル カリア 感染 率 別に よる 分 類 


セル ヵ ッ リア 飯富 部 落 八日市 場 部 落 
感染 率 () . 吐 呼 潮 某 貴 叶 潜 又 
- カ所 ) (カ所 ) -( か 所 )  ( み カ所) 
0.0 25 18 
0.1 一 1.0 
1.1 2.0 
2.1 3.0 
3.1 4.0 
4.1 一 5.0 
5.1 一 6.0 
6.1 7.0 
7.1 8.0 
8.1 9.0 
9.1--10.0 
10.1- 
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ビビ ロビ トロ h ト 5 hk は 5 mm は 
らら どら らら らら らら 6 らら ら @ ら 
どら どら どら どら らら ロロ es 
ほら らら らら らら の @6@ の @ ょ くる 3 





$) 検便 成績 
被 検査 人 員 906 名 中 , 寄生 貝 卵 保有 者 は 901 名 , 無 卵 


者 5 名 , 寄生 虫 卵 保 有 率 は 99.45 狗 で あつ た 。 日 虫 卵 保 
有 者 は 121 名 で , 18.86 多 で あつ た 。 和尚 釣 由 卵 保有 者 
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53.58 多 , 東洋 毛 様 線 虫 卵 保有 者 26.93 多 に あり て 高 率 
を 示し て いる 。 以 上 を 年 令 別 に 寄生 虫 卵 保 有 者 を 表示 す 
る 3 第 4 表 の 如く な る 。 


第 4 表 年 齢 別 検便 成績 


年 輸 算 検 日 虫 釣 虫 東毛 問 虫 鞭 虫 ナナ 条 無 
者 数 卵 卵 卵 卵 卵 昌 卵 卵 








に 者 隊 人 . 
"人 

5 2 EE 「 2 
vo を 衝 和 ME 提 人 
EDY 、 表 緒 計 デ ! 2 0 間 和 12Y 2 
9 
9 ) 2 9 883 徐 3D 
生計 寺 0 7 全 寺 人 5 

$ 記 3 389 15 30 45 0 1 
21-30Ssg 21 gh 26 68 78 0 0 
1N 、 遇 200 Go 3 3 才 
6 13 60 28 62 7277 1 0 

^ は EE) 玉 S907 本 8 7 
41 一 50S5s 10 33 27 48 60 0 0 
2 吉 > SR 1 
258 14 49 2 介 祥 中 9 0 

内 本 時 1 3? 2 ま は 3 9 1 
e57 13 37 17 2 56 0 0 

小計 8429 46 223 102 301 389 1 5 
o477 75 265 142 371 448 2 0 

計 906 121 488 244 672 887 3 5 
め め め め め 

19.36 59.86 26.93 74.17 92.38 0.33 0.55 





久 日 虫 卵 保有 率 を 年 合 別 に みる と , 第 5 表 の 如く な 
る 。20 才 未満 と 20 才 以上 と で は , 日 虫 卵 保 有 率 に 大 差 が 
あり , 両者 を 比較 する と , (危険 率 5%) 前 者 の 保有 率 
は 5.21, 後者 は 17.52 多 で ある 。 (第 6 表 ) 男女 の 日 
東 卵 保有 素 を 比較 する "と , (危険 率 5) 男子 10.72 
女子 15.72 % で あり , その 比 は 約 2 : 3 を 示し , 女 
子 に 保有 者 が 多 か つた 。 (第 7 表 ) 商 20 才 以上 の 男女 に 
つい て 保有 率 を 比較 する と , (危険 率 5 有 %) 男子 19.28 
多 , 女子 20.70 多 で あり , 女子 保有 者 は 男子 保有 者 の 約 
1.6 倍 の 大 き を 示し て いる 。 最高 の 保有 率 を 示し た 年 令 
層 は 51ー60 才 の 26.382 に て , 男女 間 の 保有 率 に 差 は 
見 られ な か つた 。 

考 捧 及 び 結 語 
富 , 八日市 場 両 部 落 の 水田 の 宮入 中 の 棲息 原因 を 考 
察し て みる と , 何れ も 富士 川 に より 上 流 の 有 病 地 か ら 運 
ば れ た も の と 考え られ る 。 即ち , 今 よ り 約 50 年 前 , 明治 
41 年 4 年頃 の , 中 巨摩 郡 有 病 地 の 田畑 冠水 や 床上 浸水 
を 起 し た 富士 川 の 大 洪水 に より , 又 同 時 に 起 つ た 早川 放 
流 の 池 藩 の た め , 第 2 図 の 如き 富士 川 と 早川 に 挟ま れ た 


( 8) 







第 5 表 年 齢 別 日 本 佳 血 吸 卵 保有 





年 齢 性 被 検 日 虫 卵 日 虫 被 検 者 日 虫 卵 日 虫 卵 
別 別 者 数 実数 卵 多 実数 計 実数 計 計 久 





で る 16 0 0 

II 
し 7 5.38 
ce 7 9.59 
Ac GS 生 六 生 1 4 . 細 
2 
4-00 5 計 4 、 款 : 細 細 
si 6 人 4 1 細 天 
~ 





第 6 表 20 歳 以下 と 20 歳 以上 の 日 本 
佳 血 吸 虫 卵 保有 率 の 比較 





年 齢 別 符 彼 検 者 日 曳 卵 日 素 梓 検 者 日 虫 卵 日 昌 四 
別 実数 実数 卵 多 実数 計 実数 計 計 多 





6 123 12 6.94 
20 以 下 9 134 4 299 307 16 5.2 
ペ 6 256 34 13.28 
21 以 上 o 343 71 20.70 599 105 17.53 





第 7 表 男女 別 日 本 佳 血 吸 昌 卵 保有 率 比較 








日 虫 卵 
性 別 実数 実数 日 昌 卵 多 
$@ 429 46 10.72 
回 477 75 15.72 
計 906 121 13.36 





三角 地 は , 完 水 著しく , 一 大 水平 原 化 し た 。 同時 に 富士 
川沿 岸 地域 も 浸水 する と こと ろ と な つた 。 と の 大 洪水 に よ 
り , 中 巨 磨 郡 有 病 地内 の 宮入 上 貝 が , 土砂 。 草木 , 塵 介 な 
ど と 共に 押 し 流さ れ , と ゝ に 漂着 し , 洪水 後 の 水 量 の 減 
少 に ょ より, 漂流 物 と 共に と ゝ に 置き 去ら れ , 棲 島 し は じ 
め た も の と 思わ れる 。 その後, 新 田 開拓 の と き , 河岸 の . 
土砂 運搬 に 際 し , 宮入 中 も 各所 広重 囲 に 散布 され , 且つ 
播 将 し , 第 3, 第 4 図 の 如き 分 布 を 示す に 至 つた も の と 
考察 され る 。 他 の 方 法 に よる 宮入 中 の 棲息 は , 村民 に 聴 
取 し た が 考え られ な か つた 。 

飯富 部 落 の 水田 に 於 いて は , 溝 泌 内 の 宮入 上 貝 は 財 畔 に 
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北 し て 非常 た 供 少 で あつ た が , と れ は 本 水田 が 人 工 准 渡 
法 に よる た め , 水田 が 水 を 必要 と する 期間 に の み 溝 内 
た 流水 が みみ られ, 他 の 期間 は 全く 無水 状態 に あつ た と 
と , 大 部 分 の 溝 が 底部 , 側壁 部 を 石 で ん で 作ら れ , 

コン クリ ー ト 溝 選 に 等 し きも の で あつ た と と , 加 う る に 
地形 的 条件 に より 溝 栖 内 流水 速度 が 速い こと 等 の 諸 条件 
が 原因 と な り , 宮入 貝 の 棲息 に 適し な か つた た めで あろ 
うと 考え られ る 。 八 日 市場 部 落 の 水田 に 於 いて は , 溝 系 
内 の 方 が 比較 的 多い 。 こ れ は 吐 畔 に 比 し て 雑草 繁茂 し , 

作っ 
易 か つ た た めで あろ うと 考え られ る 。 


か 


3 / で 


NM て は , 本 村 の 串 者 発生 状態 
を 聴取 し て みる と , 昭和 25 年 秋 原 村 所 轄 保健 所 の 検便 に 


て , 2 名 の 日 虫 卵 保有 者 を みて お り , 症状 が な い の で 未 
治療 で あつ た 。 と の 患者 は 中 巨摩 郡 有 病 地 に て 田植 等 手 
伝 つ た と と あり と 云 ふ 。 以来 昭和 26 年 より 29 年 秋 ま で に 
7 名 の 粘 血 便 排 洪 者 が あり , 80 年 4 月 集団 治療 時 に 尚 , 
8 名 の 粘 血 便 排 洪 者 が あつ た の で , と の 5, 6 年 来 本 村 

に 患者 の 発生 を みて , 宮入 上 中 へ の 感染 が は じ ま つ た の で 
Sn RA 

セ 感 染 状態 に つい 


ンコ た 
に に さ ) 


富 部 落 の 水田 の 吐 畔 と 溝 握 
を 比較 する と , 前 者 は 2.27 多 , 後者 は 0 多 で あつ た 
の 差 は 前 述 の 如く 溝 宮入 上 貝 の 棲 鳥 が 困 

ちる と共に, 感染 機会 が 殖 ん し ど な か つた た めで あろ 
う 。 ze 吐 0.40, 溝 
1.09 多 で , その 比 は 2.7 (危険 率 1 ) と 大 差 が あ 


先 が か が め 


ピー た 3 
こ パ ユタ * 


ー 
が 


* 
ーッ テ 
Me 


洒 


ーー) キ 
こり ひつ * 


於 い 


ッ ペ Kentioa レ , 水流 は 緩 除 で , 糞便 
な どの 停滞 が 容易 な た め , 又 本 村 に 於 いて は , 肥 溜 が な 
く 。 糞 池 よ り 直 ち に 施肥 する 時 紹 のみ た め 。 感 機会 
恵まれ た と と に た 原因 し た の で あろ 


PR 
者 の 最少 年 令 は 6 才 , 最高 年 合 は 82 才 で あつ た が , 20 才 
以上 の 女子 に 著しく 保有 者 が 多く , 又 , 老年 期 の 人 に 多 
PS 
- 婦 や 高 合 者 で ある た めで あろ う 。 尚 。 肝 腫 の 肥大 は , 日 
60 お 66 8a.31: 多 放 の を 導 
め , 1 名 に 1 横 指 の 肌 の 肥大 を 認め られ た 。 

以上 の 如き 事実 より , 宮入 上 貝 は 何処 に で も 棲息 , 繁殖 


する も の で, 本 村 の 人 体 日 本 住 血 吸 邊 感染 率 も 既に 18.3 
6 窪 あり , と れ ら は 2, 3 の 粘 血 便 排 港 者 以外 は , 不 豆 


性 の 日 本 住 血 吸 虫 靖 の た め 放 置 さ れ た 状態 に あつ た 。 よ 
つて , 今後 も 富士 川沿 岸 の 宮入 躍 の 棲息 状態 を 詳細 に 調 
, 大 事 に 至ら 克 内 に 日 本 住 血 吸虫 病 を 発見 する と と 
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に つと め ね ば な ら ぬ と 考え られ る 。 
本 論文 の 要 紀 は 第 15 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 
会 に て 発表 し た 
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The affected area of schistosoma japonicumn in 
Yamanashi Prefecture covers 3 cities, 10 towns 
and 20 villages. However, in November 1954 a 
great number of snails intermediate hosts of 
of schistosoma japonicum, were found living at 
Hara-rmura, Minamikoma-gun, Yamanashi Pre- 
fecture, which is situated at the joint place of 
the two rivers, Fuji-kawa and Haya-kawa, 15.5 
km south of the extreme south of the already 
affected area, and this fact gave an important 
endemic suggestion concerning this diSeaSe. 

The arable 1and where snails found living this 
time covers two settlements. that jis, 30 cho-bu 
of Tjtomni-settlement and 15 cho-bu YokaichiEa- 
settlement of the above mentioned villages, and 
the maximum number of snails 1iving in Square 
sg is 211 along the Jow dykes separating riCe- 
fields and 40 in ditches jn the former settlement, 
and 69 along the rice-fieJd dykes and 244 in dit- 
ches in the ]atter. 

The average percentage of the affected snails 
of cercaria in both settlements is 1.09 and the 
maximnurm percentage of the affected snails of 
cercaria is 19.00. Examination of feces of 906 
people in the area has shown 13.36% of them 
are egg-Carriers of schistosoms j ダ Donicum, and 
those egg-cariers have been left untreated for 
want of subjective Symptom. 

How these snails have come to ive in those 
two settlermnents is that they are supposed to have 
been drifted into these settlements from the af- 
fected area because of the flood of the two riverSs, 
Fujikawa and Hayakawa, which took place about 
fifty years ago. Thus it is neccssary for us to 
make a detailed investigation of the 1iving con- 
dition of snails in the area alonfi the River Fuji. 
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琉球 入 重 山地 方 に 於 ける 馬 の Habronema. 症 に つい て 







佐 藤 孝 弟 
伝染 病 研究 所 寄生 上 虫 研究 部 (主任 佐々 学 助教 授 ) 


y 計時 生徒 as 
東京 医科 歯科 大 学 医 動物 


(昭和 30 年 11 月 25 日 受領 ) 


緒 論 

我々 は 琉球 民政 府 よ り , 八重 山地 方 に 発生 する いわ ゆめ 
る メ ハ ガ , ナ バ と 呼ば れ て いる 馬 の 原 因 不 明 の 病気 に つ 
いて 研究 を 依頼 され , 石垣 島 に て 1954 年 6 月 21 日 より 約 
5 ヵ月 間 調査 を 行 つ た 。 

観察 し た 所 , 此 地 方 の 馬 は 殆 ん ど が 感染 し て お り , 両 
眼下 に 発症 し た 傷 が 次 第 に 腫 張 し , 両 眼 球 を お ゝ い , 完 
全 に 失明 し て お る も の , 又 前 股 球 餅 よ り 腕 前 関節 に か け 
ザク ロ 状 肉芽 が 露出 し て お る も の , と の 傷 が 腐敗 し て 
特有 な 臭気 を 放ち , 前 肢 全 体 に 浮腫 が 来 て , 歩行 困難 に 
お ちい つて いる も ゃ の 等 多数 見 受け た 。 

約 5 ヶ 月 間 の 滞在 中 , 疫学 , 病理 , 媒介 の 調査 研究 を 
行い 。 と の 病気 は 万 22zozeyzZ 効 虫 が 原因 で あり , 媒介 
は 74zscg 属 の ハエ に より 行わ れる 事 を 確認 し た 。 

と の 病気 は 外国 で は Summer sore と も 呼ば れ 一 般 
に 亜熱帯 , 熱帯 地方 等 に 広く 分 布 し て お り , 日 本 で は 
九州 南部 , 又 か つて の 台湾 か ら 報 告 が ある 。 と の 報告 に 

し て は Ransom (1918) の 刀 の zoxeyzZ SCge の 生 
活 史 の くわ し い 報 告 や も , Datta (1938) Howell (1927) 
等 の 病理 論 な ど , 外国 に は 割 に 多く の 報告 が ある が , 日 
本 で は 館 沢 , 小倉 (1941) の 台湾 に 於 ける 報告 , 戦後 西 
山 の 九州 南部 に 於 いて , 長年 月 に わた る 種々 の くわ し い 
報告 が ある 他 に は 極め て 少 い 。 

我々 は と ゝ に 今 迄 あま り 行 われ て いな か つた と の 病気 
の 疫学 的 な 面 と , 媒介 者 に 関す る 調査 の 結果 を 報告 す 


商 成 虫 , 幼虫 の 形態 , 螺 幼 虫 内 で の 万 2 が yozezz6 の 発 





* た o77 Sgfo. ** ozo gzo: Sdies on the 
Habronemiasis of horses in Yaeyama Islands, 

Ryukyu.(*Department of Parasitology,、The Ins- 
titute for Infectious Diseases,。 University of 
Tokyo. **Department of Medical Zoology. 
Tokyo Medical and Dental University.) 





育 試験 等 は 別 の 機会 に 述べ る 。 
研究 方 法 
八重 山 群島 は 沖縄 本 島 よ ょ り 更 に 南 約 450 km ちょ うど 
台湾 の 東方 洋上 に 散在 する 11 の 島 よ りな り 首 都 は 石垣 島 
に ある 。 気候 は 亜熱帯 的 で , 四季 及び 昼夜 寒 暖 の 差 が あ 
まり な い 。 

石垣 島 に て 馬 を 調査 する に , 農家 の 人 々 が 人 畠 に 行く 時 
殆 ん ど 通 る 道路 の 3 叉 牙 或 は 4 つ 角 を 6 ケ所 えら び ぴ , 午 
前 7 時 より 10 時 半 の 間 通 る 馬 を いち いち 止め , 住所 , 氏 
名 , 馬 の 年 合 。 産地 , 発症 部 位 , 発症 月 日 , 症状 の 程度 
を 開き 記入 し た 。 非 常に こん だ 時 は 症状 に 関係 な く 馬 を 
任意 に 撰 択 し た 。 又 病原 探究 の 目的 で 1 日 約 10 頭 平均 づ 
ゝ 症状 の 程度 に 関係 な く , 発症 部 位 よ り 外 科 用 エイ ヒ で 
深部 か ら 2 回 か ほとり を 行い , 生理 的 食塩 水 の 入 つ た 管 
義 に 入れ , その 部 位 , 馬 の 番 号 を 記入 し て 実験 室 に て 
べた 。 離島 で は 西表 島 , 波照間 島 , 与那国 島 の 8 島 を 調 
べた が , か き と り を 行う 場合 。 食 塩水 の 代 り に 5 多 の ホ 
ル マ リ ン 水 を 使用 し た 。 

皮膚 の 採取 は 畜 主 が ほら う 為 , 夏 君 馬 と 思わ れる 一 頭 
の み を 行 つ た が , ミク ロフ イラ リア は 検出 出来 な か つた 。 

採血 は 馬 の 委 静 脈 よ り 濃 滴 , 薄 層 標本 2 枚 づ つ を 作り 
ギ ム ザ 染色 を 行 つ た 。 全 部 で 84 頭 採血 し た が 流血 中 に は 
ミク ロフ イラ リア は 一 心 も 見 出せ な か つた 。 

一 方 昌 より の 検出 を 行う 為 , 各部 落 こ て , 牛馬 , 水 
和牛 の 体 表 に いる もの, 既 舎 内 に 集 つ て いる 晶 を 捕虫 網 に 
て , 採集 し , それ を 家畜 別に ケー ジ に 入れ 。, 実験 室 に て 
同定 を 行い スラ イド グラ ス に 生理 的 食塩 水 1 滴 づ つた 
らし た 上 で 幅 を 頭 , 胸 。 腹部 に 分 け , 双 有 眼 解剖 頭 微 鏡 の 
下 で 解剖 し 幼 過 の 有無 を 調べ た 。 

症状 の 分 類 

我々 は 便宜 上 症状 を 7 段階 に 分 類 し て , 次 の 様 な 符号 
を つけ た 。 

無 症 状 い わ ゆ る 健康 馬 を (一 ) , メ ヤ =, 涙 の 出 て い 
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る も の (五目 , 両 眼 を と ば す を ) ( 土 ) , 縦 約 2 cm 横 約 2 
cm の 傷 で 表面 は 乾燥 し , 周囲 が 僅 に 腫 張 そ と が マム 様 に 
弾力 性 が あり , これが 2 ヶ所 迄 を ( 十 ) , 傷 の 表面 は 乾 
燥 せ ず , 約 4 X 5cm 深 さ 1.5 cm 以下 が 3 ヶ所 迄 , 又 有 瞬 膜 
が 現れ て いる も の を ( 寸 ) , 眼 具 腫 張 , 傷も 約 5 X10※X 

8 cm 以下 肥 ザク ロ 状 に 肉芽 が 露出 し て いる も の を ( 世 ) 
朋 膜 或 は 症状 に より 眼 険 腫 張 し , 片 眼 球 見 え ず , 又 傷 は 
10cm 以 上 の 大 きき さ で 深 さ も 3 cm 以上 ザク ロ 状 に 露出 し て 
いる の が 3 個所 迄 を ( 局 ) , 両 眼 失明 , 或 は ザク ロ 状 の 
傷 が 各所 に あり 役 用 不能 と 思わ れる も の を ( 違 ) と と 分 
けた 。 

検査 し た 馬 は 全部 で 426 頭 , と の うち 症状 陰性 の も の 
は 僅か 11.5 で 最も 多 か つ た 症状 は ( 十 ) の 156 頭 86.6 
名 , 次 ( 土 ) の 97 頭 22.82, ( 士 ) の 14.3%%, ( 世 ) の 
7.5 2, ( 司 ) 4.9 狗 , ( 蛋 ) の 2.4 2 の 順 で あつ た 。 

発症 部 位 に 就 て 

発症 部 位 を 頭 部 顔面 , 預 部 , 胸 背 部 , 4 肢 , 腹 背部 の 5 
ケ所 に 分 け て みる と , 最高 が 頭 部 顔面 の 426 頭 中 363 例 
の 85.2%, 次 4 肢 の 45 例 10.6 多 , 胸 背 都 の Y.0 , 頸 部 
の 2.6 狐 , 腹 背 部 の 0.5 多 で あつ た 。 頭 部 顔面 の 発症 部 
位 を 更に 分 ける と , 両 眼 内 が 264 例 で 最も 多く , 次 左右 
眼下 の 204 例 で , 他 は 20 例 以下 で あつ た 。 

4 肢 で は 前 肢 球 節 が 最高 の 84 例 , 次 後肢 球 節 の 8 例 , 
他 は 前 後肢 腕 関 節 で あつ た 。 

両 眼 内 の 264 例 を 更に 分 ける と メ ヤ = の 出 て いる の が 
99 例 の 37.5 多 ,。 涙 が 69 例 の 26.12 で 多く , 双 左 或 は 右 の 
眼球 が 完全 に 見 えな いも の が 4 例 と 6 例 の 計 10 例 も 認め 
られ , 左 か 右 或 は 左右 の 眼球 が 周囲 の 腫 張 或 は 症状 の 為 
小さ く な つて いる の が 18 例 も 認め られ た が , これ ら も 次 
第 に 失明 し て いく の で は な いか と 推察 する 。 

年 齢 別 性 別 の 症 決 の 比較 に つい て 

検査 し た 馬 を 年 合 別 に 分 ける と , 今年 生れ の 26 頭 の う 
ち 1 頭 が ( 十 ) に 発症 し て お つた 。 部 位 は 左前 肢 腕 関節 
の 後 で , 生後 1 ヶ月 で 発 定 し た と の 事 で ある 。 し か し 1 


第 1 表 各 島 別に お ける 症状 の 比較 
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才 ょ り 発症 率 は 急激 に 高く 49.9% に な り 以 後 年 信 の 増加 
と 共に ゆる や か な 上 昇 が 見 られ た 。 

双 性 別に みる と 雄 90.122, 雌 84.4 の 発症 率 が 見 られ 

た が , 検定 の 結果 は 有意 な 差 と は 思わ れ な い 。 
地域 別種 類別 の 比較 に つい て 

調査 し た 島 は 4 島 で , その 名 島 の 発症 率 は 波照間 鳥 が 
1002, 与那国 島 が 98.22, 石垣 島 の 86.9 多 , 西表 島 の 
81.822 で あつ た 。 波照間 島 が 最高 の 発症 率 で あつ た が , 
後 の 3 島 に つい て 検定 を 行 つ た 所 , 次 与那国 島 が 高く , 
石垣 島 と 西表 島 と で は 有意 な 差 は 見 られ な か つた 。 

又 当 地方 の 馬 は 在 来 馬 の 沖縄 ポ = ニ ー と いう 小さ な 馬 
と 。 内地 より 輸入 され た アン グロ ノル マン と と れ ら の 間 
の 交 雑 雑種 の 3 種 が か いる が , と の うち 内 地 馬 は 検査 頭数 
僅か 2 頭 な の で 除き , 在 来 168 頭 , 雑種 266 頭 に つい て 
比較 し た 所 , 在 来 種 の 発症 率 は 94.6 多 で , 雑種 は 84.6% 
を 示し , 検定 の 結果 は 1 以下 の 危険 率 で 前 者 の 方 が 高 
いと と が わか つた 。 4 

症状 の 程度 と 初発 年 数 の 関係 に つい て 

フイ ラリ ア 病 の 場合 , 初発 年 数 が 古い 程 慢 性 に 移行 
レ し . 象 層 病 を 呈す る の が 多い が , と の 病気 に も 同じ 事 が 
いえ る も の か を し ら べ る 為 , 発症 年 月 日 の 判明 し て お る 
馬 74 頭 に つい て 調査 を 行 つ た 。 そ の 結果 第 2 表 の 如く , 
発症 以後 の 経過 年 数 と 症状 の 程度 と の 間 に 正 の 相関 が 認 
め ち られ る 。 即ち 発症 以後 年 数 が た つ に つれ , 重 と く な 症 
状 を 呈す る も の が 多い 事 を 知 つ た 。 

病原 虫 の 検索 及び 肉 吊 湊 況 

本 疾患 の 病因 を 追求 する 為 , 発症 部 位 の か き と り 検査 
を 行 つ た と ころ, 多数 の 例 か ら 線上 虫 の 幼虫 を 検出 し 得 
た 。 検 出さ れ た 線 虫 は , 活 深 に 運動 し て お る も の 或 は 死 
亡 し て 石灰 化し て いる も の , 虫 体 の 切れ て いる も の 等 多 
数 見 出さ れ た が , これら は 発育 し た 生殖 器 を 持た ず , 双 
その 各 計 測 値 , 口腔 が 円 筒 状 , 或 は ロウ ト 状 を 呈し 尾 端 
に は 小さ な 刺 が ある 事 等 の 内 部 構造 の 特徴 か ら 明 ら か に 


万 2 の zo76727 224SC の 6 及び 万 Z の yoze227 726g の S70 が の の 6 


( 革 ) ( 革 ) ( 冊 ) ( 貼 ) 








検査 

頭数 (一 ) ( 主 ) 
多 多 め め め 多 
石 垣 。 島 343 45 13.1 88 25.7 119 34.7 47 13.7 24 7.0 15 4.4 5 1.5 
西 表 鳥 3 @⑧ きま. あき ま 、 本 まき 、 生生 肖 0 
波照間 鳥 12 0 層 計 旬 机 * 98 1、8.3 .2 人 50. 3 5: ひ 3 き , 和 5. の 
与那国 島 865 1 す 38 7 和装 7 227 ま 1 7 疲 08 すき すご) 多 まま ' 導電 
計 426 49 11.5 97 22.8 156 36.6 61 14.3 32 7.5 21 4.9 10 2.4 
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第 2 表 症状 の 程度 と 初発 年 月 日 と の 関係 

















症 程 |\ 発 定年 s ぁ eo コ の k ト >。 
鈴 | ーー、 の 8 R 8 まま きき 
の 度 検査 数 \ " Ln ャ ゴ ャ ーー ャ ゴ ャ つ ャ ゴ ャ ゴ 
宇 7 人 
十 39 人 
症 12 あま 生ま 本 本 本 。 (本 7 
革 8 人 
EE 5 、 
選 3 全角 2 2 
計 74 2 


第 3 表 和 島 列 の カキ ト り 検 査 成 











限 連 : 務 人 吾 SD H. muscae 廿 . megastoma 
性 上 90.40(44.p 2 22 14 
西表 島 12 10(83.3) 10 5 0 
波照間 島 5 4(80.0) 3 1 0 
与那国 島 17 16(94.1) 15 9 2 
計 124 70(56 5) 56 37 16 


令 幼 昌 で ある 事 が 同定 出来 た 。 (Ransom 1913, 西山 
1952 ら の 記載 と ょ く 一 致す る ) し た が つて 本 疾患 は 従 
来 台 湾 , 九州 南部 等 で 各 ら れ た も の と 同じ 万 g の zozezzZ 
症 で ある 事 を 確定 し た 。 な お 洛 在 中 , 層 場 で 3 頭 の 馬 の 
層 殺 が あつ た が , その た びに 胃 を も らい 成虫 の 検査 を 行 
つた が 3 頭 か ら 多 量 の 万 . xscge が 見 出さ れ , 1 頭 づ 
つよ り 末 eggs7ozz の , 万 . 2cZ の So の , が 発見 出来 た 。 
記 . zzscge (Cg77ez 1861) と 了 廿 . microstoma (Sch- 
neider 1866) は 胃 長 或 は 胃 粘 膜 に 頭 部 を 挿入 し て いた が 
H. megastoma (Rudolphi 1819) は 一 般 に 幽門 部 の 
粘膜 に 鳩 卵 位 の 円 形 丘 状 結節 を 作り , 頂点 に 数 個 の 小 孔 
を 開け , 内 部 に 白色 肛 様 粘 生 液 と 一 諸 に 棲 島 し て いた 。 
と の 妃 22zozeyzZ は SZzzzzZo の eg (に 属す る 割 に 小形 の 
ee 馬の骨 に 寄生 する の は 上 記 3 種 が 知ら れ て お 
。 と れ ら 幼虫 , 成虫 の 記載 は 別 の 機会 に 述べ る 予定 で 
中 間 午 主として は 奄 . czos/ozzZ は Zoo を ys cg/- 
ez2S で , 他 の 2 種 は 44xscg 属 が 知 られ て いる 。 
発症 部 位 か ら , か き と り 検査 を 行 つ て 検出 され た 交 東 
ot 
も の が 240 匹 の 70.0 用 あ つた が 屯 . zzscge の 幼虫 は 
匹 24.5 少 , 万 . eggs7oyeg の 幼虫 は 19 匹 の 5.5 で 人 
cz の SoZZ の 幼虫 は 傷 より の か き と り で は 1 例 も 見 出す 
事 が 出来 な か つた 。 当 地方 で は 本 . microstoma は 本 疾 
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患 と 関係 が うす いと 判断 され る 。 

8 と り 検査 を 行 つた 馬 の 総数 は 185 頭 で あつ た 

, 初日 に 行 つた 11 頭 は 技術 の 不 な れ か ら 傷 の 表面 の み 
mA は 見 出す 事 が 出来 な か つた が , と れ 
を 考慮 か ら 除き 2 日 目 以降 の 検査 頭数 124 頭 に つい て 述 
べ る と , と の うち 陽性 は Y0 頭 の 56.5 多 に 達し た 。 

衝 島 別 の 検出 率 で は ! 石 垣 島 が 44.5 2 で 最も 低 か つ た 
が , 石垣 島内 の 字 別 の 比較 は 石垣 市 に 属す る 字 は 検出 率 
は 24.022, 大 浜町 に 属す る 字 が 53.8% で 危険 率 2 以下 
で 明らか 《 に 大 浜町 の 方 が 高 高く , 有 意 な 差 が 認 パ め られ た 。 

又 各 発症 部 位 , 年 令 , 発症 年 月 日 の 古 さ 等 に より 検出 
率 の 差異 は 殖 ん ど 認め られ な か つた 。 

中 間 宿 王 の 検索 

当地 方 に お ける 媒介 者 を つき と め る 為 , 螺 の 採集 を 行 
い , 妃 gpyoxez 幼虫 の 保有 状況 た し ら べ た 。 我 く が 滞 
在 中 章 を 採集 Ne 和牛 , 馬 , 水牛 の 体 表 及び 厩舎 か 

の み で 表 の 如く 合計 6 属 11 種 611 匹 で あり , と の うち 
69 匹 11.32 が ya 保有 し て いた 。 し か し 本 . muscae 
及び 互 eggs7ozzg 幼虫 の 検出 出来 た も の は Musca 属 
の 47 cozgzcezs, 7 so7 の eS, 47. 2ez77osg, 7 2zc2- 
x2, 7.s ヵ ( 木 種 は 新種 と し て 別に 記載 する ) の 5 種 の 
み で , し か も ゃ 選 の 傷 及 び 目 , 涙 に 集 る 賜 を し ら べ た 所 同 
様 こ の 5 種類 に 限ら ちら れ て いる 事 を 知 つ た 。 双 世 .zcZ- 
so2zZ の 幼虫 は S/ozzozys cg7c27Z2S より 検出 され た 。 
沿 上 記 Musca 属 の 5 種 の 中 4 ル 7cozzcezs と 7.s ヵ 
は 今回 新しく 互 . scgee お よび 万. eggs7ozZ の 中 
間 宿 主 と な る と と を 確認 し た 。 

螺 の 幼虫 保有 率 は 表 の 如く 7.coxgzces, ル 7. の zcz な の 
が 多く 夫々 25 多 以上 に 見 出し て いる 。 

剤 の 頭 胸 腹 の 各 部 位 か ら の 検出 率 は 頭 部 が 最も 多く 52 

.122 で すべ て が 6 含 幼 昌 で あり , 胸部 か ら は 41.7% で 6 
信 幼 東 は 僅か で 4 令 , 5 令 幼 虫 が 殆 ん ど で あ り , 腹部 か 
ら は 僅か に 6.8 2 で すべ て 4 含 , 5 合 幼虫 で あつ た 。 

採集 場所 別 の 比較 で は , 還 か ら の 801 匹 が 最も 多 か つ 
た が 幼虫 保有 率 は 34 匹 の 11.82,・ 牛 より の 採集 数 は 184 
匹 で 保有 率 は 12.5 欠 水牛 か ら は 95 匹 の 8 匹 8.4 , 友 
舎 の 31 忠 中 4 匹 12.9 で あつ た 。 

又 島 別に よる 昌 の 幼虫 保有 率 を 妃 .zscge と 厄 . 
22eg の S7o24 (に 関係 (の ある ル scg 属 5 種 に つい て の 和み 
比較 し た 所 , 石垣 島 が 345 匹 中 50 匹 の 14.5%, 波照間 鳥 の 
Pe 与那国 島 の 99 匹 中 7 匹 の 7.1 多 と な 

, 少く と も ゃ 波照間 島 と 与那国 島 と で は , 危険 率 1 多 以 
0 な 差 が 認め られ た 。 し か し 夫々 の 字 別 で は 差 が 
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第 4 表 採集 し た ハ ェ の 種類 及び 幼虫 保有 率 
Habronema 幼虫 数 
学 名 採集 数 1 ーーーーーー 
万 .s ヵ 万 .Zwzscge 万 . egZs/o222 . 227cZ の 57 の 4 の 計 
( 多 ) 
ルル scZ co の zeCe24S 181 46 (25.4) 190 64 18 0 272 
ル 7zzscZ so7 の ezs 68 9(13.2) 12 103 7 0 122 
ルル sc の の eZ77 の S の 60 1( 1.7) 1 15 1 0 17 
ルル Zzzsc 2 の 2C272 36 9 (25.0) 14 18 4 0 36 
Zscg s カ . 152 2( 1.3) 6 11 2 0 19 
scZ と C の 2 の 6 が ア の ZS ト 0( 0 ) 0 0 0 0 0 
の 220 え S C の 7 と 27Z72S 108 2( 1.9) 0 0 0 14 14 
C ァ ys の 77 260C6/ 1 0( 0) 0 0 0 0 0 
Sg7C の の 2g7 7 の 0S6 の 2 1 BN( せ :) 0 0 0 0 0 
OZ7e/77Z s カ 1 0( 0 ) 0 0 0 0 0 
22//e/7Z s カ 2 0( 0) 0 0 0 0 0 
計 611 69 (11.3) 223 211 32 14 480 
認め られ な か つた 。 ある 。 
考察 並 に 結論 島 別 の 比較 で は 石垣 島 と それ に 隣接 し て いる 西表 島 に 


琉球 八重 山地 方 に 多発 する ,。 いわ ゆる メ ハ ガ , ナ バ と 
呼ば れ て いる 馬 の 病 気 は 今回 の 調査 で 万 の zoxezxg 幼 躍 
が 原因 で ある 事 が 判明 し た 。 と の 病気 が 如何 に 高度 に 浸 
肖 し て いる か は , 調査 し た 範囲 で も , 健康 馬 が 僅か 11.5 
多 の 低 率 で あり , 使用 不能 と 認め られ た ( 貼 ) も 2.4 
も み ら れ た 事 か ら も うな づけ る 。 

妃 の zozezzZ 成虫 は 馬の骨 に お り , その 卵 は 糞便 と と 
も に 体外 に 排 注 さ れる 。 そ の 糞 に 上 記 の 螺 が 産卵 し , 昧 
化し た が その 選 糞 を 食す る 時 万 zozewg の 卵 或 は か 
えつ た 幼虫 も 一 諸 に 体内 に 取り 入れ る 。 明 よ り 上 , 成虫 
(に こ な る に つれ 幼虫 も 体内 で 次 第 に 発育 変態 を 行い 感染 幼 
虫 で ある 6 令 に な る と 螺 の 頭 部 及び に 現れ て 来る 。 こ と 
の 様 な 昌 が 還 の 涙 を な め に 眼 脆 に 集 つ た り , 又 馬 体 の ど 
と か に 創傷 が あり , . そ と か ら 少 し の 浴 出 液 や 僅か の 出血 
が あれ ば 双 好 ん で こと れ を な め に 集 る 。 と の 時 賜 の 史 や 頭 
部 に 来 て いた 幼虫 は 惣 よ り 出 て 目 や 傷 に 入る 。 義 感 が あ 
る らし く 盛 ん に 馬 は まさ つ し た り , 歯 で 患部 を 喧 ん だ り 
レ て 傷 が 拡大 され , 螺 か ら の 度 重なる 幼 昌 の 感染 に より 
症状 は 益々 進み , 冬期 に な つて も 治癒 し な く な り 遂 に 慢 
- 性 に て 移行 する ? と の 様 に 馬 の ど と の 部 位 で も 小さ な 傷 
が あれ ば 発症 する の で , 好 発 位 部 は 結局 眼 の 周囲 や 創 を 
受け や すい 場所 と 一 致す る 。 

雑種 と 在 来 種 と の 症状 の 比較 で は 在 来 種 の 方 が 発症 率 
が 高 か つ た の は 今後 調査 を 要する 興味 ある 問題 の ー つ で 


比 し て , 八重 山 の 最 南 端 ご ある 波照間 鳥 と 台湾 に 最も 近 
い 与 那 国 島 に 発症 が 多く 又 , 症状 が 重 か つ た 。 晶 か ら の 
検出 率 も 略 て 症状 の 程度 と 平行 し て , 波照間 鳥 で 採集 し 
た Zscg 属 に 他 の 島 よ り 高 い 事 が 認め られ た 。 

と れ は 恐らく 石垣 島 , 西表 島 は 馬 の 移入 が 多く , 他 の 
2 島 は 殆 ん ど 無 い 為 と ハ ェ の 発生 が 比較 的 少 い 為 で ある 
事 が 大 き な 相 違 と 思わ れる 。 事 実 石垣 島 の 中 で も 石垣 市 
に 属す る 字 と 大 浜町 に 属す る 字 と で は , 石垣 市 の 方 が 症 
状 の 程度 も 軽症 ご あり , か き と り 検査 で る 幼虫 の 検出 は 
低 か つ た 。 

か き と り 検査 を 行 つ た * 馬 は 全部 で 124 頭 , その うち 
56.5 多 の 70 頭 に 万 の zozeyzg 幼虫 が 検出 出来 た 。 と の 
幼虫 は すべ て 万 . zeggs7gzzZ, 万 . Sc の 6 の 2 種 で , 
万 2〉zoze が 6 が 02 と 7 の S7 の 2 幼虫 は 我々 は 1 匹 も 検出 出来 な 
か つた 。 こ と れ は 恐らく 中 間 宿 主 が SoyzoyS .c の 7c77745 
で ある 為 , と の 種 は 全然 傷 の 所 に 集 ら ちず 健 康 な 皮膚 に 
み 集 り , 皮膚 より 的 を さして 吸血 する 習 生 が ある 為 と 軸 
われ る 。 か き と り 検査 で も 又 賜 から の 解剖 で も 圧倒 的 に 
万 . xxscge 幼虫 が 多く , 成虫 も 馬 の 胃 か ら は 万 .xgzscge 
が 多 か つ た 所 か ら 当 地方 で の 万 g の zoxeyxg 幼虫 症 は 主 と 
し て 互 . xxzscge に 原因 し , 万 . eggs7o6 も これ に 少 
し は 加わ つて いる も の と 考え る が 如 . %zczg57 の が Z は 恐 
らく 関係 が うす いも の と 思わ れる 。 

家畜 の 体 表 及び 厩舎 よ り 採取 し た 螺 は 6 属 11 種 の 611 
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47. soz の ezs, 7. gez7zosZ, 7. cgzg, 7 s の の 1 属 5 
種 で ある 事 が 判 つ た 。 と の 5 種 の 晶 か ら の み いづ れ も 
戸 . zzscge, 万 . zeggs7o6 の 幼虫 が 検出 出来 た の は 興 
味 あ る 事 で ある 。 現 在 迄 外国 及び 日 本 で こと の 刀 2zoxezzZ 
2 種 の 中 間 宿 主として 判明 し た も の の 外 に 我々 は 新 に 
7. cgzdzcex$, 7. s ヵ が 中 間 宿 主 と な りう る 事 を 発見 
し た 。 と の うち ルル cozdzcezs か ら は George R. Bo- 
hart が 1952 年 石垣 島 で 採集 し 解剖 し た 中 に 線 虫 幼虫 を 
見 出し , 妃 /gZ の 1 種 ご ある と 述べ て いる が , 万 gpzo- 
2 の 幼虫 の 誤り で あつ た と 思わ れる 。 商 世 . cos- 
AZ が 見 出さ れ た の は 7. cgc の gs の み で あつ た 。 

感染 実験 , 成虫 幼 東 の 形態 , 螺 発 育 試 験 等 は 別 の 機会 
に 述べ る 。 


本 研究 は 琉球 民政 府 の 依頼 に より 行 つ た も の で ある 。 
稿 を 終る に 当り 種々 御 指導 御 反 助 賜 つ た 伝 研 所 長 兼 当 
研究 部 部 長 長谷 川 秀治 博士 , 佐々 学 博士 , 林 滋 生 博士 , 
民政 官 府 経済 局 Ellis J. Kahler, Hans J. Magens 博士 
駐 経 済 局 各氏 に , 琉球 政府 経済 局 畜 産 課 新 里 銀 徳 課長 外 
職員 一 同 , 琉球 家畜 衛生 試験 場 当 山 所 長 外 一 同 , 八重 山 
地方 店 職員 一 同 , 種々 交 通 の 便宜 を 駐 御 援助 頂い た 導 重 
山 民政 官 府 Major Broner 以下 職員 御 一 同 , 八重 山 保健 
所 石垣 用 忠 所 長 以下 職員 一 同 に 深 席 し , 肥 我 々 の 仕事 に 
常に 協力 され た 辻野 保 吉 氏 , 平 千恵 子 氏 に 感謝 する 。 
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SummmarY 


An endemic disease of horses,。 which is caljed 
as “Mehaga "” or “Naba "′ by the natives in 
Yaeyama district, Ryukyu, was investigated by 
the authors for 5 months from May, 1954, in 
this area under the request of the U.S.C. A. R. 
The symptoms of the disease consist of variouS 
stadiums of erosions, ulcers and granulomaS in 
the skin, especially in the face beneath eyes and 
around joints of fore-legs. The morbidity of this 
disease in Yaeyama was found to be very high, 
and 377 horses (88.5 ダ ) among 426 examined there, 
were recognized to be suffered this skin diseaseSs。 
The rate of incidents varied among the islands 
in this area, that is, in Hateruma Island, the 
most southern one, it was the highest (100 め ), 
and in Yonaguni, Ishigaki, and Iriomote TSI2nd, 
the rate was observed 98.2 ぢ , 86.9 多 and 81.3 め 
respectively. 

The small native horse so called “Okinawa- 
pony "was the most susceptible, but the hybrid 
between this pony and the comrnon equine in 
Honshu, Japan. revealed less rate of incidentS. 
The causal agent was determined to be the Dara- 
site, 万 の zo2e7 の (Nematoda, spiruroidea) after 
the extensive Surveys by the authors. The 1ar- 
val form of this nematoda could be detected 
easily by scraping the wounds at skin. The 
specimens collected by the scraping method con- 
sisted of two species, one of those was identified 
as 万 2 の 7oze222 22SC の 2 (Carter, 1861) and another 
aS 刀 2 の zo の 76goS7 の 724 の (Rudolphi, 1819) and 
the specimens of the former were five times aS 
many as those of the latter. The surveys 3t 
the sloughter house revealed that the adults of 
those species of 万 Z の zozze7Z, that 1iS, 万 . 7424SC6, 
万 . eggs/o7zZ and . CZ の S/ の 2Z WerG DrGValinig 
among the horses in this district。 

But not any of the larvae of 万 . CZ の S7 の 2 の 
could be detected from the injured skin. In Or- 


2 parasite of the horse trasmitted by the house 
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der to determine the vectors, the survey on fies 
in this area was made, and 611 specjmenS were 
collected from horses, cattle, water-buffaloes and 
in stables. These fies involved those of eleven 
Species belonging to six genera. The larvae of 
記 . Zzzscge and 万 . 2egZS7 の 2 Were foOund by diS- 
secting these fiies only from 5 species of the 
genus / ル zzscg and not detected from other SpecieS. 
The five species of ルル zzscg consisted of Zzzsc coZ- 
の zceS。 7. so7 の ezs, / ル 7. 2ez77gsg, ルル 7. 2zcz2Z and 
Zscg sp. (the last one is a new species and shall 
be described in another paper). Another very 
interesting fact was noticed. Among the eleven 
Species of fies in this area, only above mentioned 
five species of ルル 2zscg were ascertained to attack 
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the injured part of the skin. As the intermediate- 
host of 万. wscge and 万 . eggsS7o24Z, the two 
Species, ルル zzscZ cozzcezS and ん ル 7zzsco SD. Were 
recorded, by this article for the first time in the. 
world. 

The intermediate host of 記 . zzcZ の SZ の zz in thisS 
district was found to be 7o%zo*yS C の 7c277 の 2S. This 
fy, however, did not attack the wounded parts 
of the skin, and no arvae of 刀 zz2cZ の s/2z の COuld 
be observed in the tissue of injured skins. It 
was concluded that 万 . zzzczos7o2z2 had Iittle con- 
cern with this skin disease of horses there. The 
transmission of the larvae of 万 . zzscge and 刀 . 
22eggS7 の 2 by 7zscg HHies was suggested to be the 
chief cause of the disease. 
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自然 界 に 診 け る 顕 虫 卵 の 分 布 に 関す る 研究 







第 3 報 塵 堪 内 虫 卵 の 季節 的 消長 と 卵 の 塵 頑 内 混入 の 経路 に 就 て * 


西 


村 


猛 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (森下 教授 ) 
(昭和 30 年 11 月 30 日 受領 ) 


前 報 " で 述べ た 如く 吾 人 の 生活 と 基 だ 密接 に 関係 し て 
いる 蘭 境 下 の 塵 頑 内 に は 多数 の 各種 発育 階 様 の 虫 卵 が 
存在 し 。 実験 的 に も 鹿内 に 於 て 卵 の 発育 する と と を 確 

認 し た が , 自然 界 で は 塵 頑 内 と 調 う 特異 な 状況 に 置か れ 
た 卵 は 諸 衝 の 条 件 に 依り 発育 が 相当 に 制約 され る も の と 
考え られ る 。 NM 
発育 に 最も 著しい 影響 を 与え る と と は 当然 で あり ,。 従 つ 
9 の の 反し 知る ど と は Oi いて は 
等 の 卵 に 依る 感染 の 時 期 を 知る と と と な り 予 防 面 に 於 て 
も 重要 な 問題 で ある と 考え られ る 。 

此 の 意味 に 於 て 著者 は 虫 卵 を 相当 数 見 出し た 小学 校 
教室 内 の 麻丘 を 対象 と し て 1 年 を 通じ て 調査 を 行い 卵 の 
My - 布 度 の 変化 を 調べ た が 。 等 の 結果 は 

に 於 ける 護 頑 内 卵 の 場合 を 類推 する に も 役立つ 
あめ る と 思 つ て いる 。 

等 の 上 が 扉 内 に 如何 な る 経路 か ら 混 入 さ れ 
ご ある か に 就 て 第 2 報 で 一 部 の 考察 を 試み た が , 
ある 環境 に 於 いて は それ 等 の 卵 の 殆ど が 感染 源 と な る 人 

の 肛門 周囲 に 附 着 し た も の が 落下 し て 護 均 に 混 じ た も の 
で ある と 考え られ た の で , 併せ て 之 を 追及 し た 。 即 ち 此 
の と と は 実際 上 卵 が どの 様 に 提供 せら ち れ , それ が 鹿 反 内 
で 果して どの 様 な 状態 で 存在 する か を 知る 上 に 役立つ も 
の と 考え られ る 。 

第 1 塵 瑛 内 映 虫 卵 の 季節 的 消長 
A 材料 及び 実験 方 法 
塵 均 の 菓 集 に は 予め 諸 種 の 条件 を 考慮 し , 環境 を 異 に 
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ー* 本 論文 要旨 は 昭和 26 年 4 月 の 第 20 回 及 昭 和 27 年 3 


月 の 第 21 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に 於 て 発表 し た 
7g ん es/ ん Zs/72 ・ Distribution and Behaviour 


of Eggs of 4scgzzs /zz2 の ZZco の es in the Nature. 
Seasonal variation of findings of eggs in the 

floor dust, with consideration of their source. 

(Department of Parasitology, Research Institute 
#or Microbial Diseases,。 Osaka University) 
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し た 2 校 を 対象 と し て 行 つ た 。 対象 と し た 小学 校 は 大 阪 
市 内 に 存在 し , 1 校 は 南部 の 民家 の 密集 する 地帯 より 選 
び (以下 A 校 と 略称 ) 他校 は 西部 の 工場 地帯 より 選ん だ 
(以下 B 校 ) 。 尚之 等 の 2 校 の 通学 区 内 及 基 の 周辺 に は 
農耕 地 は 全然 認め られ な い 。 塵 換 の 採取 方 法 も 2 校 閣 で 
相違 し , A 校 で は 1 カ月 間 に 2, 3 年 生 夫 < 1 組 の 教室 
内 か ら 10 日 間 連 続 で , B 校 で は 1 カ月 間 に 2, 3 年 生 夫 
4 組 の 教室 か ら 上 ・ 中 ・ 下 旬 の 3 回 に 理 つて 採取 レ 
た 。 即ち A 校 で は 各 月 の 検査 回 数 は 20 回 (5 月 の み 14 
回 ) , B 校 で は 24 回 (12 月 の み 16 回 ) と な る 。 調査 は 昭 
和 26 年 度 に 誰 で も の 者 1 部 が 昭和 27 年 度 に 
古 つ て 居り , 此 の 間 8 月 の み は 学童 の 夏季 休暇 の た め 採 
0 
取 し た 護 頑 は 綿 頑 を 混 じ た 土壌 (大 き な 紙 類 及 金 属 
urit で あつ て , 之 を 1, 2 報 で 述べ た 方 法 と 同 
様 に 1 回 量 を 10 礼 と し て 重 ク ロー ム 酸 ソー テ に よる 遠 必 
浮 済 法 で 卵 を 検索 し た 。 
'B 成 結 
(1) 卵 の 発育 状態 の 変動 
8 月 を 除く 11 ヵ 月間 の 各 月 に 於 ける 検出 卵 の 発育 状態 
oo 


る に 拘ら ず A・B 2 校 問 に 略 々 同一 の 傾向 が 認 め ら れ 
る 。 
即ち A, BB 両校 共 に 1 月 より 3 月 に 至る 期間 に は 単 細 


胞 卵 及 退 化 卵 の み し か 認め 得 な か つた が , 之 れ が 4 月 に 

入る と 両校 共に 4 分裂 又 は それ 以上 に 分 裂 し た 初期 桑 概 
期 の 卵 が 認め られ る 様 に な り に も も 
た 。 此 の 様 な 発育 経過 上 に ある か 又は 仔 を 包 蔵 し た 卵 
は 7 月 に 至る まで 認め られ た ao 
に 於 て は 著しく 増加 し 検出 卵 総数 に 対す る 100 作 比 は 夫 
々 A 校 で は 23.0。37.52, B 校 で は 21.4。70。4 多 と 
高 率 を 示し て いる 。 併 し 生 ら 此 の 様 な 増加 は 9 月 に は 消 
退 し て 居り , 仔 息 包 蔵 卵 は 全然 認め られ ず 僅 に 4 分 更 し 
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第 1 表 各 月 に 於 ける 遇 虫 卵 の 発育 状態 
6 人 卵 の 発育 階 欄 近 。 欠 ryp 衣 衣 宗 内 所 
M EM LM エ E D 総数 補 ( 多 ) 最高 最低 
0 (30.8) 13 0.65 69 83.0 15.4cC 7.8C 
ee (30.8) 13 0.65 69 69.8 15.8 6.7 
IT 20 (1) (1 9 31 1.55 58 75.4 14.7 10.6 
TV 20 (856 Gu の 09 (78 16 5.8 9@7 61.5 19.7 18.0 
V 。 1 49 ee の @9 @9 6@9 Ge. の 55 2.5 197 662 29.4 22.2 
eo -G25) 83 24 1.2 167 66.8 26.3 24.8 
YI 90 渦 o mb 2.9。 Q4 の 34 1.7 110 77.2 27.8 25.9 
- 0 8 1.0 。 0 
X 20 (25 (8.6) (5.0 ⑤. の (⑥. の d7.9) 56 2.8 194 70.0 21.8 20.6 
XI 20 か 1 22 1.1 55 73.1 18.2 17.3 
XI 20 02) (29 (40.0) 35 1.75 64 79.9 15.2 13.9 
(58.6) 17 0.71 41 
IT 24 9 (05 の 18 0.75 33 
IT 24 68.30 (36.8) 19 0.79 63 
TV 24 の 9 6 (6 の 11) 人生 19 1 
し 人 EE 、 (0) G0. の @ の (8.0 6. の 75 31 142 
B VI 24 qa G7.1) (51.4) Gr の Gi の 105 44 215 
VT 24 語 ) (1) (8.6) 2.2) 36 1.5 1 
- 本 (65.@ MA 60 27 311 20 
K 24 (68) (6.3 G.6) (8.3) GO.5 38 1.6 122 
(87.9 (8.3 G@.6) (2.6) G5.8) G5.8) 8 1.6 166 
「: 細 隊 琴 に ve (9。8) @.$ 26 1.6 100 





の み しか 認め 得 な く な りみ れ が 8 月 まで 継続 し て いる 。 

仔 虫 包 蔵 卵 は A 校 で は 4, 5, 6, 7 月 及 10 月 に 。 B 
校 で は 4。 5,。 6, 7 月 及 10, 11 月 に 認め られ その 百 分 
比 は , A 校 で は 6 月 に 12。5 守 , B 校 で は 11 月 に 15.8 多 と 
生々 高 率 に 認め られ た の み で 他 の 月 に 於 て は 基 だ 低 率 で 
あつ た 。 


いま 年 間 の 此 の 様 な 発育 経過 を 卵 発育 指数 (Total 


た 初期 桑 概 期 の も の が 7.4 に 認め られ た に 過ぎ ず , 逆 
に 退化 卵 が 87.02 に 達し その 増加 が 極め て 顕著 で ある 。 
9 月 に 於 ける 此 の 様 な 傾向 は 一 過 性 で あつ て 10 月 に 入る 
と 又 も や 仔 虫 包 蔵 卵 が 認め られ , 双発 育 経 過 和 途上 に ある 
卵 も A 校 で は 19.8, B 校 で は 19.2 多 と 増加 も 示し て い 
る 。 此 の 様 な 状態 は B 校 で は 11 月 まで 継続 し て 居り , 12 月 
に 入る に 及 ん で 始め て 両校 共に 殆ど 単細胞 卵 又 は 退化 卵 
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index value of Development) に 依 つ て 考察 する と, 
その 数 値 は 凡そ 1, 2, 3 月 共に 低く 殆ど 変化 な く 上 下 
し て いる が , 4 月 に 顕著 に 上 昇 し て 居り 6 月 に は 年 間 の 
最高 値 を 示し A 校 で は 167 B 校 で は 215 と な つて いる 。 
此 の 値 は Y 月 に は 下降 し て 居り 9 月 に は 猫 一 層 下 降 し て 
AB 校 共に 70 と な つて いる が , 10 月 及 11 月 CB 校 の み ) 
に は 再び 上 昇 し て 居り 12 月 に 入 つ て 下降 し て いる 。 之 を 
要約 すれ ば 4, 5, 6 月 の 春季 と 10, 11 月 の 秋季 に エ T・ 
VY. D の 上 昇 が みち られ る の で あつ て , 春 衝 の 上 昇 値 は 秋 
季 の 値 よ りゃ 高く 1 年 を 通じ て の 鹿 換 内 卵 の 発育 は 2 山 
型 を 示す も の と 詩 え る 。 

次 に 此 の 様 に T. Y. D の 高 か つ た 春秋 季 に 於 ける 室 
内 気温 並 と 湿度 は 第 1 表 に 示し た 如く で あつ た が , 之 に 
Pc 
Cip 和 の 湿度 は 6570% の 間 に あ る と 
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し い 影 響 を 与え る と と より 考え て , 此 の 事実 は 気温 が 左 
程 高く な く 湿 度 が 比較 的 高い 場合 に は 鹿 頑 内 上 里 昌 卵 の 発 
育 が 星 盛 と な る と と を 示し て いる 。 勿論 此 の 様 な 環境 の 
塵 換 内 卵 は その 所 在 する 個所 に よ つ て 搬 水 や 日 射 等 の 条 
件 差 が ある か ら 慢 潤 度 も 赤 異 る と こと の ある の を 予測 せな 
けれ ば な ら な し 

(2) 久 の 分 布 濃度 の 変動 

卵 の 発育 状態 の 変動 と 共に 各 月 に 於 ける 検出 卵 数 の 変 
動 を 前 報 で 述べ た と 同様 の 方 法 て 卵 検出 度 指数 
T. FE. D (Total index value of Frequency Of 
Detection) を 以 て 示す と 第 2 表 の 様 に な る 。 即ち 卵 検 
か > て 著しい 増減 が 認め らち れ 
年 間 を 通じ て 一 定 し て いな いと と は 甚だ 注目 すべ き 処 で 
あつ て 。 も の B 両 校 間 に 略 々 共通 し て 認 
め ら れる の で ある 。 


ルー ト つ 
EE だ 




















8 


rp 。 即ち 顕 虫 卵 の 発育 に 温 湿 度 が 最も 著 先 づ 卵 の 検出 素 は 4, 5 月 及 10 月 に 高 率 を 示し て いる 
第 2 表 卵 の 検出 数 の 変動 

学校 』 検査 久 検出 検 由 cs + ま お 

列 回 数 回 数 率 0 1 23 4-7 8 一 15 16 一 31 32 一 63 64 一 127 
1 20 と ミ 光 は SR 宮 60 
IT 20 7 2 55 
人 了 2 ま : を ' CI330R 3 間 困 5 Re 115 
「、 近 2 居 流し Su 3b 旨 ま 2 20 還 Sn 1 225 
V 14 11 279.0 本 CE KG 181 

2 SO CE ' 2 2 0 3 95 
3 100 
物 生協 科 まま を -4* 80 
X 20 16 80.0 2 た Mt IS 180 
MX 凍 科 本 きま: 半 ま 3 100 
XII 20 15 75.0 2 108 
『 生生 我 洋 皇 菩 に 肖 64 
全 質 人 人 巻 革 (を まま 、、3 63 
・ 析 還 k 入 本 当 280y 人 如 0 2 60 
0 1 08 0 ooRx 和室 2 142 
V 24 20 83.3 和 ne 161 

本 5 。 統 2 が oy ! 2 半生 R: 夫 2 1 113 
4 半生 113 
も 入 % 9 2 : 8 各 2200k 0 半 拉 92 
8 22v 2 生 3 2 Si 3 0 9 113 
. 生 考 人 昌和 0 二 "2 間 寺 HK 3 二 必 338 105 
生き 4m ち 9 隊 30P8E 0 75 
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と と が 目立ち 。 A 校 で は 4 月 95.0%, 5 月 79.0% の 高 率 
を 示し , 6, 7 月 と 低 率 と な り 10 月 に 80.0% と 再び 高 率 
を 示し 之 れ が 12 月 まで 継続 し て いる 。 B 校 で は 3 月 88.3 
多 の 低 率 で ある に 拘ら ず 4 月 79.1%% 5 月 83.32 と 急激 に 
高 率 と な り , 再び 6, 7, 9 月 と 低 率 を 示し 10 月 に 66.7 
と 積 々 高 率 と な り , 11 月 より 再び 低 率 と な つて 3 月 ま 
で その ま ゝ 経過 し て いる 。 次 に T. FT. D に 就 い て みる 
に 略 々 検出 素 の 示す 処 と 近似 し て 居り , A 校 は 4 月 225 

B 校 は 5 月 161 と 夫々 年 間 の 最高 値 を 示し , AB 両校 
共に 一 致し て 4, 5 月 に 高い 数 値 を 示し て いる 。 6, 
7。 9 月 に は 顕著 な 指数 の 低下 が 認め らち れる が , A 校 に 
於 て は 10 月 に 入 つ て 指数 の 一 時 的 上 昇 が 認め られ , B 校 
に 於 て は 指数 の 上 昇 が 顕著 に 認め られ ず 低 下 し た ま ゝ 3 
月 に 至 つ て いる 。 即ち A 校 に 於 ける 指数 は 1, 2 月 に 
も 低く 3 月 に 上 昇 し て いる が , B 校 で は 1, 2, 8 月 共 
た 低く その 上 昇 が 4 月 に 起 つ て いる 点 と , B 校 に 於 て は 
10 月 の 上 昇 が 殆ど 認め られ な い 点 が 異 つ て いる が 凡そ そ て 
の 傾向 は エ . V. D に 於 て み ら れ た 処 と 近似 し て 春秋 季 
の 上 昇 が 認め られ る 。 
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間 ス トー ブ そ の 他 に よ つ て 保温 られ て いる に 拘ら ず 発 
育 が 停止 し て 居り , 4, 5, 6 月 に 至 つて 気温 の 上 昇 と 
共に 発育 が 革 成 となり, 仔 虫 を 形成 する に 至る ちあ も る の で あ 

り , 8, 9 月 に は 高温 乾燥 等 の 悪 条 件 に 因り 発育 が 却 て 
阻止 せら れ 池 次 死 浅 し て いく が , 10 月 に は 再び 発育 が 太 
盛 と な り 11 月 に 至 つて 洛 次 発育 が 遅延 し て いき 12 月 に 
つて 発育 を 完全 に 停止 する も の と み ら れ る 。 

次 に 卵 数 に 就 て は 4, 5 月 及 10 月 に 著しく 多く 認め られ 
他 の 月 に は 少な いと と が 目立ち みれ が 2 校 間 に 同 一 傾向 
と し て 認め られ る と と は 偶然 と 考え 難い の で あつ て , 
その 増減 の 原因 に 就 い て は 次 の 如き と と が 考え られ る 。 

即ち 此 の 様 な 環境 の 塵 頑 内 卵 の 殆ど が 感染 源 と な る 人 
の 肛門 周囲 表 は ペン ツ 等 に 附 着 し た も の に 基 因 する こと と 
は 後述 する 処 で ある が , それ より 推し て 1 。 そ の 集団 内 
の 感染 源 と な る 人 の 増減 (特に 卵 を 附 着 し て いる 人 の 数 
が 問題 と な る ) 2. 附 着 部 位 よ り 剣 離 落 下 し て 鹿 均 に 
ずる 場合 の 難易 。 が 主要 な 原因 と な る と 考え られ る 。 

1. に 就 い て は 顕 虫 感染 者 必ず し ゃ 卵 の 附 着 者 と は 限ら 
な いと と は 当然 で ある が , 6, 7, 9 月 の 卵 の 減少 は 属 

染 者 数 の 減少 に 依る と 考え る より も 寧ろ 入浴 又は 
水浴 回 数 の 増加 こよ ょ る 卵 の 附 着 者 の 減少 と 考え る 
の が 愛 当 で あり ,。 11,。 12。 1 2 8 月 に 於 ける 
卵 の 減少 は 2. の 場合 に 相当 し 衣類 の 増加 に よる 卵 
の 落下 阻止 に よる も の と 推察 され る 。 
第 2 卵 の 性 境 内 混入 の 経路 に 就 て 

室内 の 塵 坪内 に 於 ける 顕 虫 卵 は 如何 な る 経路 に 
より 混入 する の で あろ うか と 調 う 問題 は , 環境 の 
差 に よ ょ つて 一 概 に 調え な い が , 周囲 に 広範囲 な 卵 
の 存在 する 区 域 (例え ば 農耕 地 等 ) の 無い 限り と 








(3) 考察 

以上 の 卵 の 発育 及 検出 数 の 変動 を 図示 すれ ば 第 1 図 の 
如く と な る の で ある が , て と で 注目 され る と と は A, B 両 
校 共に 春季 に 於 ける T. E. D の 上 昇 の 約 1 一 2 カ月 後 
に T. V。 D の 増加 が 認め られ る と と で あつ て ,。 之 れ は 
エ . F。D の 増加 即ち 卵 数 の 増加 に 関連 し て 居り , 卵 が 
多く 撤 布 され れ ば 清掃 後に 於 ける 残存 数 も 多く な り 従 つ 
て 卵 の 発育 する 機会 も 増加 する た めで な か ろう か と 考え 
られ る 。 獲 秋季 に 於 て は 此 の 関係 が A 校 の み で 認め られ 
B 校 に 於 て は 認め られ な か つた 。 

以上 述べ た 処 よ り 考 えて 1 年 を 通じ て の 之 等 應 頑 内 卵 
の 発育 は , 12, 1, 2, 3 月 の 寒冷 な 時 期 に は 室内 が 昼 
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於 て は 風 に よ つ て の 撤 布 は 先 づ 考え られ な い 。 具 
土足 に よる 搬入 が 或 程度 考 えら れ , 又 衣 類 に 附 着 
し た も の の 落下 が 考え られ な いで は な い が , 環境 上 か か 
る 方 法 に よ つ て 多数 の 卵 が 搬入 され る こと と は 想像 し 苑 
い 。 即ち 前 報 で 述べ た 銭湯 脱衣 場 の 顕 虫 卵 の 分 布 が 甚だ 
濃厚 で あつ た 事実 , 及び 前 章 に 於 て 述べ た 検出 卵 数 の 季 
節 的 な 変動 の 理由 を 他 か ら の 卵 の 搬入 に 帰し て は 表 定 レ 
難い か ら , 大 多数 の 鹿 頑 内 卵 は 肛門 周囲 又は パンツ 等 に 
附 着 し た も の ゝ 落下 に 基 因 する と 考え る と と が 最も 受 当 
と な る 。 此 の 様 な 事実 か ら 肛門 周囲 に 於 ける 顕 虫 卵 の 附 
着 状態 を 知る と と は 卵 の 搬 布 さ れる 実態 を 知る 上 に 必要 
な と と と な る が 。 鎖 之 れ が 護 挟 に 混入 する に 至る に は 他 
の 諸 種 の 条件 を 考慮 する 必要 が 起 つ て くる 。 即ち 卵 の 搬 
布 者 と な る 人 の 附 着 卵 数 は 撤 布 する 卵 数 と 密接 な 関連 性 
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が ある が , 一 方 卵 が 剣 離 落 下す る に 至る 直接 的 な 要因 は 
それ 等 の 人 の 運動 及び 被服 の 状態 に 依 つ て 左右 され る も 
の で ある こと と が 当然 考え られ る 。 

猫又 小児 た 大 人 と で は 搬 布 者 と し て の 意義 が 上 異 つて 昼 
り , 小児 が 搬 布 者 と し て 重要 な 役割 を も つと と は , 他 の 
調査 に 於 て 小児 の 所 在 する 場所 の 塵 換 内 卵 が 大 人 の 所 在 
する 場所 の も の より 多 か つ た と と を 認め て 居る 点 か ら 推 
祭 に 難く な い 。 

扱 肛門 周囲 より 顕 虫 卵 を 見 出し た 報告 は 若干 あつ て , 
中 で も 松田 ? は 詳細 な 調査 を 行い 疫学 的 な 考察 を 加え て 
いる が 鹿 頑 内 卵 と の 関連 性 に 就 い て は 触れ て いな い 。 私 
は 以上 に 述べ た 様 な 主旨 に 基 い て 訂 換 内 卵 の 提供 源 と し 
て の 意味 か ら 肛 門 周囲 の 融 虫 卵 に 就 て 追求 し た 。 

AA 材料 及び 調査 方 法 

調査 は 小学 校 児 童 を 対象 と し た も の で , 大 阪 市 内 の 3 
校 の 1, 2 学年 児童 (6 一 8) 1001 名 に 就 い て 昭和 25 
年 11 月 より 12 月 の 間 に 行 つ た 。 検査 は 肛門 周囲 の 卵 の 附 
着 状態 を 可 及 的 正確 に 知る た め に は グラ ハム 法 (セロ テ 
ー プ と し て 市 販 し て いる セロ フアン 紙 に 立 の 附 い た も の 
を 約 3 4cm の 長 さ に 切断 。 粗 の 附 着 面 を 直接 肛門 周囲 
に 触れ る 様 に 挟み 両 砲 筋 を 軽く 抑え て 棚 の 附 着 面 に 卵 を 
附け る ) に よる の が 最も 適当 と 考え られ た の で 此 の 方 法 
を 採用 し た 。 尚 附 着 し た 卵 は 正確 に その 数 を 算 え 且つ 生 
死 の 判定 を 行 つ た 。 

B 成 貫 

肛門 周明 か ら 見 出し た 卵 は 暁 虫 卵 。 虫 卵 及 寺 虫 卵 の 
3 種 こ あつ た が , 鯛 下 卵 鞭 虫 卵 に 関し て は 前 述 し た 様 に 
附 着 す る と と が 多分 に 偶然 性 を 含ん で いる 以上 , 当然 個 
人 の 状態 は 日 々 異 つ て いよ うか ら 之 等 の 結果 は 検査 時 の 
ーー 時 的 な 状態 と し て 意味 を も つも の と な る が , 此 の 様 な 
と と が 人 の 集団 に 於 いて 日 々 繰 返 さ れ て いる と と は 疑 の 
な い 処 と 考え られ る 。 


第 3 表 肛門 周囲 の 映 虫 卵 検出 成績 





学年 別 ぁ g 検査 界 了 着 者 親 着 替 着 者 1 人 
人 員 。 卵 数 の 平均 卵 数 
実数 





266 35 13.2 125 3.6 
を 27. 17- 6. は 74 4.4 





223 27 12.1 200 7.4 
235 12 5.1 64 5.3 





総 数 1001 91 9.1 463 5.1 




























第 4 表 附 着 者 数 と 卵 数 の 割合 

















附 着 卵 附 着 者 数 
1 年 2 
卵 数 こ ーー す 3 キー 総和 
0 231 260 196 223 90 
1 20 6 6 7 39 
2 5 3 9 1 18 
3 4 1 4 1 10 
4 1 1 2 
5 1 1 
6 1 2 1 4 
7 2 2 
9 1 1 
11 1 1 
12 1 1 2 
13 2 2 
14 1 1 
16 1 1 
17 1 1 
20 1 1 
22 1 1 
35 1 1 2 
38 1 1 
40 1 1 





第 3 表 は 顕 虫 卵 の 検出 成績 を 示し た も の で あつ て 。10 

01 名 中 顕 虫 卵 の 附 着 を 認め た 者 は 91 名 (9.1 多 ) で あつ 
て , 男子 は 489 名 中 62 名 (12.7 め ) 女子 は 512 名 中 29 名 
(5.7 め ) の 附 着 を 認め 女子 に 比 し て 男子 の 附 着 者 数 の 
多い 傾向 が 認め られ た 。 猫 之 れ を 附 着 卵 数 と その 附 着 者 
数 と の 割合 か ら 検討 する と 第 4 表 の 様 に な り , 1 一 3 ケ 
の 卵 を 附け て いる 者 の 数 が 大 多数 を 占め それ 以上 の 数 を 
附け て いる 者 の 数 は 滞 炊 減少 し て いる 。 

即ち 卵 附 着 者 91 名 中 1 8 カ の 卵 を 附 着 し て いた 者 の 
数 は 67 名 で 73.6 多 を 占め , 4 40 ケ の 卵 を 附 着 し て いた 
者 の 数 は 24 名 26.42% に 過ぎ な い 。 

次 に 以上 の 成績 を 松田 の 広島 に 於 ける 成績 と 比較 する 
と 第 5 表 の 如く と な り , 同氏 の 報告 の 卵 附 着 者 率 が 私 の 
成績 より 高い 値 を 示し て いる が , 之 れ は 同氏 の 検査 法 が 
肛門 洗 拭 法 に 依 つ た も の で ある た め 肛 門 周囲 の 相当 広範 
囲 の 部 分 よ り 卵 を 集め 得 た 結果 に よる も の と 考え て い 
や っ o 0 
勿論 此 の 場合 その 対象 群 の 顕 虫 感染 者 率 及 感 染 量 の 差 
を 全然 無視 する と と は 出来 な い が , 肛門 周囲 に 卵 が 附 着 
する と と は 多分 に 人 為 的 な も の が あり , 上 の 事柄 より も 


( 55 ) 
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第 5 表 





と = rt 被 検 附 着 附 着 


松田 広島 肛門 洗 拭 法 学童 329 41 12.4 
260 41 15.7 め 
西村 大 阪 グラ ハ ュ 法 ヶ 1001 91 9.1 め 





4 ケ ケ レス 





寧ろ 個人 差 が 強く 作用 し て いる も の と 考え られ る 。 {私 
の 調査 の 対象 と し た 学童 の 玉 虫 感染 者 率 は , 此 の 調査 
を 実施 する 10~15 日 前 の 工 便 検査 ( 塗 抹 法 ) で は 1001 名 
中 708 名 70.7 で あつ て , 従 つ て 頭 虫 感染 者 に 対す る 附 
着 者 率 は 12.92% で あつ た が , 此 の 成績 に より 糞便 内 卵 
の 多 宴 と 附 着 卵 の 多 宴 と を 個々 に 比較 し て みる と , 糞便 
内 に 卵 を 多数 に 認め た 者 で ぁ 附 着 卵 数 が 少な いと と が あ 
り ,。 逆 に 極め て 僅少 し か 認め な か つた 者 で を 附 着 卵 数 が 
著しく 多い と と が あり 必ず し ゃ 糞便 内 の 卵 数 と 附 着 卵 数 
と は 平行 し な い 結果 と な つて 居る の で ある 。 

次 に 之 等 の 肛門 周囲 の 卵 の 調査 を 行 つ た 学童 の 内 の 一 
定数 に 就 いて 30 日 後に 同様 方 法 に より 検査 を 反 覆 し た 
処 , 第 6 表 に 示す 様 な 興味 ある 事実 を 知 つ た 。 即 ち 3 校 








第 6 表 
と 信 1 加 検 第 2 回 検査 両 回 二 
5 トー に ap 3 
税 検 附 落 > 税 検 附 汗 > ら た 考 
| ka 本 江 」 軍 に : 玉 か Ed 
8 
1 64 8 12.5 54 ⑤) 14.8 3 


うす ③ 80 1 


12 


評 116 12 10.3 104 ⑧ 11.5 は 


( ) 内 の 数 字 は 第 2 回 検査 於 て 新しく 附 着 を 
認め た 者 


の 内 の 1 校 に 於 いて 第 1 回 検査 を 実施 し た 116 名 中 104 
名 に 対し 再度 の 検査 を 実施 し た の で ある が , その 結果 は 
第 1 回 に 附 着 を 認め な か つた 者 の 内 の 8 名 に 新しく 附 着 
を 認め , 双 岡 回 共に 附 着 を 認め た も の 4 名 を 見 出し た 。 
即ち 両 回 を 通じ て の 附 着 者 は 総計 20 名 で ある が , 此 の 
内 の 4 名 20 多 が 両 回 共 卵 を 附 着 し て いた と と と な る の で 
あつ て , 顕 昌 卵 を 附 装 し て いる 者 は 常時 その 可能 性 の あ 
る と と を 示す も の と 思わ れ , 之 等 が 卵 撤 布 者 と し て の 意 
義 を も つも の で 4 は な か ろう か と 考え られ た 。 此 の 様 な 事 
実 か ら 推 し て 顕 虫 感染 者 は 全て 卵 附 着 者 と な り 得る 可能 





性 は ある が , 此 の 相互 の 関係 を 結ぶ る の と し て 個人 の 清 
潔 , 不潔 が 大 きく 作用 し て いる と と は 見 逃す と と の 出来 
な い 処 で あつ て 。 


上 記 の 様 な 卵 搬 布 常習 者 の 存在 も 育 づ 
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く と と が 出来 る 処 で あろ う 。 

疾 之 等 の 肛門 周囲 より 検出 し た 卵 は 全て が 単細胞 期 の 
や も の で あつ て 退化 卵 と 確認 し た も の は 極め て 少く , 細胞 
の 極度 に 変性 レ した も の は 認め られ ず 殆 ど が 生存 し て いる 
と と を 認め た 。 又 ー 部 の 卵 に 於 いて は 和 蛋白 膜 の 剣 離 が 見 
られ た 。 

次 に 卵 の 肛門 周囲 に 於 ける 附 着 状 態 を みる に , 比較 的 
多数 の 卵 を 認め た 例 に 於 て は 之 等 の 卵 は 1 ヶ 宛 単独 で , 
存在 する 場合 より も , 寧ろ 紙 又 は 糸 の 繊維 と 考え られ る 
も の に 多数 の 卵 が 縄 み 合 つて 集 つ て いる か , 又は 薄い 糞 
便 質 の 膜 状 の も の に 集 つ て 一 塊 を な し て いる 場合 が 多い 
の で あつ て , 甚だ 特異 な 卵 塊 と し て 認め られ る 。 此 の 様 

な 現象 は 肛門 を 拭う 場合 の 所 作 に 原因 し て いる と も 考え 
られ る が , いずれ に せよ 新 様 な 卵 塊 の 形成 は 肛門 周囲 よ 
り 之 れ が その ま ゝ の 状態 で 剣 離 落 下 し て 麻 換 に 混じる も 
の と 推 祭 し 得る 。 事 実 塵 頑 内 卵 の 検 鏡 に 際 し て も 偶々 叱 
の 様 な 卵 璃 を 見 出す こと と が あり , 面 も 之 等 の 卵 が 同一 の 
発育 階 稀 に ある と と か ら 考 えて 鹿 換 内 で 個々 の 卵 が 集合 
し た と は 考え 難い の で あつ て , 卵 塊 形成 に つい て の 上 の 
推定 を 裏書 し て いる も の と 思わ れる 。 此 の 様 な 事実 か ら 
すれ ば , か か る 卵 が ま 塊 の まま 風 に よ ょ つて 運ば れる で あ 
ろう し , その 結果 多数 の 卵 が 一 時 に 摂取 され る と と も 当 
然 考 えら れる 処 で ある 。 

結 論 

麻丘 内 顕 虫 卵 に つい て 2 小学 校 教 室内 に 存在 する 卵 を 
対象 と し て , その 発育 及 卵 数 の 季節 的 な 変化 を 追求 し, 
騙 之 等 の 卵 の 搬入 経路 を 検討 し , 次 の 結論 に 達し た 。 

1) 卵 の 発育 は 4, 5, 6, 10, 11 月 の 春秋 季 に 喧 盛 
で あり , 仔 虫 包 蔵 卵 も 多く 此 の 時 期 に 認め られ る が , 
7, 8, 9 月 の 高温 期 に は 発育 が 逆 に 阻止 され , 12 月 以 
降 8 月 に 至る 冬期 に は 発育 が 殆ど 認め られ な い 。2) エ ・ 
FT. D は 4, 5 月 に 最高 値 を 示し て 居り , 6 月 まで 積 ベ 
高い 値 を 持続 する が 7 ~ 9 月 に は 下降 し 10 月 に 至 つて 再 
び 上 昇 す る 。11, 12 月 は 策 々 低く 1, 2 月 の 酷 寒 期 に 最 
低 値 を 示す 。 

即ち 塵 頑 内 虫 卵 の 発育 並び に その 数 に は 明らか に 春 
秋 2 回 の 指数 の 上 昇 が か み ら れ , 之 等 の 結果 が 2 校 間 に 共 
通し て いる と と か ら 信 明 性 が 高い と 考え られ , 此 の と と 
か らい つて その 感染 機会 は 4, 5, 6, 10, 11 月 に 多い 
と する と と が 出来 る と 思う 。 

2) 次 に 鹿 頑 内 に 之 等 の 卵 が どの 様 に し て 混入 し た か 
に つい て は (1) 通 学区 内 に 農耕 地 和 帯 等 の 広範 囲 な 卵 の 存 
在 場所 が な い 。 (32) 校舎 内 に 卵 の 混入 し た 土壌 を 搬入 す 
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る と と が 考え られ な い 。 (3⑧) 検 出し た 卵 の 数 が 季節 的 に 
変動 する 。 (3) 土 壌 内 に は 冬季 で も 仔 虫 包 蔵 卵 が み ら れ 
る が 鹿 頑 内 卵 に は これ が み ら れ な い 。 5) 衣類 の 間際 か 
ら 卵 が 落下 する こと と は 容易 に 想像 され る 。 以 上 の と と か 
ら 肛門 周囲 に 附 着 し た 卵 が 語 離 し て 麻 換 に 混 じ た も の と 
考え られ た 。 て そし て 肛門 周囲 に 於 ける 魚 虫 卵 の 附 着 率 を 
調べ た 処 顕 虫 感染 者 の 12.9 に 卵 の 附 着 を 認め , それ 等 
の 者 の 内 に 卵 の 常時 搬 布 者 と 考え られ る 者 が ある と と を 
確 め 得 た 。 尚 之 等 の 卵 は 個々 に 剣 離 落 下す る より ゃ 卵 塊 
と し て 落下 し て 應 頑 に 混入 する 可能 性 が 多く , 此 の 事 か 
ら 考 えて 多数 の 卵 が 風 記 に よ つ て 直接 的 に 口 に 入 つた り 
或 は 種々 な 経路 か ら 経 口 的 に 摂取 され る と と が 充分 考え 
られ る 。 


終り に 終始 衝 指 導 御 鞭 擁 を 賜 つた 森下 教授 に 豪 心 感 
謝 の 意 を 表す - 
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SummarY 


Throughout the year 1950, the author perfor- 
med 3 survey for Ascaris eggs in the dust on the 
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foor of two primary schools of Osaka City an 
obtained the following results. 

Ascaris eggs could be found in every mmonth ・ 
from April to June they were found in advanced 
stages of development, while from December to. 
March they were all in one-cell stage. It js ob- 
vious that the atmospheric temperature 1iS reS- 
ponsible for these findings. 

Fully embryonated eggs were found especially' 
from April to July and from October to Novem-- 
ber. But the percentage iS not so high, being. 
15.8 多 in maxirmurmn. 

Perhaps this may be due to daily sweeping 
habit which makes the eggs unable to rermnain for・ 
a long time to develop on the floor. 

The detected egg counts were 1]arge from April 
to June, but they decrease in following three 
months and again increase in October, and then 
decrease until March. 

The author examined the anal region of pupilS 
by Graham's method, and could detect Ascaris 
eggs in 9.1 among 1001 pupils. The egg counts. 
varied in each case, being mostly 1 or 2 in num- 
ber, although they were estimated in some CaSeS: 
to be more than forty. Thus there iS no doubt 
that the Ascaris eggs found on floor might have- 
come from the anal region of DupilS. 

Seasonal variation of Ascaris egg counts on 
floor seems to have some relation to the SeaS0o- 
nal changes of mode of living, especially to clo- 
thing and bathing or swirmmming habit. 
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犬 狗 虫 の 不 受精 卵 に 関す る 実験 


eo 


用 本 届 三 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 (主任 小林 晴 治郎 講師 ) 
(昭和 30 年 12 月 1 日 受領 ) 


1902 年 三浦 ・ 西 内 の 報告 以来 , 顕 虫 の 不 受精 卵 は 一 般 
に 認め られ て いる が , その 他 の 蜂 貝 類 の 不 受精 卵 は 余り 
研究 され て いな い 。 

Looss (1911) は 釣 東 の 不 受精 卵 の 存在 を 否定 は し な 
い が , 通常 虫 は 多数 寄生 し て いて , 唯 雌 だ けが 一 隻 受 
精 し な いで 寄生 し て いる 可能 性 は 殆 ん めど ない か ら 。 不 受 
PAAhe 
1928) (1952) も その 著 に 於 て 映 虫 以外 の 種類 で も 不 受 
精 卵 は ある 答 で ある が , Am た な も の は な 
い 。 十二指腸 虫 等 で それ らし く 思 われ る も の も ある が , 
確実 ざ で は な いと 云 つ て いる 。 Beaver (1952) は アメ リ 
カ 釣 虫 の 不 受精 卵 に つい て 記載 し , 卵殻 と 実質 と の 間 に 
究 隙 が 多く , 実質 も 不定 型 の 塊 で ある と 述べ て いる 。 私 
共 は 従来 一 般 検便 中 , 形態 的 に 顕 虫 の 不 受精 卵 に 相当 す 
る の で は な いか と 思わ れる 釣 虫 卵 ( 図 1, 2) を 時 々 見 
出し た が , 之 れ が 不 受精 卵 で ある か , 或 は 又 受 精 卵 の 変 
性 し た も の で ある か を 判定 する 事 が 出来 な か つた 。 

Looss が 釣 虫 不 受精 卵 の 存在 を 理論 的 に 認め 生 ら , 実 
診 的 に 存在 の 可能 性 を 否定 し た 事 に 対し , 私 共 は その 可 
能 性 を 実験 的 に 作り 出す 為 に , 犬 釣 虫 の 雌 の み を 犬 釣 虫 
未 感染 の 犬 の 小腸 と 実験 的 に 寄生 せしめ , その 結果 と し 
て 1) 不 受精 卵 は 存在 する か 。2) 不 受精 卵 が 存在 する と す 
れ ば 受精 卵 と 同様 母 貝 の 子宮 より 産 下 され る か 。 93) 子宮 

より 産 下 され た 不 受精 卵 は 便 と 共に 宿主 の 体外 に 排 浴 
され る 迄 に 腸 内 に 於 て 破壊 消 拓 され る か 。4) 不 受精 卵 と 
受精 卵 と は 形態 的 , 或 は 化学 的 に 鑑別 可能 で ある か 等 の 4 
項目 に つい て の 検討 を 行 つ た 。 そ の 結果 を 一 部 は 既に 発 
表し た が , 六 に その 後 の 成 績 を 加え 総括 し て 報告 する 。 

実験 方 法 

犬 釣 虫 卵 を 含む 糞便 を 瓦 培養 し, その 和 被 仔 虫 を 得 

て , 之 を 生後 2 3 ヵ月 の 幼 犬 に ミル ク と 共に 飲ま せ て 





Sc 刀 22 の 2 の 7 の, SZz77 22 の 2607 の : On unfer- 
tilized eggs of 4zcy/os/oz2 c の 72 (Department 
of Medical Zoology, 氏 yoto Prefectural University 
of Medicine, Kyoto, Japan.) 


感染 させ た 。 そ の 後 検便 に ょ り 感 染 し た 事 を 確 め た 後 殺 
し , そ の 腸管 を 開き , 寄生 し て いる 釣 虫 を 取り 出し た 。 
その 後 直ちに 別 の 釣 虫 未 感 染 の 幼 犬 (1 週間 連続 集 卵 法 
及び 培養 法 に より 虫 卵 並 に 仔 虫 陰性 の も の ) の 腹腔 を 無 
菌 的 に 開き , 十二指腸 に 小 也 を あけ て , こ ゝ より 前 記 釣 
虫 の 中 , 雌 の み を 選ん で 生き た ま ゝ 入れ , 再び 縫合 し て 
手術 を 終 つ た 。 そ の 後 毎日 この 犬 の 全便 を 採集 し , 塗 抹 
法 。 飽和 食塩 水 浮 渡 法 (比重 1200 以上 ) 及び 表 培 養 法 
で , 虫 卵 並 に 仔 虫 検査 を 行い 。 時 々 スト ー ル の 稀釈 虫 卵 
計算 法 に より 昌 卵 雪 を 計算 し た 。 実験 触 察 が 終 れ ば と の 
犬 を 殺し , 腸管 を 開い て 釣 虫 を 求め , その 子宮 内 の 卵 の 
状態 並 に 精 虫 の 存否 を 調査 する と 共に , 犬 の 小腸 及び 大 
腸 内 容 物 よ り の 虫 卵 の 検査 を 行 つた 。 
成績 並 に 考察 

1) 不 受精 卵 は 存在 する か 

第 1 例 : 表 1 の A に 示す 如く , 昭和 29 年 10 月 81 日 に 犬 
釣 束 の 雌 19 隻 を 入れ , 翌日 より 11 月 16 日 迄 , 16 日 間 毎 日 
2 
29 日 迄 は 浮 流 法 。 培 養 法 共に 陰性 で あつ た 。 依 つて 11 月 
29 日 に その 犬 を 殺し , 空腸 より 雌 8 隻 を 得 た 。 

第 2 例 : 表 1 の B に 示す 如く , 昭和 30 年 2 月 20 日 に 欧 
虫 雌 4 隻 を 注入 し , 翌日 より 8 月 7 日 迄 15 日 間 毎 日 受精 
卵 は 陽性 で , 且 培 養 に より 被 要 仔 虫 を 見 出し た が , 16 日 
以降 21 日 迄 は 浮 渡 法 。 培養 法 共に 陰性 で あつ た 。 依 つて 
3 月 21 日 に その 犬 を 殺し , 空腸 より 雌 2 隻 を 得 X 

第 8 例 : 表 1 の O に 示す 如く 。 昭 和 30 年 9 月 25 日 と 犬 
釣 虫 の 雌 10 隻 を 入れ , 翌日 より 10 月 12 日 迄 17 日 間 毎 日 受 
精 卵 陽性 且 培 養 こ より 被 裏 仔 虫 を 見 出し た が , 10 月 18 日 
より 19 日 迄 は 沙 抹 法 , 浮 洪 法 及 び 培 養 法 何れ も 陰性 で あ 
つた 。e.p.g. は 雌 成虫 を 入れ て 3 日 目 よ り 138 日 迄 に 計 5 
回 検査 し 。 何れ も 83950 一 5500 の 間 で ご あつ た が , 16, 1 日 

目 に は 急激 に 少し て 。 16 昌 目 よ り 0 と な っ て いる 。 浴 
受精 卵 と 認 む べき も の ( 後 文 参 照 ) は 9 日 目 よ り 多数 見 
られ た が , 受精 卵 と 同様 18 日 目 よ り 検出 出来 な く な つ 
た 。 依 つて 10 月 19 日 に その 犬 を 殺し , 空腸 より 雌 6 隻 を 
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得 た 。 は 16~19 日 後に は 見 られ な く な つた 。 即ち 釣 豆 の 子宮 内 

第 4 例 : 表 1 の D に 示す 如く , 昭和 30 年 9 月 25 日 に 犬 受精 卵 は 1518 日 で 全く 排卵 され る も の と 思 は れる 。 耐 
釣 虫 の 雌 48 隻 を 入れ , 翌日 より 10 月 18 日 迄 18 日 間 毎 日 受 も 之 等 4 例 か ら 得 ら れ た 雌 昌 の 子宮 内 に は 虫 卵 の 他 精 貝 
精 卵 が 陽性 で , 且 培 養 に より 被 裏 仔 虫 を 見 出し た が , 10 は 見 られ な か つた 。 と の 虫 卵 は ( 図 , 4, 5) の 如く 。 
月 14 日 以降 11 月 10 日 層 殺 する 迄 28 日 間 , 受精 卵 は 塗 抹 形 は 卵 円 形 。 大 さ は 50.0 て 64.8 ム X32.1 一 42.8& で 受精 
法 , 浮 流 法 及 び 培 養 法 何れ も 陰性 で あつ た が , 不 受 精 卵 卵 に 比 し 異常 は 認め られ な い が , 卵細胞 は 卵殻 内 に 充満 
と 認 な べき も の は , その 間 少 数 征 ら 塗 抹 及 び 浮 漠 法 で 検 し て , 分 界 不明 瞭 と な り , 周辺 積 々 透明 に 見 え , 愉 も 睦 
出 出来 た 。e.p.g. は 受精 卵 に つい て は 入れ て 後 2 日 目 に 射 期 の 前 期 を 思わ れる 如き 下 卵 ( 図 4 の a&.) を 若干 認め 
53700 を 数 えた が , 2 週間 後に は 急 に 減少 し , 19 日 以降 た が , 多く は 卵細胞 が 分 界 不明 瞭 の ま ゝ , 一 部 が 壮 縮 
0 と な り , 不 受精 卵 は 5 日 目 より 少数 現われ , 1000 よ り レ , 不 規則 な 塊 を 星 し て いる 。 (《 図 4 の b, 5) 核 は 見 
5500 の 間 で , 可 成 り の 変動 を みせ 年 ら , 受精 卵 消失 後 も られ る も の も あつ た が , 多く は 見 られ な か つた 。 之 が 不 
続い て 見 られ , 層 殺 迄 検出 出来 た 。 と の 犬 は 11 月 10 日 に 受精 卵 と 認 む べき も の と 考え る 。 即ち 不 受精 卵 は 存在 


殺し , その 冠 腸 ょ ? り 雌 42 隻 を 得 た 。 する 。 
以上 の 如く 両性 寄生 の 犬 空腸 より 雌 成虫 の み を 取り 出 2) 不 受精 卵 は 母 虫 の 子宮 より 産 下 され る か 。 
し て , 釣 虫 未 感 染 の 他 犬 の 小腸 内 に 入れ る と, と の 犬 の 第 4 例 に 見 られ た 様 に , 雌 釣 虫 の み を 入れ る と 18 日 で 


糞便 内 に は 翌日 より 受精 卵 を 検出 する 事 が 出来 る が , 之 糞便 内 に 受精 卵 は 見 られ な く な つた が , 不 受精 卵 と 認 む 
第 1 表 犬 釣 虫 の 商 の み を 感染 きせ た 大 の 検便 成績 
A. 第 1 例 昭和 29 年 10 月 31 日 雌 釣 虫 19 人 訟 注入 


11 
月 日 3 3 3 人 な ます 





実 護 昌 よさ ざさ を 和 ち を チチ な: ーー 


浮 渡 法 キキ 二 二 士 二 二 二 ーーーーーー ー ーーーー 
培 養 法 キオ 二 二 十 士 圭二 ーーーー ニ ーー ー ーーーー 








解剖: 11 月 29 日 雌 釣 虫 8 箕 
B. 第 2 例 昭和 30 年 2 月 20 日 雌 釣 虫 4 供 注入 





2 
月 日 > 22292425262728: 2 3 4 56 7 8 910111218141516171819202 
実験 日 数 II 


ま 半 生生 キ ネネ ま を 本 本 で ーー 3 
培 養 法 キオ 二 二 二 二 二 二 二 二 二 二 士 キキ 一 一 一 ーーーーーーーーー 一 





解剖: 3 月 21 日 遇 多 虫 2 諾 
C. 第 3 例 昭和 30 年 9 月 25 日 尼 物 虫 10 和 傘 注 入 





月 日 2 0 990 1 2 8 4 5 6 7 8 9 10 11 12 131415 16 17 18 19 
実験 日 数 1 2 3 4 5 6 7.8 9 10 11 12 13 1415 16 17 18192021222324 
浮 渡 法 十 十 十 + キ 十 十 十 十 十 十 十 二 士 土 キ ニーーーーーーー 
塔 養 法 十 十 十 + 二 士 十 十 填 圭二 寺 圭二 十 寺 ニーーーーーー 
受精 卵 5550 5550 4800 5350 3600 2600 1300 0 0 0 
G.D.g. 
"。 不 受精 卵 500 550 350 500 200 0 0 0 





解 前 :10 月 19 日 雌 釣 虫 6 箕 
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D. 第 4 例 (1) 昭和 30 年 9 月 25 日 雌 釣 虫 48 隻 注入 


[寄生 中学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 征 1 す 。 





月 旧 2 27 282930 や 
26 


1 


に 
7 8 9 101112131415 16 17 


13 14 1516 1718 
18 192021 2223 





1 


+ キ 二 二 士 圭二 十 十 


不 不 不 不 不 











江渡 法 キ 二 十 十 十 
培 養 法 十 十 十 士 士 十 土 キキ 二 二 士 士 士 土 二 ーーー 一 一 
受精 卵 53700 46750 36600 47900 3355036700 5800 6900 2500 
G.D.E. 
受精 名 3200 4050 5200 2500 1500 1300 1100 1000 1300 
第 4 例 (②) 
月 日 192021 22 292425262728293081・ 2 3 45678910 
実験 日 数 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 
増 洪 法 不 不 不 不 ホキ キー テ ネ 四 本 生生 
填 十 士 十 まま た さき 
培 養 法 We 
。。 迫 精 
ho 1350 1200 


" 不 受精 卵 1600 3200 700 1600 4400 2450 3900 3200 1100 1150 





解 前 :11 月 10 日 雌 釣 虫 42 笑 
べき も の は 依然 引続き 検出 出来 た 事 ょ り 不 受精 卵 も 母 虫 

より 産 下 され て いる 事 が 分 る 。 更に 届 殺 し た 犬 の 空腸 ょ 
り 取り 出し た 単 性 寄生 の 相 釣 到 を 88O の 生理 劉 者 水 中 に 
入れ て 鏡 検 す る と , 子宮 内 に は 虫 卵 が 充満 し , ( 図 3) 
人 見 られ , 之 と 伴い 
生殖 門 よ り の 産卵 が 見 られ た 。 即 ち 直 接 的 に も 間接 的 に 
も る 硬 が 不 有 精 罰 を 産 下 する 事 を 知り 得 た 。 

3) 不 受精 卵 は 糞便 と 共に 宿主 の 体外 に 排出 され る 
腸 内 で 破壊 消失 する か 。 

第 8 例 , 第 4 例 で 見 られ た 様 に , 受精 卵 と 共に 或 は 単 
独 で 不 受精 卵 が 芝 便 内 ょ り 検 出 出来 た 事 より 第 1, 第 2 
例 で 考え られ る 様 な 工 便 と 共に 排出 され る 前 に 腸 内 に て 
全て が 破壊 消失 する と 云う 事 は 否定 出来 る 。 然し 年 ら 第 
4 例 の 犬 を 選 殺 後 , 釣 虫 寄生 場所 附近 の 小腸 内 容 と 排 浴 
直後 の 工 便 内 と の 釣 虫 卵 数 を スト ー ル 氏 の 方 法 に より 計 
算 し た 所 , 糞便 の 性 状 に よる 修正 を 行 つ て , e.p.g. は 前 
: に re ボッ ーー 2 和 RAGNE 

。 両 も 受精 卵 排 港 時 の e.p.g. は 83550 乃至 53700 で あ 

く 。 WC で 25 人 
ある 。 若 し た きえ 受精 卵 排 洪 時 に 入れ た 虫 体 全 て が 寄生 
生存 し た と し て 48 隻 と し , 不 受精 卵 の み の 時 の を 42 隻 と 
し て も , て の e.p.g. の 差 は 大 きい 。 森下 (1955) は 犬 の 
釣 虫 卵 の 分 布 は 糞便 内 の 不 消化 塊 の 大 き さ , 数 に 影響 さ 
- れ , スト ー ル 氏 の 稀釈 虫 卵 計 算法 は 信頼 出来 な いと 述べ 


計 : 十 は 受精 卵 陽性 , 不 十 は 不 受精 卵 陽性 を 示す 


て は いる が 。 る れ 記 し てき と の 導 は まり と も 和 き by お 記 
わざ る を 得 な い 。 之 は 腸 内 に て 産 さ れ た 不 受 精 卵 が 体 
外 に 糞便 と 共に 排 湯 さ れる 以前 に 腸 内 に 於 て 破壊 され る 
も の が 若干 ある の で は な いか と 思わ れる 。 

4) 不 受精 卵 の 形態 的 , 化学 的 性 質 

a. 形態 的 性 質 : 前 述 の 如く , 産 下 直 俊 の 不 受精 卵 
の 卵 毅 の 形 , 大 さ で は 受精 卵 と 区 別 する 事 は 出来 な い 
が , 卵細胞 は 不 受精 卵 ご で は 大 きく 分 け て 2 種類 に 分 けら 
れる 。 即ち ee 一 部 鞭 縮 し て 卵殻 と の 間 
に 空 際 が み ら れ , 不 規則 な 塊 と し て 見 られ る も の , 即ち 
Beaver の アメ リカ 釣 虫 の 不 受精 卵 の 記載 に 一 致す る 。 
或 は 卵細胞 は 其 縮 す っ 事 な く , 分 界 不 明 際 の ま 、。 
内 に 充満 し て , 周辺 積 々 不透明 と な り , 愉 も 時 射 期 の 前 期 
を 思わ せる 下 卵 で ある 。 数 か ら 云 えば 前 者 が 多い が , 人 彼 

i に は 核 の 見 られ る 事 が ある 。 ( 図 4 の b) 受精 卵 は 森 

下 も 述べ て いる 如く , 既に 子宮 内 で 分 像 を 行 つ て いる も 
の が 多く , と の 点 に 於 て 不 受精 卵 と は 和 鑑別 が 可能 で あ 
る 。 之 等 の 不 受精 卵 が 宿主 の 腸 内 に 産 下さ れ , 破壊 消失 
を 免れ て 糞便 と 共に 宿主 の 体外 に 排 注 さ れ た も の は , 図 
6, Y, 8, 9 の 如く , 卵 股 が 積 < 膨 大 し , 大 さ 60.7> 
78.5 ム X 42.8 て 57.14 で , 多く の 場合 卵細胞 は 姜 縮 し , 
細胞 吾 粒 の 大 さ は 不同 と な り , 油 滴 状 の も の も 見 られ , 
淡 黄 褐 色 を 呈す る も の も あり , 変性 卵 の 性 状 を 呈し て い 
る 。 と の 状態 で は 受精 卵 の 変性 し た も の と 第 別 出来 な い 
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We し 0 
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3, 
り , eggs in uterus。 4-13, 
after 3hrs. 


unfer 


6-9, in feces of dog 10, 


egg (?) 


場合 が ある 80z を 越す も の も 現われ ( 図 11) , 遂に は 卵 毅 も 不明 央 

b. 化学 的 性 質 : 私 は 受精 卵 と 不 受精 卵 に 対し , 化 と な る も の も ある 。 ( 図 12) 然し 生 ら 引続き この 溶液 中 
学 的 な 鑑別 を 行う に 当り , 材料 と し て は 上 単 性 誠 生 の 場合 に 放置 し , 日 を 遂 つて 観 窪 する と 表 2 の 如く , No. 1 で 
の 雌 成虫 と 両性 寄生 の 場合 の 雌 成虫 を 夫々 宿主 ご で ある 犬 は 14 日 , No. 2 ご は 22 日 , No.3 で は 26 日 , e.p.g. は そ 
の 塞 腸 内 ょ り 生 きた ま ゝ 取り 出し , 別々 の 試験 管内 リン の 間 に 多 少 の 変動 は ある が , 左 程 の 差 和 を 認 め た ない 。 即 ち 


ゲル 液 と 共に 入れ , 88C の 映 卵 器 中 に て , 一 晩 放置 し た 不 受精 卵 は N/IO Ng 曽 達 溶液 中 ン 卵 疫 膨 し し, 変性 し 
後 , 雌 成虫 を 取り 除き , 速 心 沈 濃 し て , その 管内 に 産 下 て 行く 像 を 呈す る が , 実際 に 完全 な 破壊 消失 が 行 われ 
し た と 思わ れる 卵 を 集 勇 し Me っ 280 (人 工 胃液 の 場 る の は 可 成 り の 日 数 を 要する も の と 思わ れる ろ る 。 之 れ に 反 
合 は 88C) の 明 二 ス 4 に 全て 48 時 間 後 に 観察 し し 受精 卵 は N/10 昔 性 費 達 溶液 中 で 72 時 間 後 ご も , 卵 細 
た 。 但し 昔 性 曹達 液 に 対す 実験 の み は 宿主 より 排 溢 さ 胞 の 発育 は と まつ て いる が , 変性 現象 は 見 ちら れず, 卵殻 
れ た 受精 卵 又 は 不 受精 卵 含 \ 有 の 蒙 便 を 用 い : に き の は 導 ) と ( 図 18) 然し 5 日 後に は 卵 吉 
i) 昔 性 曹達 溶液 : 便 と 共に 排 湯 さ れ 不 受精 卵 に 変化 は MM > れ な い が , 卵細胞 は 姜 縮 し , 人 の 
を N/10 昔 性 曹 遠 溶液 中 に 入れ て , 28'C に 放置 する と , を 呈し て 来る 。 14 昌 後に は - 層 変 性 の 像 が 著 明 で 
卵 疫 は 益々 膨大 し ( 図 10) , 細胞 頼 粒 は 次 第 に 消失 し て 商 且 卵 肖 は 形 , 大 さ 共 に 異常 を 認め な い 
油 滴 状 物 が 残り , 48 時 間 後 に は 大 さ が 長 径 100 ム , 短 任 i) 塩酸 : 10 多 の 塩酸 中 に 入れ た 受精 卵 は 卵細胞 の 変 
第 2 表 スト ー ル 試験 堂 に 於 ける 同一 代 便 の e.p.g. 
実 験 日 数 
No. ーー - - ーーーー ーー 一 ーーーーー ーー 一 
1 2 3 4 6 9 11 12 14 16 18 19 20 22 24 26 32 
1 4400 7400 6600 5600 37CO 5400 7300 2400 0 400 100 
2 2450 1800 2300 2000 2100 1000 
3 2900 2900 3400 1900 
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terminal part of reproductive organ of 


kept in N/10 NaOH 
solution with feces of dog. 11-12. after 48hrs. kept in N/10 NaOH solution with feces 
fertilized egg of 4z. cgzzzz2, after 3 days kept in N/10 NaOH solution with 
of 4z. oezg7e in human feces. 
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テー oe 

。 祥 不 受精 卵 も 大 さ , 形 , 卵細胞 共に 異常 は 認め ら 
3 20 中 で は 受精 卵 は 10% の 時 と 同様 で め つ た に 
反し , 不 受精 卵 は 卵 朋 , 卵細胞 共 全然 消失 し て 認め られ 
な か つた 。 

ii) アン チ ホ ルミ ン :10 %% 液 中 に 入れ た 受精 卵 の 卵 
細胞 の 多く は , 発育 が その ま ゝ 停止 し て , 一 部 変性 し て 
いる が , 卵殻 の 形 , 大 さ に は 変化 は 認め られ な か つた 。 
不 受精 卵 の 卵 疫 は 不明 須 と な り , 唯 卵細胞 の 細胞 塊 に よ 
つて それ と 分 る 程度 で ある 。 従 つて 矢尾 板 氏 の ア ンチ ホ 
ルミ ン ・ エ ー テ ル 法 に よる 集 卵 法 で は 釣 虫 の 不 受精 卵 は 
卵 帝 が 不明 瞭 と な る 為 に 見 逃す お それ が ある か も 知れ な 
い 。3802 液 中 で は 受精 卵 は 102 の 時 に 比 し , 卵細胞 の 発 
育 の と まつ た も の が , 商 一 部 に 見 られ る が , 変性 卵 は 可 
成り 増加 し て いて , 卵 疫 の 大 き , 形 に は 変化 は 見 られ な 
い 。 不 受精 卵 は 10 の 時 と 同 潤 で ある 。 

iv) 硫酸 :10 多 の 硫酸 中 に 入れ た 受精 卵 の 卵細胞 は 
変性 を 来 し て いる が , 卵殻 の 大 さ , 形 に は 変化 は 見 られ 
な い 。 不 受精 卵 も 卵 帝 の 大 さ , 形 , 卵細胞 何れ も 変化 は 
や り 入 か ら の た だめ と . 村 寺 じ 析 生 ch 本国 か 

v) 人 工 胃 液 : jan ボ 消失 する 
らし い が , 残 つ て 見 られ る 卵 帝 に は 異常 は 認め らち れず 
久 細 胞 は 全く 変性 姜 縮 し て いる sem し 不 受 精 卵 は 全 
て 消化 せら れ て 全然 語 め られ な か つた 。 

vi) アル コー ル :10 2 の エチ ル ア ル コー ル 中 に 入れ 
た 受精 卵 の 卵細胞 は 一 部 変性 し た も の も 見 られ る が , 多 
く は 発育 が その ま ゝ と まり , 卵黄 膜 は 収縮 し て 卵殻 と 卵 
細胞 の 間 に 明 な 不正 形 の 膜 と し て 見 られ る 。 一 方 不 受 精 
卵 に は 変化 は 見 られ な か つた 。502% で は 受精 卵 の 卵細胞 
の 多く は 発育 か と まつ た ま ゝ の 状態 で 策 々 壮 縮 し , 一 部 
は 全く 姜 縮 変性 し て いる 。 不 受精 卵 で は 10%% の 時 と 同様 
に 変化 は 見 られ な か つた 。 

以上 の 如く 不 受精 卵 と 受精 卵 と の 変性 し た も の は 久 細 
胞 の 形態 で は 鑑別 が 困難 な 場合 が ある が , 化学 的 に 卵殻 
の 形 の 変化 表 は 消失 に よ つ て 区 別 を する と する な ら ぱ , 
共 の 実験 で は 昔 性 紳 達 液 , 塩酸 , アン チ ホ ルミ ン , ア 
ルコ ー ル 。 人 工 胃液 等 で ある 。 

5) ツ ビ ニ 釣 虫 の 不 受精 卵 に つい て 

以上 の 実験 観察 より 犬 釣 虫 に 於 て は 不 受精 卵 が 存在 
し , 受精 卵 と の 鑑別 も 可能 で ある 事 を 知 つ た が ,。 ツ ビ ニ 
釣 虫 に 於 て 同様 の 虫 卵 を 見 出し た の で と ゝ に 追加 する 。 
即ち 患者 は 8 才 の 女児 で , 昭和 30 年 6 月 28 日 に 塗 抹 法 に 
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より 釣 虫 卵 陽性 (培養 に より ツ ビ ニ = 釣 虫 ) の 為 , 同月 27 
日 四 塩 化 エ チレ ン 2.4 g(8 球 ) に より 駆虫 を 行い 。18 日 
目 の 7 月 15 日 , 後 検便 を 行 つ た 際 , 塗 抹 法 に より 陰性 で 
あつ た が 。 飽和 食塩 水 の 浮 漠 法 に より 図 14 の 如き 虫 卵 2 


個 を 見 出し た 。 (培養 に より 仔 虫 陰性 ) 依 つ て Y 月 19 日 
四 塩 化 エ チレ ン 2.4 g に より 再び 駆虫 を 行い 。 服用 後 24 
時 間 の 全便 を 濾 便 し た が , 虫 体 は 見 出し えな か つた , そ 
の 後 8 月 20 日 の 後 検便 で は 塗 抹 法 及び 飽和 食塩 水 浮 流 法 
共に 陰性 で あつ た 。 従 つて と の 東 体 が ツジ ビニ 釣 下 の 不 受 
精 卵 で ある と は 確 言 出来 な いけ れ ど も ゃ , 犬 釣 虫 の 不 受精 
卵 図 8 と 比較 し て , 恐らく ツジ ビニ = 釣 虫 の 不 受精 卵 で は な 
いか と 思わ れる 。 


総括 
私 共 は 釣 息 未 感染 の 幼 犬 に 手術 を 行い , 十二指腸 に 小 
孔 を 開い て , 生 病 の 康 の あれ 8。 実験 を 完了 し 得 


た 4 例 に 就 て 云え ば , 入れ た 翌日 より 犬 の 糞便 内 に 釣 虫 
の 受精 卵 を 見 出し た が , ( 塗 抹 法 。 浮 漠 法 に 培養 法 陽 
性 ) 16 日 又は 19 日 より 検出 出来 な く な つた 。 ( 氷 抹 法 。 
浮 済 法 並 に 培養 法 陰性 ) 即ち 釣 虫 の 子宮 内 に 精 虫 が 入 つ 
て 来 な けれ ば , その 中 に 含ま れ て いる 受精 卵 が 全て 産 下 
され る の に , 15~18 日 間 か ゝ る 事 を 推定 させ る 。 と の 様 
に 虫 卵 陰性 に な Pr 犬 の 空腸 内 の 釣 虫 を 取り 出し て 
検査 する と , 子宮 内 に は 虫 卵 が 充満 する が , 精 虫 は 見 ら 
れ な か つた 。 時 ea ょ り 産 下 直 後 の 虫 卵 は その 卵 
殻 の 大 さ , 形 に は 特に 異常 は 見 られ ぬ が , 卵細胞 は 分 界 
不明 瞭 の ま ゝ , 主 Ds 
れ , 不 規則 な 塊 と し て みみ られ る か , 又は 卵細胞 は 鞭 縮 せ 
0 の BR に し て 用 
な つて いる 。 之 が 不 受精 卵 で ある と 考え る 。 と の 不 受 精 
卵 は 母 虫 よ り 産 下さ れ 宿主 の 腸 内 容 物 と 混 じ て 。 糞便 
と 共に 体外 に 排 湯 さ れる が , その 間 に 若 干 は 破壊 消失 す 
ろ る らし い 。 と の 破壊 を 免れ て 排出 され た 不 受精 卵 は 卵殻 
策 々 膨大 し , 変性 卵 の 性 状 を 呈し て いる 。 之 は 受精 卵 の 
変性 し た も の と 形態 的 に 鑑別 困難 な 場合 が ある 。 産 下 直 
後 の 不 受精 卵 と 受精 卵 と を 各 化 学 薬品 液 中 に 入れ , 28C, 
ee と 検査 する と 20 多 塩酸 。 20 多 硫酸 及び 人 工 胃液 
不 受精 卵 は 消 朱 し て 見 え を なくなる が 。, 受精 卵 の 卵 細 
2 久 殻 に は 変化 は な い 。 又 10 タ アン チ ホ ルミ ン 
中 で は 不 受精 卵 の 卵殻 は 不明 瞭 と な り , 卵細胞 に ょ つて 
壮 じ て 多 下 卵 で ある と 判定 出来 る 程度 で ある が , 受精 卵 
の 卵細胞 は 多く は 発育 が と まつ た ま ゝ で , 卵 帝 に は 変化 
が Pt な lv 多 10 ェ プル ケル ミー ル で は 受精 卵 に 
は 変化 が 見 られ な い 。 然し 受精 卵 で は 卵殻 に は 変化 は 見 
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られ な い が , 卵細胞 の 多く は 発育 が と まつ た ま ゝ で 卵黄 
膜 は 姜 縮 し て 見 られ る 。 次 に 糞便 と 共に 排 注 さ れ た 不 受 
精 卵 は N/10 音 性 曹達 溶液 中 に 入れ て , 28'C に 放置 する 
と 卵殻 は 益々 膨大 し , 細胞 粒 は 次 第 に 消失 し て , 油 滴 状 
物 が 残り , 大 さ は 長径 100 ヵ , 短 径 80z ed 至り , 
48 時 間 後に は 卵殻 も 不明 瞭 に な る も の も ある 。 然し と の 


様 に 卵殻 の 不 MP っ た 不 受 簡 の 多く は 16 一 25 昌 後 
に も 消失 する 事 な く 検 ! 中 る 。 と の 場合 受精 卵 は 3 日 


後に は 卵細胞 の 発育 が か と まつ た ま > ゝ で , 卵殻 に は 異常 が 
認め られ な い が , 5 日 後に は 衣 有 は 変性 する 。 然し 
生 ら 卵 殻 ( さ 14 日 役 ( て 年 そ 異常 は 認め られ な か つ うた っ 


以上 の 諸点 E ま り 不 受精 卵 と し 受精 卵 ^ 3 化学 的 が Es 
て も 第 別 する 事 が 出来 る 。 
結論 
1. 犬 釣 虫 に は 不 受精 卵 が 存在 する 。 


2。 と の 不 受精 卵 は 母 虫 の 子宮 内 より 産 下さ れ , 宿 
主 の 糞便 と 共に 体外 に 排 湯 さ れる が , その 間 宿 主 の 腸 内 
で 若干 は 破壊 消失 する も の と 思わ れる 。 

3. 産 下 直後 の 不 受精 卵 は 形態 的 に 受精 卵 と 鑑別 し 
うる が , 糞便 と 共に 排 浴 さ れる と 卵細胞 は 変性 し , 受 精 
卵 の 変性 し た も の と 第 別 が 困難 な 場合 が ある 。 

4。 不 受精 卵 は N/10 昔 性 曹達 溶 液 ,。 20 多 塩 酸 , 10 
及 び 380 タ アン チ ホ ルミ ン 。 人 工 胃液 内 に て 卵 帝 の 変化 
又は 虫 卵 の 消失 を 来 す 。 然し 受精 卵 に 於 て は 卵細胞 の 変 
性 が 見 られ ろ る が, 卵 毅 に は 変化 が 見 られ な い 。 

最後 に 御 指導 御 校 開 賜 つた 小林 晴 治 郎 先生 並 に 御 指 
導 御 助言 いた ゞ さい た 日 本 寄生 虫 病 研究 所 長 浅田 順一 欧 
生 に 深 席 する と 共に , 終始 御 協力 下さ つた 教室 伊東 訪 子 
嬢 に 厚く 御礼 を 申 上 げ る 。 
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SuummrnarY 


We operated on the abdomen of four young 
dogs which were not yet infected with 4zcy/os/972 
c の 72, and Dut into their duodenum the female 
worms of 4z. cgzzz22。 During 15 to 18 days 
after operation fertilized egg of 24. c2Z724274 WeTG 
found in the feces of dogs, but after 16 to 19 
days they were not found jn it. HIhnmedialely 
after the disappearance of fertilized eggs in feces 
of these dogs, we took out the hookworms oper3- 
tely*from their intestine. The uteri of these 
female worms contained rmany eggSs, but no SDer- 
matozoa of hookworms. The eggs get out from 
vulva seem to be unfertilized eggs. (Fig. 4-5) 
Their shell are ovoidal in shape, thin and hya- 
line, and have an average size of 50.0-64.8 by 
32.1-42.8 /。 Their contents are unsegmented and 
disorganized mass. The similar eggs found in 
feces of the above operated dogs. They are 
slightly 1arger, (60.7-78.5 by 42.8-57.1 /) and their 
content consists each of a contracted mass of 
disorganized hijghly refractive granules of variouSs 
SizeS。 (Fig. 6-9! 

From these observation it may be concluded 
that there are di 任 erences between unfertilized 
and fertilized eggs in the internal content, but no 
differences were found between most of the un<- 
fertilized egg and the degenerated one of fertilized 
egg in feces of dog. 

The shell of unfertilized eggs after 1aying melts 
aw24y immediately in 20 hydrochloric acid and 
20% sulphuric acid under 28?C and artificial gaS- 
tric juice under 38“C after 48 hours, but the 
shell of fertilized egg in the same solution remains 
unchanged. The shell of the unfertilized egg 
kept in the 10% antiformin under 28“"C is seen 
faintly after 48 hrs., so that we can hardIy re- 
cognize its nature, while the fertilized egg in the 
same conditions remains unchanged. When the 
unfertilized eggs in feces of dog with feces were 
put into the N/10 NaOH solution under 28"C, 
most of their shell soon swell out, enlarging Over 
100 by 80z, and the cellular granules in them 
became irregularly and after 48 hrs. some of the 
eggshells definitely can not be recognized. 
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大 腸 バ ラン チ ジ ウム の マウ ス ,。 ラ ツ テ に 







お ける 腹腔 , 度 下 接種 試験 


特に ムチ ン の 影響 に つい て 


ト 部 


簡 也 


慶応 義 藝 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 30 年 12 月 5 日 受領 ) 


緒言 

豚 の 大 腸 バ ラン ジウ ム を ラ ッ テ に 感染 せしめ る 実験 は 
Hegner (1926), Rees (1927), Schumaker (1930), 
野沢 ! (1954) 等 に より , 又 モ ル モ ッ ト に 感染 せしめ る 
. 実 験 は Schumaker (1930), Andrews (1930)。 Obitz 
(931), 野沢 ? (1954) 等 に より 成功 し た 事 が 既に 明か 
に され て いる が , マウ ス に 感染 せしめ 得る る の で ある か 
どう か は 未だ 判 つ て いな い 。 そ と で 私 は 先 づ 豚 の 糞便 よ 
り 分 離し 継 代 培養 し て 得 た 運動 活発 な 大 腸 バ ラン チ ジ ウ 
ム (以下 B. coli と 略称 する ) 栄養 型 の 可 及 的 大 量 を 
用 いて マウ ス に 経口 的 , 及び 開腹 盲腸 内 投与 を 試み , 之 
に ょ つて 感染 する か どう か を 欠 察 し た の で ある が 結果 は 
何れ も 陰性 に 終 つた 。 

一 方 , 野沢 (1954) は 感染 し た ラ ッ テ の 盲腸 内 容 ょ 
り 息 体 浮 遊 液 を 採取 し , と の B. coli を モル モッ ト の 腹 
膝 内 へ 接種 する 事 に よ つ て 虫 体 が そ と で 増殖 し 得る か ど 
うか , 又 虫 体 と 細菌 と の 関係 は どう か を 追 宛 し よう と し 
た が 注入 し た 虫 体 の 少数 が 数 日 間 生 存 し た と 云う だ け で 
増殖 は お こら ず そ の 目的 は 達せ られ な か つた 。 

それ 故に 私 は ムチ ン ( “CO .M.C . 製 ” Gastric Mucin 
和光 純 薬 工 業 株 式 会 社 ) を 用 いて B. coli を マウ ス , 
ラテ ッ テ の 腹腔 及び 皮下 へ 注入 する 事 に より 或 は 之 が 生体 
の 異 局所 に 於 て 増殖 感染 する の で は な いか と いう 想定 の 
下 に , 更に ダム チン が B. coli の 生存 増殖 に 如何 な る 
影響 を 与 へ る の で あろ うか を 急 察 する 為 に 今回 の 実験 を 
あつ だ 。 

に 山川 ? 1954) は 拡散 因子 剤 (Hyaluronidase) を 





fy6 の z2 の e: Intraperitoneal and subcutaneous 
injection of mice and rats with 万 2/Z77774 が 2 co が 
with special reference to the effect to gastric 
miucin. (Department of Parasitology, School of 
Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


赤痢 アメ ー バ の 培養 虫 体液 に 一 定 濃度 に 混 じ て モル モ ッ 

ト の 盲腸 内 に 接種 し その 感染 状況 を 観察 し た が , か ゝ る 
拡散 因子 剤 を 加 へ て も 腸管 内 に 於 る アメ ー バ 虫 体 の 増 将 
感染 に は あま り 影 響 を 及ぼ さ ず , その 感染 率 は 対照 群 に 
比べ て 大 差 な い 事 が 示さ れ て いる 。 

駐 Jones? (1946) は 5 % の ムチ ン を 赤痢 アメ ー バ 到 
体 浮遊 液 に 加 へ て 開腹 し た 後 ラ ッ テ の 盲腸 内 へ 往 入 し , 
下痢 , 粘 血 便 等 の 症状 を お と させ , 潰瘍 等 高度 の 病変 を 
発現 せしめ , 且つ 可 成 り 高い 感染 率 を あげ る 事 に 成功 し 
た と 報じ て いる 。 

面 し て スム チン が 1932 年 , W.J. Nungester 等 に よ つ 
て 肺炎 双 球 菌 の 喰 菌 現象 探索 に 用 いら れ て 以来 , 相次い 
で ムチ ン の 細菌 に 与 へ る 効果 が 研究 せら れる よう に な り 
1948 年 L.Olitzki? は 之 等 の 諸 実験 の 結果 を 一 括 し て そ 
れ が 細菌 に 対し て Coating Action ( 被 包 的 作用 ) を 為 
す ゃ も の で ある と 述べ た 。 即ち 彼 に よれ ば ムチ ン を 細菌 と 
共に 生体 に 注入 する と, 喰 菌 現象 の 停止 , 抗体 産生 の 抑 
制 , 殺菌 作用 の 減退 等 を 促進 させ る 事 に より 生体 側 の 抵 
抗力 を 抵 下 せしめ , か くし て ムチ ン は 所 調 Aggressine 
(侵襲 素 ) の よう な 役目 を する も の で ある まい か と 述べ 
て いる 。 

若 し そ う で ある な ら ぱ ば , ムチ ン を B. coli 下 体 浮遊 
液 に 一 定 濃度 に 混 じ て マウ ス , ラテ ッ テ の 腹腔 , 皮下 に 接 
種 す る 事 に より , B. coli の 随伴 細菌 の 菌 力 が 増し , 組 
織 へ の 侵 組 性 が 強まり , 次 いで 之 等 の 細菌 を 食物 と し て 
摂取 する 事 に より B. coli 取 体 が ある 程度 増殖 し , こと 
ゝ に 生体 の 腸管 以外 の 場所 に 於 て も B. coli が 増殖 する 
も の で は な いか と 思わ れ た の ぐ 今 回 の 実験 を 行 つた 次 第 
で ある 。 

実験 材料 及び 方 法 

実験 材料 と し て は マウ ス 8 10g の も の を 主 と し , 10 

て 15 g の も の を 若干 用 いた 。 そ れ 等 の 糧食 に は 小麦 , 野 
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藤 を 以 て し , 実験 使用 迄 4 5 日 間 飼育 を 行い 動物 の 鍵 
康 状 態 の 良好 の 時 期 を 選ん だ 。 B. coli の 株 は チ ス テ を 
含む 豚 の 糞便 を Balamuth 卵黄 浸出 培地 に て 約 2 ヶ 月 
間 継 代 培養 し て 得 た 運動 活発 な 栄養 型 で ある 。 こ と の Ba- 
lamuth 培地 に 米粉 2, 3 白金 耳 を 加 へ て 48 時 間 培 養 を 
行い , 実験 直前 に その 虫 体 増 殖 部 より 約 0.2cc 虫 体 浮 遊 
液 を と り , 之 に 滅菌 生理 的 食塩 水 で 1 に 溶かし た ムチ 
ン (Gastric Mucin) を 0.1, 0.2, 0.3cc 加 へ て 夫々 
の 系 列 を つく り , 注入 全 液 量 は 0.8<0.5 cc の 間 と し 
0.5cc を 超過 し な いよ うに し た 。 と の 混和 沙 液 の 注入 に 
際 し て は 先 づ 随 伴 細 菌 を 含む 昌 体 浮遊 液 を も ちい て 行い 
次 いで 細菌 感染 に よる 死亡 を 林 分 な り と 防ぐ 為 に その 虫 
体 浮遊 液 を 滅菌 生理 的 食塩 水 で 2, 3 回 洗 つ て 随伴 細菌 
を 減少 せしめ た 洗 共 虫 体 浮遊 液 を 使 。 対照 と し て 
Yo トチ FPP 
浮遊 液 を 用 いて 比較 し た 。 注 入 に際し て は B. coli の 増 
殖 時 期 の 最も 活 湊 な 移 殖 後 48 時 間 の も の を 選び , 血球 計 
算 板 で 虫 体 数 を 検 し て 培養 液 0.1cc に 約 20000~30000 
レン SF を 用 い 注 入 液 一 定量 に 略 々 同数 の 
を 含む よう に し た 。 之 は 染谷 , Oblitz 等 が ヘチ ン を 
Ft て 用 いる 有効 濃度 は 8 で あ 
り , ムチ ン の 注入 有効 量 は マウ ス の 腹腔 内 接種 の 場合 
0.2cc。 ラ ッ テ の それ は 2 cc で ある と の 実験 を 標準 と 
レ し た も の で ある が , 苗 力 増強 に よる 細菌 感染 死 を 出来 る 
だ けり 防ぐ 為 に 濃度 を 1 多 と し , 接種 量 は マウ ス 腹 腔 接種 
の 場合 0.10.8 cc, 皮下 接種 の 場合 0.2cc, 双 ラ ッ テ 
腹腔 内 接種 の 場合 2 cc, 皮下 接種 の 場合 0.2cc と し た 。 
接種 方 法 
1) 腹腔 内 接種 , 麻酔 する 事 な く マウ ス の 腹腔 内 に 
ーー NKK 
06 注入 し 。 間 入部 より 混 開 の 首 濾 し な い 事 を 義 め 。 
局所 を 浜 度 丁 幾 で 消毒 し た 。 注入 後 , 試験 , 対 脱 群 と も 
に 多 ど 大 半 が 94 時 間 人 と 随伴 細菌 に よる 感染 死 を 示 し た 
が 剤 検 時 。 下腹 部 を 大 きく 切開 し , 腹腔 液 少 量 の 時 に は 
37C 加 温 滅菌 生理 的 食塩 水 に て 腹腔 内 を よく 洗 敬 し , そ 
の 液 約 83 て 4cc を シャ ー レ に 受け , 又 腹 膝 液 大 量 の 時 に 
は ピペット で 吸引 し て 得 た 汚 秋 黄 色 の 粘 千 な 腹腔 液 約 
2 cc を ガー ゼ で 濾過 し な が ら 小 試 管 験 に 入れ 暫 次 静 置 し 
て 得 ら れ た 沈 浴 よ り 約 0.8~ て 0.5 cc 採 肥 し た 後 , 1 匹 
に つい て 次 抹 標 本 18 x 18 mm 4 枚 を 作り , その 中 の 虫 体 
数 を 全 視野 に つい て 算定 し ね > 半 
に 際 し て 肉眼 的 所 見 を 求め た と と ろ , 癒着 せる 腸管 , 腸 
の 凡人 め た が. 
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膜 の 潰瘍, 壊死 巣 は な く , 2, 8 日間 生 存 し て いた 少数 
の マウ ス に も 下痢 , 粘 血 便 等 の 発症 例 は 全く 認め られ な 
か つた 。 

2) 皮下 接種 , 麻酔 する 事 な く マウ ス の 右 腹 股 部 皮下 
へ 1 多 ム スチ ン 溶 液 0.2cc に 虫 体 浮 遊 液 0.1cc を 加 へ 全量 
を 0.8cc と し て 注入 し , Fmoec3Nem 
た 。 と の 場合 注入 後日 を 経て も 死亡 する も の は 全く 無 
em 為 に 1 日 後 よ り マ ウ 
ス に ェ エチル エー テル で 麻酔 を 行い , 右 腹 股 部 に 1 cc ツ ベ 
ルク リン 注射 器 に 小 菌 生理 的 食塩 水 を 吸引 し た も の を 注 
入 し て 局所 皮下 を 洗 敬 せる 液 を 採取 し , その 検 液 より 1 
匹 に つい て 4 枚 の 塗 抹 標 本 を 作り 同上 の 算定 法 に よ つ て 
1 枚 平 均 の 虫 体 数 を 求め , 以上 の 操作 を 7 ー10 日 に わた 
つて 行い 経過 日 数 に よる 下 体 数 の 増減 を 追 宛 し た 。 丸 検 
液 採取 不能 の 時 に は 局所 を 切開 し , 生理 的 食塩 水 を 吸引 
よみ ぜ ペッ ト で よく 自生 の の 計 拉 生生 
ー レ に 受け て その 沈 溶 より 算定 し た 。 生存 せる マウ ス に 
て は 下痢 , 粘 血便 は 認め られ ず , 内 妥 的 所 見 に 於 て は 用 
粘膜 の 潰瘍, 壊死 巣 も る な か つた 。 た ぶ ゞ 5 日 後 頃 か ら 極 く 
少数 の も の に 注入 局所 の 肛 瘍 形成 が 見 られ た が 内 容 吸 史 
に よ ょ つて 虫 体 陽 性 を 示す も の は 皆無 で あつ た 。 

以上 が マウ ス の 場合 で ある が ラテ ッ テ の 場合 に は 約 80 g 
位 の 比較 的 幼 弱 な も の を 選び , 糧食 は 小麦 , 野菜 を 以 
て 4< て 5 日 間 飼 育 し た 後 , 健康 状態 の 良好 な 時 実験 に 供 
レ た 。 使用 し た B. coli の 株 や 1 多 ム チン の 使用 法 は 
マウ ス の 場合 と 全く 同様 に し て 行 つ た が 使用 量 は 適当 に 
増減 し た 。 即 ち 次 の 如く で ある 。 

腹腔 接種 ご は エチ ル エ ー テ ル で 軽く 麻酔 し た 後 , 昌 体 
浮遊 液 1 cc に 1 多 ム チン 2 cc を 加 へ て 全量 8 cc と し 対照 
と し て 下 体 浮遊 液 の み 8 cc を 夫々 5 史 宛 腹腔 内 に 接種 し 
た が すべ て 24 時 間 以 内 に 死亡 し 何れ も 剤 検 を 行 つた 。 
皮下 接種 で は 同様 に ェ エー テル 麻酔 を 施し し 
0。8cc に 1 多 ム チン 0。.2cc を 加 へ て 全量 0.5cc と し た 
の を 右 腹 股 部 皮下 へ 6 匹 接種 , の ま の 肖 
0.5cc を 同 所 へ 6 匹 接種 し た 。 然るに マウ ス の 皮下 接種 
と 同じ く 死 亡 る も の な く , その 経過 を 全く マウ ス の 場 
合 と 同様 に し て 観察 する 事 が 出来 た 。 多 3 日 後に 局所 に 
膜 瘍 形成 を 見 た も の が あ つた が その 内 容 よ り B. coli 
虫 体 を 発見 する 事 は 出来 な か つた 。 上 虫 体 数 の 算定 方 法 は 
全く マウ ス の 場合 と 同様 に し て 行 つ た 。 

商 。 之 より 先 に と の ムチ ン が 試験 管内 に て B, coli の 
生活 力 , 増殖 に 如何 な る 影響 を 与 へ る か を 知る 為 に 予備 
実験 を 行 つ た 。 即ち , 前 述 の Balamuth 培地 3cc を 含 
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効力 の 低下 か ぁ り , 以後 滞 炊 その 活性 度 は 減少 し , 下 
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管 秀 の 一 定 せる 小 試験 管 に 1 2 ムチ ン 溶 液 約 1 cc を 加 
へ て 全量 4cc と し た も の を 5 本 , Balamuth 培地 4 cc の 
み の 5 本 を 用 意 し , 之 等 に 夫々 2, 3 白金 耳 の 米粉 を 加 
へ B. coli 栄養 型 の 運動 活 湊 な 増殖 期 に ある 虫 体 約 0.5 
CC を 加 へ て 遇 卵 器 に 1 週間 に わた つて 放置 し, 毎日 その 
正体 の 生活 力 , 増殖 程度 の 経過 を 比較 観察 し た 。 由 体 数 
の 算定 は 試験 管 一 本 に つい て 4 枚 の 標本 を 作り 。 そ 
の 平均 数 を 経過 を 追 つ て 追 宛 し た 。 

実験 成績 

1。 予備 実験 . 

Balamuth 培地 (に 122 ムチ ン を 加 へ て 下 体 浮遊 液 を 
移植 し た 場合 と , 加 へ ず に 移植 し た 場合 と を 比較 する 
時 , 注 加 後 2 日 目 衝 は 大 差 が な いけ れ ど も 3 ロ 後 に は ス 

チン を 加 へ た 試験 群 に 既に 虫 体 の 消失 する も の が 現われ 
た 。 即ち 3 日 後に 生存 虫 体 の 見 られ た 試験 管 数 は 5 本 の 

ち 試 験 群 8 本 に 対し て 対照 群 は 5 本 で あり , 4 日 後 ( 

は 試験 群 2 本 に 対し て こ 対 明 群 本 。 5 日 後に は 試験 群 ユ 
本 に 対し て 対照 郡 2 本 と な り 6 日 後に 至 つて 両 群 と も に 
昌 体 は 消滅 し て 了 つ た 。 (第 1 表 ) 表 中 の ( 世 ) は 昌 体 
数 101 以 上 , (〈 填 ) は 11~100, 〈 十 ) は 1 て 10 な る 事 を 
示す 。 表 示し た よう に 上 由 体 の 生存 日 数 は ムチ ン を 加 へ な 
い 対 周 群 の 方 が 策 々 延長 する も る の の よう で ある 。 


第 1 表 試験 答 内 に 於 ける ムチ ン の 
B. coli に 与え る 影響 














上 移植 後 中 体 の 生存 日 数 
O. 
1 日 後 2 日 後 3 日 後 4 日 後 5 日 後 6 日 後 
試 1 相 理 一 一 ーー 一 
2 桂 理 一 ー 一 一 
験 3 欄 革 土 圭一 一 
4 革 。 吐 革 圭二 ーー 
群 5 理 革 革 一 一 一 
対 1 相 持寺 キー 一 
2 革 本 せ 一 一 一 
照 3 虹 理 革 圭一 一 
4 理 時 革 圭二 一 
群 5 時 持 叶 圭二 ー 





既に Seneca, Henderson", 山川 ? 等 は に アル ロニ 
ダー ゼ を 赤痢 アメ ー バ 培養 液 に 種々 の 濃度 に 混 じ て その 
試験 管内 に 於 る 果 衝 を 捉 宗 し て て いる が , ヒア ル ロ ニ ダー 
ゼ は 水溶 液 こ する と 不安 定 と な り 87 で , 24 時 間 で は 15 多 
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体 の 増殖 事 , 生存 率 に は か ゝ る 拡散 因子 剤 を 加 へ て も 大 
た 影響 は な いと 述べ て 居る 。 
タ C. G. Anderson, R. 氏 K. Oag は ムチ ン の 活性 度 
化学 状態 丈 に プロ ティン 翌 に ある で あろ うと 云う 
と 夫 の る 。 
何れ に せよ , と の 予備 実験 の 結果 , 試験 管内 に て は ム 
チン を 加 へ て も B. coli の 増殖 に は 影響 を 及ぼ さ ず , 
時 間 の 経過 と 共に eo は 滴 次 失わ れ て その 作 


用 は 遂に ( は 消失 し し ろ 虫 体 の 発育 , 運動 , 生存 に 幾 
か の 悪影響 を へ る る ま キ も の で 誕 te と 思わ れる 。 
2。 本 実験 


1) マウ ス の 腹腔 内 接種 の 場合 。 

接種 後 , 実験 手技 , 気温 に よる と 思わ れる も の , その 
他 の 判然 と し な い 原 因 に ょ り 死 亡 し た と 思わ れる も の は 
すべ て 除外 し た 。 

洗 敬 し な い ( 即 ち 随伴 細菌 を 洗わ な い ) B. coli 虫 
休 浮 放 溢 に ムチ ン を 混 じ て 注入 し た 試験 放 0 下 の 内 ナベ 
て が , 叉 対照 群 20 匹 の 内 18 匹 が , 即ち 合計 40 匹 の 内 実に 
38 中 が 注入 後 20 一 24 時 間 で 組 曽 感 潮 の 為 に 死亡 し た 。 そ 
の 何れ に 於 て も 死亡 直後 剖検 し た と ころ, 試験 群 20 匹 中 
15 匹 (752) に , 双対 照 群 20 匹 中 4 匹 (2022) に 虫 体 が 認め 
られ , 試験 群 の 虫 体 は 活 湊 な 運動 を 示す 栄養 型 で 時 に 少 
数 の 分 裂 型 を 認め た の で ある が , 対照 群 の 虫 体 は 殆ど 運 
動 し な い 栄 養 型 で その 中 に 多数 の 了 虫 体 破壊 像 を 混 じ て 居 
ACN 

られ ず 随 伴 細 菌 は 可 成り 増 ) て 居る も の の 様 で あ 
し た 。 試験 群 対 用 - 見 られ た 中 体 均 は 略 々 注入 
量 に 比例 し て 残存 し て いる の で あつ て , 増殖 し て 居る 所 
見 は 全く 見 ら れ な か つた 。 唯 , 試験 群 の 中 に は 注入 前 よ 
りゃ 息 体 の 運動 が 或 は 激しい 旋回 性 を 示し , 或 は 速 か に 
行わ れ て いる 運動 元 進 像 を 示 し た も の が 存在 し て い 
た 。 又 何れ に 於 て も 腸管 の 潰瘍 壊死 の 如き 病変 は 認め ら 
れ な か つた が 腸管 の 癒着 , 腸 間 膜 血管 の 充血 を 示す も の 
が 多数 存在 し 腹膜 炎 の 所 見 を 呈し て 居 た 。 (第 2 表 ) 。 

洗 敬 し た (即ち 移植 培養 せる 虫 体 を 2, 3 回 に わた つ 

て 小 菌 生理 的 食塩 水 で 洗 つ た ) B. coji 虫 体 浮遊 液 に ス 
チン を 混 じ た 場合 に は 試験 群 は 24 時 間 以 内 に 死亡 し た 
も の 0 本 中 相 72 時 間 後 の も の 3 匹 , 対照 群 は 24 時 間 
以内 の も の 20 匹 中 18 匹 , 72 時 間 後 の も の 7 匹 で 合計 40 忠 
中 30 匹 が 24 時 間 以 内 に 細菌 感染 死 を げ た の で ある が 72 
時 間 迄 生存 し 続け る 事 を 得 た も の が 10 匹 あり , マウ ス の 
生存 日 数 は 細菌 を 洗 敬 し た 正体 浮遊 液 を 注入 し た 場合 の 
方 が 幾 分 延長 し た 。 こ と の 場合 , 虫 体 陽 性 率 は 試験 群 20 匹 
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第 2 表 B. coli 下 体 浮 洪 流 の マウ ス 腹腔 内 接種 ( 洗 肖 し な い 下 体 浮 洪 流 の 場合 ) 
接 種 量 死亡 数 
6 テ - に 導 ーー 陽性 数 虫 体 平 均 数 忠 体 運動 陽性 率 

CC CC 
試 0.2 0.1 8 8 0 6 20<30 十 2 
験 0.2 0.2 4 4 0 10>15 二 っ 6 
群 0.2 0.3 8 8 0 40>50 十 (75 め ) 
対 0.3 8 8 0 10-15 ーー 
取 0.4 6 6 0 0 0 に - 
群 0.5 6 4 2 0 0 一 (20) 

第 3 表 B. coli 晶 体 浮 渡 流 の マウ ゥ ス 腹 腔 内 接種 ( 洗 光 し た 昌 体 浮 渡 液 の 場合 ) 

cec 例 数 ce 陽性 数 虫 体 平均 数 虫 体 運 動 陽性 率 

pa ee 1 日 後 3 日 後 

試 0.2 0.1 15 12 3 11 1 と 5 15 
有 験 _TS_ 
群 0.2 0.2 5 5 0 4 10 圭 (75 め ) 
対 0.3 15 9 6 2 1 と 2 ーー 6 
Ma 0.4 5 4 1 4 20 一 30 十 20 
群 7 (30) 





中 15 匹 (752) で ある の に 比べ 対照 群 は 僅 に 20 匹 中 6 匹 
(302) に 過ぎ な か つた 。 然し 虫 体 の 運動 は と の 場合 緩 
慢 な が ら 対 照 群 に も 見 られ た 。 之 は 細菌 を 洗 滞 し て か ゝ 
る 随伴 細菌 数 を 減少 させ る 事 が 虫 体 の 発育 , 運動 , 生存 
に 比較 的 好 影 響 を 与 へ , 一 方 マウ ス の 生存 日 数 を 若 千 延 
長 せ し め る 原因 と も な る の で あろ う 。 何れ に せよ 腹腔 内 
接種 に て は 虫 体 の 増殖 は 全く 認め られ ず , 虫 体 陽性 率 は 
ムチ ン を 加 へ た も の の 方 が 造 か に 高 率 で あつ た 。 (第 3 
表 ) 。 

思う に 虫 体 の 細菌 浮遊 液 を 腹腔 へ 接種 する な ら ば 虫 体 
の 増殖 する より 速く 細菌 の 激しい 増殖 が 行わ れ 之 等 は 血 
行 へ 速 か に 侵襲 し て 全身 感染 を 惹起 せしめ , 更に ムチ ン 
に よる 生体 側 の 抵抗 力 減 が 加 へ られ て 腹膜 炎 を お と し 
か くし て 生体 は その 過半 数 が 24 時 間 を 待た ず し て 死亡 す 
る も の と 思わ れる 。 

2) マウ ス 皮 下 接種 の 場合 。 

皮下 へ 接種 し た 場合 に は 細菌 を 随伴 し て も 試験 , 対照 
群 共 に 死亡 する も の は 1 匹 も な か つた 。 之 は 細菌 の 大 部 
分 の も の が 局所 リ ン パ 腺 組織 球 に 摂取 せら れ て 長く 停 藻 
レ , 細菌 の 血行 中 へ の 移行 が 腹腔 接種 より も 衝 か に 遅い 
為 で あろ う 。 又 動 物 友 下 に 於 て の 注入 液 の 拡散 は 部 位 , 


圧迫 , 運動 等 の 条件 で も 異な り , 同一 物質 で も 落 液 濃度 , 
pH 値 , 食塩 濃度 等 に よ つ て 大 い に 影 響 さ れる と 思わ れ 
る 。 そ れ 夏 に , 注入 後生 存 し て 居る マウ ス の 右 腹 股 部 に 
減 菌 生理 的 食塩 水 を 注入 吸引 し て 得 た 検 液 中 の 虫 体 数 の 
増減 の 経過 を 見 る と , 試験 群 , 対照 群 夫 々 の 1 匹 平均 の 
生存 虫 体 数 は 第 4 表 に 示さ れる 如く で ある 。 即ち 注入 
後 , 試験 群 に て は 何れ も 虫 体 数 か 3 日 目 よ り 壮 次 に 減少 
し て 4 日 目 迄 陽性 , 5 日 目 に 猫 過 半数 の も の が 陽性 で あ 
る の に , 対照 群 に て は 何れ も 2 日 目 に 急激 に 減少 し て $ 
日 目 こ は 全く 虫 体 は 消失 し て 了 つ た 。 検出 され た 上 虫 体 の 
運動 は 緩慢 ご は ある が 何れ に 於 て も 見 られ た 。 局所 の 肛 
瘍 形成 は 試験 群 に て は 注入 5 日 後 15 匹 中 2 匹 に , 対照 群 
に て は 8 日 後 15 匹 中 1 匹 に 認め らち れ た が , その 内 容 か ら 
の 虫 体 検出 は 卒 抹 , 培養 と も 陰性 に 終 つ た 。 又 何れ に 府 
も 虫 体 の 分 裂 型 , 接合 型 は 認め られ な か つた 。 之 よ り 推 
察する に ムチ ン は 生体 皮下 に て は B. coli の 生存 日 数 
を 可 成 り に 延長 せしめ る の で ある が 虫 体 の 増殖 と 発症 と 
を 助長 する と 云う まで の 作用 は 及ぼ さ ず , むし ろ そ の 業 
養 , 運動 , 生存 に 若干 の 好 影 響 を 与 へ る も の で あろ うと 
思わ れる 。 


3) ラッ テ の 腹腔 内 接種 の 場合 。 
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第 4 表 B. coli 昌 体 浮 渡 液 の マウ ゥ > 皮 下 接種 
































接 種 量 信吉 志和 注入 後 虫 体 平均 数 是 体 本 形成 
ーー テー RF 』 p 
上 休 本 幼 も 間 の ま 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 運動 
工 的 - 共 キキ キ ーー ニー 6 
5 日後 2 匹 
験 0.1 0.2 15 0 /200 こ Y50 こ Y/5ーY71 つ ヽ エン 十 
群 399 ル oo)(o)( 5) (2) 9) (0) 旦 体 (一 ) 
対 2 
8 日 後 1 中 
2 馬 yy 0) (O) (O) (O) 自生 (ご) 
第 5 表 B. coli 忠 体 浮 濾液 の ラッ テ 皮 上下 接 種 
の 接 種 量 9 注入 後 虫 体 平均 数 52 
0。 - ー ン 較 ーーーーーーーーーーーー 一 ク 
放 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 
1 0.3 0.2 本 十 
試 2 ヶ ヶ 5 2 0 0 0 十 
3 ヶ ヶ 本 十 3 日 後 4 匹 
4 ク ク 2 十 。 吾 体 (一 
群 5 ヶ ヶ 5 0 0 0 0 E 
6 ヶ ク  、 王 本 まま 十 
1 0.5 0 
対 2 ヶ 0 
3 ヶ 0  / 何 れ も 昌 体 破壊 像 
慰 4 ッ 0 6 (人 科 
群 5 ヶ 0 
6 ヶ 0 





ラ ッ テ の 腹腔 へ 虫 体 1 cc に 1 多 ス チン 沙 液 2 cc を 混 じ 
た も の を 5 匹 , 虫 体 浮 遊 液 の み 8 cc の も の を 5 匹 夫 々 の 
覆 腔 内 へ 接種 し た が 何れ も 激しい 細菌 感染 を お こと し 24 時 
韻 以 内 に 死亡 し た 。 そ の 腹腔 液 を マウ ス の 場合 と 同様 に 
し て 検査 し た が 虫 体 は 何れ に 於 て も 全く 認め られ な か つ 

4) ラッ テ の 皮下 接種 の 場合 。 

ラ ッ テ の 右 腹 股 部 皮下 へ 虫 体 浮 遊 液 0.8cc に 1 2 スチ 
ン 0.2cc 加 へ て 全量 0.5cc と し た も の 6 史 , 虫 体 浮 遊 液 
の みみ 0.5cc の も の 6 匹 接 種 し て 比較 し た と ころ, 試験 , 
対照 群 と も に マウ ス の 皮下 接種 の 場合 と 同様 死亡 する も 
の は な か つた 。 そ れ 夏 に 注入 後 , 毎日 経過 を 追 つて 局所 
を 減 菌 生 理 的 食塩 水 で 洗 つ て 検 液 を 採取 し , その 1 匹 宛 
に つい て 平均 自体 数 を 求め た と と ろ , 試験 群 は 6 匹 の す 
べ て に 於 て 虫 体 は 注入 後 1 日 目 陽性 , 4 匹 が 2 日 目 迄 陽 
性 で 活 湊 な 運動 を 示し て いる 少数 の 虫 体 栄 養 型 を 認め た 
が , 対照 群 6 匹 に 於 て は 注入 後 1 日 以内 に 既に 多数 の 由 


体 破壊 像 を 認め た に 過ぎ ず 生 存 貝 体 陽 性 の も の は 全く 存 
在 し な か つた 。 双 試験 群 に 於 て は 注入 後 3 日 目 に 局所 に 
小指 頭 大 の 肛 瘍 形成 を 見 た も の が 6 匹 中 4 匹 あ つた が 北 
抹 , 培養 に よる その 内 容 よ ょ り の 虫 体 検出 は 陰性 に 終 つ 
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た 。 (第 5 表 ) 。 

と の 場合 に も ムチ ン は B. coli の 生存 日 数 を 2, 3 日 
延長 させ た 過ぎ ず そ の 増殖 発症 に 格別 の 好 影 響 た 与 へ た 
と は 思わ れ な か つた 。 
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1932 年 。 W. J. Nungester, C. P. Miller 等 が 始め 
て 肺炎 双 球 菌 , 溶血 性 連鎖 状 球菌 , ブドウ 状 球菌 を も ち 
い ム チン の 細菌 感染 発症 に 及ぼ す 影 響 を 観 窪 し て 以来 。 
その 細菌 に 与 へ る 効果 は C.G. Anderson, J. Oerskov, 
G. Rake 等 に より 腸チフス 菌 ,。 イン フル エン ザ 菌 , パ 
ラチ フス 菌 , 志賀 菌 を も ちい て 行わ れ た 可 成 り 広 範囲 
に 及ぶ 実験 に よ つ て 継続 せら れ た 。 そ し て それ 等 の 諸 実 
験 か ら , 1) 之 等 の 細菌 は ムチ ン と 共に 腹腔 内 に 接種 せら 
れる と 著しく 小 量 菌 に て マウ ス を 感染 致死 さき せ る 事 。 2) 
功 行 中 に 細菌 は 侵 青 し 激烈 な 敗血症 を 惹起 する 事 , 3) 腸 
腔 局所 の 喰 菌 細胞 の 能力 を 著しく 阻 各 する 事 , 4) 生 体側 
に 於 る 抗体 接着 の 阻止 を 見 る 事 等 の 諸 作 用 の ある 事 が 明 
か に せら れ た 。 上 上 . Oitzki7) (1948) は 以上 の 諸 作用 を 
一 括 し て ムチ ン は 生体 の 抵抗 力 を 低下 させ る よう な 物質 
Resistance lowering substance で ある と 指摘 し , 性 
も ヒア ル ロ ニ ダー ゼ の 如き 侵襲 素 Aggressine の 役目 を 
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為す も の で あろ うと 述べ て 居る 。 面 し て と の 生体 側 の 抵 
抗力 を 低下 させ る 作用 は ムチ ン が 注入 菌 体 を 被覆 する と 
云う 所 語 彼 名 的 効果 Coating Effect に よる も の で あろ 
う と 云う 表現 を 用 いて 居る 

そし て 既に 染谷 『 GeeD 人 は 以上 の 講 束 商 た 対す る 
チン の 効果 を 試験 管内 , 動物 実験 で 追試 し. ムチ ン は 細 
菌 の 少量 感染 致死 に 極め て 有効 な 物質 で あり 激しい Ag- 
MI と 見 人 区 さ れる 事 を 確認 し 得 た 。 

琴 る に 近 時 に 至り , 次 第 に ヒア ル ロ ニ ダー ゼ ,。 ムチ ン 
を を 用 い : た 原虫 類 の 感染 実験 が 相次い で 行わ れる よう に な 
り , それ 等 の 原 昌 に 与 へ る 影響 が 色々 と 触 察 せ られ る よ 
2 に な つた 。 

先 づ Jones? (1946) が 5 多 の ムチ ン 溶 液 を 赤痢 ア メ 
ー バ の 虫 体 浮遊 液 に 混 じ て ラ ッ テ の 盲腸 内 授与 を 試み , 
高度 の 感染 率 を あげ る 事 に 成功 し , 下痢 , 粘 血 便 等 の 症 
状 を 発現 せしめ , アメ ー バ の 明瞭 な 組織 へ の 侵入 , 腸管 
の 漬 瘍 形成 を 見 た 報じ じ て 居 る 。 

更 ( こ Seneca, Henderson, ko 侍 で 本 2 は 
又 ヒ アル ロニ ダー ゼ ぞ の 赤痢 アメ ー バ に 与 へ る 影響 を 試験 

で 観察 し た が , 之 を 加 へ る 事 に よ つ て ei メー バ 
の 間 (その 数 ), 死 減 状態 (破壊 , 消失 ) は 対 と な ん 
3050CRUSMe の de 
結果 を 得 た と 云 つ て 居る 。 然 る に ヒア ル ロ ン 酸 を 加 へ る 
と 構造 上 , 虫 体 の 硝子 f 退行 交 性 破壊 が 見 られ 遂に す 
べ て の 赤痢 アメ ー バ は 消失 し て 子 つた と 云 つ て 居る 。 そ 
レ し て ヒア ル ロ ニ ダー ゼ も ヒア ル ロ ン 酸 も 赤 導 アメ ー バ の 
レ つ ゝ ある 培地 に 対 し て は 著しく 商 約 て で あり 毒性 

さ へ 有する 本 0 の まい か と 述べ て いる 。 双 同時 に 
0 (1948) は ヒア ル ロ ニ ダー ゼ を 加 へ た Leishma- 
nia donovani や Trypanosoma cru2zi や な ん we 
受け ず , ヒア ル ロ ン 酸 に ょ つて 之 等 の 運動 減退 像 が 
られ た と 去 つ て いる 。 

その 後 , 相沢 " 橋本 , 野宮 等 (1952) は ヘム チン の マウ 
ス 腹 朋 内 接種 に より 。 腸管 以 多 に は 寄生 し 得 な い Hex- 
amitus muris 法 っ 科 毛 下 が 時 に - よ る と 腹腔 内 に て 増殖 

る 事 が ある と 述べ , ムチ ン も 赤 他 の 抵抗 力 低下 物質 と 
14 く 正常 血清 の 殺菌 性 を 0 せる よう な 補 体 の 非 働 
性 化 剤 ご この 様 な 非 働 性 化 剤 を マウ ス の 腹腔 内 へ 接種 す 
る 事 に ょ Pe れる 事 は 広く 原虫 類 の 感染 
実験 に ある 示唆 を 与 へ る も の で は ある まい か と 結論 し て 
いる 。 

次 いで 山川 ” (1954) は ヒア ル ロ ニ ダー ゼ の 赤痢 アメ 
ー バ 感染 に 及ぼ す 影 響 を 追究 し, 試験 管内 で は その 増殖 
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率 に 変化 な く , 動物 実験 で は 感染 率 は 対照 に 比べ て 殆ど 
差異 が 認め られ な か つた 。 

一 方 , 山県 (1954) は Trichomonas vaginalis, 
Trichomonas foetus の 純粋 培養 を も ちい た マウ ス の 感 
染 実験 に 際 し て 和牛 灘 スチ ン を 以 て 前 処置 し た 後 , 虫 体 を 
その 腹腔 内 へ 接種 し 若干 の 興味 ある 成績 を 収め た 。 
に こよ ょ る と , 〒. vaginalis, 下 . foetus の 何れ に 於 て 
死 感 染 率 は 対 賠 に 比 し 極め て 高 率 で ご あり, 致死 し た 后 
処置 マウ ス の 腹腔 より 得 ら れ た 了 虫 体 が 正常 マウ ス に 更に 
致死 感染 を お こす 牟 致 試験 は 陰性 に 終 つた が 原虫 の 変異 
9 肖 題 に ある 示唆 を 与 へ な いか と 述べ て いる 。 

く し て 既に 指摘 きれ て いる 如く の 。 原虫 類 の 感染 
2 て ぁゃ 恋 求 め ら れる も の は Invasiveness ( 侵 和 
性 ) と Toxigenicity (毒性 ) の 容易 な 発生 と その 機 序 を 
明確 に する 事 に ある で あろ う 。 面 し て 侵襲 性 と は 生体 中 
へ 侵入 し た 細 赦 虫 体 浮 遊 液 が 生体 内 部 で 増殖 を 始め , 親 
Rays j 居 ed ゃ の で あり 「 感 染 」 と いう 

を 狭義 に 解釈 する な ら ば 「 発 症 ] を みな く て も か ゝ 
0 夫 」 き を みた 以上 は [感染 し た 」 と 云 つ て よい で あ 
ろう 。 即ち , 投与 虫 体 が 長く 腸管 に 保有 せら れ , 腸管 を 
通過 し て 便 中 に 排 演 さ れる に し て ぁ そ の 一 部 は 腸管 内 ご 
死滅 する 事 な く 経過 と 共に 増殖 を 始め 数 日 に し て か ゝ る 
臓器 , 肥 は 他 の 組織 内 で 大 量 に 達する な ら ば その 間 に 多 
Sky は あつ て も 感染 の 概念 は ゆる さ され 得る と 思 
われ る 。 か くし て 原虫 類 に ょ る 感染 発症 の 要因 は , A) 
yt し て , 1 ) 生体 の 抵抗 力 の 減弱 , 2 ) 環境 
要素 , 特に 気温 の 影響 , 3 ) 臓器 (腸管 ) 内 の 物理 化学 
的 性 状 が 挙げ られ , も 病原 体側 因子 と し て , 1) 本 
ょ る 病原 性 の 強弱 , 2 ) 腸 内 細菌 の 影響 が 数 へ られ < 
特に 所 詩 随 伴 細 菌 と し 人 [は 培養 基 内 に て る 。 
生体 内 に て も 原虫 と 密接 な 関係 が ある と 思わ れ , それ 等 
細菌 の 毒性 。 そ の 生化 学 的 活性 , 細菌 群 の 携 乱 と それ 等 
間組 半 の 失 し 等 が 感染 に 与 へ る 影響 は 複雑 
る 二 1 に し て 面 も 可 成 り 重 要 な 要素 を 占め る と 思わ れ 

今回 の 私 の B. coli 虫 体 浮 遊 液 こ ス チン を 加 へ て 行 
つた 感染 実験 の 目的 は , と の 随伴 する 腸 内 細菌 が か へ チン 
の 所 詩 Coating Action に よ つ て 被 包 せら れ , 生体 側 の 
抵抗 力 を 減 詳 せしめ る と 共に 虫 体 の 病原 性 及び 増殖 力 を 
た か め , か ゝ る 腸管 親和 性 の 寄生 原虫 が 生体 の 異 局所 に 
於 て 増殖 を 始め , eoor まい か と の 根 
定 の 下 に 行っ た の で ある が 結果 は 増殖 を 見 る に 至ら ず , 
腹腔 , 皮下 の 何れ MM B. coli 虫 体 の 生 
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存 日 数 を 2, 3 日 延長 せしめ , 時 に 虫 体 の 運動 を 元 進 せ 
し め た に 過ぎ ず , 即ち 虫 体 の 増殖 に 関与 する より は し ろ 
その 生存 , 運動 , 栄養 に 関与 し , 虫 体 の 生存 日 数 を 延長 
せしめ る よう な Enduring Action を 及ぼ す も の で は な 
いか と 考 へ られ る 。 ・ 

それ 故に , 私 の 今回 の 実験 及び その 他 の ヒア ル ロ ニ ダ 
ー ゼ , ムチ ン を 使用 し て 行 つた 諸氏 の 感染 実験 より 。 所 
主 Aggressine な る 名 称 で 一 括 せ られ る 諸 物 質 の 中 で ヒ 
アル ロニ ダー ゼ は 原虫 に 対し て 殆ど 影響 を 与 へ ず 。 ヒア 
ル ロ ン 酸 は むし ろ 抑 制 的 に 作用 する が , ムチ ン の 場合 そ 
の 投与 量 の 量 的 質 的 条件 を 更に 検討 する な ら ば 或 は 原虫 
類 の 生体 内 増殖 に 若干 の 好 影 響 を 与 へ る の で は ある まい 
か と いう 事 が 考 へ られ る 。 

結 論 

1) 豚 の 糞便 か ら 分 離 継 代 培養 し て 得 た B. coli の 
運動 活 湊 な 栄養 型 浮遊 液 に 1 % ム チン を 加 へ て マウ ス , 
ラッ テ の 腹腔 , 皮下 接種 を 行い その 経過 を 観察 し た 。 

2) マウ ス の 腹腔 内 接種 に 於 て は 細菌 を 洗 敬 し な いそ 
の ま ゝ の 東 体 浮遊 液 0.3 こ 0.5 cc 注入 し た と と ろ , 試験 
群 , 対照 群 と も に 大 半 の も の は 24 時 間 後 に 死亡 し , 下 体 
昌 性 率 は 試験 群 7522% に 対し て 対 賠 群 202 で 前 者 に 於 て は 
時 に 虫 体 の 運動 元 進 像 が 認め られ た が 後者 に 於 ける 下 体 
の 運動 は 認め られ な か つた 。 洗 敬 し た 虫 体 浮 遊 液 を 接種 
し た 場合 , マウ ス の 生存 日 数 は 若干 延長 する 。 虫 体 陽性 
率 は 試験 群 Y52% に 対 し て 対 群 802% で あつ た 。 丸 虫 体 の 
運動 は と の 場合 緩 優 で ご は ある が 対照 群 に も 認め られ た 。 

83) マウ ス の 皮下 接種 に 於 て は 注入 後 死亡 し た も の は 
な くそ の 経過 を 観察 する に 試験 群 の 虫 体 平均 数 は 3 日 後 
ょ り 滞 次 減少 し て 6 日 後 消失 し た の に 反し て , 対照 群 の 
それ は 何れ に 於 て も 2 日 後 急 激 に 減少 し て 3 日 後に は 全 
く 消失 し て 了 つ た 。 双 肛 瘍 形成 を 見 た も の は 試験 群 5 日 
後に 15 匹 中 2 匹 に , 対照 群 8 日 後 15 匹 中 1 匹 に 発現 し た 
が その 内 容 か ら の 虫 体 検出 は 陰性 で あつ た 。 

4) ラッ テ の 腹腔 内 接種 に 訟 て は 試験 群 5 匹 , 対照 群 
5 匹 の すべ て が 24 時 間 以 内 に 死亡 し その 腹腔 液 か ら の 息 
体 検出 は 陰性 で あつ た 。 

5) ラッ テ の 皮下 接種 に 於 て は 試験 群 6 匹 は すべ て 生 
存 し , 過半 数 の も の が 2 日 目 迄 陽性 で ある に 反 し て , 対 
照 群 6 匹 も 赤 す べ て 死亡 する 事 は な か つた が 何れ に 於 て 
も 貝 体 は 24 時 間 以 内 に 崩壊 消失 し て 了 つ た 。 試験 群 に 於 
る 昌 体 陽性 の 場合 , 活 沸 に 運動 する 少数 の 栄養 型 を 認め 
た に 過ぎ な か つた 。 双 試験 群 6 匹 中 , 3 日後 その 4 匹 に 
膜 瘍 形成 を 認め た が 虫 体 は 存在 し な か つた 。 
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6) ムチ ン (Gastric mnucin) を B. coli 息 体 浮遊 液 
に 加 へ て ラテ ッ テ , マウ ス の 腹腔 , 皮下 と いう 異 局所 へ 
接種 し た が 増殖 感染 を みる に 至ら ず , 腹腔 接種 に 於 て は 
試験 群 の 方 が 虫 体 陽 性 素 が 高く , 叉 皮下 接種 に 於 て は 虫 
体 の 生存 日 数 を 2 , 3 日 延長 せしめ , 時 に 虫 体 の 運動 元 進 
像 を 認め る 事 が あつ た 。 か > ゝ る 結果 か ら ム チン は B. coii 
虫 体 に 対 し て その 生存 日 数 を 延長 せしめ る よう な Endu- 
ring Action を 及ぼ す ゃ の と 考 へ られ る 。 

7) ムチ ン の 濃度 , 投与 量 及 び 腸 内 細菌 群 そ の も の に 
与 へ る 直接 の 影響 等 に 関し て は 更に 今後 の 検討 を 要する 
問題 と 思わ れる 。 


稿 を 終る に 臨み, 松林 教授 の 御 指導 , 御 校 開 に 深 席 す 
る 。 本 論文 の 要旨 は 昭和 30 年 秋 第 15 回 日 本 寄生 昌 学 会 
東日本 支部 大 会 に 於 て 発表 し た 。 
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SumnmarY 


It is well known fact that gastric mmucin SuD- 
ports the growth of various kinds of bacteria in 
animal host. An experirment was carried on to 
investigate whether the substance also supports 
the growth of 22z7 が dz co77 when they are in- 
jected into abnormal localization such as the 
peritoneal cavity or subcutiS of rats and rmice. 
2/2277222 CO77 growing in Balamnuth*'s medium 
with mixed bacterial fora were suspended jn 1 め 
Solution of gastric mucin in normal saline, and 
were injected into the peritoneal cavity or sub- 
cutis. In another series of experimentS, OrganiSrmnS 
were Suspended after they were washed by cen- 
trifugation to get rid of as nmuch bacteria as 
possible from the inocula. 

Mice injected with Balantidium without wash- 
ing all died within 24 hours. At the time of 
death the organisms were found in 15 (75) out 
of 20 mice injected. Control mice which were in- 
jected with the organisms without mmucin also 
died within 24 hours in most cases (18 within 24 
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hours and 2 within 74 hours). At the time of 
death, organjsms were found in 4 out of 20 mice 
injected. 

Mice injected intraperitoneally with washed 
ぢ 272277z2 eo77 mostly died within 24 hours and 
Several survived until 74 hours in both the test 
and control series. At the time of death, the 
ciliates were found in 15 out of 20 mice of test 
Series and in 6 out of 20 mice of control series。 

By the subcutaneous injection of 万 2/2z7z が 
co が, all of the mice, both in test and control 
Series, Survived the injection. The site of injection 
was examined daily for the presence of Balanti- 
dium. In test animals they were detected until 
after 5 days in an average while in the control 
animals, they were detected until only after 2 qays 
in an averagG. 

Rats injected intraperitoneally with Balantidium 
SuSDension all died within 24 hours and the or- 
ganisms were found in none of them in test and 
control animalS. 

By the subcutaneous injection, all rats survived 
the infection. Balantidium were detected until 
after 2 days in test animals while they were found 
in none of the control animals after 24 hours。 

These experimental results indicate that gastric 
mucin iS likely to have an effect to prolong the 
term of the survival of 万 2/Zz7772772 co/7 in ab- 
nomal localization of abnormal host. Balanti- 
dium, however, cannot multiply in those locali- 
zation。 Therefore, it may be concluded that 
gaStric mucin excerted an enduring effect upon 
2/27772422 CO77. 
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直接 塗 抹 標本 に お ける 咽 ・ 釣 虫 罰 検 出 率 と 駆虫 剤 







効果 検査 に お ける 「 見 か け の 陰 皿 に つい て 
3. 句 虫 駆虫 剤 効果 検査 時 に お ける 
見 か け の 陰 甲 の 防止 


小 . 党 、 義 


仁 、 陵 庄 所 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 30 年 12 月 6 日 受領 ) 


Mer 
も むし ろ 上 直接 藩 抹 標 本 検査 た よる ほう が その 検出 力 が 良 
いと と は , すでに 述べ た ( 小 re 1954) と と ろ で ある 
が , 思う に と れ は 一 つ に は 頭 虫 卵 の 比重 が 通常 行う 浮遊 
法 の 場合 の 液 に 対し て は 充分 浮遊 する に は や > ゝ 大きく, 
沈 激 法 の 場合 の 液 に 対 し て は 充分 沈下 する に は や > ゝ 小さ 
いと と , 又 そ の 和 蛋白 膜 等 の 存在 に より 中 の 謙 雅 物 に 附 
な か tee か Pe ON 

一 般 に 例え ば 釣 虫 , 鞭 虫 , 肝 吸 上 な ど に 比 し て 雌 1 

の 産 数 か 著 し く 大 で ある と と な ど に よる の で あろ 
ee 
恩 は れる よ < な 事例 に お いて は , 「 見 か け の 陰 転 」 が 存 
すず すると. な は 本 報 第 1 篇 に お いて 指摘 し た お り で あ 
で 用 Ak に お いて 
よう な 見 か け の 陰 転 を と 防止 する た め に は , 謙 浴 採 標本 
何 回 の 検査 を 必要 と する か を 実際 的 に 検討 し , 且つ その 
結果 か らし て 従来 諸家 の 報告 し て いる 遇 虫 の 産卵 数 に つ 
いて 若干 の 考察 を 行 つ て みた 。 

試験 の 方 法 

埼玉 県 春日 部 女子 高等 学校 生徒 の 直接 紗 抹 標本 (18 メ 
18 呈 カ バー グラ テス) 同時 3 枚 検査 に よる 検便 を 行い , 昭 
昌 卵 陽性 者 199 名 を えた 。 昭和 29 年 12 月 1 日 その 全員 に 
gsi/g を g の ym の の の Szzz を の Sg の : The reco- 
vering rate of ascariS and hookworm ova by 
direct smear method of stool examination and 
the rate of false negative case for ova on the 
assay of the effectiveness of anthelminthics。 3. 
The preventive procedure of false negative case 
for ova on the assay of the ef 寿 ectiveness of 
anthelminthics for ascais. (Department of Parasi- 
tology, National Institute of 本 ealth, Tokyo, 


Japan) 
* 検査 技術 部 面 担当 , 小鳥 邦子 , 熊田 三 由 


生 避 


対 細 


AM 1 





新 ネ マト ー ル を 投与 し 約 3 週間 後に 約 3 日 間 の 間隔 を お 
いて 3 回, 答 回 直接 塗 漆 局 時 6 回 (上 記 カ バー グラ ス 6 
枚 ) 合計 18 回 の 検査 を 行 つ た 。 検査 に 当 つ て は 各回 と も 
全 カ バー グラ ス 中 の 下 卵 数 を 記録 し , 標本 1 枚 中 の 虫 卵 
9 個 以下 の も の を 十 , 10 個 以上 の も の を せ と し て その 上 
染 度 を 表示 し た 。 
検 卵 の 結果 は こと れ を 3, 6, 12, 18 回 ど と に まとめ そ 
の 息 卵 陽性 度 を 検 し た 。 
検査 の 結果 

1。 検査 回 数 と 虫 卵 陽 性 率 

表 1 は 検査 回 数 と 陰 転 率 と の 関係 を 示し た も の で あ 
る 。 すなわち 直接 沙 抹 標本 3 枚 . つま り 38 回 検査 を 行 つ 
た 場合 , 総 検査 人 員 189 名 中 陽性 人 員 は 52 名 , 陰 転 人 員 
は 87 名 , 陰 転 率 は 60.822 を 示 し た 。 6 回 検査 で は 陰 転 事 
に は 変化 を 認め な か つた が , 12 回 検査 の 場合 に は それ ま 
で の 陰性 者 中 虫 卵 を 検出 し た も の が 3 名 増加 し , その 結 
果 陰 転 者 は 84 名 , 陰 転 素 は 2.122 を 減じ 85.7 に 減少 レ 
て お り , 18 回 検査 ざ は さら に 陽性 者 が 1 名 増加 し て 56 名 
と な り , 陰 転 者 83 名 , 陰 転 率 58% と 減少 し て いる 。 之 を 
要する に 3 回 検査 時 に 比 す れ ば 18 回 検査 時 に お いて は 4 
名 (2.8 %) の 陽性 者 が 新 に 検出 され , し た が つて 陰 転 
事 は それ だ け 減 少し た と と > な る 。 


第 1 表 検査 回 数 と 陰 転 率 


検査 総 総 陰 転 検査 総 人 員 減少 陰 検査 絵 人 
人 員 人 員 対 百 分 比 転 人 員 員 対 分 比 


3 回 検査 139 87 60.8 








6 回 検査 139 8Z 60.8 0 0 
12 回 検査 139 84 58.7 3 2.1 
18 回 検査 139 83 58.0 1 0.7 





2。 軽 感染 者 の 塗 抹 標本 中 の 平均 虫 卵 数 
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53) : 大 腸 バ ラン チ ジ ウゥ ムチ ステ の 脱 殻 並び に その 後 
の 増殖 に 及ぼ す 細 菌 の 影響 , 日 新 医 学 , 42 (4). 250 
ー254。 一 19) 山川 速水 (1954) : 赤 疾 アメ ー バ の モ 
ル モ ッ ト 感 染 実 験 (特に ウェ ル シ ュ 菌 の 彰 響 ). 寄生 
昌 学 雑誌 。 2 (3 4), 194198. 一 20) 大 林 静 男 (19 
41) : 括 抗 作用 より 出発 せる 腸 内 細菌 の 腸 内 増殖 の 能 
否 に 関す る 研究 , 細菌 学 雑誌 , 547, 520>540. 一 21) 
合田 朗 (1955) : 腸 内 細菌 概論 , 臨床 病理 , 3(2), 

133 ン 139. 一 22) 小 酒井 望 (1955) : 腸 内 細菌 の 病 源 
性 に 関す る 考察 , 公 衆 衛生 , 17 (6 ), 23 一 31.。 一 23) 

加 来 道隆 (1951) : 拡散 因子 (医家 叢書 ) 43, 医学 書 
府 . 

SumnmarY 


It is well known fact that gastric mmucin SuD- 
ports the growth of various kinds of bacteria in 
animal host. An experirmnent was carried on to 
investigate whether the substance also Supports 
the growth of 272z72722 co77 when they are 1n- 
jected into abnormal localization such as the 
peritoneal cavity or subcutis of ratS and rmice. 
gz CO/7 growing in Balamnuth's medium 
with mixed bacterial HHora were suspended jn 1 め 
solution of gastric mmucin in normal saline, and 
were injected into the peritoneal cavity or sub- 
cutis. In another series of experiments, OrganiSrmmnS 
were Suspended after they were washed by cen- 
trifugation to get rid of as much bacteria as 
possible from the inocula. 

Mice injected with Balantidium without wash- 
ing all died within 24 hours. At the time of 
death the organisms were found in 15 (75 め ) out 
of 20 mice injected. Control mice which were in- 
jected with the organisms without rmucin also 
died within 24 hours in most cases (18 within 24 
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hours and 2 within 74 hours). At the time of 
death, organjSsms were found in 4 out of 20 mice 
injected. 

Mice injected intraperitoneally with washed 
272z が zz eo77 mostly died within 24 hours and 
Several survived until 74 hours in both the test 
and control series. At the time of death, the 
ciliates were found in 15 out of 20 mice of test 
Series and in 6 out of 20 mice of control series。 

By the subcutaneous injection of 272 が 
co7z。all of the mice, both in test and control 
Series, Survjved the injection. The site of injection 
was examined daily for the presence of Balanti- 
dium. In test animals they were detected until 
after 5 days in an average while in the control 
animals, they were detected until only after 2 days 
in an average. 

Rats injected intraperitoneally with Balantidium 
SuSpension all died within 24 hours and the or- 
ganisms were found in none of them in test and 
control anima1S. 

By the subcutaneous injection, all rats survived 
the infection. Balantidium were detected until 
after 2 days in test animals while they were found 
in none of the control animals after 24 hours。 

These experimental results indicate that gastric 
mucin iS likely to have an effect to prolong the 
term of the survival of 万 272z72772472 co72 in ab- 
nomal localization of abnormal host. Balanti- 
dium, however, cannot multiply in those locali- 
zation。 Therefore, it may be concluded that 
gastric mucin excerted an enduring effect upon 
47277222422 CO77. 
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直接 塗 抹 標 本 に お ける 顕 ・ 多 虫 卵 検出 卒 と 駆虫 剤 
効果 検査 た に お ける 「 見 か け の 陰 轄 に つい て 
3. 句 虫 駆虫 剤 効果 検査 時 に お ける 
見 か け の 陰 轄 の 防止 * 


小宮 義 孝 


生計 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 忠 部 
(昭和 30 年 12 月 6 日 受領 ) 


尿 内 の 急 虫 卵 検査 に 当 つ て は , 各種 集 卵 に よる より 
や 4 し ろ 直 接 落 抹 標本 検査 た よる ほう が その 検出 力 が 良 
と と は , すでに 述べ た (小宮 等 , 1954) と と ろ で ある 
が , 思う に と れ は 一 つ に は 久 虫 卵 の 比重 が 通常 行う 浮遊 
法 の 場合 の 液 に 対し て ao の る に は や > ゝ 大 きく , 
沈 滅法 の 場合 の 液 に 対 し て は 充分 沈下 する に は や ゝ 小さ 
いと と , 又 そ の 和 蛋白 膜 等 の 存在 に より 尿 中 の 交 雅 物 に 附 
着 し や すく その 浮沈 を これら 克 雅 物 と 共に する と と ,。 お 
ょ び 一 般 に 例え ば 釣 虫 , 鞭 虫 , 肝 吸 昌 な ど に 比 し て 雌 1 
隻 の 産卵 数 が 著 し く 大 で ある と と な ど に よる の で あろ 
う 。 し か し 顕 虫 卵 検査 の 場合 に あつ て も , その 軽 感染 と 
思 は れる よう な 事例 に お いて は , 「 見 か け の 陰 転 」 が 存 
在 する と と は 本 報 第 1 篇 に お いて 指摘 し た と お り で あ 
る 。 で, と > で は 普 虫 の 駆虫 剤 効果 検査 時 に お いて , か 
よう な 見 か け の 陰 転 を 防止 する た め に は , 直接 塗 抹 標本 
何 回 の 検査 を 必要 と する か を 実際 的 に 検討 し , 且つ その 
結果 か らし て 従来 諸家 の 報告 し て いる 顕 虫 の 産卵 数 に つ 
いて 若干 の 考察 を 行 つ て みた 。 
試験 の 方 法 
埼玉 県 春日 部 女子 高等 学校 生徒 の 直接 塗 抹 標本 (18 メ 
18 呈 カバ ー グ ラス ) 同時 3 枚 検 査 こ よる 検便 を 行い , 
了 卵 陽性 者 189 名 を えた 。 昭和 29 年 12 月 1 日 その 全員 に 


os 太 7g を Z oeyg の の SZ24 を の Sg7o: The reco- 
vering rate of ascariS and hookworm ova by 
direct smear method of stool examination and 
the rate of false negative case for ova on the 
assay of the effectiveness of anthelminthics.。 3. 
The preventive procedure of false negative case 
for ova on the assay of the effectiveness of 
anthelminthics for ascais. (Department of Parasi- 
tology, National Institute of Health, Tokyo。 
Japan) 

* 検査 技術 部 面 担 当 , 小鳥 施 子 , 熊田 三 由 





新 ネ マト ー ル を 投与 し 約 8 週間 後に 約 3 日 間 の 間隔 を お 
いて 3 回 , 各回 直接 沙 洒 同時 6 回 (上 記 カ バー グラ ス 6 
枚 ) 合計 18 回 の 検査 を 行 つた 。 検査 に 当 つ て は 各回 と も 
全 カ バー グラ ス 中 の 東 卵 数 を 記録 し , 標本 1 枚 中 の 虫 卵 
9 個 以 下 の も の を 十 , 10 個 以上 の る の を 填 と し て その 感 
染 度 を 表示 し た 。 
検 卵 の 結果 は これ を 3, 6, 12, 18 回 ど と に まとめ そ 
の 和束 卵 陽 性 度 を 検 し た 。 
検査 の 結果 

1。 検査 回 数 と 貝 卵 陽 性 率 

表 1 は 検査 回 数 と 陰 転 素 と の 関係 を 示し た も の で あ 
る 。 すなわち 直接 塗 抹 標本 3 枚 , つま り 3 回 検査 を 行 つ 
た 場合 , 総 検査 人 員 189 名 中 陽性 人 員 は 52 名 , 陰 転 人 員 
は 8 名, 陰 転 率 は 60.822 を 示 し た 。 6 回 検査 で は 陰 転 事 
に は 変化 を 認め な か つた が , 12 回 検査 の 場合 に は それ ま 
で の 陰性 者 中 虫 卵 を 検出 し た も の が 3 名 増加 し , その 結 
果 陰 転 者 は 84 名 , 陰 転 率 は 2.12 を 減じ 85.7 多 に 減少 レ 
て お り , 18 回 検査 ご で は さら に 陽性 者 が 1 名 増加 し て 56 名 
と な り , 陰 転 者 88 名 , 陰 転 素 58 と 減少 し て いる 。 之 を 
要する に 3 回 検査 時 に 比 す れ ば 18 回 検査 時 に お いて は 4 
名 (2.8 %) の 陽性 者 が 新 に 検出 され , し た が つて 陰 転 
事 は それ だ け 減 少し た と と > な る 。 


第 1 表 検査 回 数 と 陰 転 率 


検査 総 総 陰 転 検査 絵 人 員 減少 陰 検査 絵 人 
人 員 人 員 対 百分比 転 人 員 員 対 分 比 


3 回 検査 139 87 60.8 








6 回 検査 139 87 60.8 0 0 
12 回 検査 139 84 58.7 3 2.1 
18 回 検査 139 83 58.0 1 0.7 





2。 軽 感染 者 の 塗 抹 標本 中 の 平均 系 卵 数 








74 


第 2 表 感染 度 十 の ゎぁ の の 標本 1 枚 中 の 平均 虫 卵 数 (23 例 ) 
0.5 以 下 0.51 一 1.0 1.1 一 2.0 2.1…5.0 5.1 一 6.0 











0.06 0.61 っ 1 2。1 5.2 
0.11 0.67 1.2 2.3 
0.17 0.90 1.2 2.4 
0.17 1.3 2.4 
0.22 1.3 2.9 
1.3 4.9 
1.3 
分 
計 5 例 3 例 6 例 6 例 1 例 


(22 を ) (13 め ) (35) (26 め ) (4) 

いま 上 に 記し た 東 卵 陽性 者 66 名 を , 各回 検査 の 下 卵 陽 
性 度 が 常 に 十 以 下 の き の (とれ を 座 府 の 4 ゝ の と す 
る ) と ,。 填 を 含む も の と に 分 け て みる と , 前 者 28 名 , 
者 94 名, 了 了 性 度 十 以 の も の は 人 陽性 者 の 412: 
当 つ て いる 。 いま と の 2 名 に つき 各 19 回 検 胡 の 標 林 1 枚 
中 平均 虫 卵 数 を し ら べ て みる と 表 2 の ど と く な る 。 す な 
わ ち その 過半 数 すなわち 15 例 (652) は 塗 抹 標 本 1 枚 
中 の 平均 虫 卵 数 は 1.1 個 以上 で ある が , 平均 息 卵 数 1.0 
個 以 下 の も の が 8 例 (8522) あり , と り わ け そ の 0.3 個 
間 作 の 才 する と と は 注目 に 価 す 
る 。 な お , 表 2 に お いて 平均 下 卵 数 5.1 個 以上 の も の は 
わ づ か に 1 例 (4 多 ) で あり , 6 て 9 個 の も の が 皆無 で 
eo 5$ の ゝ 標本 を , 「 各 回 検 
査 時 の 虫 卵 腸 性 度 が 常に 十 以 下 , すなわち 0 ヶ 9 個 の も 
の 」 と な し , その 平均 虫 卵 数 が 9 以下 の も の と し な か つ 
た > ゝ め , 平均 虫 卵 数 は 後者 の 場合 より も より 低く な つた 
ゝ めで あろ う 。 

な お , 18 回 の 標本 検査 中 1 枚 の 標本 中 に 10 個 以上 の 虫 
卵 の 検出 され た も の を , 軽 感染 者 群 (感染 度 十 の も の ) 
か ら 除 外し た 理由 は , ポア ソン 分 布 に お いて その 実現 値 
(Cx) が 10 以 上 で ある と き は それ が 期待 値 (m) 4 以下 
の 母 集団 に 由来 する 確率 は 0.008 以 下 で あり , か つ 母 集 
団 の 期待 値 4 以上 たる: の に つき その 実現 値 が 0 と な る 
確率 は 0.018 以 下 で あり , し た が つて 標本 中 の 貝 卵 数 10 
個 以上 の 出現 値 を 有する も の > 見 か け の 陰 転 確率 は 非常 
に 少 さ く 殆 ど 無 視 し うる か ら で あ る (小宮 等 , 1954, p. 
29 第 1 表 参 照 ) 。 

8. 直接 塗 抹 和 標本 に よる 顕 虫 卵 検出 率 の 理論 値 と 実際 
値 。 

表 1 に より 各 被 検事 例 18 回 検査 の 結果 に 比 し て 38 な い 
し 6 回 検査 の それ は , 見 か け の 陰 転 が 全 体 の 2.8 多 存在 
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レ し た 。 い ま 私 た ちの 検査 事例 に お ける 18 回 検査 の 虫 卵 数 
の 平均 値 に 基 い て , その 見 か け の 陰 転 を 尿 中 の 虫 卵 が ポ 
アン ソン 分 布 を な す と し て 理論 的 に 計算 し て みみ よう 。 
その 前 に 一 応 考 慮 すべ き は , 上 記 私 / Re 
を 見 る に , 標本 1 枚 中 の 東 卵 数 平均 値 0.5 以 下 (正確 に 
0.3 以下 で ある ) の も の が 5 例 存 在 し て いる と と R 
る ( 表 2 参照 ) 。 い ま と の 5 例 に つい て , 衝 18 回 検査 の 
実際 の 実現 値 (= 0, 1, 2……) の 出現 句 度 を 図示 
し , と れ を ポア ソン 分 布 m=1.0 お よび 1.7 の 場合 の 
第 1 図 平均 値 (m) 0,3 以下 の 各 事 例 の 実際 の 分 
布 と (m) が 1 及び 1.7 の ポア ッ ン 分 布 の 
比較 
100 


50 











0 の 細 生 馬 な 女 布 頻度 の 確率 と 比較 
く か な り の へ だ た り が 認め られ 
る 。 3 な わ ち 上 記入 例 の ミ > ゝ の は 。m= 1 な いし 1.7 の 
母 集 団 に 属す る も の か ら 由 来 し た と 見 る より も , むし ろ 
m=0.3 な いし それ 以下 の も 母 集団 に 由来 する と 見 た 方 が 
妥当 で ある 。 換言 すれ ば 上 記 5 例 の も の > 母 集 団 は m= 
0.8 内 外 の も ぁ の と 見 る 方 が 妥当 で ある 。 同様 な と と は 表 
2 の 虫 卵 数 平均 0.511.0 群 の も の に つい て も 云え る 。 


(0 
レ て みる 9 4 


第 3 表 母 集 団 の 期待 値 と 陰 転 確率 














期待 値 (m) 
検査 回 数 
0.15 0.3 0.5 1.0 
1 回 0.8067 0.7408 0.6065 0.3678 
3 回 0.6376 0.3027 0.2208 0.0498 
6 回 0. 4148 0.1229 0.0802 0.9024 
- 球 0 が アッ ン お に ポ ツ る 母 集 団 の 期待 値 m が そ 
れ ぞ れ 0。15, 0。3,。 お よび 1.0 の も の に お いて ,。 反 
復 1 , の Io な る 確率 を ポア ソ 


ン 分 布 表 か ら 算 算出 し た や の で ある が , 私 た ちの 場合 に 
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昭和 31 年 3 月 (1956)〕 


し , 


の ヌ 
し て 通用 する 。 
さて , いま 表 2 に し た が つて , 感染 度 十 の も の の 標本 
1 枚 中 の 平均 虫 卵 数 1.12.0 の も の ( ぁ ) 約 35,0.51> 
1.0 の も の (b) 約 15 多 , 0.8 以 下 の も の (c) 20 多 と 見 な 


感染 度 十 の も の > 見 か け の 陰 転 の 割合 を 算出 し , と れ を 


加算 し 


対す る 答 3 回 検査 お よ よび 6 回 の - それ の 理論 的 な 見 か け の 陰 


転 


と な り , 8 回 お ょ び 6 回 検査 時 の 実際 の 見 か け の 陰 転 率 


ご と く で ある 。 す な わ ち 8 回 検査 時 に は と の 値 は 0.178, 
6 回 検査 時 に は 0.0957 と な る 。 と の 値 か ら 被 検 者 総数 に 


率 を 算出 し て みる と , それ ぞ れ 1.57 多 * お よび 2.96 多 * 


2.8 に 概ね 近似 する 値 と な る 。 


第 4 表 検査 回 数 に よ ょ る 見 か け の 陰 転 理論 値 


(4) は m= 1.0, (b) は m= 0.5, (c) は m=0.15 
と し て (こと れ は むし ろ過 少な 見 積 り で ある ), その 衝 群 の 


て 3 回 検査 時 お よび 6 回 検査 時 の 理論 的 な 見 か け 
の 陰 転 の 十 の も る の 総数 に 対す る 比率 を 算出 する と 表 4 の 





十 の ぁゃ の 3 回 検査 6 回 検査 


期待 値 (m) 総数 に 対 の 見 か け の 見 か け 


する 比率 の 陰 転 の 陰 転 











1.0 0.35 0.0174 0.0008 
0.5 0.15 0.0331 0.0120 
0.15 0.20 0.1275 0.0829 
十 の も の の 総数 に 対す 
る 見 か け の 褒 転 商 率 0.1780 0.0957 
考 投 


山下 感染 者 の 尿 中 に 貝 卵 が 含有 され うる 最低 の 条件 


は , \ 1 隻 の 寄生 事例 の 場合 で あり , 事実 上 か よう な 事 
例 カ 人 ee 
昌 保 有 者 1455 例 の うち 379 例 (262) が 1 隻 寄生 者 で あ 


トナ 


た と と と で 明 で し ある 。 た だ し と の 事例 で は 雌雄 の 区 別 は 


着 明 し て いな い が , 少く と も その 半数 例 近 く は 雌 1 隻 の 
寺本 で あ っ 沈 な 和枝 


ォ 


馬 or 
は 北 多 の 業績 の 報告 が あり 。 これ か と 成人 1 日 当り の 
し ーー と の 関 連 ( こ お い て に 】 と の 場合 に St ナ る 殿 10mg 


* 全 陽 作者 56 に 対す る 標本 1 枚 中 の 平均 玉 数 2.0 以 
下 の も の の 総数 22 の 比率 (0.39) を それ ぞ れ 0.178 お 
ょ び 0.0957 に 乗じ て この 数 を 得る 。 

* ま 。 求 ア ッッ 分布 表 に よれ ば m ニ =ー10 の 場合 x= ニ 0 な る 
確率 は 0.0000454, それ 以上 大 な る m に つい て の x ニ 
0 の 確率 の 記載 は な い が , 右 より それ が 小 な る と と は 
明 で ある 。 


( 75 ) 


75 









中 の 平均 虫 卵 含有 数 を 算出 し うる 。 か よう に し て 諸家 の 
環 虫 ? 1 隻 当 り の 尿 10mg 中 の 顕 虫 卵 数 を 算出 し (小宮 
等 , 1954, 第 3 表 参 照 ) その 最低 値 を 見 る と , と れ は 高 
等 こと れ と は 別に 
石崎 (1953) は , 病理 解 判 に 体 で 鯛 虫 保有 者 の 
直腸 内 の 層 よ り 算 中 生 し て , 旋 I0eer の 上 訂 談 
個 と し て いる 。 と の 値 は さき の 諸家 の 成績 より の 数 字 よ 
りゃ 著しく 多い 。 

いま , 18x18 叫 カバ ー・ グ ラス に よる 適正 直接 落 抹 標 
本 3 枚 中 の 殿 量 を 近似 的 に 約 10mg と すれ ば , 右 カ バー・ 
グラ ス 1 枚 中 の と の 場合 の 卵 数 は , 最大 値 18<41 個 ( 石 
崎 ), 最 小 値 1.7~… 4 個 ( 高 亀 ) と な る 。 し か し 右 の 石崎 
の 値 は , その 下限 18 個 を と つて みて も , 平常 人 尿 の それ 

と すれ ば 高き に 失 す る 。 け だ し 殿中 の 顕 虫 卵 が 近似 的 に 
ポア ソン 分 布 を な す (石崎 が これ を 認め て いる ) と すれ 

ば , 母 集団 期待 値 (平均 値 ) m が 18 な る 場合 実現 値 x= ひ 
RE し た が つて 直 
接 塗 抹 標本 1 枚 検査 で も 見 か け の 陰 転 は 事実 上 存在 し 
な いと と と な る 。 し か る に 実際 此 虫 保有 者 の 野外 調査 
事例 に あつ て は 見 か け の 陰 転 が 存在 する (小宮 等 , 1954) 
か ら に は , 上 の 石崎 の 数 字 は 実は 過大 に 失 す る と 考え て 
許 り な いよ ょ う で ある 。 石崎 の 如 上 の 算出 の 根拠 は , 病理 
解剖 に 附 し た 死体 で 台 虫 卵 保 有 者 の 尿 中 虫 卵 密度 で ある 
が , 思う に , と の 種 の 病 者 は 死亡 直前 充分 の 食 量 を 摂取 
し な か つた と と が 相 像 され , その 結果 と し て 腸管 内 残存 
尿 量 が 普通 人 より 著しく 少く , か くし て 息 卵 の 単位 量 床 
内 の 密度 は 通常 人 に 比 し て 当然 高 か つ た と と が 考え られ 
る 。 お そら く か ゝ る 事情 が 同氏 の 単位 尿 量 内 虫 卵 数 を 著 
し く 高 か らし め た 主たる 原因 で は ある まい か 。 

次 に 従来 の 諸家 の 句 虫 雌 1 令 当 り の 尿 10mg 中 の 卵 数 
最低 値 , 即 ち 上 記 高 亀 (1939) の 5 11 個 の 下限 値 た る 
個 か ら , 18 メ 18mm デ ッ キ ・ グ ラス 1 枚 中 の 近似 平均 卵 数 
を 算出 する と , 同 グ ラス 8 枚 中 の 量 を 約 10mg と し て , 
と の 値 は 1.7 と な る 。 

そ と で , ポア ソン 分 布 に お ける 母 集 団 期待 値 (平均 値 ) 
m が 1.7 の 場合 に お ける , 標本 1 枚 中 の 実現 値 が 零 と 
な る 確率 を ポア ソン 分 布 表 に 求め て みる と , と の 値 は 
0.1827 と な つて いる 。 と の 値 か ら 操り 返し 3 回 検査 時 の 
見 か け の 陰 転 の 比率 を 求め る と , 0.1827*=0.005098, す - 
な わ ち 約 0.5 多 し か 存在 し な いと と に な る (本 篇 第 1 報 
ya 

か る に 表記 , 表 1 の 結果 に よれ ば , と の 場合 に は 軽 感 
ーー 
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下 卵 全 陽性 者 の 41 タ に すぎ ず , し か も その また 30% は 標 
本 1 枚 中 の 平均 息 卵 数 は 2.1 個 以上 の も の で ある 。 か よ 
うな 事実 は 見 か け の 陰 転 の 比率 を 上 掲 の 数 字 (0.5 ) よ 
り は 寧ろ 低下 さす べき 要因 で ある に も 拘 は ら ず , 各 操 り 
返し 18 同 検査 時 の 陰 転 素 に 比 し て 同 3 回 検査 時 に お ける 
稚 転 率 は 2.8%% 低 く 出 て いる , と の と と と は 私 た ちの 検 
査 の 実際 で は , 同時 3 回 検査 の 場合 の 見 か け の 陰 転 は 少 
く と る ぁ 2.8 多 以上 で ある と と を 意味 する も の で ある が , 
と の 数 字 は 上 記 の m=1.7 と 仮定 し た 時 の 見 か け の 陰 転 
の 理論 値 0.5 2 に 比 し て 可 な り 大 で ある 。 し か も 右 の 
2.8 多 と いう 数 字 は , 遇 虫 雌 1 隻 寄生 者 の み : ce 
て 同様 な 検査 を 行え ば 更に 上 廻る で あろ * と 想像 さ 
ーー 
与 後 8 4 週 時 の 検 卵 ) に お ける 顕 虫 雌 1 隻 寄生 時 に お 
ける 直接 塗 抹 標 本 1 枚 中 の 平均 値 は , 如 上 の 高 亀 の 最低 
値 よ り も 更に 小さ いと 考え た 方 が 妥当 な の で は ある まい 
か 。 な お と の 考え は 同時 に , 顕 虫 雌 1 隻 1 日 当り の 産卵 
数 の 下限 値 は , 実際 に は 従来 諸家 が 報告 し た と と ろ ょ より 
も 更に 下 廻 る 場合 が 展 < 々 存在 する る の で ある と の 想定 を 
な さ し め る も の で ある が , と の 点 に 関し て は 更に 将来 の 
検討 が 必要 で ある 。 

最後 に , 然 ら ば 駆虫 剤 効果 試験 時 に お ける 後 検便 に 際 

OR 

。 実際 上 は どの 程度 に 塗 抹 標本 に よる 検 卵 を 操り 返 
ee と いう 問題 に つい て 検討 し て みる 。 
で と 前章 「 検 査 の 結果 」 の 部 に お いて 述べ た よう 

に , 私 た ちの と の 事例 に お いて は , 18x18 咽 デッキ ・ グ 
ラス 操り 返し 3 回 検査 時 に お ける 見 か け の 陰 転 は , 同 18 
幅 検 査 時 の それ を 夫 と 見 散 し て 約 8 と いう 比較 的 小さ 
い 率 に 止 つ て いた 。 し か し 私 た ちの と の 場合 に あつ て 
は , 下 卵 陽性 度 十 の も の の 総 陽 性 者 に 対す る 比率 が 比較 
謝 少 な か つた (412) と と を 考慮 に お く 必 要 が ある 。 も 
し 全 被 検 者 お よび 全 陽 性 者 に 対す る 軽 感染 者 (陽性 度 十 
の も の ) の 比率 が 更 た 大 きい か , な いし は 例 陽 性 者 が 軽 
感染 者 で あつ た 場合 に は , 見 か け の 陰 転 は 今回 の 私 た ち 
の 数 字 を 更に 上 廻 る で あろ うと と は , 当然 で ある 。 た と 
えば , 仮り に 全 陽 性 者 の 平均 束 卵 数 が 10mg 尿 中 1.5 で あ 
る よう な 場合 が ある と すれ ば , 18 18mm デ ッ キ ・ グ ラス 
1 枚 中 の 虫 卵 平 坪数 は 0.5 に し か 当ら ず , し た が つて そ 
の 見 か け の 陰 転 は 表 3 に し た が つて , 操り 返し 3 枚 検査 
で 22%%, 同 6 枚 検 査 で 8 2 内外 に 達する 理 窒 と な る 。 

し か し , だ か ら と 云 つ て , か よう な 「 見 か け の 陰 転 の 
存在 を 憂 す る の 余り , その 検 卵 回 数 を 12 枚 な いし それ 
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以上 に する と いう と と は , 実際 に は 炉 雑 に 過ぎ 実行 され 
難い と いう お それ が ある 。 一 方 一 般 に 希 虫 駆虫 剤 の 陰 転 
謙 が 最近 頓 に 向上 し た と と を 考え 合せ ,。 か よう な 見 か け 
の 陰 転 を 仮り に 全 被 栓 人員 に 対し て の 5 10 内 外 で 止 
め る た め に と に は, 従来 どおり 18x18 咽 デッキ ・ グ ラス 操り 
返し 8 枚 の 検査 で , 概ね 事足り る も の の 如く で ある 。 但 
し 東 卵 陽性 者 中 標本 1 枚 平均 虫 卵 数 の 稀 薄 な も の (例え 
ば 1.0 以 下 ) の 比率 が 著しく 大 きい よう な 場合 台 な いし 


は 真 の 陰 転 率 が 過少 で あり , し た が つて 見 か け の 陰 転 の 
及ぼ すそ の 携 乱 が 可 な り 閉 し いよ ょ うな 予想 の 立て られ た 


合 に お いて は , そう し た 事例 に 応じ て 操り 返し 6 枚 な 

いし それ 以上 の 標本 に つい て 検 卵 す べき で あろ う 
要 約 

駆虫 剤 効果 試験 時 に お ける 陰 転 率 に お よ ぼ す 「 見 か け 

の 陰 転 」 の 携 乱 程度 を 検 す る た め , 学校 生徒 に つき 同一 
義和 こつ き 検 対 
を 加え た 。 そ の 結果 に よれ ば , 見 か け の 陰 転 系 を 総 検査 
仙 の 5 10 多 内 外 に 見 つも る と すれ ば ぱ ば , 従来 の 18X18 
mm デッキ ・ グ ラス 同時 3 枚 検 査 ご も 事足り る よう で ある 。 
た だ し 。) 抽 中 
場合 等 に は , そう し た 状況 を 判定 レ つ つ 同 時 6 枚 な いし 
それ 以上 の 検査 を 行う 必要 が ある 。 

な お , と の 検査 の 結果 か らし て , 従来 諸家 の 報告 し た 
昭 虫 雌 1 隻 寄生 時 に お ける 単位 量 尿 内 虫 卵 数 の 下限 値 に 
つき 検討 を 加え , 実際 に は その 下限 値 を 更に 下 廻 る よう 
な 事例 が 展 < 存 在 す る と と を 指摘 し た 。 
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SummarY 


In order to see the disturbing effect of false 
negative cases on the effectiveness of anthelmin- 
thics for ascaris, 139 school students positive for 
ascC4riS ov2 were administered with anthelmin- 
thics and 4 weeks after eighteen successive stool 
examinationS by direct smear with 18x18 mm 
coverglasS were achieved and the results were 
tatistically as well as theoretically examined. 
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The results revealed that three succeSsive eXa- 
minations by direct smear with 18 メ 18mmm cover- 
glass are enough to prevent the disturbing effect 
of false negative cases, provided that the rate of 
false negative cases up to ten 多 was to be tore- 
lated. However, six Or mnOre SuCCeSSivVeG Gexarmi- 
nations by direct smear should be necessary when 
the mmajority of the examined were proved to 
have sparse density of ova in feceS. 











[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 第 1 号 


負 虫 体腔 液 に よる Arthus 現象 に 就 て 
(1 ) モル モット を 用 いた 実 駿 的 研究 


山 本 


好 明 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 東原 東 学 部 (部 長 森下 医 教 授 ) 
(昭和 30 年 12 月 19 日 受領 ) 


緒 言 
虫 性 アレ ルギー の 実験 的 皮膚 反応 に 就 て は Coven- 
try (1929) が 頭 虫 感染 及び 昭 虫 物質 に より 感 作 を 起 し 
た 家 兎 , モル モッ ト に 同 物質 を 皮 内 注射 し て 特異 性 皮膚 
反応 を 認め , 其 後 Campbell (1986), Brunner, Alt- 
man & Bowman (1944), 酒井 ・ 弓 削 ・ 中 島 (1949), 
篠崎 ・ 橋 本 (1950), 宮川 1950), 池 田 (1952), 松 本 ・ 井 廻 
(1952), 松 本 ・ 石 垣 ・ 稲 垣 (1953), 森 下 ・ 小 林 (1953, 
1954), 小宮 山 (1954), 松村 ・ 由 上 ・ 細 谷 ・ 内 田 ・ 田 所 
(19855) の 研究 が ある 。 こ と これら の 放 膚 反応 の 結果 は 必 ら 
ず し ゃ 一 致 せ ず , それ は 上 虫 感染 量 ,. 抗原 で ある 上 虫 物 
質 及 び 実 験 動物 の 相 異 に よ つ て 其 の 発現 状態 が 異 る と 考 
えら れる 。 私 は 顕 虫 体 膝 液 に よる 皮膚 反応 の 性 状 を 追求 
し, 之 が 顕 虫 性 アレ ルギー を 検査 する 方 法 と し て 価値 が 
ある か 否 か を 知る 為 に 先 づ モル モッ ト を 用 いて 実験 し 
た 。 
実験 材料 及び 実験 方 法 

普 虫 体腔 液 : 豚 融 虫 は 大 阪 市 津守 居 殺 場 で 解体 し た 
豚 の 腸管 より 採取 し 1 多 食 塩水 中 に 87 で に 保温 し て 実験 
室 に 持ち 帰 つた 。 当 日 又は 前 日 に 採取 し 活 深 に 運動 する 
雌 虫 を 1 多 食 塩水 で 数 回 洗 汐 し 清浄 な 濾紙 で 水分 を 充分 
に 除い た 後 , 頭 部 を 細 紐 で 括 つ て 吊り 下げ 尾 端 を 銃 で 切 
り 滴下 する 茶褐色 透明 な 体腔 液 を 約 30 分 間 集 め , 25 隻 分 
以上 を 混合 し て 直ちに や eitz 濾過 器 に より 無菌 と し た 人 後 
氷室 に 貯え 1 ヵ月 以内 に 使用 し た 。 

モル モッ ト は 体重 800g 前 後 の 白色 雄 を 用 い , 皮 内 注 
射 に は ツベルクリン 注射 器 を 使用 し , 注射 量 は 0.1cc と 
し た 。 入射 に は 背部 を 選び , 其 の 部 位 は 注射 2 日 前 約 5 
< 上 直 経 の 円 形 に 毛 を 剤 つた 後 市 販 脱 毛 剤 (エバ ベク レース) 





YYosfZ を 7 227207 の : On the Arthus phenomenon 
due to body fid of Ascaris。( 1 ) Experimental 
stidies with guinea-pigs. (Department of ParaS- 

itology, Institute for Microbial Diseases, Osaka 

University ) 


を 用 いて 脱毛 し , 当日 充血 等 異常 の な い の を 確 め て 後 実 
施 し た 。 反復 注射 する 場合 に は 同一 部 位 を 避け た 。 

皮膚 反応 は 第 1 表 に 例示 する ょ うに 詳細 に 観察 し , 浮 
腫 , 硬 結 , 充血 及び 出血 斑 の 強度 は 世 , 填 , 十 , 士 , 一 
で 示し , 浮腫 及び 出血 斑 の 横 経 及び 縦 経 を 画 単 位 で 計測 
沈降 反応 : 抗原 即ち 体腔 液 は 生理 食塩 水 を 以 て , 抗 
血清 は 1 胸 アラ ビア ゴム , 0.5 多 石炭 酸 加 生理 食塩 水 を 
以 て 共に 2 倍 連続 稀釈 を 行い , 重層 法 に より 室温 2 時 間 
後 判 定 し , 抗原 価 , 抗体 価 は 稀釈 倍数 1 : 2" の nm を 
以 て 示 し た 。 

組織 標本 は フォ ル マ リ ン 液 固定 , パラ フィ ン 包 埋 を な 
レ へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 重 複 染色 を 行 つ た 。 

実験 成績 

1 無 感 作 モル モッ ト の 皮膚 反応 

前 処置 を し な い モ ル モ ッ ト 81 匹 に 体腔 液 皮 内 注射 を 行 
つた と と ろ 16 匹 に 第 2 表 に 示す よう に 全身 症状 が 現れ 
た 。 そ の うち 5 匹 は 注射 後 約 10 分 で 咳 天 , 不安 , 鼻 を 
ヽ 等 の 症状 が 現れ 暫時 継続 し , 次 で 激しい 呼吸 困難 を 超 
し 側 稚 位 を 保ち 或 は 跳躍 , 繝 が 起り , アナ フィ ラキ シ 
ーー 症状 を 以 て 数 分 内 に 貞 死 し た 。 其 の 皮 内 注射 に よる 丘 
疹 が 発赤 を 示し た の は 1 例 の み で ある 。 重症 アナ フィ ラ 
キシ ー 症 状 よ り 回 復 し た の は 8 匹 で あつ て , その 中 6 匹 
に は 注射 後 5 一 10 分 に 一 過 性 の 充血 が 現れ た が 其 後 に 出 
血 斑 は 見 られ な か つた 。 注射 後 2 時 間 で 貞 死 し た 8 匹 の 
皮膚 反応 に 就 て は 1 匹 に 15 分 後 一 過 性 の 充血 が み ら れ , 
2 匹 に 1 時 間 後 より 死 直前 迄 充血 が 続い た 。 

次 に 以上 の 鍋 死 例 を 除い た 78 匹 の 皮膚 反応 の 成績 は 第 
3 表 に 示す 通り で , 注射 に よ つ て 生じ た 直 経 8 一 10 叫 の 
丘疹 が 生理 食塩 水 0.1cc 皮 内 注射 の 場合 と 同様 に 充血 を 
伴わ ず 多 く は 1 時間 以内 に 消失 する も の , 及び 軽度 の 祭 
赤 を 示す が 3 時間 以内 に 消 退 する も の は 正常 の 初回 反応 
と 考え られ 50 匹 に み ら れ る 。 之 に 反し 後述 の 第 2 回 注射 
以後 に 見 る よう な 出血 斑 が 現れ る も の 等 28 匹 は 前 者 に 対 
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第 1 表 皮肉 反応 測定 の 例示 (No. 55, 300 g) 
























第 1 回 注射 第 2 回 注射 
10 日 間隔 
計測 時 間 浮腫 硬 結 充 碧 出血 肖 腫 硬 結 充 箇 出生 
直後 十 9x9 ー ー ー 十 7x8 十 ー 一 0x0O 
5/ 士 11x10 十 ー ー 十 10x10 ー ー 一 0x0 
10/ 士 11x11 ドコ ー ー 十 12x12 ー ー 一 0x0 
15/ 十 12x12 エ ー ー 十 12x12 ー ー 一 0x0 
20/ 十 12x12 ー ー ー 十 12x12 二 ー 一 0x0 
30/ 十 12x12 テ ー ー 十 13x13 ーー ー 二 6x6・ 
45/ 十 12x12 十 ー ー 十 13x13 二 ー 二 6x7 
60/ 十 13x13 キ ー ー 十 13x13 ー ー 土 7x7 
2? 一 0x0 ー ー ー 十 15x15 二 ー 士 7xZ 
3? 一 0x0 ー ー ー 十 15xt5 主 ー 十 7x7 
45 一 0x0 一 一 ーー 士 17x17 本 ae 十 7x7 
5? 一 0x0 ー ー 一 士 17x17 ー ー 十 7x7 
6” 一 0X0 ー ー ー 主 17x17 主 ー 呈 7x7 
ー ー ー 士 17x17 コ ー 十 7x7 
8 一 0x0 ー ー ー 士 17x17 ー ー 呈 7x7 
24? 一 0x0 ー ー ー 士 17x17 キ 圭二 7xZ 





征 2 表 無 感 作 モ ル ん ル モット の 体腔 液 皮 内 注射 
に よる 全身 症状 





実数 


信頼 限界 (信頼 度 98 狐 ) 





4 且 p 用 3.1 
16.9 且 p 有 5.6 


ショ ッ ク 死 5 6.2 
ショ ッ ク 症 状 8 9.9 
2 時 間 後 第 死 3 3。7 の.2 DD 計 2 

計 16 19.8 27.7 且 p 且 13.7 





第 3 表 無 感 作 モ ん モッ ト の 体腔 液 皮 内 
注射 に よる 皮膚 反応 





信 頼 限 昇 
実数 (信頼 度 98 








6 一 24 時 間 後 の 充血 1 


正常 反応 

対照 と 同様 の 丘疹 27] 

充 箇 (3 時 間 以 内 2a(50 68.5 76.5 且 p 三 58.9 
に 消失 ) 

淀 友 応 

出血 音 15 

充血 (3 時 間 以 上 継続 ) 7 を 23 31.5 41.1 且 p 有 23.5 











レ て 異常 反応 を 呈し た も の と 考え られ る 。 

以上 の ょ うに 無 感 作 モ ル モ ッ ト は 体腔 液 皮 内 注射 に よ 
り 極 め て 多彩 な 反応 を 現す も の で あつ て , Arthus 現象 
を 考察 する 本 実験 に は 初回 注射 時 に 正常 反応 を 呈し た 動 
物 の み を 使用 し た の で ある 。 

2 反復 皮 内 注射 に よる 皮膚 反応 

体腔 液 初回 皮 内 注射 後 2 日 , 5 日 及び 7 日 に 各 別 々 の 
動物 に 体腔 液 皮 内 注射 を 行 つた 場合 , その 反応 は 初回 注 
射 と 殆 ん ど 差異 は 認め られ な い が , 10 日 , 14 日 及び 21 日 
後 の 再 注 射 で は 明瞭 な 出血 班 が 現れ Arthus 現象 が 惹 
起 さ れ た も の と 考え られ る 。 反復 皮 内 注射 を 実施 し て 銀 
祭 し た 出血 斑 の 状態 は 第 4 表 に 見 る 通り で 早い 場合 は 15 
分 後 か ら 現 れ 始 め 4 一 6 時 間 後 に 最強 と な り 其 後 消 退 の 

傾向 を 示し 24 時 間 或 は 其 以 上 継続 する 場合 も ある 。 出血 
斑 の 大 さ は 十 の 場合 に は 直 経 5 碧 以 下 の 場合 が ある が 填 
以上 の 場合 に は 差異 は あつ て も 全体 と し て 可 成 り の 簡 囲 
に 拡 つ て いる の で 体腔 液 に よる モル モッ ト の Arthus 現 
人 象 の 程度 は 4 時 間 後 の 出血 斑 の 強 さ だ け を 以 て 示し て よ 
いと 軸 困 まう 。 

3 初回 皮下 注射 に よる Arthus 現 保 

体 膝 液 0.1cc を 皮下 に 初回 注射 し 10 日 後 皮 内 注射 に よ 
る 反応 を 見 れ ば 第 5 表 に 示す よう に 出血 斑 の 強度 は 初回 











第 4 表 反復 皮 内 注射 に よ る Arthus 現象 (出血 六 ) 
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抗原 価 , 抗 体 価 共に 稀釈 倍数 1 : 2" 


( 80 ) 


の n を 以 て 示す 


- 著 呈 。 第 2 回 注射 征 3 回 注 身 第 4 回 注 疾 
張 き 大 き 出現 最 張 | 張 き 大 き 出現 最 張 | 張 き 大 き 出現 最 張 
1. 所 10X 9 1 一 24? 39 一 - 6? 壮 10x 7 3W 一 24? 60/ 一 24? 冒 13x 9 45 一 24? 49 一 - 69 
10 2 呈 2x 9 シーe6c 3 一 6c| 時 5x 51Pー24o 1 ジー245 | 寺 7xX 6 4 一 24" 6c24< 
注 日 3. 填 9x 6 3W 一 24? 60/ 一 24? 革 10x 8 6 6? 60/ 一 6? | 壮 10x 8 2 一 6? 3 一 6? 
時 4。 壮 12x 9 30/ 一 245 2? 一 249 所 10X 9 6 一 245 2 一 6? | 陸 20x20 3 一 6? 45/-- 6? 
( 14 
間 | 日 51. 壮 10x11 30/ 一 - 6?9 6 一 - 2? 植 10x10 20/ 一 24? 45/ 一 - 7? | 土 8x8 ダー の 7? 3 一 の? 
隔 5. 士 3x 3 6? 6? 寺 6x 6 2" 一 24? 49-- 8? 掛 12x12 2?" 一 27?9 4? 一 119 
L21 6. 十 3x 345 一 6? 4 一 - 6? 斗 20x18 60/ 一 24? 4? 一 10? 革 7x 7 2" 一 249 4 一 - 6? 
日 7. 本 10x 7 30/ 一 16? 4? 一 16? 填 8 6 2 一 27? 49 一 119 士 4x 4 49 一 10? 49 一 10? 
8. 士 5x 4 2 一 10”" 29 一 10? 填 8x 7 2? 一 6? 2 一 - 6? 土 2x2 3 一 6? 3 一 6? 
第 5 表 感 作 方 法 の 相 上 異 に よる 再 注射 皮 内 注射 に よる 場合 より る 明らか に 弱い 。 
出血 欧 の 比較 4. 沈降 反応 
8 対照 初回 注射 前 の モル モッ ト 血 清 に は 体腔 液 を 抗原 と する 
初回 皮下 注射 。 妨 回 反 内 注射 沈降 反応 は 認め られ な い 。 其 後 反復 注射 毎 に その 前 30 一 
モル モッ ト 52 53 54 55 60 分 に 採血 し た 血清 に 就 て 抗原 価 , 抗体 価 を 測定 し 出血 
番号 ロ ロ 回 ロ 夫 ae 中 $ ト 
6 斑 と 対比 し 表示 する と 第 6 表 の よう で ある 。 第 2 回 注射 
人 に は 出血 斑 は 明瞭 で ある が 沈降 反応 は 現れ ぬ 場 合 も あ 
owa Mi CyehS9. 晃 プ 7 り , 第 8 回 以後 に は 明らか に 現れ る 。 稀釈 倍数 1 : 2* 
6 も oo の 指数 を 以 て 示し た 抗原 価 は 5 一 11, 大 多数 は 7 一 9 で 
第 6 表 沈降 反 応 
注 射 間 隔 10 日 14 日 21 日 
モル モッ ト 番 号 人 
第 2 回 注射 前 
出 箇 間 震 - 鍛 守 : 埋 - 桁 す キ 社 杜 ネ 件 キ 件 
玉 原 価 お 人 馬 なめし 合馬 7 8 10 d 8 及 半 (所 が 答 
抗 体 価 SE SO RI IP 細 陸 0P 錠 
第 3③ 回 注射 前 
出 箇 斑 革 理 時 笠 寺村 付 寺 二 
六 原 価 人 党 8 け お 、 すま . 散 、 剖 
抗 体 価 人 シン 4 6 の レ < 
第 4 回 注射 前 
。 出生 斑 理 革 填 持 十 十 相 填 十 二 
抗 原 価 8 7 8 7 まま : 少 っ 導 鐵 
挑 体 価 2 ゲ ェ ガ アデ 本 だ S 

























と する 
弟 30 一 
し 出血 
避 注 身 
も あ 
> 洛 拓 
ー9 で 
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あり , 抗体 価 は 1 一 6, 大 多数 は 2 一 5 で あつ て , 出血 





斑 の 何れ の 強 さ に 於 て も 抗原 価 , 抗体 価 は 大 体 同様 で あ 


迷 


に あッ 


尚 友 内 注射 が 沈降 反応 に 
前 3 時 間 後 及び 24 時 間 後 の 抗原 価 , 抗体 価 を 測定 し 


直 和 


ぼ ばす 影響 を 知る た め に その 


た 成績 は 第 Y 表 に 示す 通り で 変動 は 区 ん ど 見 られ な い 


第 7 表 皮 内 注射 前 後 の 沈降 反応 

















動物 番号 22。10. 10. 14. 14. 56. 54. 52. 53. 55. 
出血 革 填 選 圭二 ササ 圭二 填 時 
抗 原 価 

前 砂 。 乾 。 旬 。- 多 。 馬 ひい 邊 8 10 
swme の の 事柄 し 凶 -。 を 親 
24 時 間 後 8 6 6 8 8 9 / 9 9 10 
抗 体 価 

前 ああ も 、 衝 名 和沙 別 め < 各 。 記 < 
3 時 間 後 プ ププ ノノ ング 5 5 4 5 4 
24 時 間 後 2 1 3 を 3 5 / 4 5 4 
入射 回 数 3。 2。 5。 4。 5。 4。 4。 3。 3。 2. 





原 価 , 挑 体 価 は 稀釈 倍数 1 :2" の n を 以 て 示す 
5 脱 感 作 


反復 皮 内 注射 に より 中 
皮 内 注射 を 繰返し て 反応 を 比較 し 前 回 の 注射 に 


反応 


前 回 より ミ 
脱 感 作 を 更に 強く 起す 目的 で 既 
射 に より 
生理 食塩 水 で 20 倍 に 稀 釈 し た 体腔 液 を 了 予 % 


H 血 斑 和 を 生じ た 和 翌日 株 2 日 後に 

より 役 の 
が 影響 され る か 否 か を 人 触 察し た が 2 例 共 に 出血 斑 は 
強く 現れ 脱 感 作 は 起 ら な か つた 。 
- 感 作 さ れ 
当然 出血 斑 が 現れ る と 考え られ 


次 回 皮 内 注 
る モル モッ ト 人 に 


> 心 蔵 内 に 注射 


し 中 等 度 以上 の ショ ッ ク 症 状 を 起 さ せ た 8 例 に 1 一 2 日 


1 例 に ( 
作 が 所 







6. 組織 学 的 所 見 
初回 注射 に よる 変化 : 
同様 の 正 疹 を 生じ た モル モッ ト に 氷 
は 真皮 に 細胞 浸潤 が 認 め ら れる 
い 。 

再 注射 に よる 変化 : Pa 
た 例 に 就 い て 2 時 間 後 の 所 見 は 真皮 が 浮腫 状 を 呈 
RESRRER 
在 し 表皮 に は 異常 が 無い 。 

反復 注射 に よる 変化 : 3 週間 隔 反復 実施 し た 第 4 回 注 
射 後 24 時 間 で 浮腫 士 , 充血 十 , 出血 冊 の 皮膚 所 見 は 真皮 
に 毛細 管 が 増殖 し 出血 が 認め られ 単 核 球 及 び 好 酸性 細胞 
の 浸潤 カ : 毛 組 管 周 囲 と 多く に 好 酸 性 細胞 が 処 処 血 
管 の 周り に 集団 を た し 浸出 し て いる 像 を 示し て いる 。 
総括 及び 考察 


初回 注射 に より 生理 食塩 水 と 
て 其 の 60 分 後 の 所 見 
> ゝ の み で 顕著 な 変化 は な 


モル モッ ト が 上 顕 虫 体腔 液 に 敏感 に 反応 する と と は 0.1 
cc 皮 内 注射 に より 19.8 が 激烈 な 全身 症状 を 示し た と と 


に ょ り 明 ら か で ある 。 既に 小泉 (1954) は 無 感 作 モル モ 
を 液 静脈 内 皮下 , 腹腔 内 注射 実験 


ッ ト に 対す る 顕 虫 体 有 
の 結果 致死 量 と 云う べき も の の 範囲 が 央 る 広い と と を 指 


摘 し , 症状 は 単純 な 化学 的 書 物 の 中 毒 で は な く て 著しく 
ショッ ク 症候 を 具有 し て いる と 述べ て 居 り , 小宮 山 


ki 
度 の 発赤 を 認 % 。 皮 剛 反応 に 就 

再 注射 に 見 る よう な 出血 斑 , 8 時 
間 以 上 に 理 る 充血 及び 注射 後 6 一 24 時 間 に 現れ る 発 赤 は 
異常 反応 と 考え られ , と れ は 81。 た 。 以上 の 
よう に 前 処置 され な い モ ル モ ッ ト が アナ フィ の ー 様 
或 は Arthus 現象 様 反 応 を 呈す る 原因 を 考え る と , 先ず 
購入 し た 動物 が 飼育 中 に 飼料 に 附 着 し た 仔 虫 包 蔵 功 虫 卵 


(1954) は 
射 を し て 2 匹 と 軽 ) 
いて は 初回 注射 に 於 て 


ち て !【 


て いる 


放 の ノ )ー 


り 2 の ( こみ られ 














化 皮 内 注射 を 行 つ た と と ろ 32 ke 血 斑 が 現れ た が , を 距 下 し た り , Mo 生 虫 の 感染 が 起り , と の よう な 感染 
充血 及び 出血 が 全然 認め られ ず と の 例 で は 脱 感 こよ る 感 作 が 一 応挙 げ ら れる と 思う 。 Sprent (1950) 
成立 し た も の と 考え られ る 。 (第 8 表 ) SM - 除 外し て 飼育 し た モル モッ ト は 体 
征 8 表 肢 感 作 
動物 。 感 作 農 感 作 ショ ッ ク Me 沈 陸 諾 記 
(1 ・ 20) 前 十 キ 柱 .5xZ、. 8 2 
7. 5 回 1.5 cc せ : 20) † 2 日 後 廿 7 dx びき 2 
前 一 一 一 
10. 1 回 1.0cc(:20) 析 の 2 
1 . 20) / 前 ら 呈 填 
22. 4 回 1.0 cc (1: 20 中 1 日 後 十 り 寺 




















腔 液 静 往 に 際 し て 9 cc の 大 量 に 耐え る が , 虫 を 感 梁 
させ た 動物 は 0.5cc 注 射 に よこ り ア ナ フ ィ ラキ シー を 起 し 
欧 死 する 事実 より 顕 虫 感染 に よる 感 作 が と の よう な か 差異 
RPC * (19 
54) も 之 を 追試 し 承認 し ^ 。 私 (1953) の 体腔 液 注 
射 に より 感 作 し た モル モ ト の 同門 臓 内 注 遇 実験 で は 
SVN 
匹 。 1 cc で は 全 例 に ショ ッ ク 死 を 来 し て いる 。 以上 の よ 
うに 感染 或 は 感 作 モル モッ ト の 体 膝 液 静 注 に よ つ て アナ 
フィ ラキ シー が 惹起 され る と と は 明瞭 で ある が , 微量 の 
皮 内 注射 に より アナ フィ Ra 来 さ れる 為 に は 
動物 は 極め て 高度 に 感 作 され て 居 ら ね ぬ 箸 で あつ 
て 」 この よう な 万 作 が 自然 界 に 於 て 実際 に 如何 に し て 起 

る か 更に 検討 を 要する と 思わ れる 。 

次 ( し 応 詳 友 - 邊 て 考え る と その 現れ 方 が 極め て 種々 
で ある 。10 数 分 で ッ ク 死 を 来 し た 例 は 除外 し , 激烈 
な ショ ヨッ ク か ら 回 復 し た 8 匹 の 疹 に は 7522 に 発赤 が ち 
れ た が 大 部 分 80 分 以内 に 消 補 し , これ ら の 皮膚 反応 ! 
常 反応 の 範囲 に 入る も の で , 出血 斑 を pe ら た き 
つた 。 皮 内 注射 に よる 全身 的 アナ フィ ラ : 
> し て 作用 し その 後 現れ る 度 慮 反応 を 近 制 する 可能 必 
は , 脱 感 作 実験 成績 Si 考え 難い 。 之 に 反し て 初回 
注射 に より 出血 斑 を 星 し た 動物 は 全然 アナ フィ ラキ シー 
を 起き な か つた MGM を 人 
に 感染 させ た モル モッ ト に 17 日 後 体腔 液 の 皮 内 注射 を 行 
つた と と ろ , 正 疹 は 30 分 後 より 不 著 明 に なり 


ず 2 一 6 時 間 に 軽 度 の 点 状 出血 が 現れ , 著しい 皮膚 反 


充血 は 見 ら 


応 ! : は 認 め の め な か つ た 。 Brunner, Altman 層 Bowman 
(1944) メ 多 画 虫 及 び 寺 昌 の よう な 線 虫 類 自然 感染 
犬 に 就 て 虫 抽出 物 皮 内 注 和 時 に より 類 属 反応 を 認め た よ 
う に 他 種 寄生 虫 感染 に よ つ て も 皮膚 反応 が 生ずる こと と 
考慮 に 入れ ね ば な ら な い 。 要する に 無 感 作 モル モッ ト の 
皮膚 反応 は 感染 を 考慮 に 入れ て も 和尚 個体 差 が 著しい も の 
と 思わ れ , 従 つ て と の よう な な 皮膚 反応 の 実 験 ー- モ ル モ ッ 
ト を 用 いる Ap と 考え る 。 
初回 正常 皮 膚 反応 を 呈し た 動物 に 7 日 以内 に 
た 場合 に は 初回 と 同様 な 反応 を 示す が , 10 日 , 14 日, 21 
日 の 間隔 で 反復 皮 内 注射 を 行う 場合 に は 第 2 回 以後 の 注 
射 に より 同族 が 出 現し 4 一 6 時 間 従 に 最強 た な る 。 即 
ちと れ は 体腔 液 に よる Arthus 現象 と 考え られ , その 潜 
伏 期 は 約 10 日 間 で ある 。 

Coventry (1929) は 顕 虫 邊 白 抽出 物 の 1 多 溶 液 を 用 
いて 顕 虫 感染 モル モッ ト 及 び 顕 虫 抽出 物 に より 感 作 され 
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た モル モッ ト に 上 内 注射 を 反復 し て , 4 一 8 時間 に 現れ 
る 浮腫 , 硬 結 , 紅斑 乃至 軽度 の 充血 を 認め て いる が 出 箇 
斑 は 認め て いな い 。 富 川 て 1951) は 感 作 モル モッ ト に 就 
て 顕 昌 体 ア レル ゲン の 中 , 皮質 抗原 が 最も 強く Arthus 
現象 を 起 さ せ 壊 死 を みた が , 体 主 成 分 で ある 和 蛋白 質 , 精 
質 , アミ ノ 酸 より 成る る ゃ の の 水 抽出 物 は 最も 弱い と 述 
*, 松本 ・ 井 廻 (1952) は 顕 虫 飼育 液 を 用 いて , 感 作 し 
た モル モッ ト に Arthus 現象 を 起 さ せ 組 織 学 的 に 充血 を 
認め て いる 。 小 宮山 (1954) は 体腔 液 を 用 いて 腹腔 内 注 
射 に 胡 作 し : た モル モッ ト に Arthus 現象 を 起 さ せ 協 
を した も の か ちく 陰性 の も の 迄 種々 の 強 さ の 反応 
と 認 % 。 以上 の 報告 及び 本 実験 成績 か ら 考 察し て 
語 竹 物質 中 人 を 液 は モル モッ ト を 感 作 する 力 が 旨 
いと 云う と と が 出来 る 。 
初回 に 皮下 注射 を 行 つた 場合 に は 皮 内 注射 の 場合 に 比 
て 第 2 回 皮 内 注射 に よる 出血 斑 の 出現 が 弱い 。 ダ 上述 
の よう に 小宮 山 (1954) は 腹腔 内 感 作 に より 15 匹 の モル 
モッ ト の 中 5 匹 に 皮膚 反応 陰性 で ある と 報じ て いる の で 
皮膚 感 作 の 方 法 と し て は 皮 内 注射 が 最強 力 と 云う と と が 
ト の 血清 は 体 膝 液 に 対 し て 沈 了 反 応 を 
示さ な い が 体 膝 液 度 内 注射 に より 血清 に 抗体 を 生じ 革 了 
反応 が 現れ る 。 然し 初回 注射 の み で は 沈降 反応 が 現れ な 
い 場 合 も ある が 第 2 回 注射 以後 は 常に み ら れ た 。 抗原 
価 。 抗体 価 の 範囲 は 出血 斑 の 強 さ に 拘ら ず 大 体 同 様 で あ 
つた 。 双 皮 内 注 注 前 後 の 沈降 反 応 を 行 つて , 皮膚 反応 は 
We 抗体 価 に 殆 ん ど 影 響 を 与 を ない の を 知 つ た 。 
内 注射 の 間隔 を 短く し て 脱 感 作 を 試み た が 不 成 功 で 
り 。 アナ フィ ラキ シー ショ ッ ク を 起 さ せ た 3 匹 中 1 中 
の み に 其 後に 行 つ た 皮 内 注射 に より 出血 班 が 認め られ ず 
説 感 作 が 起 つ た 。 以上 の よう に 脱 感 作 は 起り 難い が とれ 
KN 
以上 観 守 し た ょ うに 体腔 液 0.1cc 皮 内 注 和 共 は モル モッ 
馬 mxoMnorroes 同様 の 
に 濁 現 】 本 4 
を 現す Arthus 現象 が みち られ る の で , 魚 虫 感染 或 は 感 作 
ke 方 法 と し て は 体 膝 液 を 含有 する 普 虫 性 物質 特に 信 
破 原 流 の 初回 友 内 注射 に よる 反応 の 意義 は 暫く 措 き 
これ を 度々 繰 返 え す と と は 無 意 味 で ある と 考え る 。 商 と 
の と と は の RON (1929) が 感 作 力 の 比較 的 弱い 病 委 
蛋白 抽出 物 の 反復 皮 内 注射 後に 於 て さえ る, 若干 の 正常 
モル モッ ト に 軽微 な 皮膚 反応 を 認め て いる 点 よ り も 首 導 


無 処置 モル モッ 
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組織 学 的 に 観察 すれ ば 初回 注射 に よる 正常 反応 の 場合 

- は 軽度 な 細胞 浸潤 が ある の みみ で ある が , 再 注射 に 於 て 
は 真 友 に 出血 及び 好 酸 性 細胞 の 浸潤 が 見 と れ , 反応 の 顕 
著 な 場合 に は 毛細 管 が 増殖 し その 周囲 に 浸潤 が 強く 現れ 
る 。 以 』 の 所 見 か ら 組 織 学 的 に も アレ ルギー 反応 で ある 





と 考え られ る 。 
結 論 
無 感 作 モル モッ ト は 顕 虫 体腔 液 友 内 注射 に より 全身 性 
或 は 局所 性 過敏 反応 を 起す 場合 が 少く な い 。 従 つて モル 
モッ ト は と の 様 な 実験 に は 不適 当て ある 。 
体腔 液 を 10 日 乃至 ke ご 反復 皮 内 注射 する と 初 
回 に 正常 皮 護 反 応 を 示し た モル モッ ト に 第 2 回 以後 出血 


欧 , 即ち Arthus 現象 が 明瞭 に 認め られ る 。 従 つて 項 下 
芝 攻 は 細 上 感 作 の 状態 を 調べ ろ 為 に 休 有 内 反応 た 
反復 実施 する の は 適当 で な い 。 初 回 注射 で 感 作 され て 了 


> テン 
ー ジ oO 


か 


終り に 臨み , 御 指導 並び に 御 校 開 を 賜 わ つ た 恩師 森下 
教授 に 深謝 し , 病理 所 見 の 御 教示 を 戴 い た 多 洞 教授 に 


本 論文 の 要旨 は 昭和 29 年 4 月 第 23 回 日 本 寄生 忠 学 


総会 に 於 て 発表 し た 。 
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SummmarY 


By the first intracutaneous injection with 0.1cc 
of body fluid of pig Ascaris the symptoms of 
Severe Shock and local symptoms such as hemnor- 
rhage and erythema lasting over 3 hours were 
observed in 19.8 (6/81) and 31.5 (23/73) of 
norrnal animals respectively. From this fact it 
seemns that the guinea-Dig iS not desirable for the 
Skin test with Ascaris body 角 jid. 

Since the animals are easily sensitized by the 
first injection of body fuid of Ascaris, the clear 
hemorrhagic area of Arthus phenomenon can be 
demonstrated by the second and further injection 
with same material which are repeatedly perfor- 
med at intervals from 10 days to 3 weeks. 
Therefore it is advisable that for examining the 
condition of infection or sensitization with As- 
caris the intracutaneous injection with its body 
fluid are not repeatedly performed. 
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遇 虫 卵 の 経 気道 感染 に 関す る 研究 
(1 ) 台 束 罰 の 気 脱 質 と し て の 性 曜 一 特に 水中 沈降 速度 に つい て 
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暫 し て の 性 状 を も つも の と 見 箇 し 得 よ う 。 こ と の 見 地 か ら 軌 
まえ お まき と まっ 2 に と ら 
0 
敵 虫 症 の 感染 は , その 躍 卵 が 附 着 し た 野菜 な ど に よ ょ つ と 結論 を と ゝ に 報告 する 。 
て 経口 的 に 成立 する 。 と れ My 信 培 の な い 拳 諾 で 人 共 実 il 材 料 


ある が , し か し 名 東 症 の 疫学 が すべ て これ に よ つ て 説明 ( イ ) 糞便 中 の 人 顕 下 卵 
され 得る と は 限ら な い 。 小林 G954)。 松 内 (1954), 矢島 名 東 卵 保有 の 成人 糞便 を 長野 (1954) の 上 下 卵 分 離 採 


(1955) に よる 顕 虫 症 発生 の 季節 的 変動 や , Coldwell 集 法 で 分 離し , 更に 微 組 な 謙 雑 物 を 除去 する た め 薫 溜 水 

(1930), Fueki (1952), 本 (1952), 今 園 953), 小 で よく 洗い , 解剖 顕微 鏡 下 に 一 個 宛 純粋 に 取出 し て 蒸溜 

林 (1955) に よる YSeernwtJfSP ど 水 に 浮 渡さ し た も の を 用 いた 。 

に よれ ば , 風 崖 に よる 感染 も 決し て 公定 出来 な い 。 属 記 C) 人 工 腸 液 に 浸 潰 し た 豚 六 

に よる 膨 染 は 。 fg> し て 食品 に お ける と き と 同 じ 太 実 験 の 目的 は 人 畑 の 沈 了 之 定 で ある が 。 人 
よう に 取扱 える 場合 と 。 経 2 基 昌 罰 は 随時 入手 する と と が 容易 で な く 。 し か も 純粋 に 


考察 で きよ う 。 前 者 の 場合 は 一 般 的 に 論じ られ る が , 疾 多量 を 分 離す る に は 非常 な 労力 と 時 間 を 必要 と する 。 と 








病 発 生 論 か ら み て 特に 興味 ある の は , 後者 の 場合 で あろ れ に 反 し て 豚 上 虫 卵 は , 随時 に 多量 入 F3 する と と が 容易 
う 。 風塵 に よる 経 気道 感染 が 果 し て 起り うる も の で あろ で あり , 一 定 の 処理 を し て 人 頭 虫 卵 に 近い 理想 的 な 状態 
うか 。 に する と と が で きれ ば ぱ ば, 実験 材料 と し て 甚だ 好適 で ぁ 
と の 間 題 を 解決 する 手順 と し て は , 顕 虫 卵 が どの 程度 る 。 そ と で 前 処置 と し て ,。 エ オ ヂ ン Y 9522% ア ルコ ー ル 沙 
の 風速 に より どの 位 ま で 遠く 飛散 する か , 風 が 止ん だ ら 液 , 生理 的 食塩 水 , 各種 濃度 の 豚 胆 填 な ど そ れ ぞ れ に 浸漬 
どの 位 の 速度 で 落下 する か , 0 て いる 類 天 は し , これ ら に つい て 看 自 膜 の 形態 や レ し まり 具合 を 観察 
1 lo 廊 ど に 人 て いる ま の が 時 だ) ニー マ 当 者 ) >- ュ 3 (| ルー ヽ 選 
東 卵 単独 か , 土壌 粒子 な と こい る も の か , な ど 人 工 腸 液 に 浸 潰 し た も の が 最も 人 人 顕 虫 卵 に 近い 
の と と を 直 自 求 RW KK し た の で 人 怠 虫 卵 5 フェ コッ まあ 本 Se 
坦 に お 向 だ 。-。 卵 の 対 妥 と し て これ を 使用 3 
それ に は ま づ , 顕 虫 卵 が 気 膨 質 (aerosol) と し て 取扱 > ら と と に し た 。 即ち 豚 宮 未 講 吉 と の 部 人 
の WP の 、 の * 光 XX る と と に し た 。 即ち 豚 虫 子宮 末端 部 2 cm 迄 の 部 位 』 
える 性 状 の も の か どう か を 明らか に し て お か ね ば な ら な 採取 し た 虫 卵 を 人 工 腸 液 に 浸 潰し , 80 て の 映 卵 器 に 5 日 
い 。 顕 虫 卵 の 落下 速度 は 一 般 物 体 落下 の 法則 に 従う も の 間 入 れ た の ち , 8 回 水洗 し て 蒸溜 水 に 浮 灘 させ る 。 
か , また は 気 騰 質 の 落下 方 式 例え ば Stokes の 式 に 適合 人 工 腸 液 の 処方 ペン クレ ア チ ン 2 g 
する よ の か , 了 旨 を 調べ て で よ 、 し Stokes の 式 に 適 胆汁 ( 豚 胆 裏 中 ) 5 cc 
合 す れ ば , 顕 虫 卵 は その 落下 速度 の 面 か ら み て 気 騰 質 と ペニシリン 2 万 単位 
ーーーー ー ーーーーーー > 記 ン 
女 227 ん の Mgyg7g : Studies on experimental 燕 汐 水 100cc 
ascariasis infection through respiratory truct. (重曹 で pH. 7.6 と する ) 
1. The Aerosol-like physical properties Of aSCa- 実験 方 法 
ris eggs with special reference to its velocity 2 
3 イ ) 測定 装置 
of settling through water. (Department of Para- の の 99 
sitology. National Institute of Health, Tokyo. 直 儲 4.5cm。 高き 88cm の ガラ スシ リン ダー na 


Japan.) 満 し * 了 の 準備 し た ! 虹 回 虫 卵 学 ) 痢 液 ? を 血 沈 用 注 射 器 に 0 
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第 1 表 落下 こす る A.B. 
名 1 表 落下 虫 卵 数 を 異 に する C の / 衣 竹 。 0 
群 の 沈降 時 間 
て 、 沈降 時 間 Stokes の 式 の 各 記 号 の 意味 する と と ろ は 次 の 如く で あ 
沈降 時 間 岳 要 

で (sec/10cm) 測定 回 数 測定 時 の 水 
沈降 昌 卵 数 0 の 温度 (C) D = 粒子 の 直径 (cm) 
A 群 ( 1 一 2 個 ) 158.3 50 20 一 21 み 三 媒体 溶液 の 絶対 粘 鹿 (absolute viscosity) 
て 群 (200 一 300 個 ) 83.0 50 21- ン 23 S = 粒子 の 比重 








る 。 








( 看 自 有 除 去 下 人 
g 三 重力 の 加速 度 

c と り , 針 先端 を 水面 直下 に 静か に 挿入 し て , ご く 自 然 上下 卵 て は 比重 1140 と し て 計算 すれ ば 91.8z 此 
に 占 虫 卵 が 沈降 する よう に し た 。 0 こ 沈 降 重 1,120 と すれ ば 99.14 の 値 を 得 た 。 (上 虫 卵 の 比重 と 
- る 際 に は 充分 の 注意 を 要する が , 約 七 百 回 の 練習 を し て は Sawitz (1942) の 比重 を 使用 し た 。 また 実際 に 
っ た 。) 以上 の 装置 て 婦 誠 を 50 回 沈 際 さ そ 。 第 実験 に 用 いた 材料 を 藤 緒 液 に 浮 渡さ し て 比重 を 測定 し た 

と の 時 間 を 測定 し た と ころ, 10cm 以 上 で は すべ て 終末 速 "と と ろ , Sawitz の 比重 の 範囲 内 の 値 を 得 た 。 
度 と な つた の で , 針 先端 より 10cm 以 下 で の 速度 を 測定 す 実験 に 供し た 人 急 卵 30 個 の 長径 及び 短 径 の 平均 実測 
る と と に し た 。 そ と で 二 個 の スト ッ プ ウオ ッ チ を 用 いて 値 は 長径 62 短 径 51 4 で あつ た 。 実測 平均 沈降 速度 
第 1 の る の で は 5 cm 落下 する 時 間 を , 第 3 の も の で は 10 0.0675 cm/sec) を Stokes の 式 と 入れ て 逆算 し た 理 
me 了 する に 札 す る 時 間 を 計っ た 。 つ ぎ に 一 回 の 交際 論 的 な 粒 筐 は , と の 実測 科 位 62 4) を 29.8 一 87.14 上 
験 に 用 いる 下 卵 の 数 の 問題 ご ある が , 第 1 表 の ご と く 各 つ た も る の と な る 。 換言 すれ ば , 平均 沈降 速度 は 実測 
8 群 に 分 け て 実験 を 行 つ た と ころ , 8 群 の 間 に は 明らか 粒 径 を Stokes の 式 に 入れ て 算出 し た 理論 値 より ゃ 大 


見 
ト ょ つて いる 。 と の “くい ちがい ” は 何 に 起因 する の 





に 有意 差 が みとめ られ , 特に B, C 両 群 は A 群 に 比 し 速度 で 大 っ 
が 大 と な つて いる 。 と れ は 限ら ち れ た 容器 中 の 水量 に 多数 で あろ うか 。 て も ゃ そ も ゃ Stokes の 式 は 球 型 の 落下 粒子 を 
の 貞 虫 卵 が 群 を な し て 落ち 対流 を 生ずる た め と 考え られ 想定 し た 式 で あり , こと れ に 反し て 顕 虫 卵 は 椿 円 型 で あ 


と と で A 群 胎 ち 1 ~ 2 個 の 環 虫 卵 を 1 回 の 沈降 試験 "る と の 和 の 押上 が 潜 際 する 際 に は , 抵抗 の 少 い 

に 用 いて 測定 和 を 行う こと に し た 。 に 長径 を 垂 二 給 に - し て 落下 する 場合 が 最も 多い こと 

実験 結果 が 想定 き され る 。 も し そう で あれ ば ぱ , 実測 平均 沈降 速度 が 

以上 の 方 法 で 問 虫 卵 の 沈降 時 間 を 50 回 測定 し た 結果 は Stokes の 式 よ り の 理論 値 よ り 大 きく な る と と は 当然 考 
第 2 表 の 通り で , 島 虫 卵 , 豚 虫 卵 と も に 正規 型 を えら れる と と ろ で ある 。 


こる つぎ に 豆 虫 卵 に 特有 の 蛋白 膜 の 存在 と いう 問題 が あ 

考 接 る 。 彼 白 膜 は 粘着 性 が 大 で し か も ゃ 凹凸 を も つて いる の 

実験 に より 得 ら れ た 平均 沈降 速度 を Stokes. の 式 に 当 で , 一 見 沈降 時 の 抵抗 を 増し 沈降 速度 が お そく な る の で 

に は め て , 魚 虫 卵 の 直径 を 逆算 し て みた 。 は な いか と 考え られ る 。 と の 点 に つい て , 邊 白 膜 除去 虫 

Stokes の 式 は 後 細 粒 子 の 大 き さ と その 沈降 速度 と の 卵 と 無 処理 子宮 内 政 の > 光 降 速度 及び 均 長 径 の 実測 人 
関係 を 式 示し た も の で , と の 関係 は に つい て 次 の よう な 比 を 求め て みた 。 即ち 。 


筑 2 表 人 虫 卵 久 び 豚 顕 虫 卵 の 水中 沈降 速度 並び に その 大 きき 


^ こ 、 沈降 時 間 及 び | あみ が 1 大 きき ( め 
下 卵 の 大 | 光 降 時 間 (sec/10 cm) | 一 = 径 | 女 向 摘 
、、| ヤ 均 値 標準 信 差 最大 値 最小 値 | | 平均 値 標準 差 偏 平均 値 本 人 差 | 測定 回 数 レオ 
50 19>23 
50 16--20 




















代 便 中 人 顕 虫 卵 P 16.9 182.0 120.0 | 62.0 2.6 | sg.0 1.6 
腸 液 当 潰 豚 期 虫 卵 | 137.7 19.4 174.0 100.0 | 64.2 1.7 | 48.0 2.0 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
(| 















_ 無 処理 子宮 内 卵 。 





平均 沈降 速度 cm/sec)・・ 須 碧 膜 除去 久 2 
~ 。 20 2 22 無 処 理子 宮内 卵 _ 
ka 蛋白 膜 除去 点 卵 「「"“ 


で 両 式 と も 殆ど 等 し い 値 を 得 た の で , と の 事実 か らし て 
も 彼 白 膜 が 沈降 速度 に 及ぼ す 影 響 は 無視 し て も 差 支え な 
いよ ょ うに 思わ れる 。 以 上 の 事情 を 考慮 に 入れ つ ょ ゝ , 顕 虫 
卵 の 長径 の 実際 値 と その 理論 値 と を 比較 と き は 
と の 両者 は むし ろか な り よ く 適合 し て いる と 考 えら れ 
る 。 

つぎ に 上 虫 卵 個 々 の 沈降 速度 の 
検討 し て みみ たい 。 第 2 表 の 如く 標準 偏差 は 両 顕 虫 卵 で そ 
れ ぞ れ 148.2 ( 士 16.9), 187.7 ( 土 19.4) で あつ て , と 
の 類 の も の と し て は こと れ は 決し て 大 きい と は 思 へ な い 。 
一 応 ば ら つ き の 原 因 と し て は , 顕 虫 卵 の 大 き さ の 個体 差 
と , 顕 虫 卵 沈降 時 の 向き の 状態 , 及び “Wand effect ” 
な ど が 考え られ る が , と れ ら の 因子 を 考慮 に 入れ ゝ ば ぱ , 
と の 程度 の “ばらつき ” は 当然 で あろ う 。 

また , 念 虫 卵 と 豚 急 卵 と の 沈降 速度 に は , 有意 差 
は 認め られ な か つた の で , 人 工 腸 液 浸漬 の 豚 顕 虫 卵 は 形 
態 的 の みな ら ず 沈降 速度 の 面 か ら も 人 顕 虫 卵 に 近い 状態 
で , 材料 と し て 甚だ 好適 な も の で ある と 考え られ る 。 

の す ザジ ゲ 

1。 糞便 中 の 島 虫 卵 及 び 人 工 腸 液 浸 漬 の 骸 占 虫 卵 の 
水中 沈 際 時 間 を 終末 速度 を 以 つ て 測定 し た 。 前 者 に 於 い 
14.8 sec/cm ( 土 1.6) 後者 で は 18.7 sec/cm ( 土 
SS 


と) エ 右 府 甘 が 認 な - ブー 
有意 差 が 認め られ な か ノ / こ o 


1.9) で , 両者 の 間 に は を 


1 ・ 王 < 


ララ 
レ に みる 


)* っ コー 
(いら つき 


5 ラッ ー ン ニュ ーー 
の 


注 涼 て - 


ンー た 


に (は 


2。 と の 沈降 速度 の 値 を Stokes の 式 に 当て は め て , 
逆算 し た 昭 虫 卵 の 大 き さ は , 実測 値 と か な り よ く 合 つ 
人 

8。 水中 沈降 速度 の 面 か ら , 名 虫 卵 は 気 膨 質 と し て 取 


扱い ろ る 物理 的 性 状 を も つて いる < 


稿 を 終る に あ た 以 , 終始 御 腰 人 篤 な 御 指導 と 御 校閲 を 頂 
きま し た 予 研 寄 生 虫 部 長 小宮 博士 に 心から の 感謝 を 
捧げ ます と 共に , 種々 御 助 言 を 頂い た 公衆 衛生 院 学 働 
衛生 学部 興 重 治 氏 及び 予 研 寄生 虫 部 先輩 各位 に 厚く 
謝意 を 表し ます 。 
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Summmary 


1) The terminal velocities of 4. /zzz の 77cozes 
and 4. sz ova settiing through water were 
measured. The former was 14.8 sec/cm。( 士 1.6) 
and the latter, 13.7 sec/cm. ( 土 1.9) 。 There was 
no Significant difference in velocity between them. 
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2) The diameters of Ascaris eggs calculated by- 
Stokes'′ law from these values fitted in considera- 
bly well with the actual diameters rmeasured. 

3) Ascaris eggs were found to have physical 
properties as aerosol from the view point of the- 
velocity of settling through water. 





赤痢 ア 


の や っ o 


ーー 一 プ ネ 
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使用 し 


レ た 。 


代 培 状 E レ た O 


: 
内 に 存在 
と 


メー バ 等 寄生 原虫 類 が 培地 中 で 発育 増殖 する 場 
に ゃ , その 化学 的 な 働 に よ つ て , 
中 の 栄養 物質 の 分 解 と 
Ce 
の 合 され た 作用 
私 は その 中 の 一 
Laidlaw (1926) に よ つ て 報告 され 
し ・ 60ew 和 6 の も ゃ の で ある と と が 判 つ て いる 
が 。 有 之 は 米粉 の 主 成 7 
る 酵素 に よ つ て 。 
の 発育 に 必要 で ある < 
に 作用 する ア 
*。 赤 導 アメ ー バ , 


の 自由 
メー バ 及 二 核 


き , 残存 する 細菌 の 活動 を 阻止 する 目的 で 。 之 に ペ = テ シ 
た アメ ー バ は 赤 導 アメ ー バ , 二 核 アメ ー バ , 歯 リン 2000 及 ス トレ プ ト マ イシ ン 2000 7/ml を 加 へ 
活性 アメ ー バ の 4 種 で ある 。 赤痢 ア た の E 活 貝 体 よ り な 本 分? 本 酵素 量 の 測定 に 

久 ア メー バ は , 馬 了 血清 を 試験 管内 | 使用 する 目的 で 作ら れ た 被 検 液 で ある 。 


面 と し , 之 に 
。 歯 肖 アメ ー バ は 上 記 の 固形 に 
8 , の 割合 に 混 じ た る も の を 3 
培 開 し た 。 両者 共に 移植 直前 に 少量 の 米粉 を 加 へ た 。 赤 酢 素 に つい て 角 察 す 
自由 生活 性 アメ ー バ は 加熱 凝固 し 
し 。 加 圧 滅菌 し た る も の 3 


は 1 ) 生活 し て いる 下 f 
2 ) 2 生計 
する 酔 素 
し た 。 衝 実 験 に 
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ー 三 寄生 性 アメ ー バ 及び 自由 生活 性 アァ ー バ 
の 浅 粉 分 解 酵素 に つい て 
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な る 様 に 調節 し た 。 之 等 の アメーバ 培養 に は 細菌 が 随伴 
細胞 成 サ の 合 旗 と と 二 地 する と あ 潤 な い の で , それ ら の 細菌 に 由来 する 
* 行 は れ て いる の は 常 然 で 酵素 の 影響 を 考え な けれ ば な ら な い 。 そ の た め に は 実験 
る 酵素 は 極め て 多数 で , そ 材料 か ら な る べく 細菌 を 除く ee と め る と 共に , 残 つ 
常に 複 林 で あら う と は れる る が こ に は その 活動 を 抑え る た め に 抗生 物質 を 加 
っ の アミ ラー モ を 取上げ ば て 、 同様 に 処理 し た 杉 料 か ら アメ ー バ 
6 朱 。 \ て の 酵素 作用 を 検 し て 
は 次 の 如く a), D, c) の 





避け られ 
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こ 。 材料 の 処理 ( 





8 方 法 に よ つ た 。 

a) 48 時 間 培 養 ea s の 底部 か ら ア メー バ を 多量 
に 含む 沈 激 物 を 採り 。 リン ゲル に て 数 回 遠心 洗 敬 する こと 
と に より 随伴 弥 ee 誠 除 く と 同時 に ア 
到 集 た 。 之 を 更に ガー ゼ , 米粉 を 加 及 
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488 き 間 時 開 し た 六 半 基 の 液体 部 を 採り , 更 ( こと 之 を 
Ne み を 集め 之 に a) 法 還 ee - 了 し 
O 之 は プ メ ーッ ル が 培地 中 に 旧 (に グ 泌 し / や 


る 為 で あり , 赤 抗 和 Mi 


リン ゲル 


る 凍 1 養 基 ( - 継 代 培 養 b) 
- 馬 血清 1, リ 


液体 部 と する 養 基 ! 


む Aa 
ン ゲ ル 遠心 分 離し 
- 継 代 


ー プ > 当 胃 
に で 安 」 


27 Sm 


記 Mii ある 
) 忌 様 に 遠心 洗 浴 


た 卵黄 を 蒸溜 オ 
ェ 小 シヤ レー に 採り , こよ り 集 め た 正体 を ドラ イア イス 
cme wtEMKA こ と を 6 回 反 衝 し , 虫 体 を 完全 に 被 壊 ) 
実験 材 料 し レ し, 更に 之 と 遂 過 浅 趣 【 た も の で 、 価 内 に ある 林 
か ら 体外 に 出 され る 酢 素 に つ し を 目的 と し た 。 9 - 於 て 対照 の 随 4 
- 培 養 し た 場合 , その 培養 基 伴 細 居 の 課 結 職 解 は 14 回 以上 行 っ た 。 之 は 細菌 体 は 原 由 : 
< 略 々 量 的 に 観察 する と と を 目的 より は る か に 破壊 し が た いも の で ある 為 で ある 。 
各 実 験 共同 じ 操 作 を と 80 回 反逆 し て , 各回 に 於 ける 激 粉 


に 
レコ な: 


ここ 選ば は 5 





た み 


用 いた アメ ー バ の 数 は 1 ml 中 50 万 と 











amoebae. 


ル 7Zo7o fe ん の : 
activity of several 
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分 解 域 の 直 径 の 平均 を 求め . それ を 酵素 の 活性 度 の 指標 | 
と し て 表示 し た 。 % 

実験 方 法 が 
* DeLamater の 方 法 に 従 つ た 。 即 ち 上 


Investigations on amylolytic 
parasitic and free-]iving 
(Departrrent of Parasitology, School 
Hallman 及 
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た (附図 T, a)。48 時 間 後 に 取出 
液 の 乾燥 し て いな いも 
は 運動 する 
観察 | 





(1656) 〕 





赤 疾 ア メー バ に よる 実験 
左 は 対照 で 細 薦 だ け に よ ょ 
と 細菌 と に よる 分 解 域 . 


よる 分 解 域 。 右 は ア 
カッ プ 内 の 黒点 は 培養 基 


メー フ ヾ 


より 一 緒 に 移さ れ た 米粉 。 





大 第 地 に 0.3 2 の 割合 に 可溶性 汰 粉 を 加 へ た も の 
滅菌 シャ ー レ に そそ ぎ , 24 時 間 朋 卵 器 に お さめ て 
に ある と と を 確 め た 後 , 抗生 物質 検定 用 の 鉄製 の 高 
内 径 , 6 咽 , 外 径 8 mm の カッ プ を 垂直 に 立 

= 0.1 加 へ , カッ プ 内 の 液 の 蒸発 を 防ぐ 為 


10 , 
栓 * 液 を 


と 1 
こ て お (8 いい * 


37C の 野 卵 器 こ 静 置 
し , カッ プ 内 の 被 検 
の , 及び 生活 虫 体 を 用 \ 
: 商 認め 得る も の 丈 を 撰 び , 
て カッ プ 内 の 液 を 除き , 


\ た 実験 で 
虫 体 き 之 に つい て 
だ 。 ' 先 " プ ビ ピー ャ ッ ト に つい 


( 89 ) 






c) 赤痢 アメ ー バ に よる も の で , 上 は 上 浴 液 に よる 分 


解 域 , 下 は 生活 中 体 に よる も の 









d) 


EE 活 ア メー ババ に よる も の 


自由 





で カッ プ を 取 去 り 。 ル ゴ ー ル 波 を シヤ ー レ に 一 杯 注 
アミ ラー ゼ ぞ の 作用 し た 部 分 は 汰 粉 が 分 解 さ れ て いる 
カッ プ の 外縁 ょ り 輸 状 透明 ト 計 を 生じ , 平板 の アミ ラ 
ー ぞ の 作用 の 及ば な か つた 所 は 激 度 激 粉 反 応 に より 青紫 
色 を 呈す る 。 (附図 1 b, c, q) 計測 は 「 ノ ギ ス ]」 を 使 
用 し , 透明 層 の 境界 より 輪 の 中 心 点 を と ほり , 他 端 の 透 
明 層 の 境界 まで , 即ち 汰 粉 分 解 域 の 直径 を 測定 し た 。 
実験 成績 

赤 交 アメ ー バ , 此 上 アメ ー バ 。 二 核 アメ ー バ で は 肖 粉 

グ 解 層 , 即ち 透明 層 が 著 明 に 現われ , 然 も その 直径 は 随 


は ? 








メー バ の 材料 を 以 つ て 行 つ た 
(単位 mm) 


第 1 表 赤痢 ア 
渡 粉 分 解 域 の 大 き さ 





最大 最小 マテ 最大 芝 小 平均 


16. 4 11. 5 12.23 
16.0 11.2 12.12 
12.0 10.0 10.5 





生活 虫 体 24. 5 18. 0 20. 26 
培養 液 上 澄 26.1 17.8 20.72 
硬 結 了 虎 解 22.5 17.0 20.36 





第 2 表 歯 藤 アメーバ の 材料 を 以 つ て 行 の た 
間 粉 分 解 域 の 大 き さ 単位 mm ) 
実験 群 対 用 本 


最大 最小 平均 最大 最小 平均 





生活 虫 体 23.6 17.5 20.29 16.0 11.2 13.6 
二 養 液 上 浴 24.6 18.2 20.77 14.8 10.8 13.4 
_ 末 千 融解 23.5 17.0 19.58 11.9 8.4 7.48 
第 3 表 二 核 アメ ー バ の 材料 を 以 つ て 行 つた 
汰 粉 分 解 域 の 大 き さ (単位 mm) 


最大 最小 最大 表 小 平均 


生活 虫 体 26.0 18.5 20. 92 
培養 液 上 洪 24.8 18.2 20.82 
凍結 了 融解 22.8 17.4 19.94 13.8 





15.5 10.4 12.02 
14.6 11.4 12.82 
9.4, 11.42 











第 4 表 自由 生活 性 アメ ー バ の 材料 を 以 つ て 行 つ 





た 表 グ 解 域 の 大 き さ ( 革 役 mm 
実用 対照 群 
最大 最小 平均 大 最小 平均 





生活 昌 体 12.1 8.0 8.22 11.2 8.0 8.17 
培養 液 上 浴 11.8 8.0 8.18 11.9 8.0 8.20 
一 結 融 解 10.2 8.0 8.10 9.0 8.0 8.09 








に 造 に 大 で あ 


伴 細 菌 群 の み に 就 て 行 つ た 対照 実験 に 比 し て 進 に 

つた 。 かく て 之 等 の アメ ー バ が 激 粉 分 解 酵素 を も つと と 
は 明瞭 で ある 。 自由 生活 性 アメ ー バ で は 湯 粉 分 解 層 が 現 

われ る に は 現 わ ? れ た が , それ は 極め て 狭い の で , その 直径 

は 対 貼 に 比 し て 美 が な か つた 。 個 2 を 々 の アメ ー バ 種 に 就 て 

の 成績 は 第 1 表 よ り 4 表 に 示し た 。 之 等 の 表 の 数 値 は 何 
れ も 激 粉 分 解 層 の 直径 (mm) を 示し た も の で ある が , 生 


活 貝 体 を 含む も の , 培養 澄 液 , 凍結 融解 に よる 下 体 破壊 
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液 の 何れ の 材料 に 於 て も 激 粉 分 解 層 の 直径 の 平均 は 20mW 
前 後 を 示し て いて , その 間 に 差 が な い 。 更に 寄生 性 アメ 
ー バ 3 種 を 比較 し て 見 て も , 何れ の 種 に 於 て も 失 張 り 20 
mm 前 後 を 示し て いて , MES られ 
な い 。 全く 同様 な 事 が 対照 群 に 就 い て も 認め と 
の 場合 , その 数 値 は 実験 群 に 於 ける より も 知 か に 小さ 
も 0 導 で. 泊 io 
間 に お いて も 大 差 が 認め られ な い 、。 唯 凍 結 解 材料 に お 

いて は 他 の 材料 に お ける より る 策 々 小さ いと 云う 所 見 
が , 赤痢 アメ ー バ C0.) と 歯 肖 ア メー バ (9.84 叫 ) 
と に 於 て 認め られ る 。 

自由 生活 性 アメ ー バ に 於 て は , 何れ の 材料 に 於 て も 平 
均 に お いて 8.0 忠 を 僅か に 超え る 程度 で あつ た 。 之 は 実 
験 に 用 いた カッ プ の 外 径 が 8.0mm で ある の で , 激 粉 分 解 
層 は カッ プ の 外側 に 殆 ん ど 拡 か がら な い 場 合 が 多い と 云う 
こと に な る 。 (附図 9 


N 


考 投 

赤痢 アメ ー バ を 初め と し て 其他 の 腸管 寄生 アメ ー バ の 
培養 に 米粉 を 加え る と と に より , アメ ー バ の 増殖 が 著 し 
く 促 進 さ れる と と が , Dobell に よ つ て 明らか に され て 
以来 , 之 等 アメ ー バ が 激 粉 を 分 解す る 酵素 を も つと と は 
当然 想像 され た 所 で ある 。 ア メー バ 類 の 培養 に 細菌 が 随 
伴 す る と と が 避け られ な いた め に 寄生 性 アメ ー バ の も つっ 
酵素 に つい て の 研究 は 進歩 し て いな い 。 本 allman る 
DeLamater (1953) は 巧妙 な 方 法 を 考案 し て , 赤痢 ア 


メー バ に アミ ラテ ー ゼ の 存在 する と と を 明らか に し た 。 私 
は 彼 人 等 の 方 法 ( か ら の つの で て で? 赤痢 ア メ ーー メ ババ 。 歯 態 ア メ ーー 
バ ,。 二 核 ア メー バ に つい て アミ ラー ゼ の 存在 を 検討 し 


商 それ ら の 間 に 量 的 な 差異 が ある か 否 か を 知 ろ うと し 

。 その 結果 8 種 の アメ ー バ 共 ア ミラ ー ゼ を も つと と は 
証明 され た が , と と に 用 いた 方 法 に よ つ て は , で 
間 に 量 的 の 差 を 見 出す こと は 出来 な か つた 。 対 賠 と 1 
検討 し た 自由 生活 性 の アメ ー バ に は アミ ラー ゼ は 殆 
衣 れ な か つた 。 


NN) 


+\ 


で y 
『Y 


本 と , 培養 濃 液 と , 虫 体 融解 物質 の 
民夫 が み る か 否 か を も る 検討 し ょ 
うと し た 。 之 は アミ IO て 聞 
る の が 主 で ある か , 貝 体 内 で 作用 する の が る か を 
確 め よう と し た も の で ある 。 之 等 。 how - 於 て , 
汰 粉 分 解 域 の 直径 に は 差 は 見 られ な か つた が , 之 等 分 壇 
域 の 大 き さ は アメ ー バ と 細菌 の 両者 に 由来 する アミ ラー 
ゼ の 作用 に よる も の で ある の で , 今 , 仮り に 対 賠 実 験 に 
示さ れ た 細菌 郡 だ け に よる 激 粉 分 解 域 の 直径 を , 上 記 の 





た か むし 。 ぐし L 
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An 暗 ia 
分泌 と いう と と は 2 


昭和 31 年 3 月 (1956)〕 


アァ メー バ < 細 菌 に よる 分 解 域 の 直径 か ら 引 いた も の を , ア 
メー バ 自 身 の ア ミラ テー ゼ の 活性 度 を 示す 指数 と 考 へ る と 
と に する 。 商 培養 上 澄 液 に つい て は , その 中 の アミ ラー 
ゼ を 産出 し た アメ ー バ 数 が 全く 不明 で ある の で 比較 の 材 
料 と する と と は 出来 な い 。 そ れ で 生活 虫 体 と の 材料 (用 

= アメ ー バ 数 は 同じ ) で , 上 記 の 如き 計算 を し て , ア 
ES ー ゼ 指数 を 求め て 見 る と 第 
5 表 の 如く な る 。 こ と れ で 見 る と , 赤痢 アメ ー バ と 歯 務 ア 
メー バ と で は 融解 虫 体 の 方 が 生活 虫 体 に お ける より も 指 
数 が 大 で あつ て , 二 核 アメーバ は 差 が 見 られ な い 。 そ と 
で と の アミ ラテ ラーゼ が 主として 虫 体外 に 分 泌 る され て 作用 す 
る も の か , 或 は 貝 体内 で 作用 する も の か に 立 帰 つて 考察 


第 5 表 各種 アメ ォ ー バ に 於 ける 実験 群 北 粉 分 解 
域 と 対照 群 と の 差 





赤 痢 歯 能 二 核 自由 生活 作 


デメ ー バ ーー アメーバ アメーバ アデ アメーバ 











邊 活 昌 価 8.4 6.7 8.9 0 
束 結 融解 語ら. 朋 。 葛 7 8.5 9 
を 進め る る 事 に する 。 と と 云う 生活 東 体 と は 上 記 央 験 半 


計 と 入れ る 際 に 生存 し て いた と 云う 意味 で あつ て , それ 
を 48 時 間 37C の 骨 卵 器 中 に お いて , アミ テー ゼ の 検査 を 
行う の で ある か ら , 検 査 時 に 商 , 生存 し 運動 する 貝 体 が あ 
る に し て も ゃ , 多数 の 虫 体 が 既に 死亡 融解 し , こと に 検出 
され た アミ ラー ゼ も その よう な 過程 で 遊離 し た も の も 多 
に 含ま れ て いる と 考え な けれ ば な ら な い 。 然 も と の 生 
活 貝 体 の 材料 に お いて , 凍結 工 解 虫 体 の 材料 に お ける よ 
り , アミ テー ゼ 活 性 が 弱い と 言う ミ 
せ が た と え 貝 体外 に 分 泌 さ れる と と が ある に し て も , そ 
の 量 は 比較 的 少 い も の で あつ て , と の 酵素 は 主として ア 
メー バ 体 内 で 作用 する も の と 考え る 可 き で あら う 。 実際 
に 培養 アメ ー バ 貝 体 の 体内 に は 多量 の 米粉 を 取入れ て い 
る の で あつ て , 之 等 は 当然 体内 で 消化 され る べき 運命 ( 
ちる の で ある 。 二 核 アメ ー バ で は 両者 間 に 差 が 見 られ な 
か つた が , と の アメ ー バ は 宿主 外 で は 甚 し く 速 に 死滅 す 
る と と が 知ら れ て お り , 舟 卵 器 に 48 時 間 お か れ て いる 間 
NM な oy か 
ee より 正体 を 破壊 し て 入れ た } 
合 と 大 差 な いと と に な つた に と 思わ れる )。 な ほぼ ,。 培養 濾液 
RS れ て いる が , と 
ser 
し て ゆく の で , 主として 死亡 虫 体 に 由来 する も の で あつ 


ある に し て も ゃ 著 明 な SAS 


NI 


の で ある か ら ア 
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あら う 。 自由 生活 性 アメ ー バ で は 殆 ん ど 証 明 さ れ な か つ 

た 。 元 来 自 由 生活 性 アメ ー バ は 極め て 僅か な ( 稀 薄 な ) 

栄養 物 の 中 で も 増殖 し て ゆく も の で あり , アミ ラー ゼ の 
如き も 皆無 ご で は な い に し て も , 極め て 少量 で 足り る も の 
と 加わ れる 。 


結 議 
1) 赤痢 アメ ー バ , 歯 上 獣 アメ ー バ , 二 楼 アメ ー バ に 於 
て は アミ ラテ ー ゼ 作用 が 明瞭 に 認め られ た 。 
2) と の 作用 物質 は 主として 虫 体内 で 作用 する も の 
ある と 考 へ られ る 。 
3) 自由 生活 性 アメ ー バ で は 殆 ん ど 


> 人 イ 目 みみ アー 
ぃ バ 得 な か つた 。 


終り に 御 指導 御 校 聞 を 賜り まし た 松林 教授 に 深謝 致 
し ます 。 
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Summary 


Amylolytic activity of 万 2/27z0e の g /7S7o/y72C の ,。 
万 7 が 0e の の g724g2 の の 77S。 の zez7272 の 6 の Z げ 7gg277s and 
Naegleria sp. was-exarnined according to the 
method of Hallman and De Lamater (1953) . The 
amylolytic activities of associated bacterial fora 
were also examined in the controle expDerirmentS. 
The strength of the activity of each species of 
amoeba was deterrmnined by the diameter of the 
area of decomposed amylum in the test. 

The activity was demonstrated in the experi- 
ments with the three species of paraSitic amnoe- 
bae and was hardly recognizable with the free- 
living one. No. definite difference was seen in 
the strength of activity among the parasitic 
Species. Results of the experiments carried on 
with 1iving and lysed amoebae demonstrated 
that the amylolytic enzyme worked mainly intra- 
cellularly. 
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三 の 寄生 性 アァ ー バ 及び 自由 生活 性 アメ ー バ 


の 算 白 質 分 解 酵素 に 


学部 寄生 上 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 


慶応 義塾 大 学 医 


つい て 


! 
! 


人 


中 


(昭和 30 年 12 月 21 日 受領 ) 


稚 は 先 に 寄生 性 アメ ー バ RA メー バ に つい 
て , 滋 粉 溶解 酵素 肥 ち アミ ラー ゼ に 関す る 実験 を 行 ひ , 
之 が 存在 せる 事 を 証明 し た 。 即 ちと これ に よ つ て アメ ー バ 
が Dobell 培地 , 田辺 干 葉 培地 等 の アメ ー バ 用 培地 中 
に 添加 され て ッ 本 3 と 直接 利用 し 得る こと を 生化 学 
的 に 立証 し 得 た の で ある 。 併 し て アメ ー バ 用 菩 地 は 何れ 


侍 た の て 
も , 血清 , 凌 卵 等 を 成 分 と し て 形成 され て 居り , 和 洛 白 
質 が 欠く べから ざる E 吉 る 。。 よ つ で アメ ー 


※ 美 湖 と 成 つ - 





バ は ア 
素 を 有 し , 
, 自己 の 増殖 発育 に 供し て 
メー バ 。 赤痢 アメ ー バ , 二 核 アメ ー バ , 肥 上 自由 生活 性 ア 
2 yk 種々 の 水素 イオ ン 濃度 の も と に , 独白 

} 解 酵素 の 存在 に つい て 検索 を 行 ~ 
実験 方 法 及び 材料 


+ と 


蛋白 質 を 分 解 し , 諸 種 の アミ ノ 酸 等 を 生成 


= と っ ュー レ > ュ > の ルー 和 る ーー ) 晶 四 に リー ツジ 家 誕 婦 ) アァ 
2 シン リン ゲル 4 - 種 を な る 濃度 に 深刻 > Ko 
クセ ネッ ラー バード - 三 下 話 ム だ hn へ 、 ぷー チュ レン / の 中 生生 7 
後に 述べ る 如き 試験 液 を 加 へ て , ゲラ チン の 表 解 さ 


0.7cc と , 試験 液 0.3cc を 加 へ た 場合 に 。 ゲラ チン が 
<1,。 2。 3, 4。 5, 6, 7, 8 に 成る 様 に 調製 し 
N/10 HCl, 又は N/10 NaOH を 用 いて , 水素 イ 
陸 院 き 由 お 3。 8。 ます 、 きま 。 6 す 。 6 イ 。 
7。8, 9 に 調製 し 之 を 滅菌 小 試験 管 に 0.7cc ずつ 
分 注 し 。 高 小 普 し 。 之 に 下記 の 試験 液 0.8 cc を 加 へ 
と 。 97 CK 静 置 し た 後 , 4 C の 氷室 に 30 
分 間 置 き 室温 に 取出 し て 検 し た 。 ゲ ラチ ン の 完全 に 融解 
レ し た る も ゃ もの を 0 と し , 不 完全 藩 解 の も の は (一 ) と 

判定 し た 。 融解 し た ゲラ チン の 最高 濃度 を 以 て , その 試 


験 液 の 力 価 と し た 。 


に 6 
3 





472 を o7o Zze を o : InvestigationS on the proteolytic 


activity of parasitic and free-livinig amnoebae. 
(Department of Parasitology, School of Medicine, 
Keio University, Tokyo, Japan) 


第 一 の 実験 で は 中 6。 5 の 種々 の 濃度 の ゲラ チン 液 を 作 
り , 之 に 下記 試験 液 を 重ね て , 溶解 する ゲラ チン の 濃度 
キ 見 た 。 赤痢 アメ ー バ 及 二 核 ア メー バ は , 馬 血 
清 の 熱 凝固 斜面 に リン ゲル 液 を 液体 部 と せる 培養 基 に 継 
代 培 養 し た 。 歯 上 陣 ア メー バ は 前 記 の 固形 部 に , 馬 血 清 1 
リン ゲル 8 の 割合 に 混 じ た る も の を 液体 部 と せる 培養 基 
に 継 代 培養 し た 。 両者 共 移 植 直 前 に 少量 の 米粉 を 加 へ 
た 。 赤 自由 生活 性 アメ ー バ は 卵黄 の 浸出 液 に 等 量 の 蒸 汐 
水 を 加 へ , 加 圧 滅菌 し た る も の を 小 シ ヤレ ー に 採り , 27 
C で 継 代 培養 し た 。 ph は 以上 の 中 隊 ウ ァ メー バ 株 に 
就 ゃ の : と 調 拉 使 用 

a) 移植 後 Wi を 経過 し た る 美 基底 部 の 下 体 
- 多 数 含む 所 を 米粉 と 共に 採り , 随伴 細菌 の 増殖 及 活動 
を 抑止 する た め に に, 之 に ペニシリン 2000 /ml 及び スト 
レプ トマ イン シン 4000 7/m1 を 加 へ た も の 。 

b) 移植 後 48 詩 間 を を 経過 し た る も の を リン 
て 数 回 遠心 洗 敬 し , 細菌 体 き アメ し 
の み を 集め , に 抗生 物質 加 へ た も の 。 

(で ) 培 基 基 の 流体 部 を = 採り 8000 回 転 に て 15 分 間 吉 
沈 泊 し , 更に その 上 層 液 の み を 集め , 再度 遠心 沈 演 し , 
虫 体 を 完全 に 除き , 細菌 体 も 殆 ん ど 全て を 除い た 。 と の 
液 中 に は , 虫 体 が も し ゃ 培養 中 に 酵素 を 体外 に 分 泌 す 
と すれ ば ぱ ば, それ が 含ま れ て いる 箸 で ある 。 と の 液 に 抗生 
物質 を 添加 し て 用 いた 。 

(@) 遠心 洗 敬 に て 集め た る 虫 体 を ドラ イア イス に て 
6 回 凍結 工 解 し て , 完全 に 虫 体 を 破壊 し た も の 。 下 体内 
酵素 が ある と すれ ば それ が と の 液 中 に 含ま れ て いる 答 で 
ある 。 上 記 と 同様 の 抗生 物質 を 添加 し て 用 いた 。 

(e) (d) を 更に 濾過 滅菌 し た る も の 。 

の 赤 対 照 と し て は , 随伴 細菌 群 

し , 同様 の 操作 を 加 へ た も の を 使用 し た 。 
Res 、 て の 就 験 液 を 100C に 煮沸 し た も の に つい て る 
検定 し た 。 


3 次 の 如き 5 和 の 
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第 1 表 数 種 の アメ ー バ 培養 か ら 得 た 各 試 験 液 の ゲラ チン 融解 能 の 比較 
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5 壮 ま の 夷 間 で は pH 及び ゲラ チン 濃度 の 相違 を 種々 に 
し , 試験 液 と し es を 使用 し て 実験 を 
行 つた 。 放 第 1 第 2 の 実験 を 通じ て , 各 ア メー バ は 1 cc 
中 に 50 万 を 算 す る も の を 使用 し た 。 各 実験 共 , 20 回 反 覆 
し て 行い , 20 回 共 融 解 し て いる ゲラ チン 最高 濃度 を その 
実験 に お ける 融解 能 と し て 表示 又は 図示 し 

実 時 bo 
た 各 試験 管 に 於 て は 
2 吐 0 て 居り 之 を 培地 ( - 移 年 し 
- 48 時 間 を 経過 し た - も の て は 生存 下 体 は 語 らら れ 
な か つた 。 表 1 に 示す が 如く 歯 也 ア メー バ は ゲラ チン 融 
が 比較 的 高く 。 芝 に 次 て 本 メー バ 。 二 楼 アメ ー 
, 自由 生活 性 アメ ー バ の 順 ・ 。 試験 流 列 に 見 < 

と 培地 底部 より 取 つ た 材料 を その ま . ま 用 し た 場合 が 最高 
の 値 を 示し , 凍結 華 解 物 の 濾過 液 で 最 底値 を 示し , その 
他 の 材料 で は 両者 の 中 間 値 を 示し た 。 又 と れ 等 の 値 は 対 
照 の 細菌 の みみ を 同 - 兵 地 で 養 し て 作 つ た 試験 液 が 示 し 
た 値 よ りゃ 策 大 で あつ た 。 面 し て 此 の 差 は 遠心 上 澄 液 の 
時 。 その 人 半 物 が アメ ー バ の それ 和 と の 人 
合 に 於 て 多量 に 含 く まれ て いる と 考 へ られ る 場合 に は 比 
9E 度 で わ り 。 ア メー の 上 は その 人 時 が 
に 含ま れ て いる 材料 で は 比較 的 に 高度 で ある 様 に 思 は れ 
第 2 の 実験 に 於 て は 前 記 の 実験 成績 で 培地 底部 材料 が 
最も 強力 で あつ た の で , と の 同じ 材料 を 用 いて 中 の 価 を 
公 々 変化 し て , 酵素 の 活 性 度 を 検討 し た 。 図 1 に 示す が 
如く 歯 通 アメ ー バ で は ゲラ チン 液化 能力 は pH より 上 昇 
を 示し, 6.5 で 最高 値 を 示し て 居り , 図 2.3, 4, に 示 
す が 如 く , と の 傾向 は 他 の 3 種 の アメ ー バ に 於 て も 共通 


し て 認め られ た 。 寄生 性 の 8 種 ご は ゲラ チン 液化 の 最高 
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( > は ゲラ チン 濃度 を 示す ) 


・ 濃度 は 5 6 で , 歯 上 ア メー バ , 赤痢 アメ ー バ , 二 核 ア 


メー バ の 順 で あり , いづ れ も 随 伴 細 菌 群 で の 対 賠 の それ 
が 4.0 タ で あつ た の に 比 し て 明らか に 差 が 認め られ た 。 
自由 生活 性 アメ ー バ で は 最高 値 が 3.5 多 で あり , その 
随伴 細菌 群 の 値 は 3.02 で 著しく 差 が ある と は 云 び 難 い 
結果 で あつ た 。 又 図 に は か か げ な か つた が , 試験 液 を 煮 . 
沸 し て 行 つ た 対照 例 は ょ る し 二 の 才 め ら ポ 。 
考 投 
歯 肖 アメ ー バ , 赤痢 アメ ー バ , 二 楼 アメ ー バ 及び 自由 
生活 性 アメ ー バ に 就 て ゲラ チン 融解 能 を 検討 し た 。 と の 
種 の 実験 で 最も 困難 な 点 は 之 等 アメ ー バ を 細菌 か ら 純 粋 
に 分 離す る こと が 出来 な いと 去 kc 他 に 
伴 細菌 群 を アメ ー バ を 混ぜ ず に 取出 すこ と と は 容易 で ある 
の で , と の 細菌 群 だ け を 用 いて 同じ 実験 を 行い ,。 アメ ー 
バ 細 菌 混合 材料 で 行 つ た 実験 と 比較 する とこ と に より ,。 ア 
メー バ の 作用 を 推定 する こと と は 出来 る 。 表 1 の 成績 か ら 
, 何れ の 場合 に も アメ ー バ 細菌 混合 材料 の 方 が 細菌 
だ け の 場合 より も 高 濃度 の ゲラ チン を 融解 し て いる と と 
か ら , アメ ー バ も 蛋白質 分 解 酵素 を も つと と は 明らか で 
ある 。 併 し 自由 生活 性 アメ ー バ に 限 つ て 対照 (細菌 だ 
け ) と の 差 が 僅か で あつ て , 邊 白質 分 解 酵素 を も つ に し 
て ぁ る その 作用 は 甚だ 弱い も の の 様 で ある 。 と と に 用 いた 
自由 生活 性 アメ ー バ は Naegleria に 属す る も の で あり , 
殆 ん ど 痕跡 と も 云う 可 き 極め て 少量 の 栄養 物 中 で も 生活 
増殖 し 得 る も の で あり , 従 つ て と の アメ ー バ の 必要 と 
する 栄養 素 の 量 は 僅少 で 間に合う も の で あろ う 。 従 つ 
て 酵素 活動 ぇ 他 の 3 種 の 寄生 性 アメ ー バ に 比 し て 和 途 と 支 
いも の で あら う 。 と の と と は 同じ アメ ー バ 種 で 検討 し た 
ラー ゼ に 就 て も 云い 得る と と で ある 。 (前 報 参 照 ) 
"メー バ 3 種 の 間 で 算 白 質 分 解 酵素 の 活動 性 を 比 . 
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図 1 歯 随 アメ ー バ の 各種 pH に 於 ける ゲラ チ 
ン 融 解 能 
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図 2 赤 閣 アメーバ の 各種 pH に 於 ける ゲラ チ 


ン 融 解 能 


6) 


2 1 
SE 


て りう 





I ト 
すす ao も 「 に 
BS TTA は 4 5 565 7 79768 0 
寺 
セ 人 


レ し て 見 る と 歯 上 ア メー バ が 最も 強く 。 次 て 赤痢 アメ ー 
は 最 下 位 で い 
ゃ 之 等 アメ ー バ の 寄生 部 位 に 座る 
ょ て 一 応 理由 の ある こと の 様 に 思 は れる 








ー バ は 歯根 盲 坦 内 に あつ て , 歯槽 騰 漏 の た め に 決 出 し て 


来る 邊 点 基 絶え ず 多 量 に 摂取 し , 消化 し て お り , 従 つ 
て 蛋白 質 分 解 酵素 の 活 湊 な る 活動 を 必要 と すろ も の と 思 
は れる 。 赤 交 ア メー バ は 戻 < 宿 組 織 内 に 侵入 し て 組 
織 を 融 か す と 考え られ て いる の で あつ て , 和 蛋白 質 分 解 酵 
の われ る 之 に 対し 
て 二 核 アメ ー バ は 大 腸 の 腸 腔 内 に 生活 する も の で あつ 
て , 前 2 者 に 較べ れ ば 蛋白質 2 解 陸 素 の 活動 が 多少 劣 

て いて も ゃ 不遇 議 は な い 様 に 思わ れる 。 な お , 了 
分 解 酵素 の 活動 性 の 強弱 は 夫々 の アメ ー バ の 培養 の 難易 
る 様 に 思わ れる 。 即ち 歯 獣 アメーバ は 他 の 
2 者 に 較べ て 継 代 培養 を 得る と と が 困難 で あり , 殊 に 血 
清 を 含ま な い 培 地 に は 殆 ん ど 増 殖 し 得 な い 。 之 に 対し . て 


C% り 9 


と ゃ 関係 が あ 
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図 3 二 核 アメ ー バ の 各種 pH に 於 ける ゲラ チ 
ン 融 解 能 
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赤痢 アメ ー バ , 二 核 アメ ー バ は , Balamuth 培地 の 如き 
蛋 白質 を 殆 ん ど 含 まな いも の に て る ぁ 良 く 増 殖 す る 。 之 等 


の 点 に る 和 蛋白 質 を 必要 と す : と 程 の 相 店 * 現 われ て いる 
様 に 思わ れる 。 

胡 邊 電解 隊 系 が 主として アメ ー バ 仁 肉 で ご 作用 する * 
の か , 牙 は 体外 に 分 泌 る され て 作用 する も の か は アメ ー パ 
の 生理 に と っ て 重要 た 問題 ある 。 寄生 局所 に 於 ける 生 
見 て , 歯 衣 アメ ー バ は 多数 の 白血球 を 体内 に 
取入れ て いる の で ある か ら , 蛋白 質 分 解 酵素 も 当然 細胞 
体内 で 作用 する も る の で あろ うし , 二 核 アメ ー バ は 流動 性 

の 腸 膝 内 容 中 ! こ 生 清 し て いる の で あつ て 。 本 素 を 体外 
分 泌 す る と 云う と と は 甚 々 し く 不 合理 の 様 に 思わ れる 。 
友 赤 導 ア メー バ は 組 内 に 寄生 し 。 何等 か の 本 来 を 分 

, 周囲 の 組織 を 被 壊す る と と が 云わ れ て いる 。 之 等 の 
点 を 検 計 すろ 目的 で 今回 の 実験 で は 培養 自体 を 遠心 沈 湊 
に よ ょ つて よく 洗 敬 し 培養 液 及 び 随 伴 細 菌 を 可 及 的 少く し 
た 材料 で , 一 方 で は 生活 虫 体 の まま , 一 方 で は それ を 凛 


活 態 度 肥 か ら 
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結 融解 法 に より 虫 体 を 破壊 し た 後に 夫々 ゲラ チン に 作用 
せしめ た (第 1 表 ) 。 そ の 結果 は 寄生 性 3 種 の アメ ー メ バ 
共 虫 体 破壊 材料 の 方 が 策 低 い 活 性 度 を 示し た と 云う だ 
け で 著 明 な 差 は な く , 又 赤痢 アメ ー バ と 他 の 2 種 の アメ 
ー パ と の 間 に も 上 記 の 点 を 立証 する に 足る だ け の 差 は 見 
し な 之 は 併 し 当然 な こと で あつ て , 生活 虫 体 
la を 2 
を 


られ な か つた 。 


時 間 も る お く 時 に は アメ ー バ の 大 部 分 は 死亡 し , 体内 に 存 
する 酵素 は 体外 に 漠 離 し て 作用 する と と が 考え られ る か 
ら で あ る 。 培養 し た 液 を 遠心 沈 肖 し て アメ ー バ を 除い た 


上 澄 液 が 酵素 作用 を 示し て いる が , この 場合 に も , その 
柳 素 が アメ ー バ か ら 分 泌 さ れ た と 上 直ちに 考 へ る 可 き で は 
な い 。 即ち 培養 中 に アメ ー バ は 増殖 する 一 方 , 多数 が 死 
亡 し て 体内 の 酵素 が 遊離 する と と が 考え られ る か ら で あ 
る 。 要 する に 今回 の 試験 で は 酵素 が アメ ー バ 体外 に 分 泌 
され る か 否 か は 確 人 
- の 本 素 が 何 に 属す か 9 は 水素 イオ ン 濃 度 
ト ょ つて 推測 する と , mH6.5 より pH7.8 の 濃度 に 於 て 良 , 
な る 融解 を 示し て いる と と か ら , と れ ! oy 
推 動物 の 蛋白 分 解 酵素 植物 性 の も の と の 中 間 に 位 する 
性 質 を 有する 酵素 の よう に 思 ! 。 即ち 中 性 = Na 
ae 人 カテ プシ ン 競 刺 或 は 植物 
型 の 酵素 る と 等 アメ ー バ 類 に は 主 と ! 1 
る の で は ある まい か 。 ま た と れ ら の 水素 イオ ン 濃 度 は 本 
の 生 増殖 に - 至 適 叩 で あ 2 を 
で ある 。 双 之 等 給 和 が 高等 動物 と 異 つ て その 主 た 
る 酵素 と し て カテ プシ ン 様 酵素 を も つと 云う と と は 興味 


る 事 も 意味 の ある と と 


プア メー スミ 


結 論 
1) 歯 詞 アメ ー バ , 赤痢 アメ ー バ 及び 二 核 アメ ー バ は 
何れ る ゲラ チン を 融解 する 酵素 を 有する と と を 確認 し 


2) その 酵素 の 活性 度 は 歯 角 アメ ー バ に 於 て 最も 強 
く , 二 核 アメ ー バ に 於 て 最も 弱い よう に 見 受け られ た 。 
比較 の た め に 検 し た 自由 生活 任 の ア . * ー バ で は ゲラ チン 
9 ミ は 上 記 寄 生 性 アメ ー バ 3 種 に 比べ て , その 活性 
度 は 甚 し く 弱 いも の で あつ た 。 


の 之 等 の 活性 度 の 強弱 は 之 等 アメ ー バ の 生活 環境 及 
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び 摂 取 す る 栄養 物 と 密接 な 関係 に ある らし い 事 及び 之 等 
アメ ー バ の 継 代 培 養 の 難易 と も 関係 が ある らし い 事 を 考 


察 に 於 て 記述 し た 。 


4) 之 等 アメ ー バ 類 に 見 られ る 蛋白 質 分 解 酵素 は 主 と 
し て カテ プシ ン 型 酵素 で ある と 思わ れる 。 

御 指導 を た まわ つた 松林 教授 に 厚く 衝 礼 申し 上 げ ま 
す 。 
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SurmnmarY 


Proteolytic activities of 万 z:Z7206 の の /7s/o/y77cg., 
万 2727206 の 2 g272g7 の の 77S。 の ez7Z7226 の 2 げ ァ gg7/zs and 
Naegleria sp. were examined by their ability to 
dissolve gelatine of various concentrations. The 
strength of the activity of each species of amoe- 
bae was determined by the highest percentage 
of gelatine dissolved. The activity of associated 
bacterial fora was also examnined in the control 
exDerirmentS. 

Proteolytic activity was recognized in the three 
parasitic species of amoebae, and was highest in 
万 . gg7277S。 Somewhat lower in 万 . /s7o7y が cg 
and lowest in の 7ez7gzzoe の 2 7og777s. It was hard]y 
recognizable in the free-]iving Species. It seems 
to be natural that 万 . gg の 72S and 万 . /s797y7c の 
demonstrate high proteolytic activity, as these 
two species of ammnoebae feed much protein in 
their parasitic life. The proteolytic activity was 
miost prominently demonstrated in the medium 
of pH 6.5-7.8. Therefore, the enzymes working 
in this proteolysis seem to belong to the katepsin 
tyDe. 
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1。 


投 稿 規 定 


投稿 は 原著 , 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 著 者 及び 題名 は 

日 本 女 の 下 に 了 欧文 訳 を 附 する 事 。 

ka 新 か な づか い に よ る 國語 常 体 (で ある , あつ 
・ 式 ) の 横 組 み と し , 当 用 漢字 を 用 いる の を 原 

"9 促音 ・ 提 音 は 「 あ っ た だ, ハン ショ ツ 」 の 

よう に 小さ く 記 す , 動 征 物 の 和 名 や か な 書 を 普通 と 

する 化合 物 , 薬品 名 は か た か な で 書く 。 

名 読点 に は ュ ン マ と 丸 ( 。 ) を 主として 用い , その 

他 必 要 に 放 じ て コロ ン , セミ ュ コロン, ダッ シュ を 使 

つて も いい 。 

数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記す る に は コン マ ま た は 

黒丸 (・) を 適当 に 用 いる 。 例 : 第 5,8 図 4s- 

cg7$。 ア 277276 へ マト キシ リン , アセ トカ ー ミ ン , ポ ボ 

ンプ ・ ュ ッ ク , 用 語 ・ 文 体 

数 字 , 昌 位 

ィ ) 25cm 5.3 kg 23.5?C pH 6.0 

( 証 位 に は 点 を 打 た ぬ ) 

) 5 個 9 人 第 5 表 昭和 28 年 7 月 

へ ) 一 見 し て 二 硫 化 旭 素 数 十 人 

ィ ) 図 , 図版 , 表 に は 必ず 番号 , 説明 を 付け る 。 

=) 図 , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 2, 

3。 ・……) を 用 いる 。 図版 は 赤 ィ インキ で 縮小 牽 を 

指定 する こと 。 

へ ) 1 つの 番号 は 原則 と し て a. b. c. な ど と こま 

か く 分け ぬこ と 。 

=) 図版 中 の 図 の 番号 は 本 女 内 の 図 か ら の 続き 有 

号 に する こと 。 

脚 評 に は 通し 番号 を 「・ 

付け る 。 

本 文中 の 文献 閉 者 名 に は 必ず 年 号 を 括弧 に 入れ て 附 

記す る こと , 引用 女 献 は 著者 , (年 号 ) : 標題. 雑誌 , 

大 ( 号 ), 頁 一 頁 . の 順序 に 廊 未 に まとめ て ABC 順 

と 並べ , 各 文 献 に は 必ず 表題 を る 附 記 ナ る こと 。 


小 活字 や 特殊 活字 (ゴマ シック, イタリック な ど ) を 


… で ある 。 2 3」 の よう に 


使う べき 所 は 忘れ ず に 赤 ィ ン キ で 明記 する こと , 文 


中 お よび 文献 表題 中 の 学名 は イタ リッ ク で 組む か 
ら , 原稿 に は その 語 の 下 に 柄 線 を 1 本 ・ 赤 インキ で 


引い て お く , た だ し , 各種 の 見 出し の 体 雪 ・ 凍 ま だ 


関す る こと は 編集 係 に 一 任 の こと 。 

原稿 の 本 廊 ・ 「 図 ・ ・ 図 説明 ・ 表 ・ 半 誠 は それ ぞ れ 別 4 
に まとめ , 図 ・ 表 ・ 脚 庄 を 入れ る べき 本 文中 の 場所 
に は 左側 欄外 に 赤 ィ ン キ で 第 3 図 , 脚 三 5 の ょ うに 
示し , また 図 ・ 夷 ・ 脚 庄 の それ ぞ れ に は 「p. 25 に 
入れ る 」 の よう に 失 書 する 。 


10。 


表 の 形式 は 原則 と し て 下 表 の 如く する こと 。 
策 5 表 落 抹 標本 枚数 に よる 遇 虫 卵 検出 府 





、 検査 枚数 


区 
3 


6 枚 合 計 12 


陣 作 陽 任 率 ( を ) 同 信頼 愉 5 書 
76.4>m>64.2 


89.0>m>78.4 上 
93.1>m>83.6 


陰性 


枚 ' 43 
枚 合 計 22 





70.7 
85.0 
89.7 


104 
125 
132 





11。 


原稿 は 400 字 詰 原稿 用 紙 20 枚 以 内 と し , 掲載 料 1000 
円 と する 。 但 し, 表 は 5 枚 以内 と し て 右 の 制限 内 に 
含ま せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 著者 貧 掴 と する 。 上 
同一 号 に 同一 人 が 2 篇 を 同時 に 掲載 する 場合 に は 1 請 
篇 を 除い て 他 は 超過 真 と 見 向 す 。 | 


。 投 稿 は 必ず 欧文 抄録 を 具 け る こ と 。 大 文 抄録 は タオ 


デラ ィ タ ー 用 紙 (28x21 cm 位 ) に 一 行 お き に 打ち 1 
枚 以 内 と する 。 但 し 都合 に よ つ て は 和文 で 400 字 太 庫 
内 の 欧文 抄録 用 原稿 を 送 附 され て も 良い 。 此 の 場合 計 
は 別に 宮 訳 料 500 円 を 添え て 申し こむ こと 。 


。 別 期 は 100 部 を 晶 位 と し て 別に 実費 を 申 受け る 。 
。 原稿 は 原則 と し て 到着 順に 掲載 する も, その 名 否 携 


載 順序 , 体 六 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。 


・ 原稿 の 須 り 先 は 東京 都 品川 区 上 大 時 長 者 丸 國 立 予防 計 


衛生 研究 所 内 日 本 寄生 虫 学会 事務 所 と する こと 。 


。 な お 論文 の 書き 方 に つい て は 冨田 軍 二 著 ( 朝 倉 書店 ) 


御 投稿 の 際 別 刷 の 必要 部 数 を 明記 し て 下さ い 。 
は 通常 白紙 の 表紙 を つけ た ゞ さけ に し て あり ます が , 


「 科 学 論文 の まとめ 方 と 書き 方 」 を 参照 の こと 。 
お し ら せ 





何 別 騰 
表紙 。 
と 標題 著者 名 雑誌 名 等 印 制御 希望 の 方 は 実費 で 申 受 け ま 午 
す 。 








昭和 31 年 2 月 25 日 印刷 
昭和 31 年 3 月 1 日 発行 


印刷 人 ロ 喜 久 雄 
東京 都 品川 属 上 大 崎 3 丁目 300 番地 


ーッ ツ 橋 印刷 株 式 会 石 
東京 都 品川 必 上 大 崎 3 丁目 300 番地 


発行 所 . 日 本 和 生 時 学会 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 
~( 國 立 予防 衛生 研究 所 内 ) 
電話 大 崎 (49) 2183-2188 
振 若 口 座 東京 1451 


印刷 所 

















